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表記と記載内容について 


マー ク 

内容 

大 

オプションや仕様により異な 
る装備には*マークび付いて 
います。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていたださたいことです。 

瓜 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていただをたいこ 
とでず。 

D 

ま意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
だをたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていただをたいこ 
とです。 

► 

操作手順などをおしてい 
ます。 

([> ぺージ） 

関連ずる内容び他のページに 
をあることを示しています。 






お客様へ 


このたびはルセデス-ベンツ車をお 
買い上げいたださ、あ0がとラござい 
ます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をお使いになる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説日月書は、いつでち読めるよう 
に必ず車内に保管して<ださい。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場合がありまず。 

• 表紙の画像はイ^ージであり、日本 
仕様とは異なる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合がありまず。 

• この取扱説日月書には、走行速度が 
1 OOkm / h を超えたときの車両機能 
や状態についての記述がありまず 
が、公道を走行ずる際は、必ず法 
定速度や制限速度を遵守して < だ 
さし、。 


•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
ありまず。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることが 
ありまず。 

• オーディオやナビゲーシヨンに関し 
ては、別冊の rCOMAND システム 
取扱説明書」をお読み< ださい。 

• 車を次のオーナーにお讓〇になる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不日月な点は、お買い上げの販売店 
または;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


〇 方ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ曰本株式会社 
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アシストグリップ . 261 


アシストグリッブ . 261 

アダフティブブレーキランプ . 57 

雨降0や 濃霧 時の運転 . 294 

ま全のために . 15 

オートマチック車の取0扱い . 19 

オートマチックトランスミッションのセレ 
クターレバーを操作するとをのを意 ••• 1日 

警告ラベル . 15 

モ供を乗せるとき . 18 

こんなことにをミ主意 . 20 

走行する前に . 16 

保証の適巧 . 16 

イ ージー エントリー . 100 

イグニッション位置 . 84 

キーによるイグニッション位置の選択 •• 84 
キーレスゴースイッチによる 

イグニッション位置の選択 . 85 

インジケーター巧きバッテ U —. 364 

インストルメントパネル . 24 

インテ U ジェントライトシステム . 115 

アクティブライトシステム . 116 

八イウェイモード . 116 

フォグランプ強化機能 . 116 

ウィンタータイヤ . 288.384 

ウォッシャー液 . 382 

ウォッシャー液 . 278 

ウォッシャー液を補給する . 278 

運乾のヒント . 143 

エアコンディシ ョナー . 224 

AC モード . 226 

運転席モード . 229 

エアコンディショナーの取0扱い•• - 224 

コント□ールパネル . 225 

送風口の開閉 . 228 

送風口の風向き調整 . 228 

送風口の選択 . 227 

送風量の調整 . 229 

送風温度の調整 . 227 

通常の使いかた （AUTO モード）••••226 
デフ□スターモード . 230 


ウインドウの外側び曇るとを . 230 

フ□ントウインドウの内側び曇るとき 

. 230 

内気循環モード . 231 

フ□ントのコント□ールノネルで U アエア 

コンディショナーを操作する . 234 

を熱ヒーター.ベンチレーション•• - 233 

U アエアコンディショナー . 235 

サードシート送風口 . 236 

セカンドシート上部送風口 . 236 

セカンドシート中央送風口/ 

コント□—ルパネル . 236 

送風口の開閉 . 237 

送風口の風向を調整 . 237 

U アエアコンディショナーの 

作動/停止 . 235 

U アエアコンディショナーの 

送風口選択 . 236 

U アエアコンディショナーの 

送風量調整 . 236 

U アデフォッガー . 231 

エアバッグ . 38 

ウインドウバッグ . 41 

運転席/助手席エアノくッグ . 40 

運転席二ーバッグ . 40 

エアバッグの作動条件 . 42 

エアバッグの種類と収納場所 . 39 

ヴイドバッグ . 41 

エマージェンシーキ. . 337 

キーむ、5エマージェンシーキーを 

取り外ず . 337 

エンジン . 290 

エンジンオイル . 272.380 

エンジンオイルの量を点検ずる . 272 

エンジンオイル容量 . 380 

エンジンオイルを補給する . 273 

使用するエンジンオイル . 380 

エンジンの始動 . 131 

キーによるエンジンの始動 . 133 

キーレスコ'一によるエンジンの始動 •• 133 

シフトポジション . 132 

エンジンの停止 . 136 

エンジンスイッチにキーび 
差し込まれているとき . 136 
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エンジンスイツチにキーレスゴースイツチ 


を取り付けているとき . 136 

エンジン番号 . 378 

エンジンルーム . 269.271 

ウオツシヤー’;夜 . 278 

エンジンオイル . 272 

エンジンルーム . 271 

オート7チック 

トランスミッションオイル . 274 

ブレーキ液 . 277 

ボンネット . 269 

;令却水 . 274 

オイル■液類/バッテ U -. 379 

ウオツシヤー液 . 382 

エンジンオイル . 380 

オイル.液類に関するミ主意 . 379 

オー トマチック 

トランスミッションオイル . 381 

燃料 . 379 

バッテリー . 382 

ブレーキ液 . 381 

冷却水 . 381 

オイル-液類に関ずるミ主意 . 379 

応急用スペアタイヤ . 384 

応急用スペアタイヤが車載されている場含 
. 346 

才ーディオ . 157 

才ートマチック車の取り扱い . 19 

才ートマチックトランスミッション••一140 

運転のヒント . 143 

オートマチックトランスクッションの 

トラブル . 148 

シフトポジション表示 . 143 

ティップシフト . 144 

マニュアルギアシフト . 146 

オートマチック 

トランスミッションオイル . 274.381 

オートマチックトランスミッションのセレク 

夕ーレバーを操作ずるときのま意 . 15 

オブションコードブレート . 378 

オフ□—ド走行 . 295 

オフ□—ドでの走行 . 296 


オフ□ー ド走行時のを意 . 296 

オフ□ー ドを走行した後に . 297 

オフ□ー ドを走行ずる前に . 297 

巧川などを渡るとを . 300 

最大許容水深値 . 300 

坂道の走行 . 298 

アプ□ーチ/デパーチャーアングル 

. 298 

急勾配の坂道 . 298 

坂を下るとき . 299 

坂を上り切ったとき . 299 

障害物を棄〇越えるとを . 299 

砂地を走行ずるとを . 301 

わだちを走行するとき . 301 

オフ□—ド走行装備 . 179 

4 MAT に . 179 

DSR . 180 

ディファレンシャル□ック . 186 

□—レンジモード . 183 

夕'!■気温度表示 . 150 

夕'!■装 . 304 

カップホルダー . 245 

ヴードシートのカップホルダー . 24己 

セカンドシートのカップホルダ-245 

センターコンソールの 

カップホルダー . 24己 

可変スピードリミッター . 193 

可変スピード US ッターの使いかた-19己 

環境保護について . 15 

寒;を時の取り扱い . 286 

ウィンタータイヤ . 288 

スノーチェー ン . 288 

雪道や凍結路面の走行 . 289 

キー 

キーの トラブル . 76 

キーレスコ f —. 71 

U モコン機能 . 69 

キーによるイグニッシヨン位置の選択•••84 
キーの電池交換 . 340 

キーの電池を点検する . 340 
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電池の交換手順 . 340 

キーの電池を点検ずる . 340 

キー レス ゴース イッチによる 
イグニッシヨン位置の選択 . 85 

キーレスコ‘ースイッチの取り外し . 86 

記憶させたシート位置の呼び出し . 105 

救急セット . 313 

クルーズコント□—ル . 189 

クルーズコント□ールの使いかた • • • • 190 

ク□スバー . 254 

ク□スバーを取り付ける . 255 

ク□スバーを取り外す . 256 

警告ラベル . 15 

けん引 . 367 

車を運搬する . 369 

けん引時のを意 . 367 

けん引ずる . 369 

けん引するとをのま意 . 369 

けん引フックの取り付け . 368 

城かるみなどか5けん引するとさ••- 369 

けん引防止機能 . 63 

警報を停止ずる . 63 

けん引防止機能を解除する . 63 

システムを待機状態にする . 63 

待機状態を解除ずる . 63 

故障/警告メッセージ . 317 

安全装備 . 319 

エンジン . 323 

キー . 330 

車両 . 328 

走行装備 . 325 

タイヤ . 327 

ライト . 322 

子供を乗せるとき . 18.45 

ISO - FIX 対応チャイルドセーフティシート 

固定装置 . 49 

純正チャイルドセーフティシート……48 

助手席エアバッグオフ表示好 . 47 

チャイルドセーフティシート . 45 

チャイルドセーフティシート固定機構 •• 48 

チャイルドプルーフ□ック . 53 

テヴーアンカー . 50 


ル物入れ . 243 

グ□—ブボックス . 243 

フ□ントアームレストのル物入れ • • • . 244 

こんなことにもま意 . 20 

コンビニエンスオーブニング機能 . 128 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 128 

キーレスコ’一操作で閉じる . 129 

U モコン操作で閉じる . 129 

ヴードシートへの乗降 . 93 

ストラップでの操作 . 94 

ち側セカンドシートを元に戻す . 95 

□ック解除レバーでの操作 . 94 

サイドビューカメラ . 210 

ガイドライン . 213 

サイドビューカ方ラの位置 . 211 

ヴイドビューカ方ラの映像 . 213 

ヴイドビューカ方ラの作動と停止•• - 212 

サイドビューカ方ラの表示範囲 . 212 

障害物のあるカーブを巧びるとき•• - 214 

洗車するときのミ主意 . 211 

路肩などに車を寄せると击 . 214 

サンシェード . 241 

スライディングルーフのサンシェード241 
パノラミックリアガラスルーフの 

サンシェード . 241 

サンバイザー . 257 

バニティミラー . 257 

シート . 87 

ヴードシートへの棄降 . 93 

シートヒーター . 96 

シートベンチレーター . 98 

セカンド/サードシートの 

へッドレスト . 92 

セカンドシート/ヴードシートの 

調整 . 90 

左側セカンドシートを前ちに倒す……95 

フ□ントシートの調整 . 88 

マルチコント□ールシートバック . 89 

シートイ立置の記憶 . 104 

シート位置の呼び出し . 105 
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シートヒーター . 96 

シートべ J レト . 105 

シートベルト着用警告 . 108 

シートベルトの着用 . 105 

正しい運転姿勢 . 109 

シートベルト着用警告 . 108 

シートベルトの着用 . 105 

シートベルトの高さ調整 . 107 

シートベルトを着用ずる . 107 

シートベルトを外す . 108 

フ□ントシートベルトの 

テンション自動調整機能 . 107 

シートベンチレーター . 98 

事故•故障のとき . 312 

警報を停止ずる . 65 

システムを待機状態にする . 64 

室内センサーを解除ずる . 65 

待機状態を解除ずる . 65 

室の装備 . 257 

12 V 電源ソケット . 260 

アシストグ U ップ . 261 

サンバイヴー . 257 

灰皿 . 258 

フ□アマット . 261 

ライター . 259 

自動防に機能 . 103 

シフトポジション表示 . 143 

車外か5のテールゲートの開聞 . 82 

テールゲートを閉じて車を施錠ずる ••• 82 

車がライト残照機能 . 113 

車外ライト消灯遅延機能 . 113 

車載工具 . 314 

タイヤフィットび 

車載されている車種 . 316 

輪止故 . 317 

車載品の収納場所 . 312 

救急セット . 313 

事故-故障のとを . 312 

車載工具 . 314 

停止表示板 . 313 

非常信号用具 . 312 


車台番号 . 378 

車內 

シートの清掃 . 310 

車のか5のテールダートの開閉 . 83 

テールゲー ト内側の レバーでの 解錠 ••• 83 

車両に保をされるデータ . 22 

故障データ . 22 

データび保巧されるその他の装備……22 

収納ネット . 246 

純正部品/純正アクセサ U —. 376 

乗員を全装備 . 34 

NECK PRO アクティブへッドレスト-- 4斗 

PRE - SAFE ®. 44 

SRS (棄員保護補助装置） . 35 

ェアバッグ . 38 

デ供を乗せるとき . 45 

乗員保護装置 . 34 

チャイルドセーフティシート . 45 

チャイルドプルーフ□ック . 53 

乗員保護装置 . 34 

ステアリング . 99 

イージーエント U — . 100 

ステア1」ングの調整 . 99 

ステア U ングの調整 . 99 

スノーチェーン . 288 

スピードメーター . 149 

スライディングルーフ . 238 

自動チルトアップ機能 . 240 

スライディングルーフの開閉 . 239 

スライディングルーフの U セッ I -242 

挟み込み防止機能 . 240 

セーフティネット . 252 

セーフティネットの取り付け . 253 

セーフティネットの取0付け位置 •••• 253 

セーフティネットの取り外し . 254 

セーフティネットを展開する . 252 

セカンド/サードシートの 

へッドレスト . 92 

へッドレストの角度を調整する . 93 

へッドレストの高さを調整する . 92 

へッドレストの脱着 . 93 


セカンドシート/サードシートの調整 •• 90 
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ヴードシートアンダーパネルの脱着 • • 
ヴードシートの収納/展開 

(スイッチによる操作） . 

バックレストの角度を調整ずる . 

積載荷物の制限重量 . 

セレクターレバー . 

前席上方の操作部 . 

走行ま全装備 . 

4 ETS . 

ABS . 

臣 AS . 

EBD . 

ESP 面 . 

アダプティブブレーキランプ . 

安全上の重要事項 . 

走行時のま意 . 

雨降りや濃霧時の運転 . 

エンジン . 

走行するとき . 

走行中に異常を感じたら . 

駐停車するとを . 

ブレーキ . 

走行するとき . 

走行"ずる前に . 

走行装備 . 

ADS . 

可変スピードリミッター . 

クルーズコント□ール . 

サイドビューカメラ . 

パーキングアシスト 

U アビューカ^ラ . 

パー クト□ニック . 

レベルコント□—ル . 

走行中に異常を感じた5 . 

走行と停車 . 

エンジンの始動 . 

エンジンの停止 . 

エンジンのトラブル . 

駐車 . 

長期間駐車ずるとを . 

発進 . 



タイヤ空気圧警告システム . 284 

タイヤ空気圧警告システムを 

再起動ずる . 284 


タイヤ空気圧警告システム . 284 

タイヤ空気圧警告システムを 

再起動ずる . 284 

タイヤ空気圧ラベル . 282 

タイヤとホイール . 279、383 

ウィンタータイヤ . 384 

応急用スペアタイヤ . 384 

タイヤ空気圧警告システム . 284 

タイヤ空気圧ラベル . 282 

タイヤの回転ち向について . 282 

タイヤ□—テーシヨン . 286 

標準タイヤ . 384 

タイヤの修理およびタイヤ交換の準備 
. 343、344 

タイヤフィットが車載されている車種 "352 
タイヤ□— テーシヨ ン . 286 

タコメーター . 149 

正しい運輯姿勢 . 109 

チャイルドセーフティシート . 45 

チャイルドブルーフ□ック . 53 

駐車 . 135 

パーキングブレーキ . 137 

駐停車ずるとき . 293 

長期間駐車ずるとき . 137 

停止表示板 . 313 

停止表示板の組み立て . 313 

ティップシフト . 144 

ディファレンシャル□ック . 186 

ディファレンシャル□ックの作動••-188 

テールゲート . 80 

車外か5のテールゲートの開閉 . 82 

車内か日のテールゲートの開閉 . 83 

テールゲートの開口角度設定 . 84 

テールゲートの開口ち度設定 . 84 

テールゲートを開いたときの高さ . 383 

電球の交換 . 341 

テールランプ . 343 

へッドライト . 342 

ライセンスライト . 343 


■91 

•90 

■90 

382 

141 

•30 

•54 

•己9 

•55 

■己6 

.61 

•己7 

•己7 

•己4 

290 

294 

290 

292 

293 

293 

290 

292 

•16 

189 

197 

193 

189 

210 

215 

205 

198 

293 

131 

131 

136 

138 

13己 

137 

134 
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電池の交換手順 . 340 

ドア . 78 

車外からの開閉 . 78 

車速感応ドア□ック . 80 

車内からのドアの開閉 . 78 

ドアウインドウが自動で 

開閉しないとさ . 130 

ドアウインドウの開閉 . 126 

挟み込み防止機能 . 127 

ドアウインドウのトラブル . 130 

ドアの操作部 . 31 

ドアミラー . 101 

施錠時のドア S ラーの格納 . 102 

ドア S ラーび無理に外側に 

曲げ5れたとさ . 103 

ドアミラーの角度調整 . 101 

ドアミラーの格納/展開 . 102 

ドアミラーのリセット . 102 

盗難防止警報システム . 61 

警報を停止ずる . 62 

システムを解除ずる . 62 

システムを待機状態にする . 62 

盗難防止システム . 61 

イモビライヴー . 61 

けん引防止機能 . 63 

室内センサー . 64 

盗難防止警報システム . 61 

時計 . 150 

慣らし運転 . 264 

日常の手入れ . 304 

外装 . 304 

ウインドウの清掃 . 307 

高圧式スプレーガンの使用 . 306 

自動洗車機の使用 . 305 

パーキングアシストリアビューカメラの 

清掃 . 308 

センサーの清掃 . 308 

マットペイント塗装車の取り扱い- 306 

マフラーの清掃 . 309 

ライト類の清掃 . 308 


ワイパーブレードの清掃 . 307 

車内 . 309 

COMAND デイスプレイの清掃■••■309 

ウッドト U ムの清掃 . 310 

シートの清掃 . 310 

シートベルトの清掃 . 310 

プラスチックト U ムの清掃 . 310 

荷物の固定 . 249 

荷物固定巧フック . 250 

荷物固定用リング . 249 

荷物の積み方/ル物入れ . 242 

カップホルダー . 24己 

ク□スバー . 254 

ル物入れ . 243 

収納ネット . 246 

セーフテイネット . 252 

荷物の固定 . 249 

荷物を積むとさのミ主意点 . 242 

分割巧倒式セカンドシート . 246 

ラゲッジルームカバー . 250 

ラゲッジルームカバー収納 U —ル • • • • 2己1 
ニユ^力^ブレ^卜 . 377 

燃料 . 379 

燃料消費について . 380 

燃料タンク容量 . 379 

燃料給油フラップが開かないとさ . 338 

燃料計 . 150 

燃料残量警告打 . 150 

燃料の給油 . 265 

燃料と燃料タンクのトラブル . 268 

燃料を給油する . 265 


八 


パーキングアシストリアビューカメラ •• 215 

COMAND ディスプレイの映像 . 217 

音声案内の設定 . 223 

カメラの位置 . 217 

後退駐車モード . 218 

縦列駐車モード . 220 

洗車ずるとをのを意 . 217 

パーキングヘルプ機能 . 103 

パークト□ニック . 205 
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インジケーター . 206 

作動表示灯 . 206 

センサーの感知範囲 . 207 

パークト□ニックセンサー . 205 

パークト□ニックの作動 . 207 

パークト□ニックの作動条件 . 206 

パークト□ニックの停止 . 208 

パークト□ニックのトラブル . 209 

灰皿 . 258 

発進 . 134 

ヒルスタートアシスト . 135 

バッテ U —. 360.382 

VRLA バッテ U —. 364 

インジケーター付きノ くッテ U — . 364 

車載バッテ U —の電圧/容量 . 382 

バッテ U - 取り扱いの一般的なミ主意- 360 

バッテ U —の位置 . 361 

バッテ U —の交換 . 361 

バッテ U - があがったとき . 364 

バッテ U -取り扱いの一般のなま意••••360 

バッテ U — の位置 . 361 

パヮーウインドウ . 125 

コンビニエンスオープニング機能••-128 
コンビニエンスク□—ジング機能••-128 
ドアウインドウび自動で 

開閉しないとさ . 130 

ドアウインドウの開閉 . 126 

ドアウインドウのトラブル . 130 

ベンチレーシヨンウインドウの開閉 • • 127 

パンクしたとき . 345 

応急用スペアタイヤび 

車載されている場合 . 346 

応急用スペアタイヤの取り付け •••• 351 
応急用スペアタイヤを取0付ける • • 350 

ジャッキアップ . 347 

ジャッキダウン . 351 

タイヤ交換の準備 . 346 

タイヤの取り外し . 349 

ホイールボルトの締め付け . 351 

タイヤの修理および 

タイヤ交撰の準備 . 346 

タイヤフイットび 

車載されている車種 . 352 


タイヤフィットの準備 . 353 

タイヤを修理する 

(空気圧ゲージー体型） . 357 

タイヤを修理する 

(空気圧ゲージ別体型） . 354 

ビークルプレート . 377 

エンジン番号 . 378 

オプションコードプレート . 378 

車台番号 . 378 

ニューカープレート . 377 

非常時の解錠/施錠 . 337 

運転席ドアの解錠 . 337 

エマージェンシーキー . 337 

車両の施錠 . 338 

燃料給油フラップの解錠 . 338 

非常信号用具 . 312 

非常点滅灯 . 115 

を側セカンドシートを前方に倒ず . 95 

ヒューズ . 370 

ヒューズー覧 . 372 

ヒューズ交換についてのミち意 . 370 

ヒューズボックスの位置 . 371 

ヒューズを交換する . 372 

ヒューズー覧 . 372 

ヒューズの交換 . 370 

ヒューズー覧 . 372 

表示灯/警告口 . 26 

標準タイヤ . 384 

オプション装着用タイヤ/ 

ホイール . 384 

ブレーキ . 290 

ブレーキ警告口 . 291 

ブレーキ液 . 277.381 

ブレーキ液の交撰 . 277 

プレーキ液の量を点検する . 277 

フ□アマット . 261 

フ□ントシートの調整 

へッドレストのヴイドクッションおよび 
前後位置の調整 . 89 

フ□ントワイパー .12 K 343 

フ□ントウインドウウオッシャーの 

暖射 . 123 
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レインセンサー . 123 

ワイパープレードを取り付ける . 344 

ワイパーブレードを取り外す . 34斗 

分割可倒式セカンドシート . 246 

セカンドシートを折りたたむ . 247 

セカンドシートを元に戻ず . 248 

へッドライトウォッシャー . 113 

へッドライト下向き/上向きの切り替え 
. 114 

へッドライトの内測が量るとき . 117 

ベンチ レーシヨ ンウインドウの開閉••一 127 

保証の適用 . 16 

ボンネット . 269 

ボンネットを垂直に開く . 270 

ボンネットを閉じる . 271 

ボンネットを開く . 269 



マニュアルギアシフト . 146 

ギアシフト操作 . 147 

マニュアルギアシフトの選択 . 146 

マルチコント□— ルシー トバック . 89 

マルチファンクシヨンステアリング…… 27 
マルチファンクシヨンディスプレイ •••• 151 

才ーディオ . 157 

オーディオ六ニュー 

DVD ビデオのチャプターを選択する 

. 158 

音楽を選曲する . 157 

テレビ局を選局する . 158 

ラジオ局を選局する . 157 

オフ□ー ド装備 . 159 

車高レベル/ 

ディファレンシャル□ック作動表示 •• 159 

故障表示 . 160 

故障/警告メッセージの U セット-160 

車両情報 . 154 

基本画面 . 154 

サブスピード六ーター/ 

外気温度表の . 156 

走行情報表示 . 154 

タイヤ空気圧警告システム . 156 


メンテナンスインジケーター . 157 

冷却水温度表术 . 156 

車両設定 . 173 

DSR 速度の設定 . 173 

けん引防止機能の設定 . 173 

室内センサーの設定 . 174 

設定 . 161 

インストル方ントクラスタ . 162 

コンフオート . 171 

シャ U ヨウ . 169 

設定グループの選択 . 161 

設定項目の初期化 . 162 

己ちお >'ニュー . 101 

ライト . 16己 

電話 . 177 

着信した電話を受ける . 177 

通話を終える（電話を切る） . 177 

通話を保留する . 177 

電話画面を表示させる . 177 

電話帳から電話を発信する . 178 

発信履歴か5電話を発信ずる . 178 

トリップコンピューター . 174 

エンジン始動時か5の情報表示 •••• 175 

瞬間燃費表示 . 176 

走行可能距離表示 . 176 

U セット時か5の情報表示 . 17己 

ナビ . 159 

ルート案内を行なっていないとき-159 
ルート案内を行なっているとき一 • • 159 
マルチフアンクシヨンディスプレイの 

操作 . 152 

方イン六ニューの一覧 . 153 

ミラー . 101 

自動防眩機能 . 103 

ドアミラー . 101 

パーキングヘルプ機能 . 103 

ルー ム S ラー . 101 


メー ターパネル . 25、149 

外気温度表示 . 150 

スピードメーター . 149 

タコ^—夕一 . 149 

時計 . 150 

燃料計 . 150 

燃料残量警告な . 150 

表示好/警告な . 26 
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^ーターパネル照度調整ボタン/ 

I 」セットボタン . 150 

^ーターパネルの点灯 . 149 

メー ターパネル照度調整ボタン . 150 

メーターパネルの点灯 . 149 

メーターパネルの表示灯/警告灯……331 

安全装備 . 332 

エンジン . 336 

シートベルト . 331 

メモリー機能 . 104 

シート位置の記憶 . 104 

メンテナンス . 301 

^ンテナンスインジケーター . 302 

メンテナンスインジケーター . 302 

自動表示機能 . 302 

手動で表示させる . 302 

表示メッセージ . 302 

^ンテナンスインジケーターの 
U セット . 303 

雪道や凍結路面の走行 . 289 

ライター . 259 

ライト . 110 

インテ U ジェントライトシステム •••• 11日 

車外ライト消口■遅延機能 . 113 

非常点滅灯 . 115 

ヘッドライトウォッシャー . 113 

へッドライト下向を/ 

上向きの切り替え . 114 

ヘッドライトの内側び曇るとを . 117 

ライトスイッチ . 110 

ルームランプ . 117 

ライトスイッチ . 110 

才ートモード . 111 

車幅灯 . 111 

パーキングライト . 112 

へッドライト/ 

LED ドライビングライト . 111 

U アフオグランプ . 112 


ラゲッジルームカバー . 250 

ラゲッジルームカパー収納リール . 251 

収納 U —ルの脱着 . 251 

収納 U —ルの取り付け位置 . 251 

取り付け部カバーの脱着 . 251 

リアヮイパー . 123.344 

ヮイパーブレードを取0付ける . 345 

ヮイパーブレードを取0外ず . 344 

ルームミラー . 101 

ルーム S ラーの角度調整 . 101 

ルームランブ . 117 

アンビエントライト . 120 

緊急時点灯機能 . 120 

ヴードシートルームランプおよび 
ヴードシート読書灯の点灯/消灯 • • • 119 
セカンドシートルームランプの 

点灯/消灯 . 118 

センターコンソールライト . 119 

ドア下部のライト . 120 

ドアミラー下部のライト . 120 

フットウェルライト . 119 

フ□ント読書灯 . 118 

フ□ントルームランプの点好/消口 .118 
ルームランプの点灯モードの選択 •••• 117 

冷却水 . 274、381 

オーバーヒートしたとき . 276 

不凍液の濃度 . 381 

冷却水の量を点検する . 275 

冷却水を補給する . 275 

レベルコント□—ル . 198 

オフ□—ドレべルの自動辭除 . 203 

車高をオフ□ー ドレべル1にする•••200 
車高をオフ□—ドレべル2にする…201 
車高をオフ□ー ドレべル3にする • • • 202 

車高を通常走行レベルにする . 204 

八イウェイレベル . 204 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

表示 . 200 

□—レンジモード . 183 

ワイパー . 121 
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フ□ントワイ パー . 121 

U ァワイパー . 123 

ワイパーの操作 . 121 

ワイパーのトラブル . 124 

ワイパーのトラブル . 124 

ワイパーブレードの交換 . 343 

フ□ントワイ パー . 343 

U アワイパー . 34斗 



SRS (乗員保護補助装置） . 35 

SRS 警告巧 . 35 

エアバッグ . 38 

シートベルトテンシヨナー . 36 

シートベルトテンシヨナーと運転席/ 

助手席エアバッグの作動 . 36 

ベルトフオース U ミッター . 36 



ABS . 55 

オフ□—ド ABS . 56 

ブレーキ操作をずる . 己己 


ABS . 55 

オフ□—ド ABS . 56 

ブレーキ操作をずる . 己己 

ADS . 197 




VRLA バツテリー . 364 


数字 


12 V 電源ソケット . 260 

4 MAT に . 179 


BAS 


56 



DSR . 180 

DSR の作動と解除 . 180 

マルチファンクシヨンディスプレイで 

DSR の速度を設定する . 182 

レバーで 

DSR の設定速度を変更ずる . 182 



EBD . 61 


EBD . 61 

ESP ®. 57 

4 ETS . 59 

ESP ® の機能の解除 . 59 

オフ□—ド ESP @ . 61 



NECK PRO アクティブヘッドレスト ...44 
NECK PRO アクティブへッドレストの 
U 七ジト . 339 



PRE-SAFE® 


44 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気ミち染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとずる環境保 

護対策に取0組んでいまず。環境保護 

のため、お車をご使用になるとさは 

下の点にご協力 < ださい。 

• 短距離短時間の走行を控えることで、 
燃料のを分な消費を抑えられまず。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,000回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よ5に運転して<ださい。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがして< 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
<ださい。 

• エンジン始動後は、アクセルペダル 
を踏み込まないで < ださい。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保って < ださい。 


9 環境 

Daimler AG は、資源を有効活用する 
ため、リサイクル部品を積極的に導 
入しています。 



車両には警告ラベルが貼付されていま 
ず。警告ラベルには危険な状況を回避 
するための情報や、車を安全に使用ず 
るための情報などが記されています。 
警告ラベルは絶対にはがさないで<だ 
さし、。 


才ートマチックトランス云ッシヨン 
のセレクターレパーを操作ずるとを 
の注意 


セレクターレ八一の位置 

オートマチックトランスクッションの 
セレクターレバーは、センターコン 
ソールではなく、ステア U ングのち側 
にありまず。 

セレクターレ/ V — の操作ち法 

方向指おやワイパーの操作をずる際 
は、誤ってセレクターレバーの操作を 
しないようにミ主意してください。事故 
を起こずおそれびありまず。 

また、センターコンソールにセレク 
ターレバーびある車両と比べると、セ 
レクターレバーの操作方法び大を<異 
なりまず。詳しくは（>127、135ぺ一 
ジ）をご覧ください。 
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メルセデス-ベンツ指定ヴービスエ場 


メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
には、車両に適切な作業を行な5ため 
に必要な専門知識と専用工具、ならび 
に設備び備わっていまず。特にま全に 
関わる作業について当てはまりまず。 

詳しくは整備手帳をご覧ください。 

(下の作業については、必ずメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で作業を 
行なってください。 

• ま全に関わる作業 
• 点検および整備 
• 修理作業 

• 装備などの変更や装着、加工作業 

• 電気装備に関わる作業 

点検整備は、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で行な5ことをお勧めし 
ます。 


保証の適用 


車両の操作を行なラとさや車両に損傷 
び発生しにとさは、おず本書に記載さ 
れている指示に従ってください。指示 
に従わないで発生した車両の損傷につ 
いては、保証の巧象外になりまず。 


走た r ず々刖に 


点検と壁備 

曰甫点検や定期点検は、使用を自身の 
責任において実施ずることび法律で義 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読みください。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンディシヨ 
ナーのを媒に不足びないか、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

•才ーバーヒートの予防策として、し、 
つをより頻繁 I こを却水量を点検して 
<ださい。 

曰ごろの状態と異なるとを 

エンジンをひけたとさ、いつをと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、ずみやかにメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 
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運転席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かないで 
<ださい。ペダルの下に物び入ると、 
ペダルを操作でさな<なるおそれび 
ありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったをの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびありまず。 

シートベルトはを、ず着用 

走行を開始する前に、ずべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死!!!ずるお 
それびあ0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かない5ちに吸い込むおそれびあり 
ます。 


荷物を積むとを 

• 荷物はでさるだけラゲツジルームに 
積んでください。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
ように確実に固定してください。急 
ブレーキ時などに荷物び投げ出され 
て、柔員びけびをずるおそれびあり 
9 〇 

• ラゲツジ ルームカバーの 上に荷物を 
置かないでください。急ブレーキ時 
などに荷物び投げ出されて、柔員び 
けびをずるおそれびありまず。 

• 鋭い角のあるをのは、角の部分にお 
ずカパーをしてください。 

• 荷物は左ちのウインドウより下の位 
置に積んでくださし、。 

燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 

レーをなどを積まないでください。 

万一のとさに引乂や爆発のおそれび 

ありまず。 


ウオーミングアップ（暖機運転） 

エンジンび;ちえているとさでを、停車 
しにままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオーミングアップしてくだ 
さし、。 
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子供を乗せるとき 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• 子供であってち、シートベルトを正 
しく着用して、シートやヘッドレ 
ストが正しい位置になっていること 
を大人が確認して < ださい。正し< 
シートベルトが着用でさないルさな 
モ供は、チャイルドセーフテイシー 
卜を使用してください。 

• 乳児やモ供を抱いたり、膝の上に乗 
せて走行しないで < ださい。急ブ 
レーキ時や事故のとさ、大人と車の 
間に挟まれて重大なけがをずるおそ 
れがありまず。 

ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 

シート 

6歲未満のモ供にはチャイルドセーフ 

テイシート（[>4日ページ）を使用ずる 

ことが法律で義務付けられていまず。 

子供は後席に 

• モ供はでさるだけ後席に乗せて<だ 
さい。助手席では、モ供の動さが気 
になったり、モ供が運転装置をさわ 
るなど、運転の妨げになることがあ 
りまず。 

• チャイルドセーフテイシートは、必 
ずセカンドシートまたはサードシー 
卜に装着してください。 

やむを得ず助手席に装着ずるとさ 
は、車の進行方向に向けてチャイ 
ルドセーフテイシートを装着し、 
助手席シートを最後部に移動して 
<ださい。 


• モ供を助手席に座らせるとさは、助 
手席シートを最後部にし、正し<座 
らせて<ださい。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれがあ 
りまず。 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人が開閉 
して<ださい。モ供が操作ずると、 
身体を挟んだり、けがをずるおそれ 
がありまず。 

• U アドアや U アドアウインドウの 
チャイルドプルーフ□ック（1>53 
ページ）を活用して<ださい。 

ドアウインドウやスライディン グルー 
フの開□部か5身体を出さない 

モ供がドアウインドウやスライディン 
グルーフの開口部から身体を出さない 
よラにミ主意してください。けがをずる 
おそれがあ0まず。 

車か5離れるとさ 

モイ共だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけが 
をした0、事故の原因にな0まず。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こずおそれがありまず。 
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才ートマチック車の取り扱し、 _ 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し< 
操作してください。「走行と停車」を 
あわせてお読みください （0131 ペー 
ジ)。 

才ートマチック車の特性 

ク IJ - プ現象：エンジンびかかって 
し、るとさ、シフトポジションび巧□、 
EEli (外の位置にあると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まなくてを車びゆっくり動さ 
出します。これをク1」ープ現象といい 
ます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
にほいギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早 < 加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 

エンジンの始動前 

• ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止ず 
ることやペダルの踏みしろの量を確 
認してください。 

エンジンの始動 

シフトポジションび巧 □ になってし、 
ることを確認し、 ブレーキ ペダルを 
確実に踏んでエンジンを始動しまず。 
アクセルペダルを踏む必要はありま 
せん。 


発進 

• エンジンび適正なアイド U ング回転 
数になっていることを確認してくだ 
さい。 

• シフトポジションを HE 、 EE に 
ずるとさは、必ず ブレーキ ペダルを 
十分に踏み込んで < ださい。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

• 急な上りあで発進ずるとさは、パー 
キング ブレーキを 効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動を出ずのを確認してから 
パーキング ブレーキを 解除して発進 
して < ださい。 

走巧中 

• シフトポジションを EK にしなし、 
で<ださい。エンジンブレーキび 
まったく効かないため事故につな 
びったり、トランスミッションを損 
傷ずるおそれびあ0まず。 

• 滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

• 走行中にエンジンを停止しないで< 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なったり、ブレーキやステア1」ン 
グの操作に非常に大さな力び必要に 
なりまず。また、巧全装備び作動し 
な < なるおそれびありまず。 
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停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをしな 
いでください。万一、シフトポジ 
シヨンび走行位置になると、車び急 
発進して事故を起こずおそれびあり 
ます。 

• 急な上りあなどでは、アクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停止状態を 
保たないでください。トランスミツ 
シヨンに負担びひかり、過熱や故障 
の原因になりまず。 

• 完全に停車ずる前に、シフトポジ 
シヨンを CB にしないで<ださい。 
トランスミツシヨンを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

駐車 

. 駐車時や車から離れるとさは、必 
ずシフトポジシヨンを巧 II にして、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、ずぐにシフトポジ 
シヨンをか m に戻ずように 
むびけてください。 CE になって 
し、ることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込むと、車び後退して事故を起 
こずおそれびありまず。 


こんなことにちま意 


運転ずるときのミ主意事項 

• 服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶巧に運転し 
ないで < ださし、。 

• ペダル操作の巧げになるよ5な靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 

曰射に関ずるミち意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤びレンズの働さ 
をして、火災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないでください。炎天下では車内び 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形した0、ひび割れずるおそれ 
びありまず。 

ライターに関するま意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターび発乂したり爆 
発するおそれびありまず。 

• ライターをグ□ーブボックスやル 
物入れなどに入れたままにした0、 
車内に落としたままにしないでく 
ださい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作しにとをにライターの操作部に触 
れてライターび誤作動し、乂災び発 
生するおそれびありまず。 
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給油に関ずるま意事項 

給油が自動的に停止したら、それ政上 
は給油しないで< ださい。燃料漏れの 
おそれや、エンジンが不調になったり 
停止するおそれがあ0まず。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないで<ださい。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでな<、事故 
の原因にな0まず。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 

• 燃料やオイルなどの添加剤は、純正 
品または承認されてし^る製品のみを 
使用して<ださい。純正でない、ま 
たは承認されていない製品を使用ず 
ると、エンジン内部の摩耗が進んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれがあ 
りまず。故障が発生したとさは、保 
証の対象がになりまず。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取りがずとさは、^ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反にな0まず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずが、ミ主意力が 
散漫になり事故の原因になりまず。安 
全な場所に停車してから使用して < だ 
さし、。 


COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、できる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作して< ださい。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最小限（約1秒内）にとど 
めて < ださい。 

さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰0返ず市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行が多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりち早 
<行なラことが必要になりまず。 
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車両に保巧されるデータ 


故障データ 


車両には、故障時や異甫時のデータを 
保をする機能びありまず。 

保をされにデータは、ま全装備など 
び作動ずるとさ、または故障や異常 
の原因の特定、車両開発などに使用 
されます。 

データを使用して、車両の過去の移動 
経路を調べることはでさません。 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されまず。 


データび保をされるその化の装備 

COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨンや電話などでデータを保をしに 
り、編集ずることびでをまず。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
巧書」をご覧くださし、。 
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インストルメントパネル 






名妳 

ぺージ 

① 

コンビネーシヨンレ バー 

方■向指示 

113 


へッドライト 

114 


ワイ パー 

121 


U ァワイパー 

123 

⑤ 

操作レバー 



DSR 

180 


クルーズコント □ー ル 

189 


可変スピード US ツ ター 

193 

③ 

ーターパネル 

149 

④ 

ホーン/運転席エア 
バッグ 

40 

⑤ 

パドル 

144 



147 

© 

セレクターレバ… 

132 



141 


I 川 



名称 

ぺージ 

⑦ 

パークト□ニックインジ 
ケーター/作動表示灯 

206 

④ 

前席上方の操作部 

30 

(D 

エアコンディシヨナー 
コン 卜□ールパネル 

22 已 

⑩ 

エンジンスイッチ 

84 


キーレス 3’ ースイッチ 

85 

® 

診断ソケット 


@ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

270 

@ 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

137 

@ 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

137 

® 

ライトスイッチ 

110 

@ 

ステア U ング調整レバー 

99 












メー ターパネル 


メー ターパみル 


メーター八スル 










名称 

ぺージ 



名称 

ぺージ 

① 

スピードメーター 

149 


© 

タコメーター 

149 

③ 

スピードメーター表示 
単位 

163 


⑦ 

燃料計 

1已〇 




④ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

1已1 

⑤ 

照度調整ボタン（暗） 

1已〇 


④ 

U セツトボタン 

150 


@ 

時刻 

150 

⑤ 

照度調整ボタン（巧） 

1已〇 
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名称 

ぺージ 

① 

ABS 警告灯 

332 



333 

⑤ 

巧変スピードリミッター 
表示灯 

196 

⑤ 

ESP ⑩ / ETS 表示灯 

333 



334 



335 

④ 

曰本仕様車では機能しません 


⑤ 

ブレーキ 警告 灯 

332 



333 



335 

© 

曰本仕様車では装備されません 


③ 

方向指示表示灯 

114 


名称 

ぺージ 

④ ESP ⑩オフ表示灯 

333 


334 


33已 

③シートベルト警告灯 

331 

卿 日本仕様きでは装備さ。ません 


® SRS 警告灯 

33已 

@へッドライト表示灯 

111 

@エンジン警告灯 

336 

@八イ ビーム 表示灯 

114 

© 燃料残量警告灯 

150 
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を 

が 

to, 

姐 

班! 


名称 

ぺージ 

④スク□—ルスイッチ 

152 

1公11ク1 


表示切り替えスイッチ 

152 

№11宙 1 


音声認識解除スイッチ 

OFF ! 

152 



名称 

ぺージ 

① 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

1已1 

⑤ 

COMAND システム 

別冊 

⑤ 

設定スイッチ/音量ス 
イッチ 

1 + 1 1 _ 1 

1已2 


通話開始/終了スイッ 
チ（電話） 

1の1 因 1 

152 


音声認識スイッチ 

1 1.1 1 

152 



























28 センターコンソール 



を 

が 

化 

が! 



名妳 

ぺージ 

① 

COMAND システム 

別冊 


サイドビューカメラ/ 

210 


パーキングアシストリ 
アビューカ ラ表示 

215 

⑤ 

非常点滅灯スイッチ 

115 

⑤ 

走行モード選択スイッチ 

146 

④ 

シートヒータースイッチ 

96 

⑤ 

シ ー トベンチレ ー タ ー 
スイッチ 

98 


曰本仕様車では装備されません 


③ 

助手席エアパッグオフ 
表示灯 

47 



名称 

ぺージ 

④ 

デイファレンシャル 
□ックダイヤル 

188 

③ 

□ーレンジスイッチ 

18斗 


DSR スイッチ 

180 


車高調整ダイヤル 

198 


盗難防止警報システム 
表示灯 

62 

® 

ESP ® オフスイッチ 

60 

@ 

サスペンシヨンモード 
選択スイッチ 

197 

® 

パークト□ニックオフ 
スイッチ 

208 



センターコンソ ー J レ 


センターコン ソール 上部 
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名称 

ぺージ 

名称 

ぺージ 

1灰皿 

258 @ 

フ□ント アーム レスト 

244 

ライ ター 

2 已 9 

のル物入れ 



颇 

カップホルダー 

245 
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前席上万の操作部 



を 

が 

化 

功! 



名称 

ぺージ 

⑤ 

フ□ント読書口（ち側） 
スイッチ 

117 

(D 

スライデイング ルーフ 
スイッチ 

239 

⑦ 

ルームミラー 

101 



名妳 

ぺージ 

① 

フ□ント読書口（左側） 
スイッチ 

117 

⑤ 

サード シー トルームラ 
ンプスイッチ 

117 

⑤ 

点の'モード選択スイッチ 

117 

④ 

フ□ントルームランプス 
イッチ 

117 







ドアの操作部 
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を 

が 

化 

班! 



を称、 

ぺージ 

⑤ 

ドアウインドウスイッチ 

126 

© 

リアドアウインドウの 
チヤイルドプルーフ 
□ックスイッチ 

已4 

③ 

ベンチ レーシヨ ンウイ 
ンドウスイッチ 

127 

④ 

テールゲートスイッチ 

83 



名称、 

ぺージ 

① 

ドア レバー 

78 



79 

⑤ 

ドア □ッ クスイッチ 

79 

⑤ 

ドア S ラー調整スイッチ 

101 

④ 

ドアミラー選択スイッチ 

101 


ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

102 
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乗員を全装備 . 34 

走巧を全装備 . 54 

盗難防止システム . 61 


攫骗がが 
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乗員ま全装備 



シートベルトや SRS (柔員保護巧助装 

置）は、础果を局めるために補し^合し、 

連携する乗員保護装置です。 

これらは、想定される事故の状況に 

おいて、乗員が負傷ずる可能性を最ル 

限に抑えて安全性を高めまず。 

シートベルトとエアバッグは、物がが 

部から車内に入り込んだとさの衝撃か 

ら乗員を保護ずる効果はありません。 

乗員保護装置が適切に機能ずるため、 
下のことに注意して < ださい。 

• シートやヘッドレストは正しし Wiz 置 
に調整してください（1>87、92ペー 
ジ)。 

• シートベルトを正し<着用してくだ 
さい（>105ページ）。 

• エアバッグの作動が妨げられてい 
ないことを確認してください（1>38 
ぺージ)。 

• ステア U ングを正しい位置に調整し 
て < ださい。 

• 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、。 


〇 エアバッグはシートベルトを正し 
<着用しているとさのみ、乗員保護 
機能を高めることができまず。しか 
し、エアバッグは組み合わされるこ 
とで効果を発揮ずる付加的な保護補 
助装置で、シートベルトの代わりに 
なるちのではありません。エアバッ 
グが装備されていてち、必ず乗員全 
員がシートベルトを正し<着用して 
<ださい。 

また、エアバッグは、あらゆる種類 
の事故で作動ずるわけではありま 
せん。状況によっては、乗員が正 
しくシートベルトを着用している場 
合は、エアバッグが作動してち乗 
員保護効果が高まらないことがあり 
まず。 

liTF の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正し<着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさます。 

• シートベルトを着用ずることで、 
正面からの衝突のとさなどに乗員 
が前方に投げ出されるのを防ぎ 
ます。これにより、けがの危険'性 
を減らずことがでさまず。 

したがって、衝突時にエアバッグが作 
動したとさは、エアバッグは正しく着 
用されたシートベルトの保護機能に加 
えて効果を発揮します。 


磐骗がが 
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A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知 
識と専用工具なら びに 設備を備えた 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で巧なラことをお勧めします。特 
に安全に関わる整備については、必 
ず;ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で行なってください。 

不適切な作業を行なラと、車両の走 
行安定性が損なわれる可能性があり 
まず。その結果、車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれがあり 
ます。また、安全装備が正常に作動 
しな< なり、乗員保護効果が得られ 
ないおそれがあ0まず。 


A 警告 

秉員保護装置の下の構成部品を改 
造したり、不適切な作業を行なわない 
でください。正常に作動しなくなる 
おそれがあります。 

• シートベルトやベルトアンカー、 
シートベルトテンショナー、ベル 
トフ オース リミッター、エアバッ 
グを含む乗員保護装置 
• 配線 

• 車載ネットワークで接続された電 
テ制御部品 

衝突時の衝撃の強さが乗員保護装置 
び作動するレベルに達していてち、 
エアバッグと シー トベルトテン ショ 
ナーが作動しなかったり、誤作動ず 
るおそれがあります。決して乗員保 
護装置を改造しないでください。 

また、絶対に車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 


SRS (乗員保護補助装置） 

SRS は iU 下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告口 
• エァバッグ 

• エアバッグコント□ール ユこッ ト 
(クラッシュセンヴーを含む） 

• シートベルト テンシヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 


SRsJ SRS 警告口 

イグこッシヨン位置を1にずると点口 
し、数秒後に消口しまず。 

イグニッシヨン位置を2にずると点火了 
し、エンジン始動後に消灯しまず。 

イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
は、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 

A 警告 

し U 下のよラなとさは、 SRS に異常 
が発生しています。衝撃を受けてを 
エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーが作動しないおそれや、不意に 
作動するおそれがありまず。 

• イグニッシヨン位置を1か2にし 
たと量に SRS 警告灯が点灯しない 
とさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
きは数秒後に、イグニッシヨン位 
置を2にしたとさはエンジン始動 
後に SRS 警告灯が消灯しないとき 
• エンジンがかかっているとさなど 
に SRS 警告灯が点灯したとさ 
ただちに^ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


摆骗がが 
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シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 

シー トベルトテン シ ヨナーとエアバツ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
りまず。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
ヴーは衝撃の強さや方向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要があるか判断しまず。 

さらに車両の縦ち向に一定上の衝撃 
を検知したとさに、運転席/助手席 
エアバッグが作動しまず。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びありまず。 

事故の際にずベてのエアノ（ッグび作 
動するねけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なりまず。 

いずれのエアバッグを、衝突の最 
巧の段階において検知された衝撃 
の強さや方向、およびけ下のような 
事故の種類に基づいて作動しまず。 

• 前方からの衝突 
• 側面からの衝突 
• 横転による衝突 

〇 センサーが検知ずる衝撃の強さや 
ち向は、 Li (下の要素によって決まり 
ます。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 


シートベルトテンシヨナ ー/ ベルト 
フオース! JS ツター 


シート ベル ト テン シヨナー 

LiTF のシートベルトにはシートベルト 
テンシヨナーが装備されていまず。 

• フ□ントシート 
• 左ちセカンドシート 
• ヴー ドシート 

フ□ントシートには、シートベルトの 
パックルを下方に引さ込む機能があり 
ます。 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の础果を局める装置で'ず。 

シートベルトテンシヨナーは、シート 
位置が不適切なとさや、シートベルト 
が正し<着用されていないとさは、効 
果を発揮でさません。 

シートベルトテンシヨナーは、バック 
レストに乗員の身体を密着させるため 
のちのではありません。 

シートベルトテンシヨナーは、 UTF の 
ときに作動しまず。 

• イグこッシヨン位置が2のとき 
. SRS に異常がないとき 

• フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトが正し<バッ 
クルに差し込まれているとさ 

左ちセカンドシートとサードシートの 
シートベルトテンシヨナーは、シート 
ベルトの着用に関わらず作動しまず。 


磐骗がが 
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シートベルトテンシヨナーは、事故の 
状況や衝撃の強さが1；(下のよ5なとさ 
に作動しまず。 

• 前ちまたは後方からの衝突の際に、 
衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
縦方向に急激に一定上の衝撃を検 
知したとさ 

• 側面衝突の際に、車両の横方向に急 
激に一定(上の衝撃を受けたとさ 

• 車両が横転ずるよラな特定の状況 
で、シートベルトテンシヨナーの作 
動が乗員保護効果を高めるとシステ 
ムが判断したとさ 

シートベルトテンシヨナーの作動時に 
聞こえる作動音は、ごくまれに聴力に 
影響することがありまず。 

シートベルトテンシヨナーが作動ずる 
と、 SRS 警告灯が点灯しまず。 

ベルトフオースリミッター 

フ□ントシートと左ちセカンドシー 
卜、サードシートのシートベルトには 
ベルトフオース U S ッターが装備され 
ています。 

ベルトフオースリミッターは、シート 
ベルトに一定 LiLL の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散- 軽減します。 

フ□ントシートベルトのベルトフオー 
スリ三ッターは、運転席/助手席エ 
アバッグと連動しており、乗員にかか 
る力を分散-軽減します。 


A 警告 

シートベルトテンシヨナーが作動す 
ると、次に事故が発生した場をは乗 
員保護機能が得られません。そのた 
め、作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず^ルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場で新品と交換して<だ 
さし、。 

未作動のシートベルトテン シヨ ナー 
を廃棄ずるとさは、廃棄専用の処置 
が必要です。^ルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場、または専門業者に依 
頼してください。 


A 警告 

フ□ントシートのシートベルトテン 
シヨナーは、シートベルトのバック 
ルが下方に引さ込まれたとさにのみ、 
正しく機能しまず。シートベルトの 
バックルの動さを巧ばるよラなわの 
がないことを確認してください。ま 
た、バックルをつかまないでくだ 
さし、。 

Q 助手席に乗車していないとさは、 
シートベルトのプレートをバックル 
に差し込まないで<ださい。衝突時 
などに、シートベルトテンシヨナー 
が作動ずることがあ0まず。 

H シートベルトに強く締め付けられ 
ている状態でシートベルトをがずと 
さは、シートベルトのプレートを確 
実につかみながらバックルの解除ボ 
タンを押してください。シートべ>1レ 
卜の張力により、解除したプレート 
が跳ね返り、けがをずるおそれがあ 
りまず。 


摆骗州が 
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エアバッグ _ 

車が一定(上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。こ 
れにより、乗員の身体への衝撃を分散- 
軽減します。 

エアバッグは高温のガスによりふ<ら 
むため、ずり傷や火傷、打撲などをず 
ることがありまず。エアバッグの作動 
時に聞こえる作動音は、ごくまれに聴 
力に影響ずることがありまず。 

エアバッグが作動ずると、 SRS 警告 
口が点灯しまず。 

A 警告 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮するたが、下の点に注意して 

ください。 

. 乗員全員がシー h ベルトを正しく 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストが目の高さにあり、 
後頭部が支えられるよラに調整し 
て < ださい。 

• 身長1日 Ocm 未満および12歳未 
満の子供はチヤイルドセーフテイ 
シートを使用して確実に身体を固 
定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後 
ちに動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔が狭ず 
ぎると、エアバッグが作動する衝 
撃でけがをするおそれがあ0ます。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないで<ださい。サイドバッグや 
ウインドウバッグが作動ずる衝撃 
でけがをずるおそれがあります。 


A 警告 

• 助手席には後ろ向きに装着する夕 
イプのチヤイルド セーフテイシー 
卜を装着しないで<ださい。また、 
タイプにかかわらず、助手席には 
チヤイ ル ド セーフ テイ シー トを後 
ろ向さに装着しないでください。 
やむを得ず助手席にチヤイルド 
セーフテイシー トを装着するとさ 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席 シー トをもっとを後ろの位置に 
して < ださい。 

• 衣服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで<ださい。 

• 運転中はステアリングのパッド部 
を持ったり、身体をステアリング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださい。 

• ダッシュボードの上に足をのせ 
ないで < ださい。 

• ステアリングは必ず外側の U ムの 
部分を握ってください。ステア IJ 
ングのパッド部を持つと、エアバッ 
グが作動したとさにけがをするお 
それがあ0まず。 

• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に、 
ぺットや荷物を置かないで<だ 
さし、。 

• バックレストとドアの間に物を置 
かないで < ださい。 

• アシストグ U ップやコートフック 
にかたい物や鋭利な物をかけない 
で < ださい。 

• カップホルダーなどのアクセサ 
リーを、ドアに取0付けないでく 
ださい。 


磐骗がが 
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• ルーム S ラーに市販のワイド S 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さし、。 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけがをしたり、 
正しく作動しなくなりまず。 


A 警告 

し U 下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセサリーなどを取0付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングパッド部 

• ステア U ングコラム下部のパネ 
ル部 

• 助手席側のダッシュボードパネ 
ル部 

• フ□ント/セカンドシートのバッ 
クレスト側面 


A 警告 

エアバッグの作動時にわずかに白煙 
が発生ずることがありますが、火災 
のむ配はありません。 

ただし、ぜんそ<などの呼吸疾患の 
ある方は一時的に呼颐障害を起こす 
おそれがあ0ますので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、。 


A 警告 

関連部品に身体を触れないで<だ 
さい。部品が熱くなってお0、火傷 
をずるおそれがあります。作動した 
エアバッグは、必ずメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場で新品と交換 
して < ださい。 

次に事故が発生した場合は、エアバッ 
グによる乗員保護機能が得られま 
せん。 


A 警告 

未作動のエアバッグを廃棄ずるとき 
は、廃棄専用の処置が必要でず。； 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場、 
または専門業者に依頼して<ださい。 


エアバッグの種類と収納場巧 


エアバッグを 

収納場所 

運転席 

ステア1」ング 

エアバッグ 

パッド部 

運転席 
こーバッグ 

運転席足元 

助手席 

助手席ダッシュ 

エアバッグ 

ボード y てネル部 

フ□ントサイド 

フ□ントシート 

バッグ 

のバックレスト 
側面 

セカンドシート 

セカンドシート 

サイドバッグ 

の左ち側面 

ウインドウ 

フ□ントピラー 

バッグ 

と IJ アピラー間 
のルーフライニ 
ング部 


擊骗が斯 
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運転席/助手席エアバッグ 



運転席エアバッグの/助手席エアバッ 
グ⑤は、縦方向ひらの強い衝撃を受 
けると作動し、運転席/助手席乗員 
の頭部や胸部への衝撃を分散-軽減し 
ます。 

運転席/助手席エアバッグは、他の 
エアバッグの作動に関わらず、 LU 下の 
とさに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、車両の縦方向 
に一定じ(上の衝撃を検知したとさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
び、シートベルトによる巧護機能を 
高めるとシステムび判断したとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とを 

車両び横転したとさは、車両の縦方向 
に一定(上の衝撃を検知しない限り、 
運転席/助手席エアバッグは基本的 
に作動しません。 

助手席エアパツグは、助手席に柔員び 
乗車しているとさにのみ作動しまず。 


〇助手席に重い荷物を置かないで< 
ださい。システムび助手席に乗員 
びいると判断し、事故のとさに助手 
席エアバッグび作動ずることがあり 
ます。作動したエアバッグは交換ず 
る必要びありまず。 

〇 縦方向からの衝撃び弱いとさは 
シートベルトテンシ ヨナー だけび作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことびありまず。 


運転席二ーバッグ 



運転席ニーバッグ①は、運転席エア 
バッグに連動してステア U ングの下方 
で作動し、運転席柔員の膝から下への 
衝撃を分散-軽減します。 


磐骗がが 
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サイドバッグ 


A 警告 

フ□ントシートおよびセカンドシー 
卜に市販のシートカバーを使用し 
ないで<ださい。サイドバッグの作 
動が妨げられるおそれがあ0ます 



横ち向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のフ□ントヴイドバッグ 
①/セカンドシートサイドバッグ® 
が作動し、胸部への衝撃を分散•軽減 
します。 

サイドバッグは、シートベルトの着用 
や運転席/助手席エアバッグの作動、 
シートベルトテンシヨナーの作動に関 
わらず、衝突の最初の段階で、横方向 
に一定 iu 上の衝撃を検知したとさに作 
動します。 

車両が横転したとさは、車両の横ち向 
に一定(上の衝撃を検知し、サイド 
バッグの作動がシートベルトによる乗 
員保護機能を高めるとシステムが判断 
しない限り、基本的に作動しません。 


ウインドウバッグ 



横ち向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のウインドウバッグ①が 
作動し、頭部への衝撃を分散-軽減し 
まず。 

ウインドウバッグは、助手席の乗員の 
有無、シートベルトの着用、運転席/ 
助手席エアパッグの作動に関わらず、 
liTF のとさに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、横方向に一定 
政上の衝撃を検知したとさ 

• 車両が横転ずるよラな特定の状況 
で、ウインドウバッグの作動がシー 
トベルトによる乗員保護効果を高め 
るとシステムが判断したとさ 


醒账がが 
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エアバッグの作動を件 


運転席/助手席エアバッグ、運転席 
ニーバッグび作動ずるとを 

正面衝突など車の前ち左も 
約3□度け内の方向から強 
い衝撃を受けたとさ 


運!施/助手席エアバッグ、運励 g 二 
) (ツグが作動しなし、場合があるとき 



かたいコンク U —卜の壁 
などに正面衝突したとを 


運転席/助手席エアバッグ、運転席 
ニーバッグび作動しないとを 




磐骗がが 
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サイドバッグ、ウインドウバッグび作いずれかのエアバッグび作動ずる場合 
動ずるとを びあるとを 


客室部分に横ち向から強し、衝撃を 
受けたとを 


-公 

律 


む 



中央分離帯や縁石などに 
衝突したとを 


よ* 



サイドバッグ、ウインドウバッグび作 
動しない場合びあるとき 



攫骗が斯 
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PRE - SAFE ® 

PRE - SAFE ⑩は、車び危険な状態にあ 
ることを感知しにとさに、乗員保護機 
能を高める装置です。 

PRE - SAFE ® は、じ(下のときに作動し 
ます。 

• BAS び作動ずるよ5な急ブレーキ 
を効かせたとさ 

. 車び物理的な限界を超えて強いア 
ン ダース テア状態や オーバー ステ 
ア状態など、車の姿勢び危険な状 
態になったとを 

PRE - SAFE ⑩は、約 30 km/h 1；■(上で走 
行しているとさ、じ(下のように作動し 
ます。 

• 前席シートベルトを引さ込みまず。 

• 助手席シートび不適切な位置にある 
場合は、助手席シー h を適正な位置 
に調整しまず。 

. 車び横滑りずると、ドアウインドウ 
とスライディングルーフびかし開い 
に状態まで自動的に閉じまず。 

車びを険な状態から脱ずると、引を込 
まれに前席シートベルトの張力び緩み 
ます。また、助手席シートの位置、ド 
アウインドウやスライデイングルーフ 
の開さ具合を再度調整ずることびでさ 
ます。 


前席シートベルトの引を&みび解除さ 
れないとを 

►停車しているとをに、シートベル 
卜の張力び緩むまで、バックレスト 
角度やシートの前後位置を後方に動 
かしまず。 

シートベルトの張力び緩み、□ッ 
ク機構び解除されまず。 

A 警告 

助手席シートの位置を調整するとを 
は、身体が挟まれないよラにミ主意して 
ください。 

。シー ト下部や後方に物がない こと 
を確認して<ださい。シートや物を 
損傷するおそれがありまず。 


NECK PRO アクティブへッドレスト 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレ 
ストが前方および上方に動くことによ 
り、運転席と助手席乗員の頭部をより 
効果的に支持し、頭部や頸部の保護度 
合し^を局めまず。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストが作動しないことがありまず。 


磐骗がが 
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A 警告 

フ□ントシートには、必ず純正のシー 
トカバーだけを使用して ください。 
市販のシートカバーを使用すると、 
NECK PRO アクテイブへッドレス 
卜の作動が妨げられるおそれがあり 
まず。詳しくは;><ルセデス■ベンツ指 
定ヴービスエ場におたずね < ださし、。 

事故の際に NECK PRO アクティブ 
へッドレストが作動した場合は、へッ 
ドレストが前に動いた状態のままに 
なりまず。このとさは、運転席と助手 
席のへッドレストをリセットしてくだ 
さい （0339 ぺージ）。 

リセットをしないと、次に後方からの 
衝撃を受けたとさに NECK PRO アク 
ティブへッドレストが作動せず、頭部- 
頸部を保護することがでさません。 

このリセット作業は、ルセデス-ベ 
ンツ指定ヴービスエ場で行な5ことを 
お勧めしまず。 


子供を乗せるとさ 
チヤイルドセーフテイシート 


モ供を乗車させるとさは、モ供の体格 
や年齢、体重に合ったチャイルドセー 
フティシートを使用して、身体を固定 
して < ださい。 

チヤイルドセーフテイ シー トは後席に 
装着し、走行している間は、チャイル 
ドセーフテイシートによりモ供の身体 
を固定して < ださい。 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢に 
応じた純正チヤイルドセーフテイシー 
卜を用意しています（1>48ページ）。 


A 警告 

急な進路変更時や急ブレーキ時、衝 

突時などに、モ供が重大なけがや致 

命的なけがをするのを防ぐため、し U 

下の点にミ主意してください。 

• 6歳未満の子供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフテイシート 
を使用ずることが法律で義務付け 
られていまず。 

• 身長1日 0 cm 未満および12歳未満 
の子供は、適切なシートに装着し 
たチャイルド セーフテイ シートに 
乗車させ、確実に身体を固定して 
ください。シートベルトは子供向 
けに設計されていないため、チャ 
イルド セーフテイ シートの使用が 
必要になります。 

• シートベルトが正し<着用でき 
ない体格の子供などは、チャイル 
ド セーフ テイシートを使用してく 
ださい。急な進路変更時や急ブレー 
キ時、事故のとをなどに身体を車 
内に激しくぶつけたり、車外に投 
げ出されて致命的なけがをずるお 
それがおります。 

• シートベルトが正しく着用でき 
ない体格の子供がそのままシート 
ベルトを着用すると、首を締め付 
けたり、腹部を強く圧迫したりし 
て致命的なけがをするおそれがあ 
ります。 


擊骗が批 
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A 警告 

助手席には後ろ向さに装着するタイ 
プのチヤイルド セーフテイシー トを 
装着しないで<ださい。また、タイ 
プにかかわらず、助手席にはチヤイ 
ルド セーフテイシー トを後ろ向さに 
装着しないでください。エアバッグ 
が作動ずる衝撃で致命的なけがをず 
るおそれがあります。 

チヤイルド セーフ テイ シー トに関ず 
る注意事項を記載したステッカーが、 
助手席側のサンバイヴーに貼付され 
ています。 

グ 

• やむを得ず助手席に装着するとさ 
は、必ず前向きに装着してくだ 
さし、。 

また、助手席シートをもっとも後 
ろの位置にしてください。 

• 絶巧に子供を膝の上に乗せて走行 
しないで<ださい。急な進路変更 
時や急ブレーキ時、衝突時などに 
子供を保護ずることがでさなくな 
り、子供が車内の部品に激し<ぶ 
つかったり、致命的なけがをずる 
おそれがありまず。 


A 警告 

• チャイルドセーフティシートは、 
適切なシートに正し<装着される 
ことにより保護機能を発揮します。 
正しく装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時にテ供の身体を固定ずることが 
でさず、テ供が致命的なけがをす 
るおそれがあ0ます。チャイルド 
セーフティシートを装着ずるとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフティ 
シートの正しい使用ち法に従って 
<ださい。 

• チャイルドセーフティシートはセ 
カンドシートまたは ヴー ドシート 
に装着してください。子供の安全 
性が高くなりまず。 

• セカンドシートまたはサードシー 
卜にチャイルドセーフティシート 
を装着するとさは、バックレスト 
を起こして確実に□ックしてくだ 
さし、。 

• チャイルドセーフティシートの底 
面全体がシートクッションに接し 
てし''る必要があります。そのため、 
チャイルドセーフティシートの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。 

• チャイルドセーフティシートの 
クッションカノ（一が損傷したとき 
は、純正品と交換してください。 

• チャイルドセーフティシートが損 
傷しているとさは新品と交換して 
ください。大さな衝撃を受けたり、 
損傷したちのは子供を保護でさま 
せん。 


磐骗がが 
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A 警告 

• 子供をチャイルド セーフ テイ シー 
卜に乗車させている場合でを、子 
供だけを車内に残して車か5離れ 
ないでください。子供が車内の各部 
に触れてけがをするおそれがあり 
まず。また、炎天下では車内が高温 
になるため熱中症を起こしたり、寒 
;令時には車内が低温になるため命 
にかかわるおそれがあ0まず。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。が 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートが高温になり、 
テ供が火傷をずるおそれがあり 
まず。 

• テ供が誤ってドアを開くと、子供 
や周囲の人がけがをするおそれが 
ありまず。子供が車外に出てけが 
をしたり、車にはねられて重大な 
けがをずるおそれがあります。 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用しないとさは、車から取り外す 
か、確実に固定してください。 


A 警告 

荷物が固定されていなかったり適切 
な位置に置かれていないと、1；■(下の 
よラな場合に子供がけがをする危険 
性が増加します。 

• 事故のとさ 
• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 

車巧に重い物や硬い物を積むときは、 
確実に固定してください。荷物を積 
むとさの注意点ついて、詳しくは 
0242、249 ページ) をご覧ください。 

助手席エアバッグオフ表示 : a 



助手席エアバッグオフ表示灯①は、 
チヤイルド セーフ テイ シー ト検知シス 
テム装備車のための表示灯です。日本 
仕様には設定のない装備のため、表示 
灯としては機能しません。 

イグこッシヨン位置を1か2にした 
とさ、助手席エアパッグオフ表お口が 
点口ずることがありまずが、助手席エ 
アバッグの機能は解除されません。 


摆骗が批 












48 


乗員ま全装備 


純正チヤイルドセーフティシート 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢 
に応じた純正チヤイルドセーフテイ 
シートを用意していまず。 


選択の目安 


シート名 

体重 

年齢 

ベビー セー 
フプラス 

約 i 3 i < gi；rF 

新生児〜 
18力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

または 

キッド 
フイックス 

1 已〜 36 l<g 

3歳半〜 
12歳位 


《チャイルドセーフティシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあ0まず。 
詳しくは販売店におたずねください。 


チャイルドセーフティシート固定機構 

チャイルドセーフテイシートをシート 
ベルトで固定ずるとさ、シートベルト 
が引さ出されないよラに□ックして 
チャイルドセーフティシートを確実に 
固定するシステムでず。 

セカンドシートとサードシートのシー 
トベルトに装備されていまず。 

《チャイルドセーフティシート固定機構は 
本国仕様車の装備であり、日本仕様車で 
は一部のシートに装備されない場合びあ 
ります。 


A 警告 

子供をチャイルドセーフテイシート 
固定機構で遊ばせないで < ださい。 
固定機構が作動するとシートベルト 
が引さ出しち向に動かなくなるため、 
誤ってシートベルトが首に巻き付く 
と、窒息など致命的なけがをずるお 
それがありまず。 

チャイルドセーフテイシートを装 

着ずる 

► 製品に付属の取扱説明書の指示に 
従います。 

► シートベルトをベルトアンカーから 
ゆっ < りと引さ出しまず。 

► シートベルトのプレートをバックル 
に差し込みまず。 

固定機構を使用ずる 

► シートベルトをいっぱいまで引き出 
した 後、 チャイルド セーフテイ シー 
卜が確実に固定でさる位置までシー 
トベルトを巻さ取らせます。 

固定機構が作動ずると、シートべル 
卜が巻き取られているときに、固定 
機構の作動音が聞こえまず。 

► チャイルドセーフテイシートを押 
し、シートベルトのゆるみを取り 
9 〇 

。チャイルドセーフテイシートを固 
定後、シートベルトが引さ出し方 
向に動かないことを確認して<だ 
さし、。 


磐骗がが 
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固定機構を解除ずる 

► 製品に付属の取扱説明書の指示に 
従いまず。 

► シートベルトのプレートをバックル 
からがし、シートベルトを卷さ取ら 
せます。 

〇シートベルトを着用した状態で上 
体を大きく動かしたときに、シート 
ベルトがいっぱいに引さ出されて 
チャイルドセーフテイシート固定機 
構が作動ずることがありまず。この 
とさは、固定機構を解除してから、 
シートベルトを再度着用してくだ 
さし、。 

に 0- FIX 対応チャイルドセーフテイ 
シート固定装置 

左ちセカンドシートとヴードシー N こ、 
に 0- FIX 対応チャイルドセーフテイシー 
卜用の固定装置を装備しています。 

A 警告 

この固定装置は、体重 22 kg 似下の子 
供を乗車させるとさに使用してくだ 
さい。体重 22 kgl ；« Lb の子供を乗車さ 
せるとさは、チャイルドセーフテイ 
シートを車両のシートベルトで装着 
して < ださい。 


A 警告 

• チャイルドセーフテイシートは、 
適切なシートに正しく装着される 
ことにより保護機能を発揮します。 
正しく装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時に子供の身体を固定することが 
でさず、モ供が致命的なけがをず 
るおそれがお0ます。チャイルド 
セーフテイシートを装着するとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフテイ 
シートの正しい使用ち法に従って 
ください。 

• 安全のため、に 0- FIX 対応チャイル 
ドセーフテイシートは必ず左ちセ 
カンドシートまたは ヴー ドシート 
の固定装置に装着してください。 

• 正しく装着されていないと、チャ 
イルド セーフ テイ シー トが外れ、 
子供と他の乗員が致命的なけが 
をずるおそれがあ0ます。チャイ 
ルド セーフ テイシ ー トを装着した 
とさは、必ず左ちの固定装置に確 
実に装着されていることを確認し 
て < ださい。 


擊骗が批 
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A 警告 

チヤイルド セーフ テイ シー トや固定 
装置が事故で損傷したり強い負荷を 
受けた場合は、保護効果が得られな 
<なるおそれがあります。その結果、 
衝突時や急ブレーキ時、急な進路変 
要時に、子供が致命的なけがをする 
おそれがあ0ます。 

そのため、事故で損傷した0強い負荷 
を受けたチヤイルドセーフテイシー 
卜や固定装置は、ただちにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 

〇チヤイルドセーフテイ シー トをセ 
カンドシートに装着ずるときは、中 
央の席のシートベルトを挟み込ま 
ないように注意してください。 


固定装置を使用ずる 




⑤固定装置 


► 固定装置®にチヤイルドセーフ 
テイシートを装着しまず。 

テザーアン カー 


に 0- FIX 対応チャイルドセーフテイ 
シートの上部を固定ずることにより、 
事故のとさなどにチャイルドセーフ 
テイシートの前方への移動を抑えるこ 
とがでさまず。 

テヴーアンカーは、セカンドシートの 
バックレストの背面にあ0まず。ヴー 
ドシートでは、サードシート後方のラ 
ゲッジルームにある荷物固定用リング 
(1>249ページ）をテヴーアンカーと 
して使用できまず。 


磐骗がが 


► カバーのを取り外しまず。 
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ID 


テザーフックを取り付ける 



► カバーのを取り外しまず。 

► 取り外したカバー®をグ□ーブボッ 
クスなどに収納しまず。 



► へッドレスト⑤を上げまず。 


► 製品に付属の取扱説明書の指示に 
従い、テヴーベルトとに 0- FIX 対応 
チャイルドセーフテイシートを取り 
付けまず。 

►ヘッドレスト⑤の2本の支柱の間 
にテヴーベルト®を通しまず。 

► テヴー ベルト©をバックレスト⑤ 
とラゲツジ j レームカノ く一収納 U —ル 
のの間に通しまず。 



► テヴーフック ⑤を テヴーアンカー 
④にかけまず。 


じ(下を確認してください。 

• テヴーフック ⑤び テヴーアンカー 
④にかかっている 

• テヴーベルト®びねじれていない 
• ラゲッジルームカバー収納リール 
©を装着しているとさは、テヴー 
ベルト ® びバックレスト⑤とラ 
ゲッジルームカノ（一収納リールの 
の間を通っている 

•セーフティネットを取り付けてし''る 
とさは、テヴーベルト®びバック 
レスト⑤とセーフティネットの間 
を通ってし)る 

► 製品に付属の取扱説明書の指示に 
従い、テヴーべル h ⑤を締めまず。 

► 必要であれば、ヘッドレスト®を 
かし下げまず。 

テヴーベルト®の動さび巧げられ 
ていないことを確認してください。 


磐骗がが 
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装着でをるに 0- 円 X 対応チャイルドセーフテイシート 


に 0- FIX 対応チャイルドセーフテイシート用の固定装置には、下表のカテ 3’ u — 
およびサイズ等級に属している、ユニバーサル（況用）旧 0- FIX 対応チャイル 
ドセーフテイシートを装着でさまず。 


カテゴリー 

キヤ U コッ 

0 

0+ 

I 


(適応体重） 

卜（携帯式 
ベッド） 

(10 kg まで） 

(13 kg まで） 

(9 〜 18 kg ) 


サイズ等級 

F 

E 

C 

C 

A 

(装着器具 

(に0/1_1) 

( IS 0/ R 1) 

( IS 0/ R 3) 

( IS 0/ R 3) 

( IS 0/ F 3) 

タイプ） 

G 


D 

D 

臣 


( IS 0/ L 2) 


( IS 0/ R 2) 

( IS 0/ R 2) 

( IS 0/ F 2) 




E 


B 1 




(に日/ R 1) 


( IS 0/ F 2 X ) 

左ち 

装着ずるこ 

ユニバーサル（況用）に 0- FIX 対応であれば、 

ユニバーサ 

セカンド 

とはでさま 

固定装置で装着することびでをまず。 

ル（況用） 

シート 

せん。 




IS 0 -FIX 対 
応であれ 
ば、固定装 
置で装着ず 

サード 


装着することはでさません。 


シート 





ることびで 
さまず。 


詳しくは、お買い上げの販売店まにはメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


〇 チヤイルドセーフテイシートのカテゴリーやサイズ等級については、チヤ 
イルドセーフティシート本体に装着されているステッカーやチヤイルドセー 
フティシートの取扱説日月書をご覧 < ださい。 


磐紙が化 
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チヤイルドプルーフ□ック 


A 警告 

子供が後席に乗車するとさは、チヤ 
イルドプルーフ□ックを設定してく 
ださい。子供がリアドアや U アドア 
ウインドウを開くと、事故やけがの 
原因になりまず。 


A 警告 

• テ 供をチャイルド セーフ テイ シー 
卜に棄車させている場合でも、子 
供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。子供が車内の各 
部に触れてけがをするおそれがお 
りまず。また、炎天下では車内が 
高温になるため熱中症を起こした 
り、寒冷時には車内が低温になる 
ため命にかかわるおそれがあり 
ます。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。が 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートが高温になり、 
テ供が火傷をするおそれがあり 
まず。 

•子供が誤ってドアを開くと、子供 
や周囲の人がけがをするおそれが 
ありまず。テ供が車外に出てけが 
をしたり、車にはねられて重大な 
けがをずるおそれがありまず。 


子供が後席に乗車するとさは、 iu 下の 
チャイルドプルーフ□ックを使用して 
<ださい。 

• リアドアのチャイルド プルーフ 
□ック 

• U アドアウインドウのチャイルドプ 
ルーフ□ック 


リアドアのチャイルドプルーフ□ツク 
を設定ずる 



リアドアのチヤイ ル ド プルーフ□ツ 
クを設定ずると、車内のドアレバー 
を引いてち U アドアが開かな<なり 
まず。 

► レバーを設定側③に操作しまず。 

►車内のドアレバーを引いて、ドアが 
開かないことを確認しまず。 

解除ずるとさは、レバーを解除側① 
に操作しまず。 


醒骗がが 
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リアドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ツクを設定ずる 



1」アドアのスイッチによる1」アドアウ 
インドウの開閉びでさな < なりまず。 


►スイッチのを押して、押された状 
態にしまず。 

1」アドアのスイッチからは1」アド 
アウインドウび操作でさなくなり 
ます。 

►解除ずるときは、スイッチ®を押 
して、押されていない状態にしまず。 

〇 チャイルドプルーフ□ックの設定/ 
解除にかかわらず、運転席ドアのス 
イッチではリアドアウインドウを操 
作でさまず。 


走巧ま全装備 


走行ま全装備には、(下のをのびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブフレーキランプ 

• ESP ⑩（エレクト□ニック.スタビ 
1」ティ.プ□グラム） 

• EBD (エレクト□ニック.ブレーキ 
ノてワー.デイスト U ビューシヨン） 


を全上の重要事項 
A 警告 

スピードの出しすぎなどの無謀な運転 
をすると、事故の危険性が非常に高ま 
ります。カーブを走行するとさや、'；! 
れた路面または滑0やすい路面を走 
巧するとさ、先行車との車間距離が 
短ずざるとさなどは、特に危険でず。 
本書に記載されている走行安全装備は 
事故の危険性を低減ずるをのではあり 
ません。また、各システムの機能には 
物理的な限界がありまず。 

運転者は、路面や天候の状況に合わせ 
て常に憤重に運転してください。周囲 
の交通状況に注意しなが5、十分な車 
間距離を確保してください。 


〇 走行安全装備は、タイヤが路面に 
十分接地しているとさにのみ、十分 
な効果を発揮します。タイヤに関ず 
る情報やタイヤの摩耗については 
「タイヤとホイール」をご覧< ださし、 
(>279ページ）。 
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雪道や凍結路を走行するとさは、ウイ 
ン ター タイヤやスノーチェーンの装着 
をお勧めしまず。このよラな路面状 
況では、ウインタータイヤやスノー 
チェーンを装着ずることで、走行安全 
装備の効果が発揮されまず。 


ABS (アンチ□ック-ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑り 
やすい路面でのブレーキ時など、車が 
不安定な状況になったとさに、タイヤ 
の□ックを防ぎ、ステア U ングでの車 
両操縦性を確保する装置です。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度が約 Skm / h を超えると作動でき 
るよラになりまず。 

滑りやずい路面では、軽<ブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでち ABS は作 
動します。 

A 警告 

• ABS はブレーキ操作を補助ずる装 
置で、無謀な運転からの事故を防 
ぐちのではあ0ません。 

ABS が適切に作動してを、車両操 
縦性や走行安定性の確保には限界 
があります。常に道路や天候の状 
況にミ主意し、十分な車間距離を保っ 
て運転してください。 

また、タイヤのグ U ップが失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
まず。 


. ABS に異常があるとさは、ブレー 
キペダルを強<踏み込むとタイヤ 
は□ックします。その結果、ステ 
アリングでの車両操縦性が制限さ 
れ、制動距離が長<なるおそれが 
あ0ます。 

• 故障により、 ABS の機能が解除さ 
れたときは、 BAS と ESP ® の機能 
を解除されます。常に道路や天候 
の状況に注意し、十分な車間距離 
を保って運転してください。 

ブレーキ操作をずる 


ABS が作動ずると、ブレーキペダル 
に脈動を感じたり車体が振動ずること 
がありまずが、異常ではありません。 

ABS び作動したとを 

►必要なだけ、そのままブレーキぺダ 
ルを踏み続けて < ださい。 

強い制動力び必要なとを 

► ブレーキぺ夕 V レをいっぱいまで踏み 
込んでください。 

A 警告 

ブレーキ操作をずるとさは、ブレー 
キペダルをしっかりと踏み込んでく 
ださし 、。ポンピングブレーキを行な 
ラと制動距離が長くなるおそれがあ 
ります。 


醒骗がが 
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Qabs は制動距離を短<ずる装置で 
はありません。政下のよラな路面が 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離が長< 
なることがありまず。 

• 雪の積ちった路面や凍結した路面 
• 砂利道などの請れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数が連 
続して変化ずる路面 

• スノーチェーン 装着時 
〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
がわずかに振動したりモーターの音 
が聞こえることがありまずが、これ 
は、システムが自己診断をしている 
とさの音で異常ではあ0ません。 

〇バッ テリー電圧が低下ずると ABS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると、機能ち元に戻りまず。 

オフ□ー ド ABS 


オフ□ー ド ABS は、未舗装路やめか 
るみなどの悪路でブレーキを踏んだと 
さにフ□ントタイヤを強制的に□ック 
させ、制動力を向上させるオフ□ー ド 
専用のシステムでず。 

オフ□-ド A 巨 S は、□-レンジ（[>183 
ベージ）にしたときに、約 30 km/h 
m 下の速度でブレーキを強< 踏むと自 
動的に作動しまず。 


A 警告 

• オフ□ー ド ABS は未舗装路、めか 
るみなどの悪路でのブレーキ時の 
制動力を高める装備で、無謀な運 
転か！5事故を防ぐちのではあ0ま 
せん。オフ□ー ド ABS び適切に作 
動してち、制動力には限界びあ0 
まず。 

• オフ□—ド ABS の作動時は、フロ 
ントタイヤび□ツクするため車両 
の操縦性に影響をおよぼずおそれ 
びあ0まず。慎重に運転すること 
をむびけて < ださい。 


BAS 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび検知して、 
票急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

► 緊急ブレーキ状態から脱ずるまで、 
ブレーキぺ夕 V レをしっかり踏み続け 
て < ださい。 

ABS により、車輪の□ックび抑え 
られまず。 


磐骗がが 


巨 AS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 
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A 警告 

• BAS は緊急ブレーキの操作を補 
助する装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐちのではありません。 
BAS が作動してち制動距離の短縮 
には限界があります。また、タイ 
ヤのグ U ップが失われた状況では 
効果を発揮しません。 

. BAS に異常があるとさもブレーキ 
は通常通り作動しまずが、緊急ブ 
レーキ時には制動距離が長<なる 
おそれがありまず。 

• BAS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 

OBAS に異常があると、 ABS ち正し 
<作動しな<なることがありまず。 

〇 バッテリー電圧が低下ずると BAS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると機能ち元に戻りまず。 


約 50 km / h 政上からの急ブレーキ時 
に BAS が作動ずると、ブレーキラン 
プが点滅し、後方の車両にミ主意を促し 
ます。停車すると、ブレーキランプは 
点口に変わりまず。 

また、約 70 km / haU 上からの急ブレー 
キ時には、ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車すると非常点滅灯が自動的 
I し点滅しまず。 

自動的に点滅した非常点滅灯は、非常 
点滅灯スイッチを押ずか、再度走行を 
開始して走行速度が約 lOkm / hLU 上 
になると、自動的に消灯しまず。 


ESP ® 

ESP ® (エレクト□ニック-スタビ U 
ティ-プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車が不安定な状況 
になったとさに、個々のタイヤに独立 
してブレーキを効かせたり、エンジン 
出力を制御ずることによって、車両操 
縦性や走行安定性を確保しよ5とする 
システムでず。 

発進時または走行中に ESP ® 表示灯 
面が点滅したときは、 ESP ® が作 
動していまず。 

この車には、4輪駆動システムのため 
に専用に開発された 4- ESP ® が装備さ 
れていまず。 


削 ESP ® 表示灯 

イグこッシヨン位置を2にすると点灯 
し（点口しないとさは表示灯が故障し 
ていまず）、エンジン始動後に消口し 
まず。 

A 警告 

ESP ® 表示打固が点滅したときは、 

じ(下のよラにしてください。 

• 状況を問わず、 ESP ® の機能を解 
除しないで < ださい。 

• 発進ずるときは、アクセルペダル 
を必要し：^上に踏み込まないで < だ 
さい。 

• 路面と天候の状況に合わせて運転 
してください。 

車輪が空転したり、車が横滑りずる 
おそれがあ0まず。 


醒骗がが 
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A 警告 

ESP ® は車両操縦性や走行安定性を高 
めるシステムで、無謀な運転からの事 
故を防ぐちのではありません。 ESP ® 
び作動してち、車両操縦性や走行ま 
定性の確保には限巧びあ0まず。ま 
た、タイヤのグ U ップび失われた状 
況では効果を発揮しません。 

ESP ® 作動時のま全お巧や危険回避に 
ついては運転ちに全責任びあ0まず。 

Q ブレーキダイナモ上で車輪を動 
かずときは、約10秒じ(内にしてく 
ださい。また、イグニッション位置 
を 0 か 1 にしてください。駆動系 
部品やブレーキシステムを損傷ずる 
おそれびありまず。 

〇ダイナモメーターを使用して検 
査などを行な5とさは、必ず2軸 
ダイナモメーターを使用してくだ 
ごし''。駆動系部品やブレーキシス了 
ムを損傷するおそれびありまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 

P 車輪を上げてけん引されるとさ 
は、イグニッション位置を 2 にし 
ないでください。 ESP ⑥び作動し、 
接地している車輪にブレーキびかか 
りまず。また、ブレーキシステムを 
損傷するおそれびありまず。 


P ESP ® び故障ずると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに故障/ 
警告メッセージび表示され、エン 
ジンの出力びほ下ずることびあり 
ます。走行び困難なとさは、ずみや 
かにま全な場所に停車し、メルセデ' 
ス-ベンツ指定サービスエ場に連絡 
して < ださい。 

〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させたり、駐車場のらせん状のア 
プ□ーチを走行しているとさなど 
に、マルチフアンクシヨンディスフ 
レイに ESP ⑩に関する故障/警告 
メッセージび表おごれ、 ESP ® 表示 
灯 [ S ] や ESP ® オフ表示灯 ren . 
ABS 警告灯面び点灯ずることび 
ありまず。 

このよ5なとさは、ま全な場所に 
停車して、イグニッシヨン位置を 0 
に戻し、エンジンを再始動してくだ 
さい。しばらく走行ずると、メッセー 
ジや表示灯、警告灯は消灯しまず。 

〇 ABS 警告灯®]び点灯している 
とさは、 ESP ⑩を作動しません。メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

〇 指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ® び 
作動ずることびありまず（走行中に 
ESP ® 表示灯 [ S ] び点滅したまま 
になりまず）。 


磐骗がが 
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4 ETS 


ETS は、 ESP ® の機能の一部でず。 

ETS は、滑りやずい路面などで車輪 
が空転したとさにブレーキを効かせて 
発進時や加速時の駆動力を確保しよラ 
とするシステムでず。 

この車には、4輪駆動システムのため 
に専用に開発された 4 ETS が装備され 
ています。 

ESP ® の機能が解除されている場合で 
も、 ETS の機能は解除されません。 

► 走行状況に巧して適切な場合は、 
□—レンジ0183ページ）にして 
<ださい。 

A 警告 

ETS は駆動力を確保し車両操縦性や 
走行安定性を高めるシステムで、無 
謀な運転からの事故を防ぐをのでは 
ありません。 ETS が適切に作動しても、 
駆動力の確保には限界があ0まず。 

ETS 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があります。 


オフ□ー ド 4 ETS 

オフ□-ド 4 ETS は、□-レンジ 
(>183 ページ）にしたときに 、 ETS 
の作動が自動的に悪路走行に適した制 
御になる、オフ□ー ド専用のシステム 
です。 


ESP ⑩の機能の解除 


エンジンを始動したとさ、 ESP ® は常 
に待機状態になりまず。 

次のような状況では、 ESP ® の機能を 
解除したほ5が走行しやずい場合があ 
りまず。 

• スノーチェーンを装着して走行し 
ているとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 

このときは ESP ⑩の機能を解除し 
まず。 

A 警告 

ESP ® の機能を解除する必要びなく 
なったとさは、 ESP ® を待機状態にし 
てください。車び不安定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行ま定性を 
確イ呆しようとずることびでをまはん。 

ESP ® の機能び解除されると、し U 下の 
状態になりまず。 

• ESP ⑩は作動せず、車両操縦性や走 
行ま定性を確保しようとずることび 
でさな< な0まず。 

• エンジンの出力制御は行なわれず、 
駆動輪び空転ずることびありまず。 

• トラクシヨンコント □ ールシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP ® 
は自動的に作動しまず。 

ESP ® の機能を解除しているときに 
タイヤの空転や横滑りを検知ずると、 
ESP ® 表示灯 [ S ] び点滅しまずび、 
ESP ® は作動しません。 


摆骗がが 
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A 警告 

ESP ® の機能を解除したときは、必 
ず路面の状況に応じた速度で慎重に 
運転ずるととちに、じ I 下の操作は絶 
対に行なわないよラにしてください。 
•急八ンドル 
• 急ブレーキ 
•急発進、急加速 
•急激なエンジンブレーキ 



ESP ® の機能を解除ずる 

► エンジンびかかっているとさに、 
ESP ⑩オフスイッチのを押しまず。 
メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
灯33び点灯しまず。 


A 警告 

エンジンびかかっているとさに ESP ® 
オフ表示な [3 ZI び点なしているとさ 
は、 ESP ® の機能び解除されていまず。 
ESP ® 表あな [5] と ESP ® オフ表示 
なび点なしているときは、故障 
のため、 ESP ® の機能び解除され てし、 
まず。 

特定の状況では、車び横滑りずるお 
それびありまず。 

路面と天候の状況に合わせて産転し 
て < ださい。 

ESP ® を待機状態にずる 

► エンジンびかかっているとさに、再 
度 ESP ⑩オフスイッチのを押し 
ます。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
灯屈 □ び消灯しまず。 


荒 I ESP ® オフ表示な 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは表示灯び故障し 
ていまず）、エンジン始動後に消灯し 
まず。 


磐骗がが 
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オフ□—ド ESP ® 


オフ□-ド ESP ® は、□ー レンジ 
(>183 ぺージ）にしたときに、 ESP ® 
の作動び自動的に悪路走行に適した制 
御になる、オフ□ー ド専用のシステム 
でず。 

悪路でアンダーステアやオーバーステ 
アび起さたとさは、 ESP ⑩び遅れて作 
動することにより、駆動力び向上し 
ます。 


EBD 

EBD (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワー.デイスト U ビュー•シヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行ま定性を確保し 
よラとずるシステムでず。 

A 警告 

EBD に異常があるとさをブレーキは 
通常通り作動しますが、急ブレーキ 
時などには後輪び□ックするため、 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれがあ0ます。車両操縦性 
の変化にミ主意して慎重に運転して< 
ださい。 


盜難防止システム 


イモビライザー 」 

イモビライヴーは、正規のキー(外で 
はエンジンを始動させないよ5にずる 
機能です。 

キーによりイモビライザーを作動さ 
せる 

► エンジンスイッチからキーを抜き 
ます。 

キー レス ゴーに よりイモビライザーを 
作動させる 

► イグこッシヨン位置を0にして、 
運転席ドアを開さまず。 

イモビライザーを解除ずる 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

〇イモ ビライヴーは、エンジンを始 
動ずると解除されまず。 


盗難防止警報システム _ 

盗難防止警報システムが待機状態のと 
さに LU 下の状況を検知ずると、サイ 
レンが約30秒間鳴り、非常点滅灯が 
通常の2倍の速さで約5分間点滅し 
ます。また、ルームランプや読書口な 
どち約5分間点灯しまず。 

• ドアが開けられたとさ 
• テールゲートが開けられたとさ 

• ボンネットの□ックが解除された 
とさ 


醒骗が批 
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盗難防止警報システムは、車を施淀し 
た後、エマージェンシーキーを使用し 
て運転席ドアを解結し、開いたとさを 
作動します。 



システムを待機状態にずる 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作で施錠しまず。 

表示灯のび点滅し、約10秒後に 
待機状態になりまず。 

システムび待機状態のとさは、表示 
灯のび点滅を続けまず。 

システムを解除ずる 

► U モコン操作またはキーレス 3— 操 
作で解錠しまず。 

表示灯のび消灯しまず。 

警報を停止ずる 

► Li (下のいずれかの操作をずると、 
警報び停止しまず。 

• キーのいずれかのボタンを押ず 

• キーをエンジンスイッチに差し 
込む 


• キーびキーレスコーの左ち側ア 
ンテナの検知範囲（1>71ページ) 
にあるとさに、キーびある側の 
ドア八ンドルに触れるか、テール 
ゲート八ンドルを引く 
• キーびキーレス: U — のテール 
ゲート側アンテナの検知範囲 
(071 ページ）にあるときに、テー 
ルゲート八ンドルを引くか 、子一 
ルゲートのキーレス 3' —スイッチ 
を押す 

• キーびキーレス U —の車室内ア 
ンテナの検知範囲（1>71ページ) 
にあるとさに、エンジンスイッ 
チに取り付けたキーレス3’ース 
イッチを押ず 

〇 ドアやテールゲートび開けられに 
り、ボンネットの□ックび解除され 
て警報び作動したとさは、それら 
をすぐに閉じてを、警報は停止しま 
せん。 

〇 システムを待機状態にずるときは 
ボンネットが確実に閉じていること 
を確認してください。ボンネットの 
□ックが解除された状態でシステム 
を待機状態にしてち、ボンネットが 
開けられたときに警報は作動しま 
せん。 

〇 システムが待機状態のとさに車内 
のドアを開いたり、ボンネット□ッ 
ク解除 レバーで ボンネットの□ック 
を解除ずると警報が作動しまず。車 
巧に人がいるとさは待機状態にし 
ないで <ださい。 


磐骗がが 
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けん引防止機能 _ 

盗難防止警報システムび待機状態のと 
さ、車び傾いたことを検知ずると、けん 
引防止機能び作動し、ホーンと非苗点 
滅灯の点滅による警報び作動しまず。 

システムを待機:!犬態にずる 


► U モコン操作またはキーレス3—操 
作で車を施錠しまず。 

約30秒後に待機状態になりまず。 

警報を停止ずる 


• キーのいずれかのボタンを押ず 
• キーをエンジンスイッチに差し 
込む 

• キーびキー レス3’ 一の 左ち側ア 
ンテナの検知範囲（1>71ページ） 
にあるとさに、 キーび ある側の 
ドア八ンドルに触れるか、テール 
ゲート八ンドルを引< 

• キーびキー レス3’ 一のテール 
ゲート側アンテナの検知範囲 
071ぺージ）にあるときに、テー 
ルゲート八ン ドルを引く か、 子一 
ル ゲートの キー レス3—スイッチ 
を押す 

• キーびキーレス U —の車室内ア 
ンテナの検知範囲 （071 ページ） 
にあるとさに、エンジンスイツ 
チに取り付けたキーレス3—ス 
イッチを押す 

待機状態を解除ずる 


► U モコン操作まにはキーレス 3— 操 
作で車を解錠しまず。 

けん引防止機能び自動的に解除され 
ます。 


けん弓 I 防止警報機能を解除ずる 

誤作動を防止ずるために、じ(下のよラ 
な状況で車を施淀ずる場合は、けん引 
防止機能を解除してください。 

• けん引されるとさ 

• カーフエ U —や車両運搬車に載せて 
運搬するとさ 

• 機械式駐車場などに駐車ずるとさ 


!ケンインボウシケイホウ 


ぁ 

:牙フ © 



►イグこッシヨン位置を1か2にし 
まず。 


► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にけん弓 I 防止機能の設定を表おさせ 
まず（>173ページ）。 

► Q を押し、" オフ" を選択しまず。 
けん引防止機能が解除されまず。 

► リモコン操作またはキーレス3’一操 
作で車を施錠します。 

けん引防止機能が解除されまず。 
または 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
9 〇 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にエンジン停止時の表示の設定を表 
示させます（[>169ページ）。 


擊骗が斯 
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资難防止システム 




W を押し、 " ケンインホ''ウシケイ 肋" を選 
択します。 

イグこッシヨン位置を0にするむ、、 
エンジンスイッチからキーを抜き 
ます。 


BBSjM 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "ケン インホ''ウシケイホウ オン" と表示され 
ます。 

II ケンインホ''ウシケイが オフ" と表示された 
とさは、けん引防止機能び解除され 
ています。そのまま、 U モコン操作 
まにはキーレス3—操作で施錠して 
<ださい。 

► ステアリングの[±]または B を 
押します。 

マルチフアンクシヨンディスフレ 
イに" ケンインホ''ウシケイホう オフ" と表示 
ごれ、けん引防止機能び解除され 
ます。 

► U モコン操作またはキーレス3’ 一 操 
作で施錠しまず。 

けん弓 I 防止機能び解除されまず。 

けん引防止機能は、 LU 下の操作を行な 
ラまで解除されます。 

• 車を解淀したとを 
• ドアを開閉したとさ 
• 車を施錠したとさ 


室内センサー 


車を施顏して、室内センサーを待機状 
態にしたとさは、車内で物体の動さを 
検知ずると、サイレンび約30秒間鳴 
り、非常点滅灯び通常の2倍の速さで 
約5分間点滅しまず。 また 、ルームラ 
ンプび約5分間点灯しまず。 

例えば、ウインドウび割られたり、車 
巧に腕を伸ばしたとさなどに警報び作 
動しまず。 

システムを待機:！犬態にずる 

► システムを待機状態にずる前に、室 
内センサーの誤作動を防止ずるため 
にじ(下のことを確認してください。 

• ドアウインドウび完全に閉じ 
ていること 

• ベンチレーションウインドウび完 
全に閉じていること 

• スライディング ルーフび 完全に 
閉じていること 

• ルームミラーやアシストグ U ッ 
プにマスコットなどをかけてい 
ないこと 

► ずべてのドアと テールゲー トび閉じ 
ていることを確認しまず。 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作で車を施結しまず。 

約40秒後に待機状態になりまず。 


擊骗がが 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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待機げ態を解除ずる 


リモコン操作またはキーレス一操 
作で車を解錠しまず。 

室内センサーが自動的に解除され 


ます。 

警報を停止ずる 


室内センサーを解除ずる 


スライデインクルーフをかし開いた 
状態で車から離れるとさ 

イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 


• Ui (下のいずれかの操作をずると、 

警報が停止します。 

• キーのいずれかのボタンを押ず 

• キーをエンジンスイッチに差し 
込む 

• キーがキーレスゴーの左ち側ア 
ンテナの検知範囲071ページ） 
にあるとさに、キーがある側のド 
ア八ンドルに触れるか、テール 
ゲート八ンドルを引< 

• キーがキーレス: U — のテール 
ゲート側アンテナの検知範囲 
071ページ）にあるときに、テー 
ルゲート八ン ドルを引 < か、 テー 
ルゲー 卜のキーレス3—スイッチ 
を押す 

• キーがキーレスゴーの車室内ア 
ンテナの検知範囲071ページ） 
にあるとさに、エンジンスイツ 
チに取0付けたキーレス U —ス 
イッチを押す 


シツナイセンサ 



© 

オフ 

© 


誤作動を防止するために、政下のよラ 
な状況で車を施錠ずる場合は、室内セ 
ンヴーを解除して < ださい。 

• 車内に人や動物が残るとさ 

• ドアウインドウをかし開いた状態で 
車から離れるとさ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に室内センサーの設定を表おさせ 
ます （>174 ぺージ）。 

►ステア U ングのを押し、 "才 
フ II を選択しまず。 

室内センサーが解除されまず。 

► リモコン操作またはキーレス一操 
作で車を施錠します。 

室内センサーが解除されまず。 
または 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にエンジン停止時の表示の設定を表 
示させまず（>169ページ）。 

►ステアリングの m を押し、"シ ツナ 
イセンサ" を選択しまず。 

► イグこッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜き 
9 〇 


磐骗がが 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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盜難防止システム 



マルチファンクシヨンデイスプ 
レイに"シ ツナイセンサ オン" と表示され 
ます。 


II シツナイセンサ オフ" と表示されたとさは、 
室内センサーが解除されていまず。 
そのまま、 U モコン操作またはキー 
レス3—操作で施錠して < ださい。 

► ステア U ングの r +1 または W 
を押します。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" シツナイ センサむ" と表示され、室 
内センサーが解除されまず。 

► リモコン操作またはキーレス3’一操 
作で施錠しまず。 

室内センサーが解除されまず。 

室内センサーは、 iu 下の操作を行なラ 
まで解除されます。 

• 車を解錠したとさ 
• ドアを開閉したとさ 
• 車を施錠したとさ 


擊骗がが 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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U モコン機能付さのキーが2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錠に使用しまず。 

また、 それぞれの キーには エ マージェ 
ン シーキーを 収納していまず。 

A 警告 

• 子供だけを残して車から離れない 
で<ださい。車が施錠されていて 
も、誤って車巧からドアを開いた 
り運転装置に触れて、事故がけが 
をずるおそれがありまず。 

また、キーが車室内またはドア付 
おなどの車外にあるとをは、キー 
レス zr —スイッチを押すことによ 
りエンジンが始動し、事故の原因 
になります。 

• 短時間でを、車内にキーを残した 
まま車か5離れないでください。 
事故や盗難のおそれがあります。 

• エンジンスイッチにキーを差し込 
むとさは、重い物 や 必要!;上に大 
さな物、ステアリングなどの操作 
部に接触ずる物をキーホルダーと 
して使用しないで < ださい。 
キーホルダー自体の重み や、 キー 
ホルダーがステアリングなどに接 
触することでキーがまわると、エ 
ンジンが停止して事故を起こすお 
それがお0ます。 

H キーを紛失したとさは、盗難や事 

故を防ぐため、ただちに^ルセデス- 

べンツ指定サービスエ場に連絡して 

<ださい。 


H キーを強い電磁波にさらずと 、 U 
モコンに障害が発生ずるおそれがあ 
りまず。 

Q キーは強い衝撃や水から避けて< 
ださい。故障の原因になりまず。 

〇キーの先端部をミちしたり覆ったり 
しないで<ださい。故障や誤作動の 
原因になりまず。 

。盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとさは必ず車を施錠して<だ 
さい。 

〇貴重品は絶巧に車巧に置いたまま 
にしないで<ださい。盗難のおそれ 
びありまず。 

〇車を操作ずるとさは、運転をは常 
にキーを携帯してください。 

〇キーを携帯電話などの電モ機器や 
硬貨などの金属製のをのと一緒に持 
ち運ばないで < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付おなどの 
強電界下で1」モコン操作やキーレス 
3—操作を行な5と、作動しなかっ 
た0、誤作動ずるおそれびあ0まず。 

〇磁気を発生ずる電化製品の近< に 
キーを置かないでください。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださし、。 

〇 キーの電池び消耗ずると操作時に 
キーの表示灯び点灯せず、1」モコン 
操作やキーレス3’一操作びでさなく 
なりまずび、エンジンスイッチに 
キーを差し込むことによるイグニッ 
ション位置の選択とエンジンの始動 
はで'さまず。 


B を邸6恒冊 
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リモコン機能 



①施錠ボタン 
⑤ テールゲー ト開閉ボタン 
⑤解錠ボタン 

イグニツシヨン位置び0でエンジンス 
イツチにキーを差し込んでいないとさ 
にし U 下の操作びでさまず。 

• ドア、テールゲート、燃料給油フラツ 
プの解結/施錯 
• テールゲートの開閉 

• コンビニエンスオープニング機能と 
コンビニエンスク□—ジング機能の 
操作 （0128 ページ）。 

操作時にキーの表示灯び1回点滅し 
ます。 

〇 車のバツテ U —びあびったとさ 
は、キーの電池び正苗でちリモコン 
操作はでさません。 


解綻ずる 

► 角军绩ボタン®を押しまず。 

ドア、テールゲー K 燃料給油フラッ 
プび解錠され、盗難防止警報システ 
ム061ページ）び锅除され、非 
苗点滅灯び1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能*び作動 
します075ぺージ）。 

施綻ずる 

► 施錠ボタン®を押しまず。 

ドア、テールゲー K 燃料給油フラッ 
プび施錠され、盗難防止警報システ 
ム （ C >6 1ぺージ）び待機状態になり、 
非甫点滅灯び3回点滅しまず。 

まに、アンサーバック機能*び作動 
しまず075ページ）。 

〇車を施錠したとさは、非甫点滅灯 
び3回点滅したことを確認してく 
ださい。 

テールゲートを開< 

► テールゲー トび開さ始めるまで、 
テールゲー ト 開閉 ボタン⑤を押し 
続けまず。 

確認音び鳴り、テールゲートび自動 
で開さまず。 

〇 U モコン操作でテールゲートを開 
くとさは、後方や上方に十分な空間 
びあり、身体や物に接触ずるおそれ 
のないことを確認して < ださい。 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、モちなく変更されることびあります。 
* 仕様により、異なる装備です。 


I 
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テールゲートを閉じる 

► テールゲートが閉じ始めるまで、 
テールゲート開閉ボタン®を押し 
続けまず。 

確認音が鳴0、テールゲートが自動 
で閉じまず。 

〇 U モコン操作でテールゲートを閉 
じるとさは、身体や物を挟まないよ 
5に十分ま意してください。車の周 
りにモ巧びいるとさは、特にま意し 
て < ださい。 

〇 車び施淀されているとさにテール 
ゲート開閉ボタン⑤を押ずと、テー 
ルゲートだけび解淀されて開さま 
す。その状態でテールゲート開閉ボ 
タン⑤を押ずと、テールゲートび 
閉じ、施綻されまず。 

リモコン機能の切り替え 

U モコン操作での解旋時に、運転席ド 
アと燃料給油フラップだけを解淀ずる 
よラに設定できまず。 

► 施綻ボタンのと解淀ボタン⑤を同 
時に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯び2回点滅し、設定 
び切り替わりまず。 

この状態では、 LU 下のよ5に作動し 
ます。 

• 解淀ボタン⑤を押ずと、運転席 
ドアと燃料給油フラップのみび 
解綻され、盗難防止警報システ 
ム瓜61ページ）び解除され、 
非甫点滅灯び1回点滅しまず。 

また、 アンサーバック機能*び作動 
します（1>75ページ）。 


• 続けて約40秒し i (巧に解湿ボタン 
⑤を押ずと、助手席ドア、リア 
ドア、テールゲートび解淀され、 
非甫点滅灯び1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能*び 
作動します （^75 ぺージ）。 

〇 車両の近くで U モコン機能の切り 
替えを行な5と、キーの解錠ボタン 
または施錠ボタンを押したとさに、 
車両を解趣まには施淀されまず。 

ネリ期設定に戻ず 

► キーの表示灯び2回点滅ずるまで、 
解顔ボタン⑤と施錠ボタンのを同 
時に約6秒間押し続けまず。 

〇 U モコン操作での解淀後約40秒 
じ(巧に、じ(下のいずれかの操作をし 
ないと、再び施錠されまず。 

• ドアを開< 

• テールゲートを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• キーび車室内にあるとさに、キー 
レス3’ースイッチを押ず 

• ドア□ックスイッチ（解綻）を 
押ず 


&上記の内容は取扱説明書作成時点の6ので、予告なく変更されることびあ0ます。 
* 仕様により、異なる萬備です。 


B を邸6恒冊 
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□ケイターライティング 

周囲び暗いとき' リモコン操作で車を解 
綻すると、し U 下のライトび点灯しまず。 

• 車幅灯 
• へッドライト 
• LED ドライビングライト 
• テー レランプ 
• ライセンスライト 

点灯したライトはじ(下のとさに消灯し 
ます。 

• 運転席ドアを開いたとさ 

• エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさ 

• キーび車室内にあるとさに、エンジ 
ンスイッチに取り付けたキーレス 
3—スイッチを押しにとさ 

• 点灯してから約40秒経過したとさ 

この機能の設定と解除については 
(>167ページ）をご覧ください。 


キーレスゴー 



①ち側アンテナの検知範囲 

③ を側アンテナの検知範囲 

⑤テールゲート側アンテナの検巧範囲 

④ 車室内アンテナの検知範囲 

キーレス3’一は、キーを携帯ずること 
により、キーとキーレス3—アンテナ 
び電波の送受信を行ない、 U モコン操 
作をしな < てを、車の解錠/施錠や 
エンジンの始動を行な5ことびでさ 
9 〇 

キーレス3—操作で車を解淀/施錠 
するとをは、キーとドア八ンドルまた 
はテールゲートとの距離は約 1 m m 
にして < ださい。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは、キーレス3’一操作 
はでさません。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいないとをを、エンジンびか 
かっているとさやイグニッシヨン位 
置び2のとさは、キーレス3’一操 
作で施錠でさません。 
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キーの位置により、キーレス3—操作 

で行な5ことがでさる操作が LU 下のよ 

ラに異なりまず。 

キーが左ち測アンテナの検知節囲 

©© にあるとき 

• キーがある側のドア八ンドルに触れ 
ると車の解錠がでさまず。 

• キーがある側のドア八ンドルのキー 
レス3’ースイッチを押すと車の施錠 
がで'さまず。 

• テールゲート八ンドルを引くと、 
テールゲートのみを解錠して開<こ 
とがでさまず。 

• テールゲートのキーレス3’ースイッ 
チを押して、車を施錠することがで 
さまず。 

〇 キーの位置によっては、キーび検 
知範囲にない側のドア八ンドルに触 
れたり、キーレス3—スイッチを押 
すことで、車び解湿/施錠される 
ことびありまず。 

キーがテールゲー ト側アンテナの検知 

節囲③にあるとを 

• テールゲート八ンドルを引くと、 
テールゲートのみを解結して開くこ 
とびでをまず。 

• テールゲートのキーレス3—スイッ 
チを押して、車を施綻することびで 
さまず。 

〇 キーの位置によっては、キーび検 
知範囲にないとさを、テールゲー 
卜八ンドルを引くことでテール 
ゲートのみび解錠して開くことび 
ありまず。 


キーび車室内アンテナの検知範囲④ 

におるとを 

• イグニツシヨン位置の選択びでさま 
す085ページ）。 

• エンジンの始動びでさまず 
(1>86、133ページ）。 

〇 キーの位置によっては、キーびド 
ア付近やルーフ上、ボンネット上な 
どの車外にあるとさを、車室内アン 
テナにキーび検知されることびあり 
ます。 

A 警告 

• 埋め込み型む臓ペース分一力一お 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れている方や、その他の医療用電 
子機器を使用されている方は、車 
を使用する前に、あらかじめ医師 
传医療用電子機器メーカーなどに 
キーレスづ一による電波の影響に 
ついてご相談ください。 

• 埋め込み型む臓ペース分一力一お 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れている方は、キーレス3’ーアン 
テナから約 22 cm じ(巧に近付かな 
いよラにしてください。キーレス 
m —操作を行なラとさは、キーと 
アンテナの間で電波が送受信され 
るため、埋め込み型む臓ペースメー 
カーおよび埋め込み型除細動器の 
作動に影響を与えるおそれがあり 
まず。 
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• テ供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていても、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけがをす 
るおそれがお0まず。 

また、キーが車室内にあるとさや、 
キーの位置によっては、車外にキー 
があるとさを、キーレス3—スイッ 
チを押すことによ0、エンジンが 
始動するなど、事故の原因になり 
ます。 

• 短時間でち、車から離れるとをは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 

P 手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたとさは、解錠しないことが 
ありまず。 

P キーが左ち側アンテナの検知範囲 
にあるときに、ドア八ンドルを清掃 
したり、ドア八ンドルに雨粒や水し 
ぶさがかかったり物などが触れる 
と、車が解錠されることがありまず 
のでま意してください。 

〇 キーを車から遠ざけたときは、 
キーレス3—操作で車を施錠/解 
錠した0、エンジンを始動ずること 
はでさません。 

〇 車を長期間使用しなかったとさ 
は、キーレス3—の機能が自動的に 
解除されます。このときは、ドア八 
ンドルを引さ、エンジンスイッチに 
キーを差し込んで2の位置にして 
<ださい。 

〇 キーレス3’ーアンテナの検知範囲 
内にキーびあるとさは、キーを携帯 
していない人でを、車を施錠/解 
綻したり、エンジンを始動でをまず。 


解綻ずる（ネリ期設定時） 

► ドア八ンドルに触れまず。 

ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プび解錠され、盗難防止警報システ 
ム061ページ）び解除ごれ、非 
常点滅灯び1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能*び 
作動します （^75 ページ）。 

〇 解淀後約40秒し U 巧に、 LU 下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施錠 
されます。 

• ドアを開< 

• テールゲートを開< 

• キーび車室内にあるとさに、キー 
レス3’ースイッチを押ず 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押ず 


上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、モちなく変更されることびあります。 
■ M ± 様により、異なる装備です。 
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解錠時の設定の切り替え 



①施錠ボタン 
感解錠ボタン 


運転席ドア八ンドルに触れて解錠した 
とさの作動内容を切り替えることがで 
さまず。 

► 施錠ボタン©と解錠ボタン®を 
同時に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯が2回点滅し、設定 
が切り替わりまず。 

この状態では、 iU 下のよラに作動し 
ます。 

► 運転席ドア八ンドルに触れまず。 

運転席ドア、燃料給油フラップが 
解錠され、盗難防止警報システム 
061ページ）が解除され、非常点 
滅口が1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能*が作動 
します（[>7日ページ）。 

〇 車両のお<で解錠時の設定の切り 
替えを行な5と、キーの解淀ボタン 
または施錠ボタンを押したとさに、 
車両を解綻まには施錠されまず。 


ネリ期設定に戻ず 

► キーの表示灯び2回点滅ずるまで、 
約6秒間施淀ボタン①と解湿ボタ 
ン③を同時に押し続けまず。 

〇 設定を切り替えたとさを、運転席 
ドアし分外のドア八ンドルに触れるこ 
とで、ずべてのドアと テールゲー K 
燃料給油フラップを解淀ずることび 
でをまず。 


旋綻ずる 



ちフ□ントドア 


► ドア八ンドルのキーレス3’ースイツ 
チのを押しまず。 


まには 



► テールゲー トの キー レス3—スイツ 
チ⑤を押しまず。 

テールゲートび閉じまず。 


&上記の内容は取扱説明書作成時点の6ので、予告なく変更されることびあ0ます。 
* 仕様により、異なる萬備です。 
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ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プが施錠され、盗難防止警報システ 
ム061ページ）が待機状態になり、 
非常点滅灯が3回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能*が作動 
します（1>75ページ）。 

P 車を施錠したとさは、非常点滅灯 
が3回点滅したことを確認して< 
ださい。 

〇 キーが車室内にあるときは、ドア 
八ンドルやテールゲートのキーレス 
3—スイッチで施錠でさません。こ 
のときは、マルチファンクシヨン 
ディスプレイに "キ- 力'' 外ナイニアリ7 
ス！ II または"キ - 3ケンチテ'’巧 セン" と 
表示されることがありまず。 

ただし、1本のキーが車室内にあり、 
ち51本のキーが左ち側アンテナ 
の検知範囲にあるとさにキーがある 
側のドア八ンドルのキーレス3’ース 
イッチを押すことで、また、ちラ1 
本のキーが テールゲー トの検知範囲 
にあるとさに テールゲー トのキーレ 
スースイッチを押ずことで、施錠 
でさまず。 

〇 いずれかのドアが開いているとさ 
に、閉じているドアのドア八ンドル 
または テールゲー トの キー レス3— 
スイッチを押ずと、マルチファンク 
シヨンディスプレイに "□ッ クノタメト''ア 
う トシ'’テクタ'' サイ" と表示されまず。 


テールゲー トを解錠して開く 

► テールゲー ト八ンドルを引きまず。 

テールゲートのみが解錠されて自動 
で開さまず。 

U テールゲートを開くときは、後方 
や上ちに十分な空間があることを確 
認して < ださい。 


アンサーバック機能* 

リモコン機能またはキーレスゴーで車 
両を施錠したとさに、確認音が1回鳴 
りまず。 

仕様により、車両を解錠したとさに確 
認音が1回鳴り、車両を施錠したとさ 
に確認音が3回鳴る場合がありまず。 

この機能の設定と解除については 
(>171ページ）をご覧<ださい。 


娘上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびありまず。 
■ M ± 様により、異なる装備です。 
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キーの トラブル 


トラブル 


I 」モコン操作で解錠/ 
施錠でさない。 


キーレス： If 一操作で解 
錠/施錠でをない。 


キーを紛失した。 


エマージェンシー 
キーを紛失した。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から再度1」 
モコン操作をしてください。 

U モコン操作びでをないとを： 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換して<ださい。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください（[>337ペー 
ジ)。 

キーび故障している。 

►非常時の解錠/施錠（た337ページ）に記載されている方まで車両を 
施錠するか、エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください。 
► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 

長い時間キーレスゴーで解錠しなかったため、キーレスゴーの機能び停止 
している。 

► ドア八ンドルを2回引いて、キーをエンジンスイッチに差し込んで< 
ださい。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► リモコン機能で車を施錠/解錠してください。キーの先端部を運転席 
ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から操作してください。 

キーレスゴーび故障している。 

► リモコン機能で車を施錠/解錠してください。キーの先端部を運転席 
ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から操作してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定:サービスエ場でキーの点検を黃けてください。 

U モコン操作びでさないとを： 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換して<ださい0340ページ)。 
► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください。 

► ^ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無効にしてくだ 
さし、。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 
►必要であればキーシリンダーち交換してください。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ U ンダーを交換してください。 
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トラブル 


キーに よるエンジン 
始動びでさない。 


キーび車内にある状 
態で、キーレスコ‘一 
スイッチを巧して 
ち、エンジンび始動 
しない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

バッテ IJ 一の電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停止して 
から再度エンジンスイッチをまわしてください。 

それでちエンジンスイッチびまわらないとを： 

►バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 

または 

► 他車のバッテリーを電源として始動してください（1>364ページ）。 
または 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

ステア IJ ング□ックび効いている。 

► ステアリングを軽く左ちにまわしなびら、エンジンスイッチからキー 
を抜を、再度差し込んでください。 

ドアび開いているため、キーび認識されに<<なっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► エンジンスイッチからキーレスコ[ースイッチを取り外し、エンジンス 
イッチにキーを差し込んで、始動操作を行なってください。 
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A 警告 

• ドアは確実に閉じてください。ド 
アの閉じ方が不完全（半ドア）な 
場合、走行中にドアが開< おそれ 
があ0まず。 

-ドアを開くとさは、周囲の安全を 
十分確認してください。 

-同乗者がドアを開くとさは、危険 
がないことを運転者が確認してく 
ださい。 

-子供だけを残して車から離れない 
で<ださい。施錠されていてち、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけがをす 
るおそれがあります。 

• 短時間でも、車から離れるときは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 


車がか5のドアの開閉 



開< 

► ドア八ンドルのを引きまず。 


閉じる 

► ドア八ンドルのを持って確実に閉 
じまず。 



開< 

► ドアレバー®を引きまず。 

ドアが施錠されているときは□ック 
ノブ®が上がり、解錠されまず。 

閉じる 

► インナーグ U ップ@を持って確実 
に閉じまず。 

B 車から離れるときは、エンジンを 
停止し、必ず車を施錠して < ださい。 

Q ドアを閉じるときは、身体や物を 
挟まないように注意してくださし、。 
車の周りにモ供がいるとさは、特に 
注意して < ださい。 

〇 助手席のドアと U アドアは、開い 
ているときに□ックノブを押し込ん 
でから閉じると施錠されまず。 

〇 ドアが完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音が鳴り、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
警告マークが表示されまず（杉328 
ページ）。 
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車内か 5 の锅綻 / 施綻 


A 警告 

□ックノブび下びっていてち、車内の 
ドアレバーを引くとドアは開さます。 
モ供を乗せているとさは特に注意して 
ください。 

H 施錯後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してくだ 
さい。 

。□ックノブび完全に下びっていな 
し、ドアびあるとさは、そのドアを 
いったん開き、再度閉じてひら施錯 
して < ださい。 

ドアごとの解錠/施綻 



解錠ずる 

► ドアレバー⑤を引さまず。 
このとさドアを開さまず。 

施綻ずる 

► □ックノブのを押し込みまず。 


ドア□ックスイツチでの解館/施綻 



運転席ドアのスイッチ 


車内から、ずべてのドアと テールゲー 

卜をスイッチ操作で解錠/施錯でさ 

ます。 

ドア□ックスイッチは、運転席ドアと 

助手席ドアにありまず。 

解綻ずる 

► 角军蟲スイッチのを押しまず。 

施綻ずる 

► 施錠スイッチ⑤を押しまず。 

次のような場合はドア□ックスイッチ 

で解錠/施錠ずることはでさません。 

• U モコン操作またはキーレス 3— 操 
作で施錠しているとさ 

• 助手席ドアび開いているとさ 

〇 ドア□ックスイッチで施淀して 
を、燃料給油フラップは施錠されま 
せん。 

〇 ドア□ックスイッチにより施錠さ 
れていてを、エアバッグやシートべ 
ルトテンシヨナーび作動ずるとドア 
は自動的に解錠されまず。 
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ールゲート 


〇 運転席ドアび開いているとさにド 
ア□ックスイッチで解淀/施蟲ず 
ると、他のドアとテールゲートび解 
綻/施綻ごれます。 


車速感応ドア□ック 

速度び約 15 km / hi ； (上になると、ド 

アとテールゲートを自動的に施綻し 

ます。 

この機能の設定と解除については 

([>170ページ）をご覧ください。 

〇車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を移動しにり、タイヤ交 
換などで車を持ち上げるとさ、ダ 
イナモメーターで車を検査ずると 
きは、イグニッシヨン位置を0に 
して < ださい。車輪び回転ずると 
施綻ごれ、車外に閉め出されるお 
それびあ0まず。 

Q 車速感応ドア□ックで施湿された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠ず 
ると、ドアを開<かエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 

〇 車速感応ドア□ックにより施錠さ 
れていてを、エアバッグやシートべ 
ルトテンシヨナーび作動ずるとドア 
は自動的に解錠されまず。 


^ールゲート 


A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないでください。 
排気ガスが車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死ずるおそれがあり 
まず。 


A 警告 

• テールゲートを開くとさは、テー 
ルゲートの動さに注意してくださ 
し、。テールゲートのすぐ後ちにい 
ると、テールゲートに接触して、 
けがをするおそれがお0ます。 

• テールゲートを閉じるとさは、身体 
や物を挟まないよラに十分ミ主意し 
てください。車の周りに子供がいる 
ときは、特にま意してください。 
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A 警告 

• テールゲートが開閉しているとさ 
に、身体や物が挟まれそラになっ 
たり、接触しそラになったとさは、 
ただちに1；(下のいずれかの操作を 
行なってください。テールゲート 
の作動が停止しまず。 

〇テールゲート八ンドルを引く 
◊キーのテールゲートオープナー 
ボタンを押す 

◊運転席ドアの テールゲー トス 
イッチを押す 

◊テールゲートのテールゲートク 
□ーヴースイッチを押す 
◊テールゲートのキーレス3—ス 
イッチを押ず 

• ラゲッジルームに乗車しないでく 
ださい。事故などのとさ、けがを 
ずるおそれがあります。 

子供などがラゲッジルームに閉じ 
込められないよラにミ主意してくだ 
さし、。 

H テールゲートを開くとさは、後方 
や上方に十分な空間があり、身体や 
物に接触ずるおそれのないことを確 
認して < ださい。 

Q 強風のとさにテールゲートを開く 
と、風にあおられ、テールゲートが 
不意に下がることがありまず。風の 
強い曰は十分にミ主意して < ださい。 

また、テールゲートに雪が積ちって 
いるとさち同様にミ主意して<ださい。 

Q テールゲートを閉じたときは、 
テールゲートが確実に閉じているこ 
とを確認して < ださい。 


P テールゲートが開いているとさに 
U モコン操作やキーレス3’一操作で 
施錠し、テールゲートを閉じると 
了 ールゲートは施錠されまず。キー 
の閉じ込みに注意してください。 

〇ラゲッジルームには乗車しないで 
<ださい。事故のとを、けびをずる 
おそれびあ0まず。 

〇 テールゲートび完全に閉じていな 
い状態で走行ずると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に警告マークび表示されまず。 

〇 完全に停車していないとをは、 
テールゲートのク□ーヴースイッ 
チや運転席ドアのテールゲートス 
イッチでテールゲートを操作でさ 
ません。 

〇 テールゲートび自動で開いている 
とさに障害物との接触を感知ずる 
と、テールゲートはその位置で停止 
しまず。 

〇 テールゲートが自動で閉じている 
とさに挟み込みを感知すると、 テー 
ルゲートは停止し、その位置からか 
し開さまず。 
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ールゲート 


車夕 I •か5の テールゲー トの開閉 



テールゲートを 開く 

► キーの角军錯ボタンを押しまず。 

► テールゲート八ンドルのを手前に 
引さまず。 

テールゲートび自動で開をまず。 
まには 

► テールゲートび開さ始めるまで、 
キーのテールゲート開閉ボタンを押 
し続けまず。 

確認音び鳴り、テールゲートび自動 
で開をます。 



テールゲートを 閉じる 

► テールゲートク□ーヴースイツチ 
のを押しまず。 


まには 

► テールゲートびいっぱいまで開いて 
いるとさに、テールゲートび閉じ始 
めるまでキーのテールゲート開閉ボ 
タンを押し続けまず。 

確認音び鳴0、テールゲートび自動 
で閉じまず。 

►必要であれば、 U モコン操作または 
キーレス 3' —操作により車を施錠し 
ます。 

テールゲートを閉じて車を施綻ずる 

► テールゲートのキーレス3—スイッ 
チ⑤を押しまず。 

テールゲー h び自動で閉じまず。 

ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プび施錠され、盗難防止警報システ 
ム （ C >6 1ページ）び待機状態になり、 
非苗点滅灯び3回点滅しまず。 

〇 ラゲッジルームにキーび置いてあ 
ることを検知したとさは、テール 
ゲートを閉じることはでをません。 
〇 キーびテールゲート側アンテナの 
検知範囲にないとさに、テールゲー 
卜のキーレス3’ースイッチ③を押 
すと、テールゲートびかし閉じた後 
に停止しまず。また、完全に閉じて 
ち施錠されません。 

〇 テールゲートのキーレス3’ース 
イッチで車を施錠したとさは、非常 
点滅灯び3回点滅したことを確認 
して < ださい。 


B を邸 e 恒冊 


テールゲートが自動で閉じます。 
















O いずれかのドアが開いているとき テールゲート内側のレバーでの解錠 


にキーレスースイッチ®を押ず 
と、テールゲートはかし閉じた後停 
止します。このときは、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに" □ックノタメ 
ド乃トシ''テクタ'' サイ" と表示されまず。 


車内か5のテールゲートの開閉 




解錠された状態で停車しているとさ 
は、運転席ドアのスイッチでテール 
ゲートを開閉することがでさまず。 

テールゲートを開く 

► テールゲートスイッチのを引さ 
ます。 

確認音が鳴り、テールゲートが自動 
で開さまず。 

テールゲートを閉じる 

► イグこッシヨン位置が1か2のと 
さ、テールゲートスイッチのを押 
します。 


テール ゲート内側のレバーで、 テール 
ゲートを解錠して開<ことがでさまず。 

テールゲートを開く 

► レバー©を矢印®の方向に押しな 
がら、矢印®の方向に弓 I き上げまず。 

テールゲートの □ ックが解除され 
ます。 

►レバーのを引き上げたまま 、テー 
ルゲートを後方へ押し上げまず。 

〇 テールゲートを解錠した後にテー 
ルゲートを開ひなかったとさは、 
テールゲートは自動的に施錠され 
まず。 

〇 レバーでテールゲートを解錠して 
開いてち、ドアと燃料給油フラップ 
は解錠されません。 

〇 レバーで解錠して開いた後に、 
テールゲートを閉じると再び施錠さ 
れます。キーの閉じ込みにミ主意して 
<ださい。 


I 


確認音び鳴り、テールゲートび自動 
で閉じまず。 
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テールゲー トの開□角度設定 


ン位置 



を 
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上方に十分な空間がないところなど 
でテールゲートを開 < とさのために、 
テールゲートの開口角度を設定でさ 
ます。 


開□角度を設定ずる 

► テールゲートが開閉しているとさ 
に、 liTF のいずれかの操作を行なつ 
て、設定したい角度でテールゲート 
を停止させます。 


A 警告 

ごく短時間でち、車から離れるとさ 
はエンジンスイッチからキーを巧し、 
てください。また、子供だけを車内 
に残さないでください。いたず！5か 
5車の発進、火災などの事故び発生 
するおそれびあ0ます。また、炎天 
下では車内び非常に高温にな0、熱 
中症を起こすおそれびあ D ます。 


• テールゲート八ンドルを引く 
• キーのテールゲート開閉ボタン 
を押す 

• 運転席ドアのテールゲートス 
イッチを操作する 
• テールゲートのテールゲートク 
□ーヴースイッチを押ず 

• テールゲートのキーレス3—ス 
イッチを押す 

► 確認音び1回鳴るまで、テールゲー 
卜のテールゲートク□—ヴースイッ 
チを押して保持します。 

開□角度び設定されまず。 

次にテールゲートを開いたときは、 
設定された開□角度で停止しまず。 

開□角度の設定を解除ずる 

► 確認音び2回鳴るまで、テールゲー 
卜のテールゲートク□ーヴースイッ 
チを押して保持します。 

開□角度の設定び解除されまず。 

〇 テールゲー トの角度によっては、 
その開□角度に設定でさないことび 
ありまず。 


Q 走行中にエンジンを停止しないで 
<ださい。エンジンブレーキび効か 
な<な0まず。また、ブレーキやス 
テア U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になりまず。 

P バッテ U —あびりを防ぐため、駐 
車時は必ずエンジンスイッチから 
キーを巧し''てください。 



イグニッシヨン位置を選択ずる 

► エンジンスイッチに差し込んだキー 
をまわずと、じ(下のようにイグニッ 
シヨン位置び変更されまず。 














キーの 
位置 

イグニッシヨン位置 

④ 

0 :キーを差し込む/巧 
<位置 

① 

1:イグニッシヨン位置び 

1になります。 

⑤ 

2:イグニッシヨン位置び 

2になりまず。 

⑤ 

3 :エンジンび始動しまず。 


O エンジンスイッチからキーを巧か 
ずに0の位置で長時間放置してし^ 
ると、キーがまわせな<なることが 
ありまず。このとさは、キーを いっ 
たん抜さ、再度差し込んでからまね 
して < ださい。 

〇 キーの発信部び覆われていたり、 
巧れていると、エンジンを始動でさ 
な< な0まず。 

〇 異なる車両のキーを差し込んだと 
をを、エンジンスイッチをまわせる 
ことびありまずび、イグニッシヨン 
位置の選択や、エンジンの始動はで 
きません。 

タッ子人夕 —卜 

エンジンスイッチを感の位置までま 

わすと、手を放してち自動的にスター 

ターが作動し続け、エンジンが始動し 

ます。 


イグニッシヨン位置 


キー レス ゴース イッチによるイグ 
ニツシヨン位置の選択 



車室内にキーびあり、エンジンスイッ 
チにキーレス ゴース イッチのを取り 
付けてあるとを、キーレス 3’ース イッ 
チ®を押ずことにより、イグニッシヨ 
ン位置の選択とエンジンの始動びで 
さまず。 

イグニッシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキぺダ>1レを踏んでいないとさ 
にキーレス 3— スイッチのを押ず 
と、し U 下のよ5にイグニッシヨン位 
置び変更されまず。 


キーレスゴース 
イツチの操作 

イグニツシヨン 
位置 

1 回押す 

0から1になり 
ます。 

さらに 1 回押ず 

1から2になり 
ます。 

さらに 1 回押ず 

2から0になり 
ます。 


〇 エンジンを停止してイグニッシヨ 
ン位置び1になったとさに運転席 
ドアを開くと、イグニッシヨン位置 
び0になります。 
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エンジンを始動ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいるとさ 
にキーレス u —スイッチ①を押し 
ます。 

■ 0 ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
女 さをエンジンは始動でさることび 
邸 ありまず。車両の盗難にま意して 
浸 くださぃ。 

{Of 〇 車室内にキーびないとさにキーレ 
ス3—スイッチを押ずと、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに" キ- 
ヲケタデ'巧 セン" と表示されまず。 


► エンジンスイッチ⑤からキーレス 
ゴースイッチのを取り外しまず。 

〇 エンジンスイッチにキーレス:: J 一 
スイッチを取り付けてから約2秒 
間は、キーレス3’ースイッチでのイ 
グニッシヨン位置の選択やエンジン 
始動びでさません。 


キーレスコ‘ースイッチの取りがし 



キーレス 3— スイッチ®を取り外し、 
エンジンスイッチ⑤にキーを差し込 
んでまわすことにより、イグニッシヨ 
ン位置の選択やエンジンの始動びでさ 
ます。 

〇 キーレス3’ースイッチは、通常は 
駐車時でを取り外ず必要はありま 
せん。 








シ— 


A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていなくてもシート位置を調整で 
さるたが)、デ供だけを車内に残して車 
から離れないでください。誤ってシー 
卜調整スイッチに触れるとシートが 
動さ、けがをずるおそれがあります。 


A 警告 

運乾席シートは、必ず停車している 
とさに調整してください。走行中に 
調整して操作を誤ると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれ 
びあ0ます。 


A 警告 

シートの高さを不用意に調整すると、 
けがをするおそれがあります。特に 
子供は、シート調整スイッチを不用 
意に操作してけがをするおそれがあ 
るため、し U 下のことにま意してくだ 
さし、。 

•シートを調整してし'^る間は、シー 
卜の下やシートの巧動部分に手を 
入れないで < ださい。 

• テ供が乗車すると量は、シートの 
下やシートの可動部分に手を入れ 
ないよラにミ主意して < ださい。 


シ— 


A 警告 

シートの調整をするとさは他の乗員 
の身体が挟まれないよラにミ主意して 
ください。また、エアバッグに関す 
る注意をご覧ください。 

子供を乗せるとさは、（1>45ページ） 
をご覧ください。 


A 警告 

へッドレストの中央が目の高さに調 
整され、後頭部がへッドレストの中 
央部に支えられていることを確認し 
てください。後頭部がへッドレスト 
に正しく支えられていないと、事故 
などのとさに、首に重大なけがをず 
るおそれがあ0ます。ヘッドレスト 
び正しい位置に調整されていないと 
をは、決して走行しないでくださし、。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
びでさるだけ垂直におい状態で、乗 
員が上体を起こして座っている場を 
にのみ発揮することがでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急プ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに致命的なけがをずるおそ 
れがおりまず。 
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シ— 


P シー トやシート ヒーターの 損傷を 
防ぐため、 LU 下の点にミ主意して<だ 
さし、。 

• シートに液体をこぼさないでく 
ださし、シートに液体をこぼし 
たとさは、ずみやかに乾燥させ 
て < ださい。 

-シー トカバーが蕭れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シー トヒーターを使用しないで 
<ださい。 

-シートは定期的に清掃ずること 
をお勧めしまず。「曰常の手入れ」 
をご覧ください （0304 ページ）。 

• シートの上に重い物を載せないで 
<ださい。また、シートクッショ 
ンの上にナイフや工具などの鋭利 
な物を置かないで < ださい。 

シートは、できるだけ人を乗せ 
るためだけに使用してください。 

•シート ヒーターの 使用中は、ブ 
ランケットやコート、バッグ、 
シートカバー、チャイルドセー 
フテイシートなどにより、シー 
卜を覆わないで < ださい。 

P シートを調整ずるときは、足元や 
シートの下などに物がないことを確 
認して<ださい。シートや物を損傷 
するおそれがあ0まず。 

P セカンドシートを折りたたんでい 
るときにフ□ントシートを後方に移 
動したり、バックレストを後方に倒 
すとさは、セカンドシートに接触し 
ないように注意してください。シー 
卜を損傷するおそれがありまず。 


H バックレストの角度やへッドレス 
卜の高さを調整ずるときは、サン 
バイヴーを収納して<ださい。へッ 
ドレストが最ち高い位置にあると 
さは、サンバイヴーとヘッドレス 
卜が接触ずるおそれがありまず。 

〇 仕様により、シートの前後位置を 
調整すると、ヘッドレストの高さち 
連動して上下します。 



運転席シートのスイッチ 


矢印の 
ち向 

調壁内容 

の 

へッドレストの高さ 
へッドレストの中央が目 
の高さになるよラに調整 
しまず。 

⑤ 

バックレストの角度 

⑤ 

シートの前後位置 

④ 

シートクッシヨンの角度 

⑤ 

シートの高さ 


シートを調整ずる 


► シート調整スイツチを矢印の〜® 
の方向に操作しまず。 
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へツ ドレストのサイドクッシヨンおよ 
び前後位置の調壁 


A 警告 

サイドクッシヨンを広げるときは、 
サイドクッシヨン後端部に指をかけ 
ないでください。指を挟むおそれび 
あります。 



サイドクッションの位置を調壁ずる 

► サイドクッションを矢印のの方向 
に動かしまず。 

左ちのサイドクッションを独立して 
調整でをまず。 

へッドレストの前後位置を調壁ずる 

► へッドレストのクッション部を矢印 
⑤の方向に動かしまず。 


マルチコントロールシートバック 



イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に調整でさまず。 


シートクッション前部のヴポートを壁 

ずる 

► スイッチ④を前方または後方に操 
作しまず。 

ラン バーサポー トを調壁ずる 

腰部のサポートを調整でさまず。 

►スイッチ⑤または⑤を押して、サ 
ポートの位置を調整します。 

► スイッチの C +] または Q を押し 
て、サポートの強さを調整します。 

バックレスト横方向のヴポートを調壁 

ずる 

► スイッチ®を左ちに操作しまず。 

〇 スイッチを操作してを調整でさな 
し、とさは、エアタンクの圧力びほ下 
しています。エンジンを始動してか 
ら再度調整してください。 
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シ— 


セカンドシート/ヴードシートの 
調壁 

セカンドシートの巧りたたみについて 
は（>246ぺージ）をご覧ください。 

セカンドシートのバックレストのち度 
を調壁ずる 



► □ック解除レバー⑤を矢印の方向 
に引さ上げまず。 

►バックレスト①を好みの角度にし 
て、□ック解除レバー③から手を 
放します。 

ヴードシートの収納/展開（スイッチ 
による操作） 

ち側1」アドア開□部の車体側およびラ 
ゲッジルームち側にあるサードシー h 
収納/展開スイッチで、サードシー 
卜を巧りたたみ、ラゲッジルームフ〇 
アに収納ずることびでさまず。 

ち側 U アドアまたはテールゲートび開 
し、ているとさに操作でさまず。 

A 警告 


〇サードシートを収納/展開してい 
るとさは、物び挟まれないよ5にミ主 
意してください。 

〇サードシートを収納ずるときは、 
サードシートのシートクッシヨンに 
物び載っていないことを確認してく 
ださい。また、サードシートの周囲 
に作動の巧げとなる物びないことを 
確認して < ださい。 

サードシートや物を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

〇サードシートを収納ずるときは、 
必ずへッドレストをいっぱいまで下 
げてください。シートやへッドレス 
卜を損傷するおそれがありまず。 

〇サードシートを展開ずるときは、 
収納されているサードシートの上に 
物び載っていないことを確認してく 
ださい。また、ラゲッジルームに物 
びないことを確認してください。 

サードシートや物を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

。サード シートは、完全に収納ま 
たは展開した状態で使用してくだ 
さい。 

サードシートび完全に収納されて 
いないとさや、完全に展開されてい 
ないとさにイグニッシヨン位置を1 
か2にずると、警告音び鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
警告メッセージび表示されまず。 


B を邸6恒冊 


サードシートを収納/展開するとさ 
は、乗員の身体が挟まれないよラに 
ミ主意してください。 
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ち側リアドア開□部車体側のスイッチ 



①運転席側ヴードシートスイッチ 
⑤助手席側ヴードシートスイッチ 
⑤ヴードシート展開スイッチ 
④ヴードシート収納スイッチ 

IIR " の表記びあるスイッチは、向かつ 
てち側のサードシート（運転席側サー 
ドシート）のスイッチでず。 

" L " の表記びあるスイッチは、向かつ 
て左側のサードシート（助手席側サー 
ドシート）のスイッチでず。 


ラゲッジルームち測のスイツチ 



①助手席側ヴードシートスイッチ 
⑤運転席側ヴードシートスイッチ 
⑤ヴードシート展開スイッチ 
④ヴードシート収納スイツチ 


IIR " の表記びあるスイッチは、向かっ 
てち側のサードシート（助手席側サー 
ドシート）のスイッチでず。 

" L " の表記びあるスイッチは、向かっ 
て左側のサードシート（運転席側サー 
ドシート）のスイッチでず。 

ヴードシートを1|又納ずる 

►サードシートのへッドレストを 
いっぱいまで下げまず。 

►サードシート収納スイッチ④を押 
しまず。 

サードシー h のバックレストび前方 
に倒れ、サードシート全体び下方に 
移動します。 

ヴードシートを展開ずる 

► サードシート展開スイッチ⑤を押 
しまず。 

収納されているサードシート全体び 
上方に移動し、バックレストび後方 
に起さ上びりまず。 


ヴードシートアンダーパネルの脱着 



サードシートの下に物などを落として 
しまったとさは、サードシートのアン 
ダーパネルを取り外して、物を取り除 
いて < ださい。 


B を邸〇恒掛 
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〇アンダーパネルの取りがし/取り 
付けをしているとさは、サードシー 
卜を収納/展開しないで < ださい。 

H ヴードシートの下に物などが入っ 
ているときは、サードシートを収納 
/展開しないで<ださい。サード 
シートや物を損傷ずるおそれがあり 
まず。 

P 走行するとさは、アンダーパネル 
が確実に固定されていることを確認 
して < ださし、。 

アンダーパネルを取りがず 

► ヴードシートを収納/展開の中間 
位置にしまず。 

►アンダーパネル下部を持ち、矢印 
のち向に引さ上げまず。 

アンダーパネルががれまず。 

► サードシート下に落ちた物などを取 
り除いて < ださい。 

アンダーパネルを取り付ける 

► ヴードシートが収納/展開の中間位 
置になっていることを確認しまず。 

► ガイドピンの位置を合わせて、ア 
ンダーパネルを取り付け、下方に押 
し込みます。 

► サードシートを収納/展開させて、 
アンダーパネルが確実に固定されて 
いることを確認します。 


セカンド/サードシートのヘッド 
レスト 

へッドレストの高さを調整ずる 
A 警告 

乗車するときは、必ずヘッドレスト 
の中央び目の高さになっていること 
を確認してください。事故のと量、 
首にけがをずるおそれがありまず。 



セカンドシート 


へッドレストを高くずる 

► へッドレストを引き上げまず。 

へッドレストを <氏くずる 

► □ ック解除ノブのを押しながら、 
押し下げまず。 
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へッドレストの角度を調整ずる 




セカンドシート 


► □ック解除ホタンのを押しなかり 
へッドレストを取り外しまず。 

へッドレストを取り付ける 

► バックレストを前方に倒しまず 
([>90ぺージ）。 

► □ック解除ボタンびある取り付け巧 
に切り欠さのある支柱び入るよラ 
にして、ヘッドレストの支柱を取 
り付け巧に差し込んで□ックごせ 
9 〇 


左ちセカンドシート、サードシートの 
へッドレストは角度を調整でさまず。 

へッドレストの角度を調壁ずる 

►へッドレストの下部を矢印の方向 
に動かしまず。 

へッドレストの fl な着 
A 警告 

乗車するとさは、必ずヘッドレスト 
を取り付けて<ださい。衝突時に重 
大なけがをずるおそれがあります。 


へッドレストを取りがず 



ヴードシートへの乗降 

サードシートに乗降ずるときは、ち側 
セカンドシートを前方に倒しまず。 

ち側セカンドシート脇の□ック解除レ 
バーまたはち側セカンドシート背面の 
ストラップにより操作できまず。 


A 警告 

ち側 U アドアを開くとさやち側 U ア 
ドアから乗降ずるとさは、乗降者お 
よび運転者とわに、周囲の状況にち 
険がないことや媛ちから車両が来な 
いことを確認してください。 

セカンドシートを前方に倒ずとさは、 
乗員の身体が挟まれないよラにま意 
して < ださし、。 

Q セカンドシートを前方に倒ずとさ 
は、物が挟まれないように注意して 
<ださい。 


バックレストを前方に倒しまず 
090ぺージ)。 
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o セカンドシートを前方に倒ずとさ 
は、フ□ントシートび前方にあり、 
バックレストび後方に傾さずざてい 
ないことを確認して < ださい。 


セカンドシートとフ□ントシートび 
接触して、シートを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

〇 左側セカンドシートはバックレス 
卜のみを前方に倒ずことびでさまず 
([>95ページ）。 

〇イ グニッシヨン位置び1か2の 
とき、ち側セカンドシートの□ッ 
ク解除レパーを引さ上げてち側セ 
カンドシートを引き起こずと、警 
告音び鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに" 2 レヴメノミキ''シ-卜□ッ 
クサレテイ7 セン" と表示されまず。 

□ ック解除レ/ (—での操作 



► ち側セカンドシート のへ ッドレス 
卜をいっぱいまで下げまず。 

► □ック解除レバーのを引き上げて、 
ち側セカンドシートのノ くツクレスト 
③を前方に倒しまず。 


〇 助手席シートび後方の位置にある 
ときは、□ック解除レバーを引さ 
上げたまま保持ずると、助手席シー 
卜び自動的に前方に動さ、パック 
レストを起さまず。レバーから手 
を放すと助手席シートの作動び停 
止します。 



►再度、□ック解除レバー©をいっ 
ぱいまで引さ上げながら、ち側セカ 
ンドシート全体を前方に引さ起こし 
ます。 


ストラップでの操作 



のストラップ 


► ち側セカンド シー トのへ ッ ドレス 
卜をいっぱいまで下げまず。 

► ち側セカンドシートのバックレス 
卜を手で押さえながら、ストラッ 
プのを後ちに引いて□ックを解除 
しを'§ 。 
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►ストラップから手を放し、バックレ 
ストをゆっくりと前方に倒しまず。 

A 警告 

バックレストを前方に倒すときは、 
必ず手で押さえながら行なって<だ 
さい。ストラップだけを引いてバッ 
クレストを倒すと、指などに当たり、 
けがをずるおそれがあ0まず 

►再度、ストラップのを後方に引い 
て□ックを解除し、ち側セカンドシー 
卜全体を前方に弓 I き起こしまず。 


ち測セカンドシートを元に戻ず 



► 前ちに倒したち側セカンドシート全 
体を、後方に引き下ろしまず。 


A 警告 

セカンドシー 
卜を後方に引 
さ下ろずとさ 
は、 U ンケー 
ジやヒンジ（図 
中の X 印のと 
ころなど）に 
身体などを挟 
まないように注意してくださし、。 



①ち側セカンドシートのバックレスト 


► ち側セカンドシートのバックレス 
卜のを引さ上げて、確実に□ック 
しま弓。 

〇 ち側セカンドシートび確実に□ッ 
クされていないとさにイグニッシヨ 
ン位置を1か2にずると、警告音 
び鳴り、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告メッセージび表示さ 
れます。 


を測セカンドシートを前方に倒ず 

事故などにより、ち側セカンドシート 
を前方に倒して車外に出ることびでさ 
ないとさは、左側セカンドシートの 
バックレストを前方に倒して、左側の 
1」アドアを開<ことびでさまず。 



I 
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A 警告 

左側 u アドアを開 < とさや左側 U ア 
ドアか5乗降ずるとさは、乗降者お 
よび運転ちともに、周囲の状況に危 
険がないことや後方から車両が来な 
いことを確認してください。 

セカンドシートを前方に倒すときは、 
乗員の身体が挟まれないよラに注意 
してください。 



► 左側セカンドシートのへッドレス 
卜をいっぱいまで下げまず。 


► 左側セカンドシート背面の左下方 
にあるストラップ①をいっぱし、ま 
で引さ上げまず。 

左側セカンドシートのバックレスト 
を前方に押して倒しまず。 


ソート t _ —ブー 

シー ト ヒーターの 作動を3段階に調整 
でさまず。 

〇 バツテ U —の電圧びほ下ずると、 
シー ト ヒーターび 停止ずることびあ 
りまず。 



セカンドシートのスイツチ 


B を邸6恒冊 


フ□ントシートおよび左ちのセカンド 
シー トに シー ト ヒーターを 装備してい 
ます。 
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シートヒーターを使用ずる 

►イグこッシヨン位置を 1 か 2 にし 
ます。 

►シートヒータースイッチ①を押し 
ます。 

シート ヒーター スイッチを押すごと 
にスイッチの表示灯の点灯数が変わ 
0、シートヒーターの作動内容が切 
り替わりまず。 

シートヒーターを停止ずる 


► シー ト ヒーター スイツチのを押し 
て、スイッチの表示灯を消灯させ 
ます。 


表示なの 
点む数 

作動内容 

3 

シー トヒーターび強で 
作動します。 

約5分後に自動的に中 
に切り替わりまず。 

2 

シー トヒーターび中で 
作動します。 

約10分後に自動的に弱 
に切り替わりまず。 

1 

シー トヒーターが弱で 
作動します。 

約20分後に自動的に停 
止します。 

0 

停止していまず。 


A 警告 

シートヒーターを強で連続して使用 
しないでください。また、コートや厚 
手の衣服などを着用している状態や、 
毛布などの保温性の高いをのをシー 
卜にかけた状態でシートヒーターを 
使用しないでください。 

異常過熱による低温火傷（紅斑、水 
ぶくれ）を起こずおそれがあります。 

し:^下の事項に該当ずる方は、熱ずぎ 
たり、低温火傷をずるおそれがあり 
ますので、十分に注意してください。 

• 乳幼児、お年寄り、病人、体が不 
自由な方 
• 皮膚の弱いち 
• 疲労の激しい方 
• 眠気をさそラ薬を服用された方 
• 飲酒したち 

Q シートに凸部のある重量物を置か 
ないで<ださい。故障の原因になり 
ます。 

シートヒーターのトラブ J レ 


シートヒータースイッチの表示灯が点 
滅したとさは、シートヒーターが自動 
的に停止しまず。多<の電気装備が使 
用されているために電圧が低下してい 
9 〇 

► U アデフォッ ガー や ルーム ランプ 
など、必要のない電気装備を停止 
して < ださい。 

電圧が回復ずると、シートヒーター 
は自動的に作動しまず。 
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ソートへノすレーター 

シートベンチレーターの作動を 3 段階 
に調整でさまず。 

〇 バッテ U —の電圧びほ下ずると、 
シー トベンチ レー ターび停止ずるこ 
とびありまず。 



シートベンチレーターを使用ずる 

► イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

►シートベンチレータースイッチの 
を押します。 

シ ー トベンチレ ー タ ー スイッチを押 
すごとにスイッチの表示口の点口数 
が変わり、シートベンチレーターの 
作動内容が切り替わりまず。 

シートベンチレーターを停止ずる 

►シートベンチレータースイッチの 
を押して、スイッチの表示灯を消灯 
させます。 


表示巧の 
点な数 

作動内容 

3 

シートベンチレーター 
が強で作動しまず。 

2 

シートベンチレーター 
が中で作動しまず。 

1 

シートベンチレーター 
が弱で作動しまず。 

0 

停止しています。 


〇 U モコン操作でドアウインドウな 
どを開くと、運転席のシートベン 
チレーターび強で作動しまず。 


ソートベンチレーターのトフブ J レ 

シートベンチレータースイッチの表示 
灯が点滅したときは、シートベンチ 
レーターが自動的に停止しまず。多< 
の電気装備が使用されているために電 
圧が低下していまず。 

► U アデフォッ ガー や ルーム ランプ 
など、必要のない電気装備を停止 
して <ださい。 

電圧が回復ずると、シートベンチ 
レーターは自動的に作動しまず。 
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ステアリング 


A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていなくてもステアリング位置を 
調整でさるため、モ供だけを車内に 
残して車から離れないでください。 
ステアリング調整レバーを操作して 
ステアリングに挟まれるおそれがあ 
ります。 


A 警告 

ステア U ングの調整は、必ず停車中 
に行なってください。走行中に行なっ 
て操作を誤ると、車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれがあり 
ます。 


A 警告 

運転中はステア U ングのパッド部を 
持たなし''でくださし、万一のとさ、 
運転席エアバッグの作動を巧ばるお 
それがあ0まず。 

ステアリングのパッド部にカバーを 
したり、バッジやステッカー、オー 
ディオのリモコンなどを貼り付けな 
いでください。運転席エアバッグの 
作動を妨げたり、作動時にけがをす 
るおそれがあります。 


Q ステア U ングをいっぱいまでまわ 
した状態を長<保持しないで<ださ 
し、ステア U ング装置を損傷ずるお 
それがありまず。 

〇故障などでエンジンを停止してけ 
ん引ずるとさは、十分ま意してくだ 
さい。エンジンび停止していると、 
通苗のとさに比べてステア U ング操 
作に非苗に大さな力び必要でず。 



①前後位置の調整 
⑤上下位置の調整 

前を位置を調整ずる 

► ステア U ング調整レバーをのの方 
向に操作しまず。 

上下位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバーを⑤の方 
向に操作しまず。 

〇 ステア U ングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度と 
併せて記憶（[>104ページ）させる 
ことびでさまず。 
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ステアリング 


イー ソ ー □-ノ トレー 

運転席への乗り降りを容易にずるた 

め、次のいずれかの操作をずると、ス 

テアリングが上方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

• イグこッシヨン位置が0か1のと 
さに運転席ドアを開< 

• 運転席ドアが開いているとさに、 
キーレス3—スイッチでイグこッ 
シヨン位置を0にずる 

ステアリングは、次のいずれかの操作 

をすると、元の位置に戻りまず。 

• 運転席ドアが閉じている状態で、エ 
ンジンスイッチにキーを差ず 

• イグこッシヨン位置が0のときは、 
運転席ドアを閉じてから1の位置 
にずる 

• イグこッシヨン位置が1のときは、 
運転席ドアを閉じて、2の位置に 
する 

この機能の設定と解除については 

0171ページ）をご覧< ださい。 


A 警告 

イージーエントリー機能が作動して 
いるとさは、乗員の身体が挟まれな 
いよラに注意してください。 

身体が挟まれそラになったときは、 

じ(下の操作をして < ださい。 

• ステア U ング調整レバーを操作する 
• 運転席ドアのいずれかのポジシヨ 
ンスイッチ（[>1日日ページ）を押す 
運転席ドアのポジシヨンスイッチを 
押したとさは、スイッチを押し続け 
ないでください。^モ U —機能が作 
動してシートやステアリングが動さ 
出ずおそれがありまず。 

テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。運転席ドアを開い 
たときなどにイージーエント U —機 
能が作動して、ステアリングに身体 
が挟まれるおそれがあります。 

〇 ステア U ングの位置によっては、 
ステア U ングが上方に移動しないこ 
とがありまず。 

クラッシュセンヴー連動機能 


事故などのとさに、クラッシュセン 
サーに連動してイージーエントリー機 
能が作動しまず。イグこッシヨン位置 
に関わらず、事故などのとさに運転席 
ドアを開くと、ステアリングが上方に 
移動して、車列への脱出と乗員の救出 
を容易にしまず。 

クラッシュセンサー連動機能は、マル 
チフアンクシヨンディスプレイでイー 
ジーエント U —機能を設定していると 
さにのみ作動しまず。 
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巧一 


A 警告 

s ラー類は必ず走行前に、後方が十 
分確認でさるよラに調整してくださ 
し、。走行中に調整ずると、事故を起 
こすおそれがあ0まず。 

ルーム S ラーやドア S ラーには死角が 
ありまず。車線変更をずるとをは、必 
ずルーム S ラーでち後ちを確認してく 
ださい。また、必ず肩ごしに直接斜が 
後方を確認して < ださい。 

Q ルーム 三ラーやドア三 ラーの ミちれ 
を取るときにガラスクリーナーを使 
用するとさは、必ずルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場にご相談<だ 
さい。ガラスク U —ナーによって 
は、三ラーが変色ずるおそれがあり 
ます。 


ル—ムニフ— 


ルーム S ラーの 角度調整 



► 手で ルーム 三 ラーの 角度を調整し 
ます。 


ドア巧一 


A 警告 

ドア-ラーに写った像は実際よ0ち 
遠くにあるよラに見えまず。車線を 
更をするとさなどは、肩ごしに直接 
斜め後ちを確認してください。 

〇ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ていまず。ずれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行をなどに十分ミ主意 
して < ださい。 

〇 ドア S ラーにはヒーターび装着さ 
れていまず。外気温度びほいとさに 
U アデフォッガーを使用したとき 
は、自動的に温められ、凍結を防ざ 
まず。 

〇 ドア S ラーの角度は、運転席シー 
卜やステア U ングの位置と併せて 
記憶させることびできまず(>104 
ページ)。 

ドアミラーのち度調整 



►イグニッシヨン位置を1か2にし 
9 〇 


I 
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巧一 


► 調整ずる側のドアミラー選択スイッ 
チ®または®を押しまず。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 

何ち操作を行なわないと、表示口は 
約 1 日秒後に消灯しまず。 

► ドアミラー選択スイッチの表示口が 
点灯しているとさに、ドアミラー 
調整スイッチのを操作してドア S 
ラーの角度を調整します。 


ドア S ラーの格納/展開 



► イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► ドアミラー格納/展開スイッチの 
を押します。 

ドア S ラーが格納/展開しまず。 

Q ドア S ラーは手で格納/展開しな 
いでください。ドアミラーを損傷ず 
るおそれがありまず。 

Q 走行ずるときはドアミラーが完全 
に展開されていることを確認して< 
ださし、。 


H ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物が挟まれないよラ 
にま意して<ださい。車の周りにモ 
おがいるとさは、特にミ主意して<だ 
さし、。 

Q 洗車機を使用ずるとさはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷ずるおそれがありまず。 

ドア S ラーのリセット 


バッテ U —の接続が一時的に断たれた 
とさは、施錠時のドアミラー格納が作 
動しないことがありまず 。このような 
とさは、ドア三ラーを U セットして< 
ださい。 

► イグニッシヨン位置を1にしまず。 

► ドアミラー格納/展開スイッチ© 
を押します。 

施錠時のドア S ラーの格納 

リモコン操作またはキーレス3’一操作 
で施錠ずると、ドアミラーち併せて格 
納しまず。 

格納されたドアミラーは、フ□ントド 
アを開くと元の位置に戻りまず。 

この機能の設定と解除については 
(>172 ぺージ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納してから施錠した 
とさは、フ□ントドアを開いてち、 
ドア S ラーは展開しません。 
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ドアミラーび無理に外側に曲げ 5 れた 
とを 

ドアミラーが無理にが側に曲げられた 
ときは、政下のようにしてください。 

► ドアミラー格納/展開スイツチ 
(1>102ページ）を、ギアが陋み合 
ラ音が聞こえるまで押しまず。 

ドア S ラーユニツトのギアが陋み合 
ラと、通常通りドアミラーを格納/ 
展開でさるよラになります。 


A 警告 

車内に高さのある荷物を積んでいる 
とさなど、ルーム S ラーのセンサー 
に後続車のライトが照射されないと 
きは自動防賠機能が作動しないこと 
があるため、胺惑により事故を起こ 
すおそれがお0まず。このとさは、 
手動でルーム S ラーの角度を調整し 
て < ださい。 

周囲が暗<、イグこッション位置が1 
か2のときに、ルームミラーのセン 
サーが後続車のライトを感知ずると、 
自動的にルーム三ラーと運転席側のド 
ア三ラーの色の濃度が変わり、腹しさ 
を防止します。 

〇 シフトポジションびのとさ 
やフ□ントルームランプび点灯し 
ているとさは自動防眩機能は解除 
されます。 


パーキングヘルプ機能 



後退時のドアミラーち度を記憶させる 


シフトポジションをこ臣にしたとさ 
に、助手席側ドアミラーの角度びあら 
かじめ記憶させていた角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にしまず。 

► イグニッション位置を2にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
⑤を押しまず。 

► シフトポジションをこ臣にしまず。 

助手席側ドア S ラーの角度び、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
りまず。 

〇 パーキングヘルプ機能び作動して 
いるとさは、助手席側ドア S ラー選 
おスイッチ⑤の表示灯び点灯した 
ままになりまず。 

► ドア S ラー調整スイッチので、助 
手席側ドア S ラーを後退時に後方び 
確認しやすいち度に調整しまず。 

調整しにち度び新た I こ記憶されまず。 

〇 シフトポジションを r のから他 
の位置にずると、助手席側ドア三 
ラーは走行時の角度に戻りまず。 
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メモリー機能 


記憶させた助手席側ドア S ラー角度 
の呼び出し 

► イグこッション位置を2にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
©を押します。 

► シフトポジションを CE にしまず。 

助手席側ドア S ラーの角度が、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
りまず。 

助手席側ドア三ラーは次のいずれかの 
とさに元の角度に戻りまず。 

• シフトポジションを HE ] から他の 
位置にして約10秒経過したとさ 

• 走行速度が約 lOkm / hL ツ上になつ 
たとさ 

• 運転席側ドア S ラー選択スイッチ 
感を押したとさ 



><モリー機能では、例えば3人の異な 
る運転者のために3つの位置を記憶さ 
せることがでさまず。 

下の項目がひとつの設定として記憶 
されまず。 

• シートとバックレスト、ヘッドレス 
卜の位置 

• 運転席側は、ステア U ングの位置 

• 運転席側は、運転席側および助手席 
側ドアミラーの角度 

A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていな < てをモリー機能は作動 
するため、子供だけを車内に残して 
車か5離れないでください。シート 
やステア U ングが動さ出し、身体が 
挟まれるおそれがあります。 


A 警告 

運転席シートのシート位置の呼び出 
しは、必ず停車中に行なってくださ 
し、。走行中に行なって操作を誤ると、 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれがありまず。 
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運転席シートのスイッチ 


► 正しいシート位置に調整しまず。 

運転席では、さらにステアリング 
の位置、ドア三ラーの角度を調整 
しま弓。 

ドア S ラーの角度を調整ずるとき 
は、イグこッション位置を1か2 
にして < ださい。 

► モリースイッチ®を押しまず。 

► 約3秒 LU 内にポジションスイッチ 
のの1〜3のいずれかを押しまず。 

"ピッ"という確認音が鳴り、その 
ポジシヨンスイツチにシート位置な 
どが記憶されまず。 


シート位置の呼び出し 

► 呼び出したいポジションスイッチ 
のの1〜3のいずれかを押し続け 
ます。 

シートなどが動さはじめ、あらわ、 
じめ記憶させた位置になると停止 
します。 

〇 安全のため、ポジションスイッチ 
から手を放ずとシートなどは停止し 
ます。 


シートベルト 


シートベルトの着用 


A 警告 

シートベルトを正し<着用していな 

かったり、シートベルトがバックル 

に確実に差し込まれていないと、シー 

トベルトの機能が十分に発揮されず 

に、致命的なけがをするおそれがあ 

ります。 

• 着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷やミちれがないことを確認 
して < ださい。 

• 乗員全員が、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• シートベルトは身体に密着させて、 
ねじれのないよラに着用してくだ 
さし、。 

• コートなどの厚手のお類は着用し 
ないでください。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
てください。絶対に首や脇の下に 
は通さないで< ださい。また、シー 
トベルトを引さ上げて胸に密着さ 
せてください。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかけて<ださい。 

• ペンや眼鏡など、衣類のポケット 
に入れたとがった物やこわれやず 
い物にシートベルトをかけないで 
<ださい。 

• シートベルトクリップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださし、。 


I 
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シートベルト 


• 1本のシートベルトを2人！; I 上で 
共用したり、シートベルトと身体 
の間にバックなどを挟み込まな 
いで <ださい。 

• シートベルトをドアに挟んだり、 
鋭利な部分に当てないでくださし、 

• シートベルトにたばこの火など、 
熱いちのをお付けないでください。 

• バックル部分に異物を入れないで 
<ださい。 

• シートベルトを分解したり、改造 
しないで < ださい。 

• 子供を膝の上に座らせて走行しな 
いで<ださい。急な進路変更時や 
ブレーキ時、事故のとをなどに子 
供を保護ずることがでさず、テ供 
と他の乗員が致命的なけがをする 
おそれがありまず。 

• 身長1日 0 cm 未満の乗員または12 
歳未満の子供は、シートベルトを 
正し<着用することがでをません。 
必ずチャイルドセーフテイシート 
を適切なシートに装着して、子供 
の安全を確保してください。 
詳しくは04日ージ）をご覧くだ 
さし、。 

• チャイルドセーフテイシートを装 
着ずるとさは、製品に添付されて 
いる取扱説明書に従ってください。 

• 妊娠中の方やけがの治療中の方は、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• シートベルトを使って、重い荷物 
などを固定しないでください。 

• 乗員が装着しているシートべル 
卜で荷物などを固定しないでく 
ださい。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
がでさるだけ垂直におい位置で、棄 
員が上体を起こして座っている場を 
にのみ発揮することがでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や衝突時などに致命的なけ 
がをずるおそれがありまず。 


A 警告 

• ミちれていたり損傷しているシート 
ベルトや、事故で衝撃を受けた 
シートベルト、改造を受けたシー 
トベルトは、適切な保護性能を発 
揮ずることがでさません。事故な 
どのとさに致命的なけがをするお 
それがあります。 

シートベルトにミちれや損傷がない 
ことを定期的に確認してください。 
損傷しているシートベルトや事故 
などで衝撃を受けたシートベルト 
は、ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検し、必要であれば 
交換してください。 

• 純正部品似外のシートベルトは使 
用しないで <ださし、。 

• シートベルトの強度が低下し、乗 
員保護機能が損なわれるため、清 
掃するとさは似下の点にミ主意して 
ください。 

◊強い酸性やアルカリ性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 

◊乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

◊シートベルトを漂白したり 、染 
色しない 
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シートベルトを着用ずる 


► フ□ントシートおよびセカンドシー 
卜は、シートを調整し、パックレス 
卜をでさるだけ垂直に近い角度にし 
ます。 

► シートベルトをベルトアンカーの 
からゆっくりと引さ出しまず。 

シートベルトび□ックして引さ出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆっくり引き 
出します。 

► シートベルトにねじれびないこと 
を確認して、肩を通るベルトび肩 
の中央に、腰を通るベルトび腰骨 
のでさるだけほい位置にかひるよ 
5にしまず。 

► プレート⑤の先端をバックル⑤ 
に差し込みまず。 


►必要であれば、シートベルトの高 
さを調整しまず。 

► 必要であれば、肩を通るベルトを上 
方に引いて、シートベルトを身体 
に密着させまず。 

フ□ントシートべ J レトのテンション自 
動調壁機能 

フ□ントシートベルトにはテンション 
自動調整機能び装備されていまず。 

イグニッション位置び2のときに、プ 
レートの先端をバックルに差し込む 
と、シートベルトび身体に密着ずるよ 
うに、自動的にシートベルトのテン 
ション（締め付け具合）を調整しまず。 

この機能の設定と解除については 
い172ページ）をご覧ください。 

シートベルトの高さ調壁 


フ□ントシートベルトは、高さを調整 
することびでさまず。 

シートベルトび首にひかったり、肩か 
ら外れたりしないように高さを調整し 
ます。 

高さは4段階に調整でさまず。 



I 


テンション自動調整機能を設定して 
いるとさは、フ□ントシートのテン 
ション自動調整機能が作動しまず。 
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シートベルト 


シートベルトの高さを調壁ずる 

►上げるとさは、ベルトアンカー⑤ 
をそのまま上げまず。 

►下げるときは、□ック解除ボタン 
©を押しなびらベルトアンカー⑤ 
を下げまず。 

調整後はベルトアンカーび確実に 
□ックしていることを確認してくだ 
さい。 

シートベルトを夕1•ず 


► 手でプレート③を持ち、バックル③ 
の解除ボタン④を押して、シート 
ベルトをゆつくり卷さ取らせまず。 

Q シートベルトが完全に巻さ取ら 
れていることを確認してください。 
シートベルトやプレートがドアや 
シートに挟まれて、ドアや内張り、 
シートベルトを損傷ずるおそれがあ 
りまず。損傷したシートベルトは乗 
員保護効果を十分に発揮でさないた 
め、交換する必要がありまず。詳し 
くは、ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


シートベルト着用警告 


41シートベルト警告巧 

イグこツシヨン位置を2にずると点 
口し、数秒後に消灯しまず。 

点口しないとさは警告口の異常でず 
ので、すみやかにルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


エンジンがかかっているときに運転席 
または助手席の乗員がシートベルトを 
着用していないとさは、シートベルト 
警告灯が点口しまず。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用せ 
ずにイグこッション位置を2にずる 
かエンジンを始動ずると、警告音が数 
秒間鳴り、シートベルトの着用を促し 
ます。 

走行中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km / haiLL になったと 
さに、運転席または助手席の乗員が 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルからがしたときは、 
シートベルト警告灯が点滅して、断続的 
な警告音ち鳴りまず。 

そのままの状態で約6日秒間走行ずる 
か、または停車したときは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みまず。 

ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度が約 25 km/h 
(上になると、この警告は繰り返し行 
なわれまず。 

〇 助手席に重い荷物などを積んでいる 
と、エンジンびかかっているとさに 
シートベルト警告び行なわれること 
びありまず。 
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正しい運転姿勢 


A 警告 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の 
運乾姿勢に合った正しいシート位置 
およびステア U ング位置に調整して 
<ださい。 

運乾中に調整して操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を起こ 
すおそれがありまず。 


A 警告 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないで<ださい。事故のとを、け 
がをするおそれがあ0ます。 

• シートのバックレストを大さく後 
方に傾けた状態で走行しないで< 
ださい。急ブレーキ時や事故のと 
さなどに身体がシートベルトの下 
を抜けてベルトの力が腹部や首に 
かかり、致命的なけがをずるおそ 
れがお0まず。 

• シートを調整しているときは、シー 
卜の下や横に身体を入れたり、作動 
部に触れないでください。挟まれて 
けがをするおそれがあ0まず。 

• 誤ってシート調整スイッチに触れ 
るとシートが動き、乗員がけがを 
ずるおそれがあります。子供を乗 
せているとさは十分ミ主意してくだ 
さし、。 

Q シートの一部が身体や物に当たっ 
たとさは、それ政上操作しないで< 
ださい。 



シートに関するま意については(>87 
ぺージ）ちご覧ください。 

► 下のことにま意して、シート⑤と 
へッドレストを調整しまず。 

• 運転席エアバッグとの間隔を、 
でさるだけ確保ずる 

• 正しい姿勢で着座している 
• シートベルトが正しく着用できる 

• バックレストをできるだけ垂直に 
調整している 

• 大腿部がシートクッションに軽< 
支えられている 

• ペダルが楽に踏み込める 
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ラ* < 卜 


へッドレストに関するミ主意については 

(杉 87ページ）ちご覧ください。 

► UTF のことにま意してへッドレスト 

を調整します。 

• へッドレストの中央が目の高さに 
調整され、後頭部がへッドレスト 
I こ支えられてし^ることを確認ずる 

ステア U ングに関するミ主意については 

099ページ）ちご覧ください。 

► liTF のことに注意して、ステアリン 

グ①を調整しまず。 

• ステアリングを握ったときに、 
腕に適度な余裕がある 

• 足を自由に動かせる 

• ーターパ ネルのずべての 一 

夕一類やマルチ フアン クシ ヨン 
ディスプレイ、警告口や表示灯 
を確認でさる 

シートベルトに関する注意について 

は（[>10日ページ）もご覧ください。 

► ii (下のことにミ主意して、シートべル 

卜©を着用しまず。 

• シートベルトが身体に密着して 
いる 

• 肩を通るベルトが肩の中央にか 
かってし^る 

• 腰を通るベルトが腰骨のでさる 
だけ低い位置にかかっている 

► 走行する前に、道路や交通状況が十 

分確認できるよラにルームミラーと 

ドア三ラーを調整しまず。 

► モリー機能でシートとステアリン 

グの位置、ドア三ラーの角度を記憶 

させます。 



①ライトスイツチ 



位置 

作動内容 

⑤ 

因 

ずべてのライトが消口 

⑤ 

IAUTO 

周囲の巧るさに応じて自 
動的に点灯/消灯 

④ 

1 夕た 1 

車幅灯、テールランプ、 
ライセンスライトやス 
イッチなどの照明が点灯 
し、表示口③が点火了 

⑤ 

面 

ヘッドライト/ LED ド 
ライビングライトが点口 

© 

因 

左側パーキングライト 
び点灯 


固 

ち側パーキングライト 
び点灯 

⑦ 

1 ミ〇た 1 

車幅灯表示灯 

④ 

团 

U アフオグフンプ表の灯 
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車幅な 

車幅灯を点なずる 

► ライトスイッチを 1ミ〇た I の位置にし 
ます。 

ライトスイッチ横の車幅灯表示灯 
巨国び点灯しまず。 

へッドライト / LED ドライビングラ 
イト 

へッドライトと LED ドライビングラ 
イトは手動または自動で点灯/消灯 
でをまず。 

ヘッドライト/ LED ドライビングラ 
イトを手動で点：打ずる 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► ライトスイッチ®を U 因の位置に 
します。 

へッドライト/ LED ドライビング 
ライ h び点灯し、メーターパネルの 
へッドライト表示灯[|因び点灯し 
ます。 

才ートモード’ 


周囲び暗いとさ、車外ライトび自動的 
に点灯しまず。 


A 警告 

霧の中を走行するとさにオートモー 
ドにしていると、ライトが自動的に 
点灯しなかったり点灯していたライ 
卜が消灯ずることがあるため、事故 
を起こすおそれがあります。霧の中 
を走行ずるときはライトスイッチを 
u 因の位置にしてください。 

ライトのオートモードは運転者を支 
援ずる機能でず。ライトの点灯/消 
灯に関ずる責任は運転者にあります。 


A 警告 

ライトスイツチを 1… TO ] から I |〇 I の位 
置にするとさは、必ず停車してくだ 
さい。ライトが一瞬消好して事故を 
起こすおそれがあります。 


才ートモードにずる 

► ライトスイツチ©を I … T 0| の位置に 
しまず。 

イグこツシヨン位置を 1 にずると、 
周囲の日月るさに応じて、車幅灯 、テー 
ルランプ、ライセンスライトが自動 
的に点灯し、車幅灯表示口®が点 
口しまず。 

エンジンを始動ずると、上記に加え 
てへツ ドライト/ LED ドライビン 
グライトち自動的に点口し 、木一 
ターパ ネルのへ ツ ドライト表示丹 
岡 が点灯しまず。 
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Q 車から離れるとさはライトを消灯 
して<ださい。パッテ U —があが 
るおそれがありまず。 

P エンジンを停止した状態で、ライ 
卜を長時間点灯しないで<ださい。 
パッテ U —があがるおそれがあ0 
ます。 

。ライトスイッチを I 巧た I の位置に 
したまま、エンジンスイッチにキー 
が差し込まれていない状態やキーレ 
ス zl —操作でイグニッシヨン位置を 
0にしている状態で運転席ドアを開 
<と、警告音が鳴り、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに" ライトヲケシテ 
クタ''サイ 1" と表示されまず。 

このとさはライトを消口して<ださ 
し、。パッテ U —があがるおそれがあ 
りまず。 

〇 へッ ドライト/ LED ドライビン 
グライトび点灯しているとさに、 
イグニッシヨン位置を2 Li (外にず 
ると、 へッ ドライト/ LED ドライ 
ビングライトび消灯しまず。さら 
にこの状態でイグニッシヨン位置を 
0にして運転席ドアを開くか、エン 
ジンスイッチからキーをなくと、車 
幅灯などを消灯しまず。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は日月るさを感知ずるセンサーびあり 
ます。このセンサーは、レインセン 
サー(>123ページ）と同じ位置に 
ありまず。センサー部にステッカー 
などを貼付ずると、自動点灯機能び 
働かな< な0まず。 


リアフオグランプ 


リアフォグランプを点!打ずる 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► ライトスイッチび I IP の位置のと 
さに、ライトスイッチを引さまず。 

U アフォグランプび点灯し、リア 
フォグランプ表示灯④び点灯しま 
ず。また、 LED ドライビングライ 
卜び消灯しまず。 

A 警告 

ライトスイッチび I * …〇| または I 式た I の 
位置のときは、1」アフォグランプを 
点なすることはでさません。霧の中 
を走行ずるときは、あらかじめライ 
トスイッチを [ W ] の位置にしてへッ 
ドライトを点灯してください。 

〇 U アフォグランプは、震などの悪 
天候で、十分な視界び確保でさな 
いとをじ(外には使用しないでくださ 
しん後続車の迷惑になりまず。 

パーキングライト 


パーキングライトは、暗びりでの駐車 
時に後続車などに車の存在を知らせる 
ため、片側の車幅灯とテールランプだ 
けを点灯しまず。 

) (—キングライトを点!打ずる 

イグニッシヨン位置び0か1のとを、 
またはエンジンスイッチにキーを差し 
込んでいないとさに点灯させることび 
でさまず。 

► ライトスイッチを |P ミ* I または 卜 P ミ I 
の位置にしまず。 
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位置 

作動内容 

固 

ち側のパーキングライトび 
点灯 

因 

左側のパーキングライトび 
点灯 


r 車がライトミ肖な遅延機能 

周囲び日音いとさにエンジンを停止ずる 
と、し U 下のライトび点灯しまず。 

• 車幅灯 
•へッドライト 
• LED ドライビングライト 
• テールランプ 
• ライセンスライト 

点灯した車外ライトは、ドアやテール 
ゲートを開いて閉じた後、約15秒経 
週すると消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>168 ページ）をご覧ください。 

車がライト消な遅延機能を一時的に解 
除ずる 

►エンジンを停止した後、イグニッ 
シヨン位置を2にしまず。 

〇 ライトび消灯ずるまでの時間は、 
ドアやテールゲー h を閉じてから消 
灯ずるまでのおよその時間でず。 

エンジンを停止してからドアやテー 
ルゲートを閉じたままにずるか、開 
し、 てそのままにしてから約60秒後 
に、ライトは消灯しまず。 


へットフィトウォッシャー 

エンジンびかかっていてへッ ドライト 
び点灯しているときに、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャーを約10回操作ず 
ると、ヘッドライトウォッシャーび自 
動的に作動しまず。 

。へッ ドライトは樹脂製レンズを使 
用してし''るため、必ず専用の純正 
ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。レンズを損傷ずるおそれがあり 
まず。 

〇 エンジンを停止ずるか、ヘッドラ 
イトを消灯させると、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャーを作動させに回 
数は1」セットされまず。 

〇 ぞ季にはウォッシャー液の濃度に 
注意し、冬用の純正ウオッシャー液 
を使用して < ださい。 


コンビネーシヨンスイッチ 


方向指示 



の ヘッドライト （上向を) 
@方向指示（ち側） 

感パッシング 
④方向指示（左側） 
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イグニッション位置び 1 か 2 のとさ 
に点滅させることびでをまず。 

方向指示打を短時間点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑤ま 
には④の方向に暫く操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び3回点 
滅します。 

方向指示打を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③ま 
たは④の方向に操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び点滅し 
ます。 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないとさは手で戻して<だ 
さい。 

方向指示灯び点滅しているときは、 
メーターノ くネルの方向指示表示灯ち点 
滅します。 

〇 方向指示灯を点滅させているとを 
に非甫点滅灯スイッチを押ずと、非 
常点滅灯に切り替わりまず。再度、 
非苗点滅灯スイッチを押ずと、方向 
指示灯に切り替わりまず。 

へッドライト①下向を/上向をの切り 
替え 


へッドライトを上向きにずる 

► イグニッシヨン位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I 纸 の位置にし 
ます。 


► コンビネーションスイッチを®の 
位置にしまず。 

へッドライトび上向きで点灯し、 
メーター ノ くネルの八イ ビーム 表示灯 
国 び点灯しまず。 

〇対向車びあるとさや市街 i せを走行 
するときは、へッドライトを上向き 
で点灯しないで < ださい。 

へッドライトを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを元の位 
置にしまず。 

メーター ノ（ネルの八イ ビーム 表示灯 
noi び消灯しまず。 

パッシング 

►イグニッション位置を1か2の位 
置にずるか、エンジンを始動しまず。 

► コンビネーションスイッチを⑤の 
方向に引さまず。 

引いている間、ヘッドライトび上向 
をで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 [ m ] び点灯しまず。 

コンビネーションスイッチから手 
を放ずと元の位置に戻りまず。 
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故障などの非甫時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用しまず。 

非甫点滅灯は、イグニッシヨン位置び 
0のとさやエンジンスイッチからキー 
を巧いているとさを点滅させることび 
でさます。 

また、じ(下のとさに自動的に点滅し 
ます。 

• エアバッグび作動したとを 

•約 70 km/h (上で走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車したとさ 

が常点滅なを点滅させる 

► 非甫点滅灯スイッチのを押しまず。 

すべての方向指示灯び点滅し、ス 
イッチとメーターノ くネルの方向指示 
表示灯を同時に点滅しまず。 

〇 非甫点滅灯を使用しているとさに 
方向指おの操作をずると、その方向 
の方向指示灯の点滅に切り替わりま 
す。方向指示灯び消灯ずると、再び 
非常点滅灯に切り替わりまず。 

が常点滅なを消なさせる 

► 非甫点滅灯スイッチ①を押しまず。 


[I エンジンを停止して長時間使用ず 
ると、パッテ U —びあびるおそれび 
ありまず。 

〇 エアバッグび作動ずると、非苗点 
滅灯び自動的に点滅しまず。 

自動的に点滅した非苗点滅灯を消灯 
するときは、非甫点滅灯スイッチを 
押します。 

〇 約 70 km / hLU 上で走行している 
とさに急ブレーキを効かせて停車し 
たとさは、非苗点滅灯び自動的に点 
滅しまず。自動的に点滅した非甫点 
滅好は、非甫点滅灯スイッチを押ず 
か、走行速度び約 lOkm / hli (上に 
なると消灯しまず。 


インテ U ジェントライトシステム 

インテ U ジェントライトシステムは LU 
下のをのから構成されまず。 

• アクティブライ h システム 
• 八イウェイモード 
• フォグランプ強化機能 

インテ1」ジェントライトシステムは、 
周囲び暗いとさに作動しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>166 ページ）をご覧ください。 
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アクティブライトシステム 



へッドライトび点灯しているとき、走 
行中にステア U ングを操作ずると、操 
作した方向にへッドライトの向さび変 
わりまず。 

〇へッ ドライトの角度は、ステア U 
ングの操作角度や走行速度に応じて 
変化しまず。 

〇 変化ずるへッドライトの角度はル 
さいため、変化びわかりに<ぃこと 
びありまず。 


パイウェイモード 



け下のときに、へッドライトの照度や 
照射範囲を自動的に調整しまず。 


•約1 10 km/h (上の走行速度で、 
ステア U ングを大さく操作ずること 
なく約1 km 走行したとき 


• 走行速度が約 130 km / haU 上になつ 
たとさ 

《上記は、車両の機能の説日月でず。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

〇 へッドライトの照度は、走行速度 
が約 80 km / hau 上になったときに 
上がりまず。 


フオグランプ強化機能 



へッドライトが道路の脇を照射ずる 
ことで視界を確保し、隘しさを軽減し 
ます。 

走行速度が約 70 km / h (下のとさ 
に U アフォグランプを点灯ずると作 
動します。 

〇 走行速度び約1 OOkm / h を超える 
と、フォグランプ強化機能は停止し 
ます。 

ぷ上記は、車両の機能の説日月でず。公道を走行 
ずる際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


B を邸6恒冊 











117 


へッドライトの内測び量るとを 

外気の湿度び高いとさは、へッドライ 
卜の内側び曇ることびありまず。 

►へッドライトを点灯して走行してく 
ださい。 

走行距離や天候（湿度と気温）に応 
じて、へッドライト内側の曇りは取 
れます。 

► へッドライト巧側の曇りび取れなし) 
場合は、メルセデス■ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 



①フ□ント読書灯（左側）スイッチ 
⑤ヴードシートルームランプスイッチ 
⑤点灯モード選択スイッチ 

④ フ□ントルームランプスイッチ 

⑤ フ□ント読書な（ち側）スイッチ 


ルームランプの点!打モードの選択 

自動点なモードにずる 

► 点灯モード選択スイッチ⑤を押し 
て、スイッチび押されていない状態 
にしまず。 

自動点灯モードになり、(下のとさに 
フ □ントルームランプ、セカンド シー 
トルームランプ、サードシートルーム 
ランプ、ラゲッジルームランプ、 テー 
ルゲー 卜裏側のランプび点灯/消灯 
し 9 〇 

• U モコン操作またはキーレス 3— 操 
作で解湿したとさ 

点灯したルームランプは、約30秒 
後に消灯しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧いた 
とさ 

点灯したルームランプは、約10秒 
後に消灯しまず。 

この機能の設定/解除については 
(>168 ぺージ）をご覧ください。 

• いずれかのドアまたはテールゲート 
を開いたとさ 

◊イグニッシヨン位置び2のとき 
は、ドアやテールゲートを閉じ 
るとただちに消灯しまず。 

ドアやテールゲートび開いたま 
まのとさは、消灯しません。 
◊イグ ニッ シヨン位置び 0 か 1 の 
とを、まにはキーび巧いてある 
とさは、ドアやテールゲートを 
閉じると約7秒後に消灯しまず。 

ドアや テールゲー トび開いたま 
まのとをは、約5分後に消灯し 
ます。 
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〇 点灯しているルームランプや読書 
灯などは、 U モコン操作またはキー 
レス3—操作で施湿ずると数秒後に 
自動的に消灯しまず。 

〇車を施淀したとさは、ルームラン 
プなどび消灯ずることを確認してく 
ださい。 

常時消' I 灯モードにずる 

► 点灯モード選がスイッチ⑤び押さ 
れた状態にしまず。 

し U 下のいずれかの操作をしてを、 
ルームランプなどは点灯しません。 

• U モコン操作またはキーレス 
3—操作で解錠ずる 

• エンジンスイッチからキーを 
巧< 

• ドアを開< 

• テールゲートを開< 

フ□ントルームランプの点口 /消■灯 

フ□ントルームランプを手動で点：打/ 
消打ずる 

►フ□ントルームランプスイッチ④ 
を押します。 

フ□ントルームランプび点灯/消 
灯しまず。 

フ□ント読書口 


セカンドシートルームランプの点:打/ 
消な 



①セカンドシートルームランプ（ち側） 

セカンドシートルームランプは U アド 
アウインドウの上方にありまず。 

セカンドシートルームランプを手動で 
点打/ミ肖なずる 

► セカンドシートルームランプのの 
前部（矢印の部分）を押します。 

セカンドシートルームランプび点 
灯/消灯しまず。 

〇セカンドシートルームランプを長 
時間点灯ずると、セカンドシート 
ルームランプび熱<な0まず。乂傷 
をずるおそれびありまずので、操作 
するとさなどはま意して < ださい。 


フ□ント読書なを点口 /消!打ずる 

►フ□ント読書灯スイッチ①⑤を押 
します。 

フ□ント読書灯び点灯/消灯し 
ます。 
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ヴー ド シー トルームランプおよび ヴー 
ドシート読書打の点な/消'灯 



①ヴードシート読書灯スイッチ（左側) 
⑤ヴードシート読書灯スイッチ（ち側) 


サードシートルームランプはサード 
シートの上方にありまず。 

ヴードシートルームランプを手動で点 
'打/消なずる 

► サー ドシートルームランプスイツチ 
0117ページ）を押しまず。 

サードシートルームランプび点灯/ 
消灯しまず。 

〇 サードシートルームランプを点灯 
/消灯ずると、ラゲツジルームラン 
プとテールゲート裏側のランプを点 
灯/消灯しまず。 

ヴードシート読書’打を点打/消':打ずる 

► サードシート読書灯スイツチの⑤ 
を押します。 

サードシート読書灯び点灯/消灯し 
ます。 


フツ トウエルライト 


フ□ントシートおよびセカンドシート 
の足元に乗降用のライトがありまず。 

フ□ントルームランプまたはサード 
シートルームランプを点灯させると、 
明る < 点口しまず。 

ルームランプの点ロモードが自動点口 
モードのとさに、1;^下の操作をずると 
点口/消灯しまず。 

• リモコン操作またはキーレス3’一操 
作で解錠すると低い照度で点灯し、 
約3日秒後に消灯しまず。 

• イグこッシヨン位置が2のときは 
低い照度で点口し、2政がの位置に 
ずると約7秒後に消灯しまず。 

• いずれかのドアを開<と明る<点口 
し cJ ^ 9 〇 

〇イグニッシヨン位置が2のとき 
は、ドアを閉じると減光しまず。 

〇イグこッシヨン位置が2政がの 
位置のとさは、ドアを閉じると 
減光し、約7秒後に消口しまず。 

ドアを開いたままのとさは、約日 
分後に消灯しまず。 

センターコンソール ライト 


ルーム S ラーの 下部にあ0まず。 

ライトスイッチでの車幅灯の点灯/ 
消口に連動して、点灯/消灯しまず。 


B を邸 s 恒掛 
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ラ* < 卜 


ドア下部のライト 


ドア下部に柔降用のライトびありまず。 

ルームランプの点灯モードび自動点灯 
モードのとをに、し i (下の操作をずると 
点灯/消灯しまず。 

• ドアを開くと点灯しまず。 

•イグニッシヨン位置び2 Li (外でド 
アを開いたままのとをは、約5分 
後に消灯しまず。 

ドアミラー下部のライト 


ドアミラー下部に柔降用のライトびあ 
りまず。 

ルームランプの点灯モードび自動点灯 
モードのとさに、し U 下の操作をずると 
点灯/消灯しまず。 

• いずれかのドアを開 < と点灯し、 
ドアを閉じると約7秒後に消灯し 
ます。 

• ドアを開いたままのとさは、約30 
秒後に消灯しまず。 

• U モコン操作まにはキーレス3’一操 
作で解錯ずると、約30秒間点灯し 
ます。 


アンビエントライト 


ドアのインナーグ U ップ下部やグ□一 
ブボックス開□部のダッシュボード下 
端部などにアンビエントライトを装備 
しています。 

ライトスイッチでの車幅灯の点灯に連 
動して、点灯しまず。車幅灯び消灯ず 
ると、イグニッシヨン位置び2のとき 
はずぐに、イグニッシヨン位置び1か 
0のとさやエンジンスイッチからキー 
を巧いてあるとさは、約5分後に消灯 
します。 

アンビエントライトは照度を調整ずる 
ことびできまず。詳しくは（1>167ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

緊急時点口機能 

事故などのとさに大さな衝撃を受け 
ると、ルームランプび自動的に点灯し 
9 〇 

自動的に点なしたルームランプを消' I 灯 
ずる 

► 非苗点滅灯スイッチを押しまず。 
まには 

► キーの施錠ボタンを押した後に解錠 
ボタンを押しまず。 
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ワイ パー 


臣ィパ-の操作 

A 警告 

ワイパーブレードのゴムび劣化する 
と、ウインドウの水滴を十分に拭き 
取れず、視界を妨げて事故の原因に 
な0まず。 

ワイ バーブレー ドは年に2回の目ま 
で交換してください。 

Q ウインドウび乾いているときはワ 
イパーを使用しないでください。ウ 
インドウの表面に細かい傷び付いた 
り、ワイパーブレードを損傷ずるお 
それびあ0まず。ウインドウびミちれ 
てし''るとさは、必ずウォッシャーを 
暖射してからワイパーを使用してく 
ださい。 

〇自動洗車機で洗車した後に、ワイ 
パーを使用してをフ□ントウインド 
ウに油膜び残るとさは、ウインドウ 
にワックスや洗を液などび付着して 
いる可能性びありまず。自動洗車機 
で洗車した後は、ウォッシャー液を 
噴射してフ□ントウインドウを清掃 
して < ださい。 

〇ウインドウを巧くときなどは、お 
ずコンビネーションスイッチを 
roi (停止）の位置にしてください。 
ワイパーび動さ、けびをずるおそれ 
びありまず。 

Q ワイパーやウォッシャーを使用 
するとをは、歩行をに水しぶさや 
ウオッシャー液びかからないよラに 
ま意して < ださい。 


B エンジンを停止ずるときは、必ず 
コンビネーシヨンスイッチを E 
の位置に戻してください。コンビ 
ネーシヨンスイッチを B や [=] 
の位置のままイグニッシヨン位置を 
1にずると、ワイパーび作動し、ウ 
インドウび請れていないとさは傷び 
付 < おそれびあ0まず。 

〇寒を時にはワイパーびウインドウ 
に貼り付くことびありまず。作動さ 
せる前に貼0付いていないことを確 
認してください。貼り付いたままワ 
イパーを操作ずると、ワイパーブ 
レー ドやモーターを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

〇雪などび付着しているとさは、雪 
などを取り除いてからワイパーを操 
作してください。作業の際には、ま 
全のため、イグニッシヨン位置を 
0にずるか、エンジンスイッチから 
キーを巧いてください。 


フ□ントワイパー 
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ワイ パー 


位置 

作動内容 

のの 

停止 

回田 

オートモード I 
〇 レインセンサーび感知 
した雨滴量や走行速度に 
応じて、ワイパーの作動 
び自動調整されまず。 

团日 

オートモード n 

オートモード I よりもか 
なし''雨滴量で作動します。 

〇 レインセンサーが感知 
した雨滴量や走行速度に 
応じて、ワイパーの作動 
が自動調整されまず。 

团日 

ほ速作動モード 

停車時やご < ほ速での走 
行時は、間欠作動になり 
ます。 

回呂 

高速作動モード 

停車時やご < 低速での走 
行時は、低速作動になり 
ます。 

© 

ティップ機能/フ〇ント 
ウインドウウォツシヤの 
噴射 


ワイパーを作動させる 

► イグニッシヨン位置を1ひ2にし 
ます。 


► コンビネーションスイッチをまねし 
て、作動内容を選択しまず。 


ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーションスイッチを矢印 
® の方向に軽く押しまず。 

ウォッシャー液は噴射せずに、ワイ 
パーび1回だけ作動しまず。 

この機能はフ□ントウインドウび;'!れ 
ているとさだけ使用してください。 

〇 ワイパーび作動しないときは、別 
のモードを選択ずると作動ずること 
びありまず。 

〇イ グニッション位置び1か2のと 
さにコンビネーションスイッチを 
に互か巳三]の位置にずると、フロ 
ントウインドウび乾いていてを、ワ 
イパーび1回作動しまず。 

〇 オートモードのとを、停車時にフ 
□ントドアを開くとワイパーは作動 
しません。ワイパーはじ(下のとさに 
作動を再開しまず。 

• シフトポジションび [ PJ または 
EE のとさは、ドアを閉じて他 
のシフトポジションにしたとさ 

• シフトポジションび CE または 
EE のとさは、ドアを閉じたとを 

〇 停車中、およびごくほ速で走行し 
ているとさは、ボンネットの□ッ 
クを解除すると、ワイパーび停止 
します。 
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レインセンサー 


フ□ントウインドウ上部中央にレイン 

センサーびあ0まず。 

〇レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないで<ださい。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくな 
りまず。 

Q フ□ントウインドウび;'*れていな 
し、とさは、コンビネーションスイッ 
チを m の位置にしてください。 
フ□ントウインドウのミちれや光線の 
反射などでレインセンサーび誤作動 
し、ワイパーび作動ずるおそれびあ 
りまず。 

フ□ントウインドウウォッシャーの 

晴射 

イグニッション位置び1か2のとさ 

に作動しまず。 

► コンビネーションスイッチを矢印 
® の方向にいっぱいまで押し続け 
ます。 

その間ウインドウウォッシャー液び 
噴射して、ワイパーを作動しまず。 

。ウォッシャー液び出な<なったと 
をは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

〇 純正ウインドウウォッシャーには 
油膜やミちれの付着を防ぐ効果びあ0 
ます。 

0 を季にはウインドウウォッシャー 
ミ巧の濃度にま意し、 を用のウイン 
ドウウオッシヤー液を使用してく 
ださい。 



位置 

作動内容 

① 

ノブ 

回回 

阻 

テールゲー トウインド 
ウウォッシャの噴射 

回 

日 

U アワイパーの作動 

因 

の 

停止 



④ 1」アワイバーインジケーター 


リアワイ八一を作動させる 

►イグニッシヨン位置び1か2のと 
さにノブのをまわして、团の位置 
に合わせまず。 

U アワイパーび間欠で作動し、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイに、 
U アワイパーインジケーター®び 
表示されます。 
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ワイ パー 


〇 イグニッション位置び2でフ□ン 
トワイパーび作動しているとさに 
シフトポジションを CE にずると、 
U アワイノ（一びし U 下のよラに作動し 
ます。 

• フ□ントワイパーび間欠作動の 
とさ 

◊間欠で作動しまず。 

• フ□ントワイパーびほ速あるし、 
は高速作動のとさ 

◊ほ速で作動します。 

テールゲートウインドウウォッシャー 
を晴射ずる 

►イグニッション位置び1か2のと 
さにノブのをまわして、因回の位 
置に合わせて保持しまず。 

その間ウオッシヤー液び噴射し 、 U 
アワイパーを作動しまず。 


ワイパーの作動び巧げ5れている 

葉や雪など、ウインドウに障害になる 
物び付着しているため、ワイパーの作 
動び巧げられている。ワイパーモー 
ターの作動び停止している。 

►安全のにめ、エンジンスイッチひら 
キーを 抜をます。 

まには 

►イグニッシヨン位置を0にして、 
運転席ドアを開をまず。 

► 障害物を取り除さまず。 

►再度、ワイパーを作動させまず。 


ワイパーび作動しない 


ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまねし 
て、別のモードを選択しまず。 

► メルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場でワイパーの点検を受けてく 
ださい。 

ウインドウウォッシャー液の晴射ノス’ 
ルのち度び適切でない 

ウインドウウォッシャー液びフ□ント 
ウインドウの中央に噴射されない。ウ 
インドウウォッシャー液の噴射ノズ J レ 
のち度び適切でない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で噴射ノズルの角度を調整して< 
ださい。 
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パワーウインドウ 


A 警告 

ドアウインドウを開<とさは、ドア 
ウインドウに触れたり、身体を寄り 
かけないで<ださい。ドアウインド 
ウとドア フレームとの 間に身体が引 
さ込まれて、けがをするおそれがあ 
りまず。挟まれそうになったときは、 
ただちにドアウインドウスイッチか 
ら指を放し、スイッチを引いてドア 
ウインドウを閉じて < ださい。 


A 警告 

ドアウインドウを閉じるときは、身 
体や物が挟まれないよラにま意して 
ください。挟まれそラになったとき 
は、ただちにドアウインドウスイッ 
チから指を放し、スイッチを押して 
ドアウインドウを開いてください。 


A 警告 

子供が車内か5ドアウインドウを開 
開すると、けがをずるおそれがあり 
ます。子供だけを残して車から離れ 
ないでください。短時間でも、車か 
ら離れるとさは、キーを携帯してく 
ださい。 


A 警告 

子供をチャイルドセーフティシート 
に乗車させている場をでち、テ供だ 
けを車内に残して車か5離れないで 
ください。 

• 車内の各部に触れて、重大なけが 
や致命的なけがをずるおそれがあ 
ります。 

• 車内が高温または低温になると、 
命に関わるおそれがあります。 

モ供が誤ってドアを開くと、子供が 
周囲の人がけがをずるおそれがあり 
まず。子供が車外に出てけがをした 
り、車にはねられて重大なけがをず 
るおそれがあります。 

子供を乗せるとさは、後席に乗車さ 
せ、 U アドアやリアドアウインドウの 
チャイルドプルーフ□ックを使用して 
ください。走行中にドアやドアウイン 
ドウが開< と、子供や周囲の人がけ 
がをするおそれがありまず。 


I 
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n つーウイン 


ドアウインドウの開閉 



運輯席ドアのスイッチ 

①左フ□ントドアウインドウスイッチ 
感ちフ□ントドアウインドウスイッチ 
感ちリアドアウインドウスイッチ 
④左リアドアウインドウスイッチ 

ドアウインドウスイッチは各ドアにあ 
りまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウスイッチがありまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとき 
に、ドアウインドウを開閉でさまず。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押しまず。 

押している間だけ開さまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動で開さまず。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引きまず。 

引いている間だけ閉じまず。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じまず。 


Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウやベンチ レー 
ションウインドウ、スライデイング 
ルーフが完全に閉じていることを確 
認して < ださい。 

〇 リモコン操作でドアウインドウを 
開くことができまず（>128ペー 
ジ)。 

〇 リモコン操作またはキーレス3’一 
操作でドアウインドウを閉じること 
ができまず（>128ページ）。 

〇 ドアウインドウが自動で開閉して 
し''るときに、スイッチを操作ずると、 
その位置で停止しまず。 

〇イ グこッション位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜い 
てから約5分間は、ドアウインド 
ウを開閉することがでさまず。約已 
分内にフ□ントドアを開くと、ド 
アウインドウの開閉はでさな<なり 
まず。 

〇 ドアウインドウが開いているとさ 
に PRE - SAFE ® 044ページ）が 
車両の横滑りを感知ずると、ドアウ 
インドウがかし開いた位置まで自動 
的に閉じまず。 

〇 運転席ドアのスイッチで他のドア 
ウインドウを開閉しているとさは、 
助手席やリアドアのスイッチでは、 
開閉しているドアウインドウを操作 
ずることはでさません。 
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挟み込み防止機能 


A 警告 

挟み込み防止機能び作動しない状態 
でドアウインドウを閉じるときは十 
分注意してください。ウインドウに 
身体が挟まれると、致命的なけがを 
するおそれがあ 0 まず。 


スイッチを引き続けてドアウインドウ 
を閉じているとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウがただちに停止して、スイッ 
チから指を放ずと、その位置からかし 
開さます。 

その状態からただちにスイッチを引さ 
続けてドアウインドウを閉じると、ド 
アウインドウはより強い力で閉じま 
す。このとさに挟み込みなどの抵抗が 
あると、ドアウインドウはただちに停 
止して、スイッチから指を放ずと、そ 
の位置からかし下降しまず。 

さらにこの状態からただちにスイッチ 
を引さ続けてドアウインドウを閉じる 
と、ドアウインドウは挟み込み防止機 
能が作動しない状態で閉じまず。 

自動でドアウインドウを閉じている 
とを 

挟み込みなどの抵抗があると、ただ 
ちに停止して、その位置からかし開 
さまず。 

ただし、 2 度連続して挟み込み防止機 
能が作動してからただちに再度ドアウ 
インドウを閉じたとさは、ドアウイン 
ドウは自動で閉じな<なり、挟み込み 
防止機能ち作動しません。 


パワーウイン 


ベンチレーシヨンウインドウの開閉 


A 警告 

ベンチレーシヨンウインドウを閉じ 
るとさに、身体や物が挟まれそラに 
なったとさは、ただちにスイッチを 
押してください。ベンチレーシヨン 
ウインドウが開さます。 



①ベンチ レーシヨ ンウインドウ 



運輯席ドア 


ベンチレーシヨンウインドウ©のス 
イッチは運転席ドアにありまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に、ベンチレーシヨンウインドウを開 
閉でさまず。 
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n つーウイン 


ベンチレーシヨンウインドウを開< 

► スイッチ®を押しまず。 

左ちのベンチ レーシヨ ンウインドウ 
が自動で開さまず。 

ベンチレーシヨンウインドウを閉じる 

► スイッチ®を引さまず。 

左ちのベンチ レーシヨ ンウインドウ 
が自動で閉じまず。 

〇イ グニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約日分間は、ベンチレーシヨ 
ンウインドウを開閉でさまず。約日 
分内にフ□ントドアを開くと、ベ 
ンチレーシヨンウインドウの開閉は 
でさな < なりまず。 


コンビニエンスオープニング機能 

車内が暑<なっているとさなど、乗車 
する前に車内の空気を換気したいと 
さは、リモコン操作により、政下の操 
作を行なラことがでさまず。 

• 車両を解錠する 
• ドアウインドウを開< 

• ベンチレーシヨンウインドウを開く 
• スライディング ルーフを 開く 

• 運転席のシートベンチレーターを作 
動させる 

〇 コンビニエンスオープこング機能 
は、 U モコン操作でのみ行なラこと 
がでさまず。操作は運転席ドア八ン 
ドルの近 < から行なって < ださい。 


► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 

►キーの解錠ボタン（1>69ページ） 
を押し続けまず。 

すべてのドアウインドウとベンチ 
レーシヨ ンウインドウ、スライデイ 
ングルーフが開さまず。 

解錠ボタンから指を放ずと、作動中 
のドアウインドウととベンチレー 
シヨンウインドウ、スライデイング 
ルーフはその位置で停止しまず。 

Q 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行な5 
と、リモコンが作動しなかったり、 
誤作動ずることがありまず。 


コンビニエンスク□ージング機能 

リモコン操作またはキーレス3’ 一 操作 
により、車がから下の操作をずるこ 
とがでさまず。 

• ドアウインドウを閉じる 
• ベンチ レーシヨ ンウインドウを閉 
じる 

• スライディング ルーフを 閉じる 

車から降りた後に、ドアウインドウな 
どを閉じたいときに使用しまず。 


B を邸6恒冊 
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A 警告 

車がからドアウインドウやベンチ 
レーシヨンウインドウ、スライディ 
ングルーフなどを閉じているとさに 
身体などが挟まれそラになったとき 
は、 i ； rF の操作を行なって<ださい。 

• U モコン操作の場合は、施錠ボタ 
ンから指を放してください。そし 
て、解錠ボタンを押し続けて、ド 
アウインドウとベンチレー シヨ ン 
ウインドウ、スライディン グルー 
フを開いて < ださい。 

•キーレス zl —操作の場合は、コン 
ビニエンスク□ージング操作部か 
ら指を放して<ださい。そして、 
ただちにドア八ンドルを引き続け 
て < ださい。 

ドアウインドウとベンチレーシヨ 
ンウインドウ、スライディン グルー 
フが開さまず。 

P コンビニエンスク□ージング機能 
でドアウインドウとベンチレーシヨ 
ンウインドウ、スライディングルー 
フを閉じるときは、開□部に異物び 
ないことを確認してくださし、。 

P 車から離れる前に、ずべてのドア 
ウインドウとベンチレーシヨンウイ 
ンドウ、スライディングルーフび閉 
じていることを確認して < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作または 
キーレス3’ 一 操作を行なラと、作 
動しなかったり、誤作動ずること 
びありまず。 


リモコン操作での作動 

〇 操作は運転席ドア八ンドルのおく 
から行なってください。 

► キーの発信部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 

►キーの施錠ボタン （069 ページ） 
を押し続けまず。 

ずべてのドアウインドウとベンチ 
レーシヨンウインドウ、スライデイ 
ングルーフび閉じまず。 

施湿ボタンから指を放ずと、作動 
中のドアウインドウとベンチレー 
シヨンウインドウ、スライデイン 
グルーフはその位置で停止しまず。 

► ずべてのドアウインドウとベンチ 
レーシヨンウインドウ、スライデイ 
ングルーフび閉じていることを確認 
しまず。 

キーレスコ’一操作での作動 


キーが車がにあり、ずべてのドアが閉 
じているときに操作できまず。 
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► ドア八ンドルのキーレス 3’ ースイツ 
チ①を押し続けまず。 

すべてのドアウインドウとベンチ 
レーシヨンウインドウ、スライデイ 
ング ルーフが 閉じまず。 

キーレスコ'-スイッチのから指を 
放すと、作動中のドアウインドウと 
ベンチレーシヨンウインドウ、スラ 
イデイング j レーフはその位置で停止 
しま弓。 

► ずべてのドアウインドウとベンチ 
レーシヨンウインドウ、スライデイ 
ングルーフが閉じていることを確認 
しま弓。 


ドアウインドウがかし開いた状態にな 
るとさは、下記の操作を行ないまず。 

► ただちに運転席ドアのドアウインド 
ウスイッチを軽く引いてドアウイン 
ドウを全開しまず。 

► スイッチを軽く引いたまま 2 秒 
上保持しまず。 

スイッチから指を放したとさにドアウ 
インドウが閉じていれば、ドアウイン 
ドウは U セットされていまず。 

ドアウインドウがかし開いた状態にな 
るとさは、再度上記の操作を行なって 
<ださい。 


ドアウインドウび自動で開閉しない 
とき _ 

下のとさは、それぞれのドアウイン 
ドウを U セツトして<ださい。 

-バツテ U —あがりやバツテ U —の交 
換などで、一時的に電源が断たれた 
とさ 

-ドアウインドウを閉じた後にスイツ 
チから指を放ずと、その位置からか 
し開 < とさ 

-ドアウインドウが自動で開閉でさな 
<なったとさ 

► ずべてのドアを閉じまず。 

► イグこツシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 運転席ドアのドアウインドウスイツ 
チを軽く引いてドアウインドウを全 
開します。 

► スイッチを軽く引いたまま 2 秒 
上保持します。 


ドアウインドウのトラブル 


ドアウインドウに障害物びあり、ドア 
ウインドウを閉じることびでさない 
とを 

► 障害物を取り除いて < ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 

ドアウインドウを閉じることびでさ 
ず、原因が分か5ないとを 

A 警告 

強い力でドアウインドウを閉じると 
さや、挟み込み防止機能が作動しな 
い状態でドアウインドウを閉じると 
さは十分注意してください。閉じて 
いるドアウインドウに身体が挟まれ 
ると、致命的なけがをするおそれが 
おります。 








走巧と停車 


閉じているドアウインドウが停止し 
て、かし開くときは、じ(下のようにし 
て < ださい。 

► ドアウインドウが停止したらただち 
に、ドアウインドウが閉じるまでド 
アウインドウスイッチを引き続けて 
<ださい。 

強しのでドアウインドウが閉じます。 

閉じているドアウインドウが再度停止 
して、かし開くときは、じ(下のよラに 
して < ださい。 

► ドアウインドウが停止したらただち 
に、ドアウインドウが閉じるまでド 
アウインドウスイッチを引き続けて 
<ださい。 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
で、ドアウインドウが閉じまず。 


走行と停車 


エンジンの始動 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
でさな < なるおそれがあります。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったをの 
を使用しないと、ペダル操作がでさ 
なくなるおそれがあります。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで<ださい。フ□アマットが 
滑ったり、ペダル操作を妨げるおそ 
れがおります。 

かしでを車を動かずとさはエンジン 
を始動してください。エンジンが停 
止していると、ブレーキやステアリ 
ングの操作に非常に大さな力が必要 
になります。 


A 警告 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を吸い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こし、意識不明 
になったり、死 t するおそれがあり 
まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気が 
付かないラちに吸い込んでいるおそ 
れがおります。 











132 


走行と停車 


"エンジンは、シフトポジションび 
EE のとさを始動でさまずび、ま 
全のにめ、必ずシフトポジションを 
にして、ブレーキペダルを踏 
んで始動してください。 

〇エンジンを始動ずるとさは、アク 
セルペダルを踏まないでください。 

〇 ライトや エアコンデイショナーな 
ど、バッテ U —の負担になる装置 
を停止してお < と始動性び良くな 
りまず。 

〇 エンジンびをえた状態で始動した 
とさは、触媒び約30秒間予熱され 
ます。このとさは、エンジン音び通 
常と異なることびありまず。 


シフトポジション 



rp I パーキングポジション 

駐車およびエンジン始動 
/停止の位置です。 

完全に停車していなし、と 
をは、 [ E にしないでく 
ださし、。 

じ(下のときは、シフトポ 
ジションび自動的に m 
になりまず。 

• エンジンスイッチから 
キーを 巧いたとさ 

• シフトポジションび 
HE か HE のとさ 
にエンジンを停止し、 
フ□ントドアを開し、 
にとさ 

• 停車中またはご<ほ 
速で走行しているとさ 
に、シフトポジション 
び CE か CE の状態 
で運転席ドアを開いた 
とを 

CE U バースポジション 

後退するとさの位置でず。 

完全に停車していなし、と 
さは、 EE にしないでく 
ださし、。 
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IN ニュートラルポジション 

動力び伝ねらなし、位置です。 

押したり、けん引してを 
ら5ことで、車を移動で 
さまず。 

走行中はシフトポジショ 
ンを EE にしないで<だ 
さし、トランス S ッショ 
ンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

シフトポジションび CE 
か EE のとをにエンジン 
を停止すると、自動的に 
N I になりまず。 

U シフ h ポジションを 
IN にしたまま走行ず 
ると、トランス S ッショ 
ンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

rpi ドライブポジション 

走行するとさの位置でず。 

1速〜7速の範囲で自動 
的に変速しまず。 

キーによるエンジンの始動 

〇 キーによるエンジン始動を行なラ 
とさは、エンジンスイッチからキー 
レス 3— スイッチを取り外しまず。 

►パーキングブレーキび確実に効いて 
し、ることを確認しまず。 

► シフトポジションび [ E になって 
し、ることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 
► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3の 
位置までまわして手を放します。 


タッチスタート機能 

エンジンスイッチを3の位置（1>84 

ページ）までまわずと、手を放してを 

自動的に スターターび 作動し続け、 エ 

ンジンび始動しまず。 

キーレスコ’一によるエンジンの始動 
A 警告 

モ供だけを残して車か懸離れないで 
ください。車室内にキーびあるとさ 
は、キーレスゴースイッチを押ずこ 
とにより、エンジンび始動します。 
短時間でち車内にキーを残したまま 
車か5離れないでください。 

〇 キーレス3—スイッチにより、エ 
ンジンスイッチにキーを差し込むこ 
とな <、エンジンを始動ずることび 
でさまず。 

► 車室内にキーびあることを確認し 
まず。 

►パーキングブレーキび確実に効いて 
し、ることを確認しまず。 

► シフトポジションび [ Pj になって 
し、ることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチに取り付けたキー 
レス 3' —スイッチを押します。 


I 
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H エンジン始動後は、キーを携帯し 
た人び車から離れてを、エンジン 
は停止しません。車から離れるとさ 
は、短時間でを必ずエンジンを停止 
して、車を施綻してください。盗難 
のおそれびあ0まず。 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さをエンジンは始動でさることび 
ありまず。車両の盗難にま意して 
<ださい。 

[I エンジン始動後にキーを車外に持 
ち出して走行を開始すると、警告音 
び1回鳴りまず。また、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイびホくな 
り、" キ-ヲのチテ''巧 セン"と数秒間表 
示されます。この警告は、停車して 
ドアやテールゲートを開いた後に走 
行を開始するにびに行なわれまず。 

この状態でエンジンを停止ずるとエ 
ンジンは再始動できません。また、 
車を施綻することをでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認してくだごい。 

A 警告 

アクセ j レぺダ j レを踏んだ状態でセレク 

ターレバーを操作しないでください。 

車び急発進するおそれびあ0ます。 


発進 _ 

〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかかるよ5な運転をしないでく 
ださい。 

P シフ h ポジションを [ PJ または 
CE にずるとさは、完全に停車し 
て<ださい。トランスクッションを 
損傷するおそれびありまず。 

〇滑りやずい路面で発進ずるとを 
は、駆動輪を空転させないよ5にミ主 
意してください。駆動系部分を損傷 
するおそれびありまず。 

〇 車速感応ドア □ ックび設定されて 
いるときは、走行速度び約 15 km / 
h LU 上になると自動的に車び施淀さ 
れまず。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 
については0170ぺージ）をご覧 
<ださい。 

► ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認しまず。 

► ブレーキ ペダルを踏んだまま、シフ 
トポジションを CE にしまず。 

►パーキングブレーキを解除しまず。 

► ブレーキ ペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 

〇 エンジンび;令えているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアッ 
プび行なわれまず。これにより、排 
気ガスをミき化ずる触媒びより早 < 適 
正温度に達しまず。 
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ヒル スター トアシスト 

あ道での発進時に車び後退または前進 

するのを防ざ、発進を容易にしまず。 

►発造時に、通常通りブレーキペダル 
ひら足を放してアクセルペダルを踏 
みます。 

ブレーキペダルから足を放してを、 
ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
または前道ずるのを防ざまず。 

A 警告 

-ヒルスタートアシストはパーキン 
グブレーキに代わるちのではあり 
ません。駐車するとさは必ずパー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
シフトポジションをに已にしてく 
ださい。 

-ヒルスタートアシストが作動して 
車が停止していてち、絶対に車か 
ら離れないでください。約1秒後 
にはヒルスタートアシストは解除 
され、車が動さ出すおそれがあり 
まず。 

〇 ヒルスタートアシストの機能は解 
除でさません。 

ヒルスタートアシストは！; TF のときに 

は作動しません。 

-傾斜していない路面や下り坂で発進 
するとさ 

-シフトポジションが CE のとさ 

-パーキングブレーキが効いている 
とさ 

- ESP ® が故障しているとさ 


駐車 


A 警告 

• 停車する前にエンジンを停止しな 
いでください。ブレーキやステア 
U ングの操作に非常に大きな力が 
必要になりまず。 

• 駐車時や車を離れるとさは、シフ 
トポジションをに臣]にし、パーキ 
ングブレーキを確実に効かせ、エ 
ンジンを停止してください。 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。運転装置に触 
れてけがをした0、事故の原因に 
な0ます。 


A 警告 

駐停車ずるとさは、マフラーや排気 
系部品が、枯れ草や紙< ず、油など 
の燃えやずいち)のに触れないよラに 
してください。発火して、乂災が発 
生ずるおそれがあります。 

駐車するとさは、車が動き出さないよ 
うに、 LiTF のことを守ってください。 

-パーキングブレーキを確実に効かせ 
て < ださい。 

• シフトポジションを [ E にして、 
エンジンスイツチからキーを抜く 
か、イグこツション位置を0にし 
て < ださい。 

-急な坂道に駐車ずるとさは、タイヤ 
の下り側に輪止めをしてくださし、。 
さらに前輪を歩道の縁石方向に向け 
て < ださい。 
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〇短時間でを車から離れるときは、 
ドアウインドウやベンチ レーシヨ ン 
ウインドウ、スライデイング ルーフ 
を閉じて、車を施湿してください。 


エンジンの停止 
A 警告 

走巧中にエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なります。また、ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非常に大さな力び 
必要になります。 

〇水温び高めのとさは、かしの間ア 
イド U ング状態でエンジンをを却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 

エンジンスイッチにキーび差し&まれ 
ているとを 

► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、シフトポジションを [ E に 
します。 

►キーをまわして、イグニッション位 
置を0にしまず。 

エンジンび停止しまず。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり放 
します。 


〇 シフトポジションび HE か EE 
のとさにエンジンを停止ずると、シ 
フトポジションび自動的に EK に 
なりまず。 

ごらにこの状態でフ□ントドアを開 
<か、エンジンスイッチからキーを 
巧くと、シフトポジションが m 
になりまず。 

ただし、シフ h ポジションを rm 
にしてエンジンを停止したとさは、 
フ□ントドアを開いてを、シフ h ポ 
ジションは EB になりません。 

エンジンスイッチに キー レス ゴース 
イッチを取り付けているとを 

► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、シフトポジションを江□に 
しまず。 

►エンジンび停止ずるまで、キーレス 
3’ースイッチを押しまず。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり放 
しまず。 

A 警告 

走行中にキーレスゴースイッチを約 
3秒間押ずとエンジンび停止します。 
エンジンブレーキび効かな<なった 
り、ブレーキやステア U ングの操作 
に非常に大をな力び/ぶ、要にな0ます 
ので、走行中はエンジンを停止しな 
し、でください。 


〇 走行中にキーレス3’ースイッチを 
押してエンジンを停止したとさは、 
再度キーレス3—スイッチを押ずと 
エンジンび始動しまず。 
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〇 シフトポジションび HE か HE 
のとさに、キーレス3—スイッチを 
押してエンジンを停止ずると、シフ 
トポジションび自動的に EK にな 
りまず。 

ごらにこの状態でフ□ントドアを開 
くと、シフトポジションび HE に 
なりまず。 

〇 キーレス3’ースイッチを押してエ 
ンジンを停止しにとさは、イグニッ 
ション位置は1になりまず。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッシヨン位置び0になりまず。 


A 警告 

パーキングブレーキを効かせたまま走 
行しないでください。パーキングブ 
レーキび過熱して効かな< なった0、 
火災び発生ずるおそれびありまず。 



パー キングブレーキを効かせる 

► 左足でノ（ーキングブレーキペダル⑤ 
をいっぱいまで踏み込みまず。 


〇パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせて < ださい。 

パー キングブレーキを解除ずる 

► 解除八ンドルのを引さまず。 

メーター ノ くネルの ブレーキ警告 灯び 
消灯しまず。 

〇 パーキングブレーキを解除せずに 
走行ずると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに警告 
メッセージび表示されまず。 


長期間駐車ずるとを 

約4週間じ(上駐車したままにずると、 

パッテ U —び完全放電して損傷ずるお 

それびありまず。このようなときは、 

じ(下のよラにしてください。 

►バッテ U —からケーブルを外ずか、 
バッテ U —充電器を接続して < だ 
さい。 

〇 バッテ U — 充電器については、メ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 

約6週間 LU 上駐車したままにずると、 

不具合び発生ずるおそれびありまず。 

このよラなとさは、別途巧応び必要 

です。 

►対応について、メルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 


I 


分 ー ターパ ネルの ブレーキ 警告灯が 
点灯します。 
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エンジンのトラブル 


トラブル 


エンジンび始動し 
なし）。 

イグニッシヨン位置 
を3にするとスター 
ターモーターの音び 
ずる。 


エンジンび始動し 
なし、。 

イグニッシヨン位置 
を3にするとスター 
ターモーターの音び 
ずる。 

燃料残量警告むび点 
なしていて、燃料計 
の指針び0を示して 
し）る。 


エンジンび始動し 
なし）。 

イグニッシヨン位置 
を3にしてちスター 
ターモーターの音び 
しない。 


エンジンの回輯び滑 
らかでなく、=スフア 
イアも起きている。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

• エンジンの電気システムに異萬びある。 

• 燃料供給に異常びある。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを0の位置にまわすか、 
方ーターパネルの表示口 /警告灯び消なずるまで、キーレス Z1’ ースイッ 
チを押してください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、バッテリーびあび 
るおそれびあります。 

何度始動を試みてち、エンジンび始動しないとさ： 

► 方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料タンクび空になっている。 

► 燃料を給油してください。 


バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッテ U —の電圧 
び低< なっている。 

►他車のバッテリーを電源として始動してください0364ぺージ)。 
エンジンび始動しないとさ： 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷によりスターターモーターび過熱している。 

► スターターび;令えるまで、約2分間待ってください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

エンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場に連絡してください。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みずざないで<ださい。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 
触媒を損傷ずるおそれびありまず。 
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トラブル 考え5れる原因および症状/ ► 対応 

冷却水温度び約 U ヴーブタンクのを却水量びが常に不足している。 

120むを超スている。冷却水の温度び高ずぎて、ェンジンび十分に冷却されていない。 

警告音を鳴つた。 ► すみやかにま全に停車し、ェンジンと冷却水を冷やしてください。 

►ェンジンと;令却水び冷えてから冷却水量を点検し、必要であれば、冷 
却水補給時のミち意事項を読んでから、;令却水を補給してください(>275 
ぺージ)。 

冷却水量び正萬なとさは、ラジェターのを却フアンび故障している可能性 
びおる。 

冷却水の温度び高すぎて、ェンジンび冷却されていない。 

► 冷却水温度び約120む政下の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで運輯してください。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの大さな負 
荷びかかる走行は避けてください。 

ェンジンび停止しない。ェンジンスイッチに異萬びある。 

► ェンジンルーム巧にあるヒューズボックスを開さます。 

► ェンジンルーム内ヒューズボックスの120番のヒューズを抜をます 
(>370ぺージ)。 

ェンジンび停止します。 

ェンジンを再始動ずるとき： 

► ヒューズを交換してください。 


I 
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才ートマチックトランス S ツ 


オートマチックトランス S ッシ 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
で量な < なるおそれがあ0まず。 

フ □アマ ッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
があることを確認してください。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
ください。 


A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かはないで<だ 
さい。駆動輪びグ1」ップを失って車 
両びス1」ップし、事故を起こすおそ 
れびあります。 

オートマチックトランスミッション 
は、シフトポジションび HE のとを、 
し U 下の状況に合わせて自動的にギアを 
変速します。 

• 選択されているギアレンジ 
• 走行モード （01 46ぺージ） 

• アクセルペダルの踏み具合 
• 走行速度 


シフトポジション 


EPJ パーキングポジション 

駐車およびエンジン始動 
/停止の位置でず。 

完全に停車していないと 
をは、 [Pj にしないでく 
ださい。 

じ(下のときは、シフトポ 
ジションび自動的に m 
になりまず。 

• エンジンスイッチから 
キーを巧いたとさ 

• シフトポジションび 
CE か CE のとを 
にエンジンを停止し、 
フ□ントドアを開い 
たとさ 

• 停車中またはごくほ 
速で走行しているとき 
に、シフトポジション 
び CE か CE の状態 
で運転席ドアを開いた 
とさ 

CE U パースポジション 

後退ずるとさの位置でず。 

完全に停車していないと 
さは、 EE にしないでく 
ださい。 
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fn ニュートラルポジション 

動力び伝ねらなし、位置です。 

押したり、けん引してを 
ら5ことで、車を移動で 
さまず。 

走行中はシフトポジショ 
ンを EE にしないで<だ 
さし、トランス S ッショ 
ンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

シフトポジションび EE 
か EE のとをにエンジン 
を停止すると、自動的に 
Fn I になりまず。 

P シフ h ポジションを 
IN にしたまま走行ず 
ると、トランス S ッショ 
ンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

rpi ドライブポジション 

走行するとをの位置でず。 

1速〜7速の範囲で自動 
的に変速しまず。 

A 警告 

走行中にシフトポジションを田 n に 
すると、エンジンブレーキびまった 
く効かなくなり、事故を起こしたり、 
トランス S ッシヨンを損傷するおそ 
れびあ0ます。 


セレクターレバー 



の セレクターレバー 


⑤ノてーキングポジションの逞択 
⑤④ニュートラルポジションの還択 
⑤1」ノ（ースポジションの選択 
④ドライブポジションの還択 

シフトポジシヨンを [ E にずる 

►セレクターレバー先端のボタンを 
⑤の方向に押しまず。 

シフトポジシヨンを CE にずる 

►セレクターレバーを⑤または④ 
の方向に軽く操作しまず。 

シフトポジシ ヨンを [ XJ にずる 

►セレクターレバーを⑤の方向に 
いっぱいまで操作しまず。 

シフトポジシヨンを CE にずる 

►セレクターレバーを®の方向に 
いっぱいまで操作しまず。 


I 






142 
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A 警告 

セレクターレバーはステアリングの 
ち側にあります。ち向指示やワイパー 
の操作をずる際は、誤ってセレクター 
レバーの操作をしないよラにま意し 
てください。事故を起こしたり、車 
を損傷するおそれがありまず。 


A 警告 

約1日 km/h 下で走行しているとさ 
は、 ID I から I R し または I R I から 
EE にシフトポジションを変更でき 
ますが、シフトポジションが変更さ 
れたことに気付かずに一旦停止して、 
再度走り出すと、車が不意に後退ま 
たは前進して事故を起こすおそれが 
あります。 

エンジンを停止してシフトポジショ 
ンが自動的に m になったとさは、 
シフトポジションを [ E にして、ノて一 
キングブレーキを効かせて<ださい。 
車が動さ出すおそれがあります。 

〇セレクターレバーを操作ずるとを 
は、完全に停車して、ブレーキぺダ 
ルを踏んで行なってください。 

U シフトポジションを [ PJ または 
CE にずるとさは、完全に停車し 
て<ださい。トランスクッションを 
損傷するおそれびありまず。 

〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかかるよ5な運転をしないで< 
ださい。 

〇滑りやずい路面で発進ずるとさ 
は、駆動輪を空転させないよ5にま 
意してください。駆動系部分を損傷 
するおそれびありまず。 


〇 セレクターレバーから手を放ず 
と、セレクターレバーは中立の位置 
に戻りまず。 

〇 シフトポジションび CE のとさ 
は、確認音び鳴りまず。 

〇 シフトポジションび HE か EE 
のとさにエンジンを停止ずると、シ 
フトポジションび自動的に EK に 
なりまず。 

さらにこの状態でフ□ントドアを開 
くか、エンジンスイッチに差し込ま 
れているキーを巧くと、シフトポジ 
ションび [ E になりまず。 

ただし、エンジンスイッチにキーを 
差し込んでいる状態で、シフトポジ 
ションを EK にしてエンジンを停 
止したときは、フ□ントドアを開い 
てを、シフ h ポジションは EEC 
なりません。 

〇 停車してイグニッション位置び2 
のとさ、またはごくほ速で走行し 
ているとさ、シフトポジションび 
EE まには CE の状態で運転席ド 
アを開くと、シフトポジションび 
rpi になりまず。 

ただし、運転席ドアび開いている状 
態でシフトポジションを HE また 
は CE にしたとさは、前進/後退 
ずることびでさまず。 

〇イ グニッション位置び2で、ブ 
レーキペダルを踏んでいるとさに、 
シフトポジションを [ E から CE 
または CE にでさまず。 

〇イ グニッション位置び1で、ブレー 
キペダルを踏んでいるとさは、シフ 
トポジションを [ E から HE にで 
さまず。 
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〇 シフ S ポジションを m から他 
のシフトポジションにずるとさにブ 
レーキペダルが踏まれていないと、 
マルチファンクションディスプレイ 
に " P レンシ''カラシ7トアレ-朽アノデ’クダサイ" 
と表示されます。 

〇 約 lOkm / hL ツ上で走行している 
とさは、 HE から HE 、 まには 
HE から CE にシフトポジション 
を変更しようとすると、 m にな 
りまず。 

〇 イグニッション位置び2のとき、 
シフトポジションび EE の状態で 
運転席ドアを開<と、マルチファ 
ンクションディスプレイに "セレクタ 
力''ソウ]ウイ チ"と表示され、警告音び 
鳴ります。 

〇 約 10 km / h じ(下でセレクターレ 
バー先端のボタンを⑤の方向に押 
すと、シフトポジションび HE に 
なりまず。まに、約 15 km / hl ； (上 
でセレクターレバー先端のボタン 
を⑤の方向に押したときは、シフ 
トポジションは巧□にならず、警 
告音び鳴り、マルチファンクション 
ディスプレイに " P レンシ' ' n テイシグノ ミ" 
と表示されます。 


シフトポジション表示 



①シフトポジション表示 

( ドライブポジシヨンに入つてし、る状態) 


マルチフアンクションディスプレイび 
表示されているとさに、選択されてし、 
るシフトポジションびシフトポジショ 
ン表示のに反転表示されまず。 

〇マルチフアンクションディスプレ 
イび故障してシフトポジションび 
表示されないとさは、セレクター 
レバーを慎重に操作してゆっくり 
とアクセルペダルを踏み、選択ご 
れたシフトポジションを確認して 
から走行してください。可能であ 
れば、シフトポジションを HE 
に、走行モードを S モードにして、 
ティップシフトは解除してくださ 
し、。また、すみやかにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 


運転のヒント 

アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアび変速ずるタイ云ングび変化し 
ます。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップずる 
タイミングび早くなりまず。 


I 


• 深<踏み込んだとさはシフトアップ 
するタイミングが遅くなりまず。 
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キックダウン 

急な加速び必要な場合はキックダウン 
を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みまず。 

エンジン回転数に応じて自動的にほ 
いギアに変速し、素早く加速しまず。 

► 希望する速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 

H キックダウンずるとをは、周囲の 
状況にま意しなびら操作してくださ 
し、。事故を起こずおそれびありまず。 



①左側パドル（あいギアレンジを選択) 
⑤ち側バドル（高いギアレンジを選択) 



オートマチックトランスクッションの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより不必要なシフトアップを 
抑えます。 

走行モード0146ページ）び S モー 
ドのとさにティップシフトにでをまず。 

走行モード選択スイッチ（>146ぺ一 
ジ）を押ずと、走行モードを S モード 
と M モードに切り替えることびでさ 
まず。 

走行モードが S モードのとさは、走行 
モード表示④に"陌！"が表示されまず。 

ティッブシフトにずる 

► シフトポジションが EE のとさに、 
左側パドル©を引さまず。 

ティップシフトに切り替わり、選択 
されたギアレンジがマ>1レチファンク 
ションディスプレイのギアレンジ表 
示®に表示されまず。 

おいギアレンジを選択ずる 

► 左側パドル®を弓 I さまず。 

低いギアレンジが選択され、ギアレ 
ンジ表示®に表示されまず。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側パドル®を引さまず。 

高いギアレンジが選択され、ギアレ 
ンジ表示®に表示されまず。 
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テイップシフトを解除ずる 

► ち側パドル⑤を弓 I いて保持しまず。 

テイップシフトび解除され、ギア 
レンジ表示@に"！: E " び表示され 
ます。 

または 


►シフトポジシヨン EE を選択ずる 
方向にセレクターレノ（一を操作しま 
す （0141 ページ）。 


ギア 

レンジ 

作動內容 

曲 

1速〜7速の範囲で変速 
します。 

画 

1速〜6速の範囲で変速 
します。 

画 

1速〜日速の範囲で変速 
します。 

画 

1速〜4速の範囲で変速 
します。 

画 

1速〜3速の範囲で変速 
します。 

エンジンブレーキが必要 
なときに使用しまず。 

画 

1速〜2速の範囲で変速 
します。 

下り坂や山道、悪路を走 
行するときに使用しまず。 

励 

1速に固定されまず。 

エンジンブレーキが最大 
に作用しまず。急な下り 
坂や長い下り坂を走行ず 
るときに使用しまず。 


A 警告 

滑0やすい路面やカーブを走行して 
いるとさは、低いギアレンジを選択 
してエンジンブレーキび効くと、駆 
動輪びグリップを失ラおそれびあり 
まず。ほいギアレンジを選択ずると 
さは十分を意してください。また、 
滑0やずい路面状況で駆動輪を空転 
させると、駆動系部品を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

〇マルチフアンクションデイスフレ 
イび故障してシフトポジションや 
ギアレンジび表示されないとさは、 
テイップシフトを解除して走行して 
<ださい。また、ずみやかにメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

〇 テイップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数などにより 
異なります。 

〇 シフトポジションび CE のとさ 
にち側パドル⑤を引くと、走行速 
度やエンジン回転数に応じてシフト 
アップび行なわれまず。 

〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるおそれびあるとさは、自動的 
にシフトアッフされ、高いギアレン 
ジになりまず。 

〇 ギアレンジ表示は選択したギアレ 
ンジを示してお0、実際のギアを示 
ずをのではありません。 


I 
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才ートマチックトランス S ッ 


マニュアルギアシフト 

ステアリングのパドルを操作して、マ 

こ:！アルでギアを選択でさます。 

A 警告 

滑りやすい路面やカーブを走行して 
いるとさは、シフトダウンによって 
エンジンブレーキが効くと、駆動輪 
がグリップを失ラおそれがあ0まず。 
シフトダウンずるときは十分ま意し 
てください。また、滑りやずい路面 
状況で駆動輪を空転させると、駆動 
系部品を損傷するおそれがあります。 

H エンジンが暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担がかかるよ5な運転をしないで< 
ださい。 

〇 マこュアルギアシフトを選択した 
ときは、 ESP ® の機能を解除しな 
いで走行することをお勧めしまず 
([>59ページ）。 

マニュアルギアシフトの選択 



マニュアルギアシフトを選択ずる 

► シフトポジションが EE のとさに 
走行モード選択スイツチ①を押し 
ます。 



③走行モード表示 
⑤ギア表示 


走行モード表示③に " m " び表おさ 

れ、選択されているギアびギア表示 

⑤に表示されまず。 

〇 マニュアルギアシフトではギア表 
示に表示される数字は実際のギアを 
おしています。運転をのシフトアッ 
プ/ダウン操作や、自動的なシフ 
トアップ/ダウンに応じてギア表 
示に表示される数字を変わりまず。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイッチ®を押し 
て、走行モード表示③に " 恒||| 
を表おさせまず。 

〇 マニュアルギアシフトを選択した 
状態でエンジンを停止ずると、な 
にエンジンを始動したときは、オー 
トマチックギアシフトに切り替わ 
りまず。 


B を邸6恒冊 












才ートマチックトランス S ッ 



ギアシフト操作 



④ 左側パドル（シフトダウン） 

⑤ ち側 Jf ドル（シフトアップ） 

シフトダウンずる 

► 左側パドル④を弓 I さまず。 

引くたびに]段ほいギアにシフトダ 
ウンしまず。 

シフトアップずる 

► ち側パドル⑤を弓 I をまず。 

引くたびに]段高いギアにシフト 
アップします。 

〇 停車ずると、ギアは1速にシフト 
されます。 

〇 停車時に選択でさるギアは1速ま 
たは2速でず。 

〇 エンジン回転数び上昇してレッド 
ゾーンに近付くと、シフトアップ操 
作をしなくてを自動的にシフトアッ 
プされます。 

〇 運転をびシフトダウン操作をしな 
くてを、速度とエンジン回転数に応 
じて、自動的にシフトダウンずるこ 
とびありまず。 


〇 運転をびシフトアップ/ダウン操 
作をしてを、選択したギアび適切で 
ない場合は、エンジン保護などのた 
め、シフトアップ/ダウンされま 
せん。 

〇 マニュアルギアシフトでを、アク 
セルペダルをいっぱいまで踏み込む 
とキックダウンび行なわれ自動的に 
シフトダウンしまず。 

〇□ーレンジになっているとさは 
(>183ぺージ）、エンジン回転数び 
高回転になってをオートマチックト 
ランスミッションは自動的にシフト 
アップしません。エンジン回転数の 
上げずざにミ主意して<ださい。エン 
ジンを損傷ずるおそれびありまず。 


を邸 S 直が 





オートマチックトランスミッションのトラブル 


トラブル 


トランスミッション 
び正し < 変速しない。 


加速性能び悪化して 
し)る。 

トランスミッション 
び変速しない。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

トランスミッションオイルび減っている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスクッションの 
点検を受けて < ださい。 

トランス S ッションに異常びあり、エマージェンシーモードになっている。 
2速ギアか I 」バースギアで走巧できる場合びあります。 

►停車して < ださい。 

► シフトポジションを [ E にして<ださい。 

► エンジンを停止しまず。 

►約10砂上待ってから、エンジンを再始動します。 

► シフトポジションを LE にしまず。 

2速ギアになります。 

または 

► シフトポジションを LE にします。 

リバースギアになりまず。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスクッションの 
点検を受けて < ださい。 















メー ターパネル 
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メー ターパ不ル 


メーターパネルの各部の名称について 
は（[>2日ページ）をご覧ください。 

A 警告 

^ーターパネルやマルチファンク 
シヨンディスプレイが故障ずると、表 
示灯/警告灯や故障/警告^ッセー 
ジが表示されません。車両操縦性な 
どに悪影響をおよぼずよラな故障や 
異常が発生した場含は内容が確認で 
さないため、ただちに;ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


メーターパネルの点灯 

メーターパネルはじ(下のとさに点口し 
ます。 

• 運転席ドアを開いたとさや閉じたと 
さ（約30秒後に消口） 

• ーターパネル照度調整ボタンま 
たは U セツトボタンを押したとさ 
(約30秒後に消口） 

•イグこツシヨン位置を 1 か 2 にし 
たとき（イグこッシヨン位置を0 
にしてから約30秒後に消口） 


タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
し 9 〇 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レツドゾーンに入らないよ5 
にしてください。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料供 
給び行なわれなくなりまず。 


「ス t - — トメーター 

車の走行速度を表示します。 

速度の表示単位をマイルに変更ずる 
ことをでさまずび、マイル表示にずる 
と km / h 表示に比べ、同じ数字でを 
約 1.6 倍の速度になりまず。速度の 
出しずざを防ぐため km / h 表示にし 
て < ださい。 

表示の切り替えについては（>163 
ページ）をご覧ください。 

〇1 mph は約1 .6 km/h でず。 

〇 マイル表示を選択ずると、トリツ 
プメーターなどの表示をマイル表示 
になりまず。 


B を習恒掛 


• 車外ライトが点灯したとさ 
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メーター パネル 


メーターパネル照度調壁ボタン/ 
U セツトボタン 



①照度調整ボタン（日月) 
⑤ U セツトボタン 
⑤照度調整ボタン（暗) 


乂ータ ー J (ネル照度調壁ボタン 

周囲び暗いとさにメーターパネルの巧 
るさを調整でをまず。 

照度を上げる 

► 照度調整ボタン①を押しまず。 

照度を下げる 

► 照度調整ボタン⑤を押しまず。 

IJ セツトボタン 

卜 U ツプメーターや各種設定などを U 
セツトずるときに使用しまず。 


夕惊温度表示 _ 

が気温度を表おしまず。 

A 警告 

外気温度表示が日で！;上でち、路面び 
凍結していることがあります。走行 
には十分注意してください。 


〇 外気温度の上昇や下降は、かし遅 
れて表示に反映されまず。 

〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、が気温度表示 
は路面からの顧射熱などの影響を受 
けまず。したがって、が気温度表示 
が実際のが気温度と異なることがあ 
りまず。 


燃料計 

燃料の残量を表おしまず。 

燃料タンクの容量は約100リツトル 
でず。 

Q 給油のとさはエンジンを停止して 
<ださい。 


燃料残量警告灯 _ 

燃料の残量がかな < なると点灯しまず。 

警告灯が点口したとさの残量は約13 
リツトルでず。 

〇 走行前に燃料の残量が十分あるこ 
とを確認して<ださい。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反にな0まず。 


時訂 _ 

日寺亥 IJI ま、 C 0 MAND システ厶の日寺亥 IJ に 
連動します。 

時刻の調整については、別冊 
rCOMAND システム取扱説日月書」を 
ご覧ください。 


B を邸6恒冊 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は道路と交通状況が許ずとさにのみ 
操作して<ださい。注意がそれ、運 
転に集中することができず、事故の 
原因になりまず。 


A 警告 

ーターパネルまたはマルチフアン 
クションディスプレイが故障してい 
るとさは、ッセージは表示されま 
せん。 

その結果、速度や外気温度、警告灯 
や表示灯、ッセージなどの走行状 
態を示す情報を得ることがでさなく 
なります。また、走行特性に変化が 
出る可能性わあります。運転スタイ 
ルと走行速度を状況に合わせて<だ 
さし、。 

また、ただちに^ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場に連絡してください。 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、特定のシステムの故障および警 
告のみを記録および表示します。そ 
のため、車両が安全に使用できるこ 
とを常にお客様自身で確認してくだ 
さい。安全性が確保されていない車 
両を運転することにより、事故の原 
因になります。 


A 警告 

不適切な作業を行なラと、車両安全性 
に悪影響を与えるおそれがあります。 
その結果、車両操縦性を失い、事故 
の原因になります。さらに、安全装 
備が設計通0に乗員を保護でさな< 
なりまず。 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えた;ルセ デス- 
べンツ指定サービスエ場で行なラ こ 
とをお勧めしまず。特に安全に関わ 
る整備については、必ず方ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で行なって 
ください。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になります。 


A 警告 

走行中にステアリングのスイツチを 
操作するときは、直進時に行なって 
<ださい。ステア I 」ングをまわしな 
がら操作すると、事故を起こすおそ 
れがおります。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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r スプレイ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
のぉ作 _ 

イグニッシヨン位置を1にずると、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイは作 
動します。 


マルチフアンクシヨンステアリングの 
スイッチを使用して、マルチファンク 
シヨンディスプレイを操作しまず。 



名称 

①マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイ 

⑤通話終了スイッチ 

• 電話の保留/切断 
• 電話帳表示や発信履歴表示の 
終了 

通話開始スイッチ^ 

• 電話の発信/受信 
• 発信履歴の表お 

設定スイッチ/音量スイッチ 


• 設定メニューでの設定グルー 
プの選択 

• さ設定項目での数値や設定の 
変更や、機能のオン/オフの 
選お 

• メインメニューや才ーブ'ィオ 
メニュー表お中の音量の調節 

音声認識スイッチ ren 

音青認識の使用 

⑤ スク□—ルスイッチ 臣と！ 
•選択したメインメニュー巧で 
の表示の切り替え 
• オーディオメニュー表お中の 
オーディオやテレビの選巧•選 
局、 DVD ビデオのチャプターの 
選お _ 

• 電話メニュー表术中の電話帳 
や発信履歴の選択 
表示切り替え■スイッチ E ] 固 
メインメニューの選択 
音声認識解除スイッチ应 a 
音青認識の中止 

〇 ステア1」ングスイッチでの 
COMAND システムの操作について 
は、別冊 「 COMAND システム取扱 
説明書」をご覧< ださし、。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 



























嗎 ® 




团 



※故障や異常びあるときのみき示されまず。 


マルチファンクシヨンディスプレイ 
は、車両に関ずる各種情報や故障/警 
告メッセージなどを表示ずるシステム 
でず。 

イグニッシヨン位置び1か2のとき 
に操作でさまず。 




メインメニューの一覧 


① 

車両情報 

154 

⑤ 

オーディオ 

157 

⑤ 

ナビ 

159 


④ 

オフ□ード装備 

159 

⑤ 

故障表示 

160 

© 
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日又た 

161 

③ 

車両設定 

173 

④ 

卜 U ップコンピュー 
ター 
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電話 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


車両情報 _ 

「車両肩報」にはしツ下の画面びありまず。 

. 基本画面（卜 U ップメーター、オド 
メーター） 

• 走行情報表示 

• タイヤ空気圧警告システム （0284 
ぺージ） 

• を却水温度表 7 K 

• サブスピードメーター/外気温度 
表示 

• メンテナンスインジケーター 
(>302ぺージ） 

基本画面 


(卜 U ップメーター/オドメーター ) 



基本画面を表示させる 

► E ] まにはを押して、基本画 
面を表示させます。 


の 

トリップ 
メーター 

U セツト後の走行 
距離を表示します。 

⑤ 

オ ド 
夕一 

これまでに走行し 
た距離の総合計を 
表す^しま弓。 


トリップメーターをリセットずる 
(0.0 に戻ず） 

► U セットボタン0150ぺージ） 
を、表示び 0.0 になるまで押し続 
けまず。 


走行情報表示 



A 警告 

外気温度表示が日ごし:>1上でわ、路面が 
凍結していることがあります。走行 
には十分注意してください。 

〇 外気温度の上昇や下降は、かし遅 
れて表示に反映されまず。 

〇 が気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、が気温度表示 
は路面からの簡射熱などの影響を受 
けまず。したがって、が気温度表示 
が実際のが気温度と異なることがあ 
りまず。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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① 

外気温度表示/サブスピード 
メーター 

外気温度または走行速度を表示し 
ます。 

表示の切り智えは各種設定の" インス 
トル ><ントクラス タ" の" 走行情報表 
示の設定" （た164ページ）で行ない 
ます。 

⑤ 

巧変スピード U S ッター設定 
速度表示/ DSR 設定速度表示 

可変スピードリミッター 0193ぺ一 
ジ）または DSR 0180ページ）で 
設定した速度を表示します。 

⑤ 

クルーズコント□ールインジ 
ケーター/ DSR インジケー 
夕一 

クルーズコント□ール （>1 89ぺージ） 
または DSR (1>18日ぺージ）を作動 
させたとさに表示されまず。 

④ 

クルーズコン 卜□ール設定速 
度表示/□ーレンジインジ 
ケーター 

クルーズコント□—ル （>1 89ぺージ） 
で設定した速度を表示しまず。または 
□ー レンジモード （M 83ぺージ）に 
設定したとさに表示されまず。 

⑤ 

シフ トポジション表示 

才ートマチックトランスミッション 
のシフトポジションを表示しまず。 
選択しているシフトポジションは反 
転表示されます（杉143ページ）。 

© 

ギアレンジ表示/ギア表示 

テイップシフトのとさに選択してい 
るギアレンジ（[>144ページ）、また 
はマこユアルギアシフトのときに選 
択しているギアを表示します （^146 
ぺージ)。 

⑦ 

走行モード表示 

才ートマチックトランスミッション 
の走行モードを表示しまず（[>146 
ページ）。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 




詳しくは瓜284ページ）をご覧くだ 
さし、。 

を却水温度表示 

イグこッシヨン位置が2のとさ、エン 
ジンの冷却水温度を表示しまず。 


走行速度またはが気温度を表示しまず。 



巧 

km/h 

1 



t A ヴブスピードメーター 

1^3 J J 

、 A±n ，レ:日ゎたま=寺++ス 


を去！]水温度を表示させる 

► E ] まには [ ffl を押して、基本画 
面を表示させます。 

► ^まには^を押して、を却水 
温度を表示させまず。 

〇 指定の冷却水を適切な混合比で使 
用しているとをは、約120でまで 
はオーバーヒートは起こしません。 

〇 暑い曰や上りあび続くとさなど 
に、をち P 水温度の表おびち端付近 
を示すことびありまずび、7ルチ 
フアンクシヨンディスプレイにを却 
水に関ずる故障/警告メッセージ 
([>323ページ）び表おされない限 
り、問題ありません。 


外気湿度表示 

表示の切り替えは各種設定の "インス 
トルメントクラス タ" の "走行情報表 
示の設定" （ b 1 64ページ）で行ない 
ます。 

ヴブスピードメーター/夕1•気温度を 
表示させる 

► またはを押して、き本画 
面を表示させまず0154ページ）。 

► ^または^を押して、サブス 
ピードメーター/外気温度を表示 
させまず。 

〇 サブス ピー ド メーターの 表示単位 
を km / h または mph に切り替える 
ことびできまず （>163 ぺージ）。 



スプレイ 


タイヤ空気圧警告システム 


ヴブスピードメーター/夕1•気温度表示 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 














マルチフつ 


157 


メンテナンスインジケーター 

詳しくは瓜302ページ）をご覧くだ 
さし、。 


オーディオ 


ラジオ局を選局ずる 



©" FM 1" または " FM 2" 


" AMI " または "AM 2" または" Tl " 

® ラジオ局名または受信周波数 

COMAND システムで、 FM ラジオま 
には AM ラジオを受信しているとさに 
表示-選局でさます。 

► I 貴 I または IcP を押して、才ーデイ 
オメニューを表おさせまず。 

ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► またはを押しまず。 

プ U セツトされにラジオ局び選択さ 
れます。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► 受信周波数び動さはじめるまで、 
の または^を押してイ呆持し 
ます。 

次 I こ受信できる周波数で停止しまず。 


〇 ラジオの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧 < ださい。 


音楽を選曲ずる 



の音楽ソース表示 

(" DISC " / " CARD " / " HDD " / 
" MEDIA " / " AUX ") 

②トラック番号 

COMAND システムで再生している音 
楽ソース（ディスク、メモ U - 力ード、 
ミュージックレジスター、メディアイ 
ンターフてース、外部入力）び音楽ソー 
ス表示のに表示されまず。 

► I 量 I または IcP を押して、才ーディ 
オメニューを表示させます。 

音楽を選曲ずる 

ディスク、メモ U —カード、ミュー 
ジックレジスター、メディアインター 
フェースのいずれかを再生していると 
をは選曲を行な5ことびでさまず。 

► またはを押しまず。 

次の巧まには前の巧び選曲され 
9 〇 

〇 音楽再生の詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧 < ださい。 


B を邸 s 恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


DVD ビデオのチヤプターを選択ずる テレビ局を選局ずる 



の" TVr または " TV 2" 

⑤プ U セツト番号/チヤンネルま号 


のチャプター番号 

COMAND システムで、 DVD ビデオ 
を再生しているとさに表示-選択でさ 
ます。 

► E ] まにはを押して、オーディ 
オメニューを表示ごせまず。 

DVD ビデオのチャプターを選択ずる 

► まには^を押しまず。 

なのチャプターまには前のチャプ 
ターび再生されまず。 

Odvd ビデオの詳細については、別 
冊 rCOMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


COMAND システムで、テレビを受信 
しているときに表示-選局でさまず。 

► №1または 1田1 を押して、才ーデイ 
オメニューを表おさせまず。 

テレビ局をプ U セツト選局ずる 

► ^まにはを押しまず。 

プ I 」セツ トされたテレビ局び選択さ 
れまず。 

テレビ局を自動選局ずる 

► 受信チヤンネルび動さはじめるま 
で、^まには^を押して保持 
します。 

なに受信でさるチヤンネ J レで停止し 
ます。 

〇 テレビの詳細については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 









マルチフ: 



ナビ 


オフ□-ド装備 


COMAND システムのナビ機能をマル 
チフアンクシヨンディスプレイに表示 
でさまず。 

ナビメニューを表示させる 

► ra または M を押して、ナビメ 
ニューを表示ごせまず。 

ルート案内を巧なっていないとき 




オフ□ー ド装備に関ずる情報を表示し 
まず。 


車高レベル/ I 
ク作動表示 


ごイフアレンシャル□ツ 



マルチフアンクシヨンデイスプレイに 
に進行方向の方位び表示されまず。 

ルート案内を行なっているとを 


①車高レベル表示 
③デイファレンシャル□ック表示 

AIR マテイックサスペンションの車高 
レベルとデイファレンシャル□ックの 
作動状態を表示でさまず。 

車高レベル/デイファレンシャル□ッ 
クの作動げ態を表示させる 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 


または I 


I を押して、オフ□一 


ド装備を表示させまず。 

詳しくは（[>186,198ぺージ）をご 
覧< ださい。 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行方向や目的 i せまでのお離、交差点 
(分岐点）または通過点までの距離び 
表示されます。 

〇 詳細については、別冊 「COMAND 
システム取扱説日月書」をご覧くだ 
ごし、。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


► El まにはを押して、故障件 
数のを表示させます。 

故障件数び数字で表おごれまず。 

► ^または^を押して、故障/ 
警告メッセージ⑤を順まに表おさ 
せます。すべて表示されると、故障 
件数®に戻りまず。 

故障/警告メッセージのリセット 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に故障/警告メッセージび表おされ 
ているときは、イグニッシヨン位置を 
0 にずると、故障/警告メッセージの 
表示び消えまず。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
なにイグニッシヨン位置を1か2にず 
るか、エンジンを始動したとを、再び 
故障/警告メッセージび表示されまず。 

A 警告 

• 表示される故障や異常は一部の限 
られた装備についてであ0、表示 
される内容ち限られています。故 
障や異常の表示は運転者を支援す 
るをのでず。発生した故障や異常 
に対処して車の安全性を確保する 
責任は運転者にあります。 

. 故障/警告メッセージが表示され 
たとをは、必ずルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

〇 表示される故障/警告^ッセージ 
については0317ぺージ〜）をご 
覧< ださい。 


な 

つシヨクガ 
ク 

1 


戸 




ヒグ探レラ劳/ 


@ 


® 故障件数表示（この例では、1 
件故障びあります） 

⑤故障/警告メッセージの例 

故障や異苗び発生したとさ、車の状況 
をメッセージで表示しまず。 

〇 故障や異常がないとさは、故障表 
示画面は表示されません。 

自動表示機能 

エンジンがかかっているとさに故障 
や異常が発生したとさは、故障/警 
告^ッセージが自動的に表示され 
ます。 


ステア1」ングの fgiCT や のの ' 
まには1」セットボタンを押ずと、故 
障/警告メッセージび消えまず。 

故障/警告メッセージを手動で確 
認ずる 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に表示されまず。 


故障表示 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


















設定 


設定グループの選択 


「設定」では、しツ下の項目び設定でさ 
ます。 

• 設定項目の初期化 
• インストルメントクラスタ 
• ライト 
• シャ1」ョウ 
• コン フオー ト 

〇設定の変更は必ず停車中に操作し 
て < ださい。 

設定 メニュー 

設定メニューを表示させる 

► ra またはを押して、設定メ 
ニューを表示させまず。 


セッテイ 
リセットハ 
R ボタンヲ 
3ビヨウカンオシマス 



設定グループを選択ずる 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを表おさせまず。 

► m またはを押して、設定し 
たいグループを選択しまず。 

►選択したグループを確認して' の 
を押すと、選択したグループ内の最 
巧の設定項目び表示されまず。 

設定項目を選択ずる 

► ^または^を押して、設定項 
目を選択しまず。 

設定を変更ずる 

機能のオン/オフを選択ずる 

► [±]または B を押して、設定を 
変更したり、機能のオン/オフを 
選択します。 


選択した設定び記憶されまず。 


B を邸 Q 恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 


















設定項目の巧期化 


設定メニューのずベての項目を工場出 
荷時の設定に初期化ずる（戻ず）こと 
びでさまず。 

設定項目をネリ期化ずる 

► E ] まにはを押して、設定メ 
ニューを表示させまず0161ペー 
ジ)。 

► U セットボタン（[>150ぺージ）を 


約3秒間押し続けまず。 


セッテイ 

つクジョクシユッカ 
ジノセッテイニ 
U セットシマスカ？ 
カクニン A R ボタン! 


確認画面び表おごれまず。 

確認画面び表示されているとさ（約 
5秒し U 内）に、再度 U セットボタン 
を押します。 


セッテイ 

つクジョクシユッカ 
ジノセッテイニ 
U セットシマシタ 


i 


初期化を実行し、初期化完了画面が 
表示されます。 


〇 確認画面が表示されてから約5秒 
間 U セツトボタンを押さずにいる 
と、設定 こューに 切り替わりまず。 

〇 初期化ずると、設定グループの表 
示(>161ページ）になりまず。 

〇 安全のため、エンジンがかかってい 
るとさは設定項目ずベての初期化を 
行なラことはできません。このとさ 
はマルチフアンクシヨンディスプ 
レイに" セツテイエングンサドウチュウ A ] ウシ''ヨウ 
シュツカシ V セツテイニリたル刀にり I デ’キ7 セン！" と 
表示されます。 

インストルメントクラスタ 

「インストルメントクラスタ」では、 

け下の項目び設定でさまず。 

• 速度-距離単位の設定 

• サブスピードメーターの単位の設定 

• ディスプレイ言語の設定 

• 走行情報表示の設定 

設定グループを選択ずる 

► または ra を押して、設定メ 
ニューを表おさせまず0161ペー 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを表示させます。 

► m またはを押して、 "イン 
ストルメントクラ スタ" を反転表示 
にしまず。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 











マルチフ: 



設定項目を選択ずる 

► を押しまず。 

インストルメントクラスタの最初の 
設定項目び表示されまず。 

速度.距離単位の設定 


ヴブスピードメーターの単位の設定 


ヒヨウジタンイ 
デジタルスピードメーター 


マイル 


ヒヨウジタンイ 

-1 

ソクド/ソウコウキヨ U 


耐 

© 

マイル 

© 


ス ピード メーターと マルチファンク 
シヨ ンディスプレイの 速度と 走行距離 
などの表示単位の設定がでさまず。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示単位が km / h、 km 
などになりまず。 

7ィル 

表示単位が mph 、 マイ 
ル、 Ml などになりまず。 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
サブスピード^一夕一(>156ページ） 
の単位の設定がでさまず。 

► m または ra を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

km / h 表況こなりまず。 

7ィル 

mph 表示になりまず。 


Himph は約1 .6 km / h でず。表お 
単位がマイルになっていると、誤っ 
て速度を超過ずるおそれがあり 
ます。必ず表示単位を km にして< 
ださい。 


glmph は約 1.6 km / h でず。表示 
単位がマイルになっていると、誤っ 
て速度を超過するおそれがあり 
ます。必ず表示単位を km にして< 
ださい。 


B を邸〇恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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スプレイ 


^イスプレイ言語の設定 


ダンゴ 


English 

© 


© 



走行情報表お（外気;品度） 

走行情報表示（>154ページ）の表示 
項目の設定びでさまず。 


► または W を押して、反転表 

おを移動します。 


表示 

設定内容 

ソクド 

走行情報表示にサブス 
ピードメーターび表おさ 
れます。 

このとき、7ルチフアン 
クシヨンデイスプレイの 
サブスピードメーター/ 
外気温度表お (0156 
ページ）には外気温度び 
表示されまず。 

ガイキ 
オンド 

走行情報表示に外気温度 
び表示されまず。 

このとさ、7ルチフアン 
クシヨンデイスプレイの 
サブスピードメーター/ 
外気温度表お(>156 
ページ）にはサブスピー 
ドメーターび表示され 
まず。 


ディスプレイに表示ずる言語の設定び 
でさまず。 


► L+J またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

English 

英語表示になります。 

ニホンゴ 

日本語表示になりまず。 


OCOMAND システムの言語設定を 
II 巧げフアンのヨンテ''ィスフ°レイと同期" に設 
定しているとさは、この画面で設 
定しに言語び COMAND システム 
にを適用されまず。詳細について 
は、別冊 「 COMAND システム取扱 
説明書」をご覧ください。 

走巧情報表示の設定 



ヒヨウジ 

ステー タスヒヨウジ 
ソクド 


巧イキオンド 





を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ライト 

「ライト」では、(下の項目の設定が 
でさます。 

• へッドライト点灯モードの設定 
• インテリジェントライトシステムの 

= 几 =；=1 

日又た 

• □ケイターライティングの設定 
• アンビエントライト照度の設定 
. 車外ライト消灯遅延機能の設定 
• ルームランプ消灯遅延機能の設定 

設定グループを選択ずる 

► ra またはを押して、設定メ 
ニューを表示させまず0161ペー 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを表示ごせます。 

► m またはを押して、 "ライ 
卜 II を反転表示にしまず。 

設定項目を表示させる 

► を押しまず。 

ライトの最ネ刃の設定項目び表示され 
ます。 


へツドライト点：打モードの設定 



へッドライ h の点灯モードの設定びで 
さまず。 


► L+J またはを押して、反転表 
おを移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

常時点ロモードでず。 

ライトスイッチを 1 0 1か 
|a …〇1の位置にしてし''ると 
さに、エンジンを始動ず 
ると、へッドライトなど 
が常に点灯しまず。 

オフ 

手動点ロモードです。 

へッドライトなどを点 
灯ずるとさはライトス 
イッチを操作します。 

日本ではこのモードに設 
定して < ださい。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 










スプレイ 


H 安全のため、エンジンがかかつ 
ているときは設定を変更ずることは 
でさません。このとさは、7ルチファ 
ンクションディスプレイに "セッ テイ A 
エングンむノトキノミカノウテ''ス II と表示され 
まず。 

〇 常時点ロモードは、走中の常時点 
灯が義務付けられている諸国に対応 
しています。日本では手動点ロモー 
ドに設定して使用してください。 

〇 常時点灯モードで自動的に点灯ず 
るライトは、 へッ ドライト 、 LED 
ドライビングライト、車幅口、テー 
ルランプ、ライセンスライトでず。 
へッドライトを上向きにしたり、 
1」アフォグランプなどを点灯ずる 
とさは、各スイッチを操作してく 
ださい。 


インテ U ジ: 
設定 


ントライトシステムの 



インテ U ジェントライトシステムの設 
定びでさまず。 

インテ U ジェントライトシステムを設 
定ずると、下の機能び作動しまず。 

• アクティブライトシステム 
• 八イウェイモード 
• フォグランプ強化機能 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

インテ1」ジェントライト 
システムび作動します。 

オフ 

インテ1」ジェントライト 
システムは作動しません。 


詳しくは15ページ）をご覧くだ 
さし、。 


B を邸 e 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 










□ケイターライティングの設定 


アンビエントライト照度の設定 


□ケイタライティング 



周囲び日音いとさに U モコン操作で解 
綻すると車外ライトび点灯ずる機能の 
設定びでさまず。 

► [±]または B を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさに1」モコ 
ン操作で解読ずると、車 
幅灯、ヘッドライト（下 
向き）、 LED ドライビン 
グライト、テールランプ、 
ライセンスライトび点灯 
します。 

オフ 

□ケイターライティング 
は作動しません。 


アンビエントライトの照度の設定びで 
さまず。 

► [±]または Q を押して設定内容 
を変更しまず。 


表示 

設定内容 

0 

アンビエントライトは点 
灯しません。 

1 

1がちっとち暗<、5が 

2 

ちっとち明るし''設定にな 

3 

りまず。 

4 


5 



詳しくは0120ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


詳しくは （^71 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 












車夕 I •ライト消な遅延機能の設定 


ルームランプ消 I 灯遅延機能の設定 



© 周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
^ と車外ライトび点灯ずる機能の設定び 
胃 でさまず。 


► W または^を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲が暗いとさにエンジ 
ンを停止ずると、車幅灯、 
へッドライト（下向き）、 
LED ドライビングライ 
卜、テールランプ、ライ 
センスライトが点灯し、 
ドアやテールゲートを 
開いて閉じた後、約15 
秒後に消口しまず。 

オフ 

車がライト消灯遅延機能 
は作動しません。 


詳しくはぃ113ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


ルームランプび自動点灯モードのとさ 
にエンジンスイツチからキーを巧く 
と、ルームランプび点灯ずる機能の設 
定びでさまず。 


► L+J まにはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプが自動点灯 
モードのとさにエンジン 
スイツチからキーを抜く 
と、ルームランプが約 

1日秒間点口しまず。 

オフ 

ルームランプ消口遅延機 
能は作動しません。 


詳しくは （^11 7ページ）をご覧くだ 
さし、。 


&画面表示や操作方まなどは予告なく変要されることびあります。 















マルチフ: 



シヤ IJ ヨウ 


r シャリョウ」では、け下の項目の設 
定びでさまず。 

• エンジン停止時の表示の設定 

• ウィンタータイヤスピード US ッ 
ターの 設定 

• 車速感応ドア□ックの設定 
• アンサーバック機能の設定* 

設定グループを選択ずる 

► ra まには ra を押して、設定メ 
ニューを表示させまず0161ペー 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを表示ごせます。 

► m またはを押して、 "シャ 
U ョウ" を反転表示にしまず。 

設定項目を表示させる 

► を押しまず。 

シヤ U ヨウの最巧の設定項目び表示 
ごれます。 


エンジン停止時の表示の設定 


イク‘ニシヨンオフノヒヨウジ 


尽ツナイセンサ I 


ケンインボウシケイホウ 
キ□メーターヒョウジ 


h 


イグニッシヨン位置を0にしたとさや 
エンジンスイッチからキーを巧いたと 
さに、最初に表おごれる項目の設定び 
でさまず。 

► [±]または B を押して、反転表 
おを移動しまず。 


表示 

設定内容 

シツナイ 

室内センサーの才 

センサ 

ン/オフが表示 
されまず。 

ケンインポウシ 

けん引防止警報機 

ヶィホゥ 

能のオン/オフ 
が表示されまず。 

キ□メー ター 

基本画面になり 

ヒヨウジ 

まず。 


〇 イグニッション位置を0にしてひ 
ら、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてから約2分間経過ずる 
と、室内センサーやけん引防止警報 
機能を解除したり、待機状態にずる 
ことはできなくなりまず（[>63,64 
ページ）。 


I 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 









O ウインタータイヤスピード US ッ 
ターを設定しているとをは、巧変 
スピードリミッター（1>193ぺ一 
ジ）で設定でさる制限速度の上限は、 
ウインタータイヤスピード1」 S ッ 
ターの設定速度になりまず。 

► m または ra を押して、設定内 
容を選択しまず。 

車速感応ドア□ックの設定 



走行速度び約 15 km/hLU 上になった 
とさに、ドアとテールゲートを自動的 
に施錯ずる機能の設定びでさまず。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび作 
動しまず。 

オフ 

車速感応ドア□ックは作 
動しません。 


詳しくは （^80 ページ）をご覧くだ 
さし、。 



ウインタータイヤスピードリ5ッター 
の設定 


最高速度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定ずるた 
めの機能です。 

曰本仕様でを設定はでさまずび法定速 
度を守って走行してください。 


表示 

設定内容 

オフ 

ウイン ター タイヤス 
ピー ド U 云ッターは 
作動しません。 

240 km/h 

230 km/h 

220 km/h 

210 km/h 

200 km/h 

190 km/h 

180 km/h 

170 km/h 

160 km/h 

最高速度びそれぞれ 
の速度に設定され 
まず。 


&上記は、車両の機能の説日月です。公道を 
を行する際は、おず法定速度や制限ま度 
を遵守してください。 


オン 


才ートマティック 
ドア□ック 



スプレイ 


70 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 













アンサーバック機能の設定 


コンフオート 



U モコン操作まにはキーレス: u —操作 
で車両を施錠したとをに確認音び鳴る 
機能の設定びでさまず。 

※仕様により、解錠時に確認音び鳴る場合ちあ 
0ます。 

► [±]または B を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

アンサーバック機能び作 
動します。 

オフ 

アンサーバック機能は作 
動しません。 


詳しくは （^75 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


「コンフォート」では、け下の項目の 
設定びでさまず。 

• イージー エント1」一の設定 

• フ□ントシートベルトのテンション 
自動調整機能の設定 

• 施錠時のドア S ラー格納の設定 

設定グループを選択ずる 

► または ra を押して、設定メ 
ニューを表示させまず0161ペー 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを表示させます。 

► またはを押して、 "コン 
フォート" を反転表示にしまず。 

設定項目を表示させる 

► を押しまず。 

コンフォートの最巧の設定項目び表 
示されます。 

イージーエント！ J —の設定 



エントリー 


運転席への乗り降りを容易にずるイー 
ジーエントリーの設定がでさまず。 


I 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 















スプレイ 


W まには0^を押して、反転表 
示を移動します。 


詳しくは（杉107ページ）をご覧くだ 
さし、。 


表示 

設定内容 

施綻時のドア S ラー格納の設定 

オン 

イージーエント U - 

一び 作 





動します。 



□ツクジノ 


オフ 

イージーエント U - 

一は 作 1 

V 

ミラーカクノウ 



動しません。 

1 

\ 

オン 

© 

詳しくは 

([>100ページ）をご覧くだ! 

み 

[ォフ 

0 


さい。 

フ□ントシートベルトのテンション自 
動調壁機能の設定 



シーバルトチョウセイ 


オン 

© 

ォフこ ^ H 

© 


イグニッション位置び2のとさ、フ〇 
ントシートベルトび乗員の上半身に密 
着するよ5に、テンション（締め付け 
具合）を自動的に調整ずる機能の設定 
びでさまず。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 

設定内容 

イグニッション位置び2 
のとをに、フ□ントシー 
トベルトのテンションび 
自動的に調整されまず。 

フ□ントシートベルトの 
テンシヨンは調整されま 
せん。 



U モコン操作またはキーレス3’一操作 
での施話時にドア云ラーを格納ずる機 
能の設定びでさまず。 

► m またはを押して、反転表 
おを移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

リモコン操作またはキー 
レス3’ 一 操作での施錠時 
にドアミラーが格納され 
まず。 

オフ 

U モコン操作またはキー 
レス3’一操作での施錠時 
にドアミラーは格納され 
ません。 


詳しくは02ページ）をご覧くだ 
さし、。 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


















マルチフ: 



車両設定 


r 車両設定」では、 Li (下の項目の設定 
がでさまず。 

• DSR の速度の設定 
• けん引防止機能の設定 
• 室内センサーの設定 

DSR 速度の設定 


ftDSR を作動させているときは、ク 
ルーズコント □ー ル/巧変ス ピー 
ド U ミッターレバーにより、 DSR 
の設定速度を 4 km / h から1 8 km/h 
の間で、一時的に変更ずることびで 
をます。 

詳しくは0180ページ）をご覧くだ 
ごい。 

けん引防止機能の設定 


DSR 


ソクド 

④ 

© 

1国 km/h 


マルチファンクシヨンディスプレイ 
では、 DSR の速度を 6 km / h から 
18 km / h の間で、 2 km / h 単位で設 
定でさます。 

DSR の速度を設定ずる 



ra またはを押して 、 DSR 
速度の設定を表示させます。 


表示 

設定内容 

6〜18 
km/h 

DSR の設定速度がそれ 
ぞれの速度になりまず。 


ケンインボウシケイホウ 


い 

© 

オフ 

© 


盗難防止システムのけん弓 I 防止機能を 
設定でさまず。 

けん弓 I 防止機能を設定ずる 

► まにはを押して、 DSR 速 
度の設定を表示させます。 

► ^または^を押して、けん引 
防止警報の設定を表示させます。 

► [±]または B を押して、反転表 
おを移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

けん引防止機能び待機状 
態になりまず。 

オフ 

けん引防止機能び解除さ 
れます。 


を邸 S 恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 


















O エンジン停止時の表示設定画面 
(>169ページ）び" ケンインホ''ウシケイ ホウ" 
のとをは、イグニッシヨン位置を0 
にずるかエンジンスイッチからキー 
をなくと、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに "ケン インホ''ウシケイホウオフ 
II または" ケンインホ''ウシケイホウ オン" と表示 
されます。このとさ E かを 
押すと、けん引防止機能を待機状態 
にずるか、まには解除ずることびで 
さまず。 

詳しくは （^63 ぺージ）をご覧くだ 

さい。 

室内センサーの設定 


シツナイセンサ 



© 

わ 

© 


盗難防止システムの室内センサーを設 
定でさます。 

室内センサーを設定ずる 

► または M を押して、 DSR 速 
度の設定を表示させます。 

► またはを押して、室内セ 
ンヴーの設定を表示させまず。 

► m またはを押して、反転表 
おを移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

室内センサーび待機状 
態になりまず。 

オフ 

室内センサーび解除さ 
れまず。 


〇 エンジン停止時の表示設定画面 
(>169ぺージ）び" シツナイ センサ" のと 
さは、イグニツシヨン位置を0にず 
るかエンジンスイツチからキーを巧 
くと、マルチフアンクシヨンディス 
プレイに" シツナイセンサ オフ" または" シリ 
ナイセンサ オン" と表示されまず。このと 
さ[±]または B を押ずと、室内 
センサーを待機状態にずるか、また 
は解除ずることびでさまず。 

詳しくは （^64 ページ）をご覧く 
ださい。 


卜 U ップコンピューター 

「卜 U ップコンピューター」にはじ(下 
の項目びあ0まず。 

• エンジン始動時からの情報表示 
• U セット時からの情報表お 
• 走行可能距離表示 
• 瞬間燃費表示 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 










エンジン始動時か5の情報表で 



スター トカラ 
-11 2km 


l:10h 


B —龍 km/h 

r O.Okm/l 




①エンジン始動時からの走行距離 （ km ) 
©エンジン始動時か5の経過時間 （ h ) 

③エンジン始動時からの平均速度 ( km / h ) 
® エンジン始動時からの平均燃費 （ km / I ) 

エンジンを始動したとさを起点とした 
情報を表示します。 

〇 イグニッシヨン位置を0にしてか 
ら、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてから約4時間経過ず 
ると、自動的に1」セットされまず。 
約4時間じ(巧にイグニッシヨン位 
置を1か2にしたとさは、前回の 
情報び継続して表示されまず。この 
とさは、999時間経過後、または 
9夕 99 km / マイル走行後に自動的 
に I 」セッ トされまず。 

エンジン始動時か5の情報を表示さ 
せる 

► エンジン始動時からの情報び表示さ 
れるまで、 m また-は m をキ申し 
ます。 


エンジン始動時か5の情報を手動でリ 
セットずる 

エンジン始動時からの情報は手動で U 
セットずることをでさまず。 

:►エンジン始動時からの情報び表おさ 
れているとさに、メーターパネルの 
U セットボタン （01 50ページ）を 
押し続けて、表示を U セットしまず。 

リセット時からの情報表示 



U セットカラ 

H 00km 


1:16 




- /9km/h 
已 .t3km/l 



①リセット時からの走行距離 （ km ) 
©リセット時からの経過時間化） 

@リセット時からの平均速度 ( km / h ) 

® リセット時からの平均燃費 ( km / I ) 

リセットしたとさを起点とした情報を 
表のし东9 〇 

リセット時か5の情報を表示させる 

► またはを押して、エン 
ジン始動時からの情報を表示させ 
まず。 

►リセット時からの情報が表おされる 
まで、^またはを押しまず。 

リセットずる 

► U セット時からの情報が表示され 
ているときに、^ーターパネルの 
リセットボタン （>150 ページ） 


を押し続けて、 
ます。 


表をリセットし 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 

















o U セツト後は、9夕99時間経過後、 
または99,999 km / マイル走行後に 
自動的に U セツトされまず。 

走行可能距離表示 


ソウコウカノウ： 

1 12kn 


現在の燃料残量で走行可能なおよその 
お離を計算し、予測値として表示し 
ます。イグニッシヨン位置び2のとさ 
に表示されまず。 

走行可能距離を表示させる 

► またはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報を表おさせまず 
(>175ページ）。 

► 走行可能お離び表おごれるまで、 
の まにはを押しまず。 

H 表おされる走行可能お離は、現在 
までの平均燃費と残り燃料から計算 
した予測値でず。今後の走行状況に 
応じて大さく変動ずることびあり 
ますので、燃料計を確認して、早め 
に給油してください。 

燃料残量びかないときは、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイに"ネ 'ノリヨウ I 」 
r-T キユウ 1 シテクタ''サイ" と表おされる 
か、び表示されまず。 

最寄りのガソ U ンスタンドで給油して 
<ださい。 


瞬間燃費表示 



そのとをの瞬間燃費を km / l 単位で表 
示します。エンジンびかかっていると 
さに表示されまず。 

瞬間燃費を表示させる 

► またはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報を表示させまず 


(>175ぺージ）。 

瞬間燃費び表示されるまで、 
またはを押しまず。 


回 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 












電話 _ 

携帯電話を COMAND システムに接 
続することにより、八ンズフ U —通話 
がでさまず。 

0 COMAND システムには Bluetooth ® 
接続で携帯電話を接続でさます。詳 
しくは、別冊 「 COMAND システム 
取扱説日月書」をご覧< ださい。 

A 警告 

安全のため、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けてください。 

走行中は電話を発信しないでくだ 
さし、。 

また、走行中に電話が着信したとき 
は、あわてずに安全な場所に停車し 
てから受けてください。 

どラしてち電話を受けなければなら 
ないとさは、八ンズフ U —機能で「か 
け直す」ことを伝え、安全な場所に 
停車してからかけ直してください。 

〇 走行中は一部の機能び使用でさな 
くなりまず。 


電話画面を表示させる 


► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続しまず。 

► または ra を押して、電話 
こユーを 表示させまず。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに "デン ワマチウケ II と表示さ 
れます。 

着信した電話を受ける 


デンワ 

チヤクシン... 
エイギヨウブ 


発信元び電話帳データに登録されている垣合 

電話び着信ずると上記のよラな画面び 
表示されます。 

► 着信呼び出し中に [ S を押しまず。 

通話を I 俊える（電話を切る） 

► を押しまず。 

通話を保留ずる 

► 着信呼び出し中に [ Ml を押しまず。 

〇 上記の操作は電話画面を表示し 
ていないとさち行なうことがでさ 
ます。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 













178 


r スプレイ 


電話帳から電話を発信ずる 


COMAND システムに登録されてし、る 
電話帳から電話を発信でさまず。 

OCOMAND システムの電話帳には、 
COMAND システムから直接電話 
帳データを入力したり、携帯電話 
や PC カー ドからデータをダウン 
□ー ドでさまず。詳しくは、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 

► または ra を押して、電話メ 
ニューを表示ごせまず。 

► ^または^を押して、電話帳 
を呼び出します。 

► ^または^を押して、発信先 
を選択します。 

電話帳の U ストがスクロールしまず。 

〇 向または^を押し続けると、 
はじめの7件目までは1件づつ表 
示されます。 

の または^をさらに押し続け 
ると、8件目からは五十音順または 
アルフアベ ッ ト順の先頭のデータ 
が表示されます。 


► を押しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、 "八ッシン..." の ><ッセージと 
発信した電話番号が表示されまず。 
電話帳に名前が登録されているとさ 
は、名前が表示されまず。また、発 
信した番号が履歴に登録されまず。 

〇 電話帳データに複数の電話番号 
が登録されているときは、さらに 
面 または^を押して電話番号 
を選択してから、^を押ずと発 
信されまず。 

〇 ステア U ングのスイッチを 
押し、電話を発信しないで電話帳を 
閉じたとさは、待ち受け画面に戻り 
9 〇 

発信履歴か5電話を発信ずる 

► E ] またはを押して、電話メ 
ニューを表示ごせまず。 

► COMAND ディスプレイに" デンワ 
マチウケ II と表示されているとさ 
に、 [ S を押しまず。 

発信履歴び表示されまず。 

► ^まには^を押して、発信先 
を選択します。 

► [ S を押しまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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オフ□-ド走巧装備 


オフ□ー ド走行のための装備には、 

下のちのがあ0まず。 

• 4 MATIC 

車両操縦性や走行安定性を高める4 
輪駆動システムでず。 

• DSR 

下り坂を走行ずるとさに設定した 
速度を維持しよラとずるシステム 
です。 

• □ーレンジモード 

強い駆動力を必要とするとさに設定 
します。 

• デイファレンシャル□ック 

車輪が空転して動けな < なつた場合 
などの緊急時の装備です。 

オフ□ー ドの走行については、「オフ 
□ー ド走行瓜29日ページ）」もご覧 
<ださい。 


4MATIC 

4 MAT には、滑0やずい路面での発進 
時や加速時の走行安定性を向上させ、 
車両操縦性を確保しよラとする4輪駆 
動システムでず。 

A 警告 

• 4 MAT には車両操縦' I ’まや走行安定性 
を高める装備で、無謀な運転か5の 
事故を防ぐちのではありません。 
4 MAT に車でち、車両操縦性や走行 
安定性の確保には限界がありまず。 


• 運転時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があり 
まず。 

• 滑0やずい路面などでいずれかの 
タイヤが空転したとさは、アクセ 
ルペダルを踏む力をかしゆるめて 
ください。また、憤重に運転する 
ととちに、じ I 下の操作は絶巧に行 
なわないぶラにして < ださし、。 

◊急八ンドル 
◊急プレーキ 
◊急発進、急加速 
◊急激なェンジンブレーキ 

B 4 MAT に車であってを雪道や凍結 
路などでは、ウインタータイヤやス 
ノーチェーンを装着し、速度を控え 
めにし、車間距離を十分確なして運 
転してください。スノーチェーンは 
後輪に装着してください。 

〇ブレーキダイナモ上でパーキング 
ブレーキを点検するとをは、約10 
お>じ(内にして<ださい。また、イグ 
ニッション位置を 0 か 1 にしてく 
ださい。ブレーキシステムや駆動系 
部品を損傷ずるおそれびありまず 

〇ダイナモメーターを使用して検 
査などを行なラとさは、必ず2軸 
ダイナモメーターを使用してくだ 
さい。駆動系部品やブレーキシス了 
ムを損傷するおそれびありまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におにずねください。 
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DSR 

DSR (ダウンヒル-スピード-レギュ 
レーシヨ ン） は、 下り坂を走行ずると 
さに自動的にブレーキを作動させ、設 
定した速度を維持しようとするシステ 
ムです。 

下り坂の勾配が急になるほどブレーキ 
の効さ具合は強<なり、勾配がゆる< 
なるとブレーキの効さ具合は弱<なり 
ます。 

勾配のない路面でち作動しまずが、必 
ず下り坂を走行ずるとさに使用して< 
ださい。 

A 警告 

• DSR 使用時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任が 
おじます。 

• DSR は必ず下り坂を走行するとさ 
に使用してください。路面の勾配に 
かかわらずイ乍動しますので、路面や 
周囲の状況、特に後方の車などにミ主 
意しながら操作して<ださい。事故 
を起こすおそれがあ0ます。 

• 極端な下り坂などで DSR が設定 
速度を維持でさないとさは、ブ 
レーキペダルを踏んで減速して 
ください。 

Hdsr の設定速度の表示と、スピー 
ドメーターおよびマルチファンク 
シヨンディスプレイの速度表示に 
は、若干の誤差が生じることがあり 
ます。 


H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに DSR に関する故障/警告ッ 
セージが表示されたときは(>327 
ページ）をご覧< ださい。 

Odsr び作動していてを、アクセル 
ペダルを踏むと車は加速しまず。ま 
たブレーキペダルを踏むと、車は減 
速しまず。 

A 警告 

DSR が作動しているときに、アクセ 
ルペダルを踏んで車を加速させると、 
設定速度や路面の勾配によっては、 
アクセルペダルから足を放したとさ 
に DSR が急プレーキをかけることが 
あります。十分ミ主意して走行して< 
ださい。 


DSR の作動と解除 
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感設定速度 

(設定速度が 6 km / h のとき） 



〇 約 30 km/h Li (上の速度で走行し 
ているときは DSR を作動させるこ 
とがでさません。このとさはアル 
チファンクシヨンディスプレイに 
下記の^ッセージが数秒間表おさ 
れます。 



投 



® 設定速度 

愈 DSR インジケーター 

DSR を作動させる 

► エンジンがかかっていて走行速度 
が約 30 km / h _ Ui (下のときに 、 DSR 
スイッチ©を押します。 

スイッチの表示灯®が点灯し、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
設定速度®が数秒間表示され、走 
行情報表示に DSR インジケーター 
©が表示されまず。 

その後、マルチフアンクシヨンディ 
スプレイの走行情報表示に、設定速 
度④が表示されまず。 


muL3CkrrvU デ y ウ3ク 


約 30 km / h 政上の速度で走巧していて、 DSR を 
作動させよラとしたとさ 


DSR を解除ずる 

► DSR スイッチのを押しまず。 

スイッチの表示灯®が消灯し、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
" DSR 才7 II と数秒間表示されまず。 

車両表お画面の設定速度④と DSR 
インジケーター®ち消えまず。 

QDSR を解除するとさは周囲の状況 
にま意して<ださい。急な下り坂を 
走行しているとさに DSR を解除ず 
ると、自動で作動しているブレーキ 
が解除されて速度が上昇し、事故を 
起こずおそれがあります。 

〇 エンジンを停止ずると、 DSR は解 
除されます。 

〇 走行速度が約 35 km / hiU 上に 
なると DSR は自動的に解除され 
ます。このときは確認音とともにマ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
" DSR 才 7" と表示されまず。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイで 
DSR の連度を設定ずる 



DSR 設定画面 


マルチフアンクシヨンディスプレイで 
DSR の速度を設定でさまず。 

設定できる速度は 6 km / h から 
1 8 km / h の間で'ず。 

© DSR の速度は、工場出荷時は 
6 km / h に設定されていまず。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イで設定した DSR の速度は、イグ 
ニッシヨン位置を0にしにり、エ 
ンジンスイッチからキーを巧いても 
消去されません。 

速度を設定ずる 

► マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに DSR 速度設定画面を表おさせ 
ます （01 73ページ）。 

► ステア1」ングの[±]を押しまず。 

2 km / h 単位で設定速度び上びり 
ます。 


Q 走行中はマルチフアンクシヨン 
ディスプレイで DSR の設定を行な 
わないでください。車のコント□一 
ルを失い、事故を起こずおそれびあ 
りまず。必ずレバーで設定を行なつ 
て < ださい。 

レバーで DSR の設定速度を変更ずる 



DSR を作動させているとさは、レバー 
で DSR の設定速度を一時的に変更で 
さまず。 

この操作によって設定でさる速度は 
4 km / h から1 8 km / h の間でず。 

〇 レバーで設定した DSR の速度 
は、エンジンを停止ずると消去さ 
れまず。なにエンジンを始動して 
DSR を作動ごせたとさは、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイで設定 
した速度になりまず。 


まには 

► ステア1」ングの Q を押しまず。 

2 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 
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設定速度を上げる 

► レバーを®の方向に軽く操作し 
ます。 

1 km / h 単位で設定速度び上びり 
ます。 

または 

► レバーを®の方向にいっぱいまで 
操作しまず。 

2 km / h 単位で設定速度び上びり 
ます。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとをの速度に設定されまず。 

〇 設定した速度は数秒間マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに表示さ 
れ、その後、走行情報表示に表示さ 
れます。 

設定速度を下げる 

► レバーを⑤の方向に軽く操作し 
ます。 

1 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

または 

► レバーを③の方向にいっぱいまで 
操作しまず。 

2 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

► 希望ずる速度になったらレバーか 
ら手を放しまず。 

そのとさの速度に設定されまず。 

〇 設定した速度は数秒間マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに表示さ 
れ、その後、走行情報表示に表示ご 
れます。 


—レノシ—卜 

急勾配の道路を走行ずるとさや、ミ巧川 
などを渡るとさ、トレーラーをけん 
引ずるとさなど、強い駆動力を必要 
とする場合は□ーレンジにしまず。 


ギアレンジ 

用途 

ノー 7 ル 
レンジ 

一般道路走行用でず。 

□ーレンジ 

急勾配の道路を走 
行するとをや巧川な 
どを;度るとさなどに 
使用しまず。 

ノーマル レンジに比 
ベて速度は約1/3 
になり、強い駆動力 
び発生します。 


A 警告 

ノーマルレンジから□ーレンジへ、ま 
たは□ーレンジからノーマルレンジ 
へのギアチェンジ操作を行なラ場を 
は、必ずギアチェンジの動作が完了す 
るまで待ってくださし、。 

また、ギアチェンジの動作中にエン 
ジンを停止したり、シフトポジショ 
ンを CNJ し U 外にしないでください。 

ギアチェンジの動作が完了するまで 
待たないと、ギアがニュートラルに 
なり、エンジンとドライブアクスル 
の間で動力が伝達されな<なります。 
この状態では、シフトポジションが 
rm し：•(外のとをでち車が固定され 
ないため、坂道などで車が動さ出し、 
事故を起こすおそれがあります。 
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〇し U 下のとさは□ーレンジを使用し 
ないで < ださい。 

•めかるみなど滑りやずい路面を走 
行するとき 

• 積雪路や凍結路を走行するとさ 

•スノーチェーンを装着している 
とさ 

〇走行 モー ドび M モー ドのとさに 
□ーレンジにずると、エンジン回転 
数び許容回転数に達しても自動的に 
シフトアップごれません。エンジン 
回転数を上げずざないよラにま意し 
てください。エンジンを損傷ずるお 
それびあ0まず。 

〇 □ーレンジモードにしたとをは、 
巧変スピード U S ッターで設定で 
きる速度の上限は 85 km / h になり 
ます。 



□ーレンジにずる 

►エンジンびかひっていて、走行速 
度び約 40 km / hii (下のときに、シ 
フトポジシヨンを CE にしまず。 

► □—レンジスイッチ®を押しまず。 


お、™"™™ 

IhIi 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に□ーレンジインジケーター③び表 
おされ、スイッチの表示灯③び点灯 
し 9 〇 


ノーマル レンジにずる 

►エンジンびかかっていて、走行速 
度び約 70 km / hm 下のときに、シ 
フトポジシヨンを EK にしまず。 

► □ーレンジスイッチ①を押しまず 

スイッチの表示灯③とマルチファン 
クシヨンディスプレイの□ーレンジ 
インジケーター③び消灯しまず。 

〇 シフトポジシヨンが rm じ ■ i 夕 i の 
とさにスイッチを押ずと、スイッチ 
の表示灯が点滅しまず。 

〇 ギアチェンジの作動が終了ずるま 
ではスイッチの表示灯が点滅ずるこ 
とがありまず。スイッチの表示灯が 
点滅しているときに再度スイッチを 
押すと、作動が中断されまず。 

マルチファンクシヨンディスプレイの 
警告メッセージ 

ギアチェンジの動作が正常に終了し 
ていないとさは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに UTF の ><ッセージが 
表示されまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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" max . 40 km / h テ、、ソウコウ" 

走行速度が約4日 km/h 政上のとさに 
□ーレンジにしよラとしていまず。 

スイッチの表示灯©ち点滅していまず。 

► 走行速度を約 40 km/h iU 下にして 
<ださい。 

□ーレンジになり、スイッチの表示 
口ち点口に変わりまず。 

" max . 70 km / h テ、、ソウコウ" 

走行速度が約 70 km / haU 上のときに 
ノーマルレンジにしよラとしていまず。 

スイッチの表示灯®ち点滅してし''まず。 

► 走行速度を約 70 km/h (下にして 
<ださい。 

ノーマル レンジになり、スイッチの 
表示灯ち消灯に変わりまず。 

■ I タンシ''カン N こシフトシテクタ''サイ" 

走行速度は約 40 km/h iU 下（□-レ 
ンジにずるとき）または約 70 km/h 
m 下（ノーマルレンジにするとき）に 
なっていますが、シフトポジションが 
rm になっていません。 

スイッチの表示灯 ( D ち点滅していまず。 

► シフトポジションを rm にして< 
ださい。 

" シフトドウサキャンセルリイキト''ウシテクタ'’リイ" 

何らかの原因でギアチェンジの動作が 
完了していません。 

► ギアチェンジのための条件を確認 
し、再度操作を行なって<ださい。 


■ I テイシャ/ド-キンク'' フ''レ-キソウリ" 

警告音が鳴りまず。 

ギアチェンジの動作が完了していま 
せん。ギアがこュートラルになってお 
り、エンジンとホイールの間で動力が 
伝達されていません。 

H 走行を続けないで<ださい。駆動 
部品を損傷ずるおそれがありまず。 

►周囲の状況にま意しながら、停車し 
て < ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<だ 
さい。 

► ギアチェンジのための条件を確認 
し、再度操作を行なって<ださい。 

ギアチェンジの動作が完了ずると、 
警告^ッセージが消えまず。 
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デイファレンシャル□ツク 


デイファレンシャル□ックは、車輪が 
空転して走行でさな < なつた場合など 
に、デイファレンシャルを□ックずる 
ことにより、空転していない車輪に駆 
動力を伝え、脱出を容易にずる緊急時 
の装備です。 

デイファレンシャル□ックは 、 AUTO 
モードまたは手動により操作でさ 
ます。 


A 警告 

舗装された道路や固い路面を走行す 
るとさは必ず AUTO モードにして、 
デイファレンシャル□ックの手動操 
作はしないでください。デイファレ 
ンシャルを□ックすると、車両操縦 
性が大幅に制限されるため、事故を 
起こずおそれがありまず。 


点口ずる表示打 

モード 

作動内容 

⑤ 

(01 88ページ） 

AUTO モード 

状況に合わせてデイファレンシャル□ック 
が自動的に作動しまず。 

⑤ 

(01 88ページ） 

センターデイ 
フアレンシヤ 
ル□ツク 

センターデイファレンシャルを手動で□ッ 
クずることがでさまず。 

□ックずると、フ□ント/リアのプ□ぺ 
ラシャフトが直結し、前輪または後輪が空 
転した場合でち駆動力を確保します。 

④ 

(>188 ぺージ） 

センター/ 

U アデイフア 
レンシヤル 
□ツク 

センターデイファレンシャルとリアデイ 
ファレンシャルを手動で□ックずることが 
でさます。 

□ックずると、フ□ント/リアのプ□ぺ 
ラシャフトとリア左ちのアクスルが直結 
し、空転していない車輪にち駆動力が伝 
わりまず。 
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A 警告 

コーナ U ング中にデイファレンシャ 
ル□ックの操作をしないでください。 
旋回時でち直進しよラとずる力び強 
く働さ、急激に直進状態に戻ること 
びあり、事故を起こすおそれびあり 
ます。 

デイファレンシャルを□ックしたと 
さは、急発進をしないでください。 
車の向きび急に変わり、事故を起こず 
おそれびあります。 

〇デイファレンシャル□ックの手動 
操作は、 AUTO モードでは駆動力 
び不足ずる場合にのみ行なって< 
ださい。 

〇デイファレンシャル□ックを手動 
操作したとさは、車両操縦性び大幅 
に制限されるため、ま意して走行し 
て < ださい。また、最適な駆動力び 
得られるよ5に慎重にアクセルを 
踏んで < ださい。 

〇デイファレンシャルを□ックした 
とさは、アクセル操作やステア U ン 
グ操作はゆっくり行ない、慎重に運 
転してください。 

Q デイファレンシャルを□ックずる 
ときは、車輪び空転していないこと 
をおず確認してください。車輪び空 
転しているときに□ックずると車び 
突然飛び出すおそれびあ0まず。 


。車をシャシーダイナモ上で動かず 
とさは、必ずパーキングブレーキ 
を確実に効かせ、短時間であって 
を駆動アクスルし U 外を持ち上げる 
か、ドライブシャフトを外してく 
ださい。このとさ、センターディ 
ファレンシャルを必ず □ ックして 
<ださい。駆動装置を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

〇 前輪の駆動力は 4 ETS により、自 
動的に制御されまず。 

〇 ディファレンシャル□ックの作 
動状態は、マルチファンクシヨン 
ディスプレイのオフ□ー ド装備画面 
(01 59ぺージ）に表示されまず。 

〇 安全のにめ、走行速度び約 
50 km / h じ(上になると、ディファ 
レンシャル□ックは自動的に解除さ 
れます。 

〇 停車してイグニッシヨン位置を0 
か1にしてから約10秒じ(上経過ず 
ると、ディファレンシャル□ックは 
AUTO モードになりまず。 


B を習恒掛 
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デイファレンシャル□ツク①作動 



①ディファレンシャル□ックダイヤル 
③ AUTO モード表示口 

③ センターディファレンシャル□ック表 
示な 

④ センター/ U アディファレンシャル 
□ック表示な 

AUTO モードにずる 

► エンジンを始動しまず。 

ディファレンシャル□ックダイヤル 
①の表示灯③び点灯しまず。 

► 他のモードを選択しているとさは、 
ディファレンシャル□ックダイヤル 
①をまわして、表示灯③を点灯ごせ 
ます。 

マルチファンクシヨンディスプレイを 
オフ□-ド装備画面（ N 59ページ） 
にしているとさは、 "トト" の文字び表 
示されます。 

AUTO モードでは、ディファレンシャ 
ル□ックは自動的に制御されまず。 

舗装路面からオフ□ー ドまで、様々な 
路面状況に適した駆動力び発生し、車 
の旋回時にを影響をちえません。 


センターデイファレンシャルを□ッ 
クずる 

►約 SOkm / hliTF で走行していると 
きにデイファレンシャル□ックダイ 
ヤル①をまわして、表示灯③を点灯 
させまず。 

k 國 i 

⑥センターデイファレンシャルび□ック 
した状態 


マルチファンクシヨンディスプレイを 
オフ□-ド装備画面（ N 59ページ） 
にしているとさは、センターディファ 
レンシャルび□ックしたことを示ず 
□ ⑤び表示されまず。 

AUTO モードから操作したときは、 
II 才-卜 II の义宇び消えまず。 

センターディファレンシャルとリア 
ディファレンシャルを□ックずる 

► 約 30 km / hl ； ■(下で走行していると 
きにディファレンシャル□ックダ 
イヤル①をまわして、表示灯④を 
点灯ごせまず。 


⑥センターデイファレンシャルが□ック 
した状態 

© リアデイファレンシャルが□ックした 
状態 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチファンクシヨンデイスプレイを 
オフ□ー ド装備画面（>159ページ） 
にしているとさは、センター / U ア 
デイファレンシャルが□ックしたこと 
を示す2つの □ ©® が表示されまず。 

AUTO モードから操作したときは、 
II 才-卜 II の文字が消えまず。 



アクセルペダルを踏まな<てち、設定 
した速度を自動的に維持して走行でさ 
ます。 

設定できる速度は約 30 km / h 政上でず。 



約 30 km / h 政上で走行しているとき 
にディファレンシャルを□ックしよう 
としたときは、マルチファンクシヨン 
ディスプレイに上記のッセージが表 
示されます。 

マルチファンクシヨンディスプレイの 
警告メッセージ 

ギアチェンジの動作が正常に終了し 
ていないときは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに！; TF の ッセージが 
表示されます。 

" テ''フ□ツクシステムカネツス]シオ巧クタ''サイ" 


A 警告 

. 車の走行速度や先行車との車間距 
離の確保など、クルーズコント□一 
ル使用時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があり 
ます。 

• し U 下のよラな場含はクルーズコン 
卜□ールを使用しないでください。 
車のコント□ールを失い、事故を 
起こすおそれがありまず。 

◊急な下り坂、急カーブ、曲がり 
<ねった道路 

〇加減速を繰り返ずよラな交通状 
況や交通量の多い道路 

◊雨で'；!れた路面や積雪路、凍結 
路などの滑りやずい路面 

◊降雨時や降雪時、濃霧時など視 
界が確保でをない場合 


デイファレンシャル□ツクシステムが 
過熱しているため、デイファレンシャ 
ル□ツクが解除されていまず。 

► 注意して走行して < ださい。 

デイファレンシャル□ツクが冷却 
されれば、再度操作でさるよ5に 
なりまず。 


〇クルーズコント□ールは、主に高 
速道路や自動車専用道路で使用する 
ことを想定したちのでず。市街地で 
は使用しないでください。 

Q 指定のサイズで4輪とち同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールが誤作動するおそれが 
ありまず。 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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〇急な上り坂では、クルーズコント 
□ールび速度を維持ずるためにシフ 
トダウンしまずび、設定した速度を 
維持でさないことびありまず。この 
ようなときはアクセルペダルを踏ん 
で加速してください。 

〇急な下り坂などで惰性びついたと 
をは、速度を維持ずるために自動的 
にブレーキを効かせることびあ0 
ますび、設定速度を維持でさないこ 
とびありまず。 

このよラなときは、ブレーキぺ夕 V レ 
を踏むか、テイップシフトでほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強く して、 減速してくだ 
さい。 

A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。スリップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こずおそれびあ 
0ます。 

A 警告 

自動的にブレーキを効かせていると 
さは、ブレーキペダルび奥に引さ込 
まれます。ブレーキペダルの下に足 
を置いていると、足を巧まれたり、 
ブレーキの作動を妨げるおそれびあ 
0まず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにクルーズコント□ールに関ずる 
故障/警告メッセージび表示され 
にとをは0327ページ）をご覧く 
ださい。 


クルーズ コン ト□ー ルの使いかた 


①現在の走行速度に設定する/設定速 
度を上げる 
③表示な 

③ 記憶されている前回の設定ま度に設定 
ずる/現在の走行速度に設定ずる 

④ 現在の走行速度に設定ずる/設定ま度 
を下げる 

⑥クルーズコント□ールと可変スピード 
U 5ッターを切り替える 
⑥クルーズコント□ールを解除する 

DSR (01 80ぺージ）、可変スピード 
リミッター（|>193ページ）と同じレ 
バーを使用しまず。 

レバーの表示灯③び消灯しているとを 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
ます。 

レバーの表示灯③び点灯しているとさ 
は、可変スピード US ッターを操作 
でさる状態でず。レバーを⑥の方向に 
押ずと表示灯③び消灯し、クルーズコ 
ント□ールを操作でさる状態に切り替 
わりまず。 
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クルーズコント□ールを 設定ずる 

► DSR が解除されていることを確認 
します （>180 ぺージ）。 

►希望の速度まで加速、または減速 
します。 

►希望の速度に達したとさ、レバー 
を①か④の方向に操作しまず。 

そのとさの速度にクルーズコント 
□ールが設定されまず。 

または 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

• 設定速度が記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に設定さ 
れます。 

• 設定速度が記憶されていないと 
さは、そのとさの速度に設定さ 
れます。 

アクセルペダルから足を放ずと、設 
定した速度を維持するよラ I こ走行し 
ます。 



@設定速度 

@クルーズコント□ールインジケーター 


また、走行情報表示にクルーズコント 

□ールインジケーター®が表示され 

ます。 

A 警告 

記憶されている速度に再度設定する 
とさは、周囲が安全な状況であるこ 
とを確認してください。走行中の速 
度と設定速度に大さな差があると、 

急加速や急減速をして事故を起こす 
おそれがあ0ます。 

〇 走行速度が約 30 km / haU 下のと 
さや、 ESP ® オフスイッチで ESP ® 
の機能を解除しているとさはクルー 
ズコント□ールを設定でさません。 
このとさは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに "— km / h " が数秒 
間点滅しまず。 

〇 クルーズコント□ールを解除ずる 
前の設定速度は記憶されまず。た 
だし、イグこッシヨン位置を一度0 
か1にずると、記憶された速度は 
消去されまず。 

〇 クルーズコント□ールの設定速度 
の表示と、スピード一夕一および 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の速度表示には、若干の誤差が生じ 
ることがありまず。 

〇 上0坂では設定速度を維持でさ 
ないことがありまずが、平坦な路 
面になると設定速度に戻りまず。 


I 


マルチフアンクシヨンデイスプレイに 
設定速度⑦び表示され、数秒間後に走 
行情報表示に移動しまず。 
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設定速度を上ばる 

► レバーを①の方向に軽<操作し 
ます。 

1 km / h 単位で設定速度が上がり 
ます。 

希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 

または 

► レバーを ①の方向にいっぱいまで 
操作します。 

10 km / h 単位で設定速度が上がり 
ます。 

Ikm / h 単位の端数で速度が設定さ 
れていたとさは、設定速度が切り上 
がり、その後 10 km / h 単位で設定 
速度が上がりまず。 

► 希望ずる速度になったらレバーか 
ら手を放しまず。 

そのとさの速度に設定され、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに設定 
速度が数秒間表示されまず。 

Q レバーを①の方向に操作してク 
ルーズコント□ールの設定速度を上 
げるとさは、周囲の状況にま意して 
<ださい。レバーから手を放した後 
を、設定した速度に到達ずるために 
車び加速ずることびありまず。 


〇 追い越しなどで一時的に速度を上 
げるとさは、アクセルペダルを踏ん 
で速度を上げてください。アクセル 
ペダルから足を放ずと、元の設定速 
度に戻りまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを④の方向に軽く操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

希望する速度になったらレバーか 
ら手を放しまず。 

または 

► レバーを④の方向にいっぱいまで操 
作しまず。 

1 Okm / h 単位で設定速度が下がり 
まず。 

1 km / h 単位の端数で速度が設定さ 
れていたとさは、設定速度が切り下 
がり、その後1 Okm / h 単位で設定 
速度が下がりまず。 

► 希望する速度になったらレバーから 
手を放しまず。 

そのとさの速度に設定され、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに設定 
速度が数秒間表示されまず。 

〇 レバーを④の方向に操作して減速 
しているとさに、シフトダウンした 
0、自動的にブレーキを効かせるこ 
とびありまず。 

Q クルーズ コント □ー ルび自動的 
に ブレーキを 効かせていると をは、 
ブレーキ ペダルび奥に引さ込まれ 
ます。 ブレーキ ペダルの下に足を 
置し''てし''ると、足を挟まれにり、 
ブレーキの 作動を妨げるおそれび 
ありまず。 
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クルーズコント□-ルの設定を解 
除ずる 

► ブレーキ ペダルを踏みまず。 

まには 

► レバーを⑥の方向に操作しまず。 
または 

► レバーを⑥の方向に操作しまず。 

レノく一の表示灯③び点灯し、可変ス 
ピード U S ッ ターを操作でさる状態 
に切り替わりまず。 

A 警告 

クルーズ コント□ールはシフトポジ 
ションを EK にしてち解除されまず 
び、走行中はシフトポジションを 
HE にしないで<ださい。エンジン 
ブレーキび効かないため、事故を起 
こしたり、トランスミッションを損 
傷するおそれびあ D まず。 

〇 クルーズ コント □ー ルを解除ずる 
前の設定速度は記憶されまず。 

ただし、イグニッション位置を一度 
0か1の位置にずると、記憶され 
に設定速度は消去されまず。 


〇 じ(下のとさはクルーズコント □— 
ルび自動的に解除されまず。 

• シフトポジションを HE にし 
たとさ 

• ESP ⑥び作動したとさ 

• ESP ® オフスイッチで ESP ® の 
機能を解除したとを 

このとをは警告音び鳴り、マルチ 
フアンクションディスプレイに" クル 
-ス '' T ノ阳-ル オフ" と表示されまず。 

また、パーキングブレーキを効かせ 
たとさをクルーズコント□ールは自 
動的に解除されまず。 


可変 スピードリミッタ~ _ 

巧変スピード1」 S ッターは、制限速度 
を設定すると、アクセルペダルを踏み 
込んでいてを、設定速度を超えないよ 
5に走行ずることびでさまず。設定で 
きる速度は 30 km / h から210 km/h 
の間でず。ただし、車の最高速度 iiLh 
に制限速度を設定してを、車の最高速 
度じ(上の速度で走行ずることはできま 
せん。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
を行する際は、おず法定速度や制限连度 
を遵守してください。 


I 
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A 警告 

• 走行時は法定速度を遵守して<だ 
さい。可変スピードリミッター使 
用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任があります。 

• 運転を交代するとさは、必ず交代す 
る運転者に、可変スピード us ッ 
ターの機能と設定した制限速度を 
伝えて<ださい。可変スピード U 
S ッターの機能を知らずに運転ず 
ると、アクセルペダルを踏んでち 
速度が上がらず、事故を起こずお 
それがあ0ます。 

• 可変 スピード US ッターはブレーキ 
ペダルを踏んでち解除でさません。 

• 可変スピードリミッターは設定し 
た制限速度似上に加速する必要の 
ないときに使用してください。 

〇急な下り坂などで惰性がついたと 
さは、速度を維持ずるために自動的 
にブレーキを効かせることがあ0 
ますが、設定速度を維持でさないこ 
とがありまず。 

このようなとさは、ブレーキペダル 
を踏むか、ティップシフトで低いギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強< して、減速して<だ 
さし、 

A 警告 

路面が滑0やずいとさは、急激なエ 

ンジンブレーキを効かせないで<だ 

さい。ス U ップして車のコント□一 

ルを失い、事故を起こすおそれがあ 

0まず。 


A 警告 

走行しているとさは、軽くブレーキ 
を効かせ続けるなど、ブレーキぺダ 
ルを踏み続けないでください。ブレー 
キシステムが過熱して制動距離が長 
<なったり、ブレーキが効かな<な 
るおそれがあります。 


A 警告 

自動的にブレーキを効かせていると 
さは、ブレーキペダルが與に引さ込 
まれまず。ブレーキペダルの下に足 
を置いていると挟まれたりブレーキ 
の作動を妨げるおそれがありまず。 

Q 巧変スピード U 三ッターの設定速 
度の表示と、スピード一夕一およ 
びマルチファンクシヨンディスプレ 
イの速度表示には、若干の誤差が生 
じることがありまず。 

Q マルチファンクシヨンディスプレ 
イに可変スピードリミッターに関ず 
る故障/警告^ッセージが表おさ 
れたときは（[>327ぺージ）をご覧 
<ださい。 

〇 ウィンタータイヤスピード US ッ 
夕一(>17日ページ）を設定してい 
るときは、可変スピードリミッター 
で設定でさる制限速度は、ウィン 
タータイヤスピード U 三ッターの設 
定速度が上限となりまず。 

〇 設定した速度を維持でさないとさ 
は、警告音が鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"リ ミツ巧]1で/ 
夕 II と表おされることがありまず。 
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〇 □ーレンジモードにしたときは、 
可変スピード US ッターで設定で 
きる速度の上限は 85 krn / h になり 
ます。 


可変スピードリミッターの使いかた 



①現在の走行速度に設定する/ 30 km/h 
に設定する/設定速度を上げる 


©表示灯 

③記憶されている前回の設定速度に設定 
する/現在の走行速度に設定する/ 
3日 km / h に設定する 

® 現在の走行速度に設定ずる/ 30 km/h 
に設定ずる/設定速度を下げる 
愈巧変スピード U ミッターとクレーズコ 
ント□ールを切り替える 
© 可変スピードリミッターを解除する 

DSR 0180ページ）、クルーズコン 
卜□ール（1>189ページ）と同じレバー 
を使用します。 

レバーの表示灯®が点口しているとさ 
に、可変スピード U ミッターを操作で 
さまず。 


レバーの表示口③が消口しているとき 
は、クルーズコント□ールの操作がで 
さる状態でず。レバーを®の方向に 
押すと表示灯⑤が点口し、巧変スピー 
ドリ 三ツターを 操作でさる状態に切り 
替わりまず。 

可変スピードリミツターを設定ずる 

► DSR が解除されていることを確認 

します （>180 ページ）。 

► レバーを①または④の方向に軽< 

操作しまず。 

.停車中および走行速度が約 
30 krn/h (下のときは、 30 km / 
h に設定されまず。 

• 走行速度が約 30 km/h 上のと 
さは、そのとさの速度に設定さ 
れます。 

または 

► レバーを③のち向に操作しまず。 

• 設定速度が記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に再度 
設定されまず。 

• 設定速度が記憶されていない 
とさで、停車中および走行速 
度が約 30 km / h (下のときは、 
30 km / h に設定されまず。 

• 設定速度が記憶されていないと 
きで、走行速度が約 30 km/hm 
上のとさは、そのとさの速度に 
設定されます。 


I 







196 


走行装備 



⑦設定速度 

⑨可変スピードリ云ッター表示口 


マルチファンクシヨンディスプレイに 

設定速度⑦び表おごれ、数秒後に走行 

情報表示に移動しまず。 

まに、メーターパネルの可変スピード 

U S ッター表示灯⑨び点灯しまず。 

〇 可変スピード U S ッターを解除ず 
る前の設定速度は記憶されまず。た 
だし、イグニッシヨン位置を一度 0 
か1にずると、記憶された速度は 
消去されまず。 

〇 キックダウンをしているときは巧 
変ス ピー ド U ミッターは 設定できま 
せん。このと さは マルチファンク 
シヨンディスプレイに"--- km / h " び 
数秒間点滅しまず。 

〇制限速度を設定ずるとさは、周囲 
の状況、特に後方の車などにま意し 
なびら操作してください。事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

設定速度を上げる 

► レパ'一を任の方向に軽く操作しまず。 

1 km/h 単位で設定速度び上びり 
ます。 

► 希望ずる速度になったらレパーか 
ら手を放しまず。 


そのとさの速度に設定されまず。 

または 

► レバーを①の方向にいっぱいまで 
操作しまず。 

•10 km / h 単位で設定速度び上び 
りまず。 

. 1 km / h 単位の端数で速度び設定 
されていたとをは、設定速度び 
切り上びり、その後 10 km / h 単 
位で設定速度び上びりまず。 

► 希望ずる速度になったらレバーか 
ら手を放しまず。 

そのとさの速度に設定され、マルチ 
フアン クシ ヨン デ イス プレイに設定 
速度び数秒間表示されまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを④の方向に軽く操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとをの速度に設定されまず。 

まには 

► レバーを④の方向にいっぱいまで 
操作しまず。 

•10 km / h 単位で設定速度び下び 
りまず。 

• 1 km / h 単位の端数で速度び設定 
ごれていにとさは、設定速度び 
切り下びり、その後 10 km / h 単 
位で設定速度び下びりまず。 
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► 希望ずる速度になったらレバーか 
ら手を放しまず。 

そのとをの速度に設定され、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに設定 
速度び数秒間表示されまず。 

可変スピード U ミッターを解除ずる 

► レバーを⑥の方向に操作しまず。 
または 

► レバーを⑥の方向に押しまず。 

レバーの表示灯③び消灯し、クルー 
ズコント□ールの操作びでさる状態 
に切り替わりまず。 

A 警告 

可をスピード|」=ッターは、ブレー 
キペダルを踏んでち解除されません。 

[I 可変スピード U S ッターを解除し 
てを、設定速度は記憶されていまず。 
記憶されている速度び走行速度より 
をほい場合、記憶されている速度に 
再度設定すると、アクセルペダルを 
踏んでいてち車は減速しまず。 

〇 なの操作をしたとさは可変ス 
ピード US ッターび自動的に解除 
されます。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしにとさ 

このとさは警告音び鳴0まず。 

ただし、走行速度び設定速度よ 
り約 20 km / h (上ほいときは、 
キックダウンしてを可変スピー 
ド U S ッターは解除されません。 


ADS 

構 

• 一-一 

心 


ADS (アダプティブ.ダンピング■シ 
ステム）は、運転のスタイルや道路状 
況などに応じて、サスペンションを最 
適な状態に調整しまず。 

まに、サスペンションモード選択ス 
イッチでサスペンションモードを選択 
でさます。 

サスペンションモードを選択ずる 

エンジンびかかっているとさに操作で 
さまず。 

► サスペンションモード選択スイッ 
チ①を押しまず。 

サスペンションモードび AUTO 一 
SPORT 一 COMF 一 AUTO と切り 
替わりまず。 

A 警告 

サスペンションモード還択スイッチを 
操作するとさは、ホイール八ウスのお 
くや車の下に人びいないことを確認し 
てください。車高び変化するとさに、 
身体を巧むおそれびありまず。 


B を邸 Q 恒脚 
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点なずる 
表示な 

モード 

作動内容 

消な 

AUTO 

通常走行 
用のモー 
ドでず。 

③ 

SPORT 
(スポーツ） 

スポーテイ 
な走行に適 
したモー 
ドでず。 
標準より 
約 15 mm 
低い車高に 
なりまず。 

③ 

C 0 MF 

ロン 

フオ—卜） 

快適性を重 
視ずる走行 
用のモード 
です。 


〇 サスペンションモードび AUTO 
モードひ COMF モードのときは、 
走行速度び一定 Li (上の速度になる 
と、車高び約 15 mm 下びりまず 
0204ぺージ)。 

〇イ グニツション位置を 0 にしたり、 
エンジンスイツチからキーを巧いて 
を、選択したサスペンションモード 
は記憶されまず。 

〇 いずれかのドアび開いているとさ 
は、 SPORT モードを選択してを車 
高は下びりません。開いているドア 
を閉じると、車高び下びりまず。 



①車高調整ダイヤル 
③車高上昇の方向 

③ 車高下降の方向 

④ 表示な 

悪路などを走行ずるとさは、車高を上 
げることにより最ほ化上高を確保ずる 
ことびでをまず。 

車高は、車高調整ダイヤル①により、 
4つのレベルを選択でさまず。 

エンジンびかかっているとさに操作で 
さます。 

A 警告 

車高を調整ずるとさは、ホイール八 
ウスのおくや車の下に人びいないこ 
とを確認してください。車高び変化す 
るとさに、身体を巧むおそれびあ0 
まず。 
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点打ずる表示なの数 

車高レベル 

車高上昇値 

設定可能速度 

0 

通常走行レベル 

0 mm (標準） 


1 

オフ□—ドレべル1 

標準 +20 mm 

〜100 km/h 

2 

オフ□—ドレべ J レ2 

標準 +40 mm 

〜 70 km/h 

3 

オフ□—ドレべ J レ3 

標準 +60 mm 

〜 20 km/h 


A 警告 

• 通常は、できるだけほい車高で走 
行してください。車高び上昇ずる 
と、車の重むち上び0、事故を起 
こずおそれびあります。 

• 車高を上昇させたとさは、急発進 
や急加速を避け、憤重に運転操作 
を行なってください。 ESP ⑩び作 
動してち、車両操縦性や走行安定 
性の確保には限界びあ D まず。 

〇悪路などを走行ずるとさは、レべ 
ルコント□ールで車高を上げて十分 
な地上高を確保してください。車両 
を損傷するおそれびありまず。 

Q 連続して車高を調整しないでくだ 
さい。エアポンプの保護機能によっ 
て作動び停止ずることびありまず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに車高に関ずる故障/警告メッ 
セージび表示されたときは(>325 
ページ）をご覧ください。 


〇 U モコン操作やキーレス 3— 操作 
で車を解淀したとさやドアを開いた 
とさに、積載荷物の重量に応じて車 
高び調整されることびあ0まず。 

©外気 温度の変化により、停車中の 
車の車高び調整されることびあり 
まず。 

0 走行中に車高を調整ずると、より 
短い時間で車高調整を完了させるこ 
とびでさまず。 

〇イグ ニッション位置を 0 にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
ち、選択した車高レベルは記憶され 
まず。 

〇 いずれかのドアび開いているとさ 
は、車高は下びりません。開いてい 
るドアを閉じると、車高び下びり 
9 〇 

〇 設定可能速度 iU 上の速度で車高を 
調整しよラとしたときは、7ルチ 
フアンクションデイスプレイに" レ 
へ''ルチョウセイシヨの 力" と表示されまず。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイの 
表示 


車高レベルの表示 

マルチファンクシヨンディスプレイを 
オフ□ー ド装備画面（杉159ページ） 
にしているとさは、車高の上昇/下 
降状態や車高レベルが表示されまず。 

オフ□ー ド装備画面を表示させてい 
ないとさに、レベルコント□ールを作 
動させたときは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイの表示が liTF のよ5に 
切り替わりまず。 

• 車高をオフ□ー ドレべル 3 LU がの 
レベルにしたときは、マルチファン 
クシヨンディスプレイの画面は、車 
高調整が完了した約5秒後に、元 
の画面に戻0まず。 

車高が調整されている途中で、ス 



テア U ングスイツチの fgICT ま 
たは^ を押ずと、他の 

こユーを選択でさまず。 

車高をオフ□ー ドレべル3にした 
とさは、車高調整が完了してちマル 
チフアンクシヨンディスプレイの画 
面は元の表示に戻りません。 

車高が調整されている途中で、ス 


車高をオフ□ードレべル1にずる 

停車中、または約1日 Okm / hLi (下で走 
行しているとさに設定でさます。 

通窜走行レベル 
レベル] 

車高調整ダイヤ j レの操作直後の表示な風の状態 

► 車高が通常走行レベルのときは、 
車高調整ダイヤル①を時計回り③に 
まわして、表示口④の状態を上図の 
よラにしまず。 

愈車高上昇インジケーター 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に車高上昇インジケーター©と" シ '' 
ヨウショウチ： I ウ II が表示されまず。 



テア U ングスイッチの mm ま 
たは^^を押ずと、そのと 
さの車高がオフ□ー ドレべル2 
下のとさは、他のこユーを選択 
でさまず。 


B を邸6恒冊 
























走行装備 


201 


レベル2 

レベル3 

レベル] 

レベル] 

消巧 

点減 

点減 

点減 

点灯 

点な 



車高調整ダイヤル①操作直後の表示な④のが態 

►車高びオフ□ー ドレべル2、また 
はオフ□ー ドレべル3のときは、 
車高調整ダイヤ j レ①を反時計回り③ 
にまわして、表示灯④の状態を上図 
のよラにしまず。 

I 国 J 

©車高下降インジケーター 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
に車高下降インジケーター®と" 力] 
ウチュウ" が表示されまず。 

I 画 J 

©車高インジケーター 

車高調整が完了ずると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに" む日-ドタカ 
サ 1" と表示され、車高インジケーター 
③が1個点口しまず。 

また、スイッチの表示灯④が1個点火了 
します。 


車高をオフ□ー ドレべル2にずる 

停車中、または約 70 km / haU 下で走 
行しているとさに設定できまず。 

通常走行レベルレベル] 

♦ ♦ 

レベル2 レベル； 



点麻 

点減 

点ミ威 

点阿 


車高調整ダイヤル①操作直後の表示灯④の状態 

►車高が通常走行レベル、または才 
フ□ー ドレべル1のとさは、車高 
調整ダイヤル①を時計回り®にまわ 
して、表示灯④の状態を上図のよラ 
します。 

⑥車高上昇インジケーター 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に車高上昇インジケーター⑥と" グ 
ヨウショウチュウ" び表示されまず。 



車高調整ダイヤル①操作直後の表示な④の巧態 

► 車高びオフ□ー ドレべル3のとさ 
は、車高調整ダイヤル①を反時計回 
り③にまわして、表示灯④の状態を 
上図のようにしまず。 


I 
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©車高下降インジケーター 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に車高下降インジケーター⑥と "力] 
ウ チュウ" が表示されまず。 





車高をオフ□ー ドレべル3にずる 

停車中、または約 20 km / hLi (下で走 
行しているとさに設定でさまず。 


の 


© 

© 


©車高インジケーター 

車高調整が完了ずると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに" む日-ド州 
サ 2" と表示され、車高インジケーター 
③が2個点灯しまず。 

また、表示口④が2個点灯しまず。 


通常走行 

レベルレベル]レベル2 
レベル3レベル3レベル3 

車高調整ダイヤ j レ①操作直後の表示な④の状態 

► 車高調整ダイヤル①を時計回り③ 
にまわして、表示灯④の状態を上図 
のよ5にしまず。 

/ / JB 

愈車高上昇インジケーター 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に車高上昇インジケーター©と" シ '' 
ョウショウチ2 う" が表示されまず。 
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車高びオフ□ー ドレべル2 li (上に 
なったときは " max .20 km / h " と表 
示されます。 
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オフ□ードレべルの自動解除 

li 議 ^^ 


車高びオフ□—ドレべル3のときに約 20 km/h 
L 八上の速度で走行した場合の警告メッセージ 


車高調整が完了ずると、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに" む日-ドタカヴ 
3" と表示され、表示灯④が3個点火了 
します。 

また、車高インジケーター③が3個点 
灯しまず。 

A 警告 

一般道では車高をオフ□ー ドレべル3 

にして走行しないでください。重む 

び高<な0、事故を起こすおそれび 

ありまず。また、オフ□ー ドレべル3 

にしたとさは、じ(下の内容を守って 

運転してください。 

• オフ□ー ドレべル2では走破でき 
なし'!よラな悪路を走巧ずるとさの 
み、オフ□ー ドレべル3にしてく 
ださい。 

• オフ□ー ドレべル3にずると車両 
操縦性び大き < 変化します。 

• 約 20 km / h な上のま度で走行し 
ないで < ださい。 

• 急八ンドルや急加ま、急ブレーキ 
は避けて < ださい。 

• 車両操縦性の違いにを意して走行 
して < ださい。 


オフ□—ドレべル3の自動解除 

車高びオフ□ー ドレべル3のとさに走 
行速度び約 20 km / h を超えると、警 
告音とともにマルチフアンクシヨン 
ディスプレイに前記の警告メッセージ 
び表示されまず。 

そのままの速度で走行を続けたり、速 
度を上昇させたとさはオフ□ー ドレ 
ベル3は自動的に解除され、そのと 
さの速度に適した車高に自動調整さ 
れます。 

〇 オフ□ー ドレべル3で走行してい 
るとさに、停止ずるか速度を下げる 
と、車高び自動調整されることびあ 
りまず。 

オフ□—ドレべル2の自動解除 

車高びオフ□—ドレべル2のとさに、 
約90 km / h し iLh の速度で走行ずるか、 
約70〜 90 km / h の速度で約20秒し U 
上走行すると、オフ□ー ドレべル2は 
自動的に解除され、オフ□ー ドレべル 
1になりまず。 
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オフ□ー ドレべル1の自動解除 

車高がオフ□ー ドレべル1のときに、 
約11日 km/h 上の速度で走行する 
わ、、約10日〜 115 km / h の速度で約 
20秒 LU 上走行ずると、オフ□ー ドレ 
ベル1は自動的に解除されまず。 

ADS のモードが AUTO または C 0 MF 
のとさは通常走行レベルに 、 SPORT 
のときは八イウェイレベルになり 
ます。 

※上記は車両の機能の説明でず。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守 
してください。 

車高を通常走巧レベルにずる 


レベル1 

■ 

レベル2 

■ 

レベル3 

■ 

通常走行通萬走行通常走行 
レベル レベル レベル 

消丹 

消な 

点ミ顾 

消灯 

点減 

点滅1 

点減 

点減 

点減1 


參 S 


k 国 i 

愈車高下降インジケーター 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
車高下降インジケーター®と" 力]ウ チュウ" 
が表示されまず。 

車高調整が完了ずると、点滅していた 
表示口感が消口しまず。 


八イウェイレベル 


車高調整ダイヤルの操作直横の表示灯④の状態 

► 車高調整ダイヤル①を反時計回り 
⑤にまわして、表示灯④の状態を上 
図のようにしまず。 


ADS 01 97ぺージ）のモード 
が AUTO か C 0 MF のときに、約 
1 80 km / h 政上の速度で走行するか、 
約16日〜180 km / h の速度で約20 
秒(上走行ずると、車高が約 15 mm 
下が0まず。 

速度が約 40 km / h _ UU 下になるか、約 
4 日〜 7 日 km / h の速度で約2日 秒 U (上 
走行すると、車高は通常走行レベルに 
戻0まず。 

《上記は、車両の機能の説日月です。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

OaDS のモードび SPORT のときは、 
走行速度にかかわらず、車高は八イ 
ウェイレベルになりまず。 
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パークト□ニック 


A 警告 

• パークト□ニックは運転者を支 
援するシステムでず。パークト〇 
ニック使用時においてち安全確保 
や危険回避については、運転者に 
全責任がありまず。 

• パークト□ニックは運転者を支 
援ずるシステムでず。運転者はパー 
クト□ニックだけに頼5ず、必ず周 
囲の状況を確認して<ださい。特に 
周辺に人や動物がいないことを確 
認してください。 

パーク ト □こック は、フ□ントとリア 
のノ（ンノ（一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で運 
転者に知らせる装置でず。 

パーク ト □ニックは、 速度が約 
1 8 km/h iU 下のとさに待機状態になり 
ます。速度が約 18 km / h _ UU 上になる 
と機能が解除されまず。 


パークト□ニックセンヴー 




U ア 

①センサー 


フ□ントバンパーの6個のセンサーと 
U アノ（ンノ（一の4個のセンサーが車の 
周辺の障書物などを感知しまず。 

H センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着したときは、赤色インジ 
ケーターび点灯して、約20秒後に 
パークト□ニックの機能び解除され 
ることびありまず。 

B センサーに損傷を与えないよ5に 
ま意してください。正しく作動しな 
<なるおそれびあ0まず。 


B を邸〇恒掛 
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インジケーター/作動表示'打 



フ〇ント 

①左側インジケーター 
©ち側インジケーター 
@作動表示灯 

フ□ントのインジケーターと作動表示 
口はダッシュボード上の図の位置にあ 
りまず。 



1」ァ 

® 左側インジケーター 
愈ち側インジケーター 
©作動表示灯 

リアのインジケーターと作動表示灯 
はラゲツジルーム上の図の位置にあ 
りまず。 

バンパーと障害物などとのおよその 
距離をインジケーターの点灯数で示 
します。 


H システムに異常があるときは、赤 
色インジケーターだけが点灯して警 
告音が約2秒間鳴り、約20秒後に 
パークト□ニックの機能が解除され 
ることがありまず。このとさは、ノ（一 
クト□ニックオフスイッチの表示灯 
が点灯しまず。 

〇 イグニッシヨン位置を2にずる 
と、ずべてのインジケーターと作動 
表示灯び一瞬点灯しまず。 

パークト□ニックの作動を件 

イグニッシヨン位置び2でノくーキング 
ブレーキび解除されているとさ、シフ 
トポジシヨンに応じて LU 下のように作 
動しまず。 


シフト 

ポジション 

作動内容 

曲 

フ□ントのセンサー 
び作動し、フ□ント 
の作動表示灯③び点 
灯します。 

1 R II N 1 

フ□ントと U アのセ 
ンヴーが作動し、フ 
□ントの作動表亦:灯 
③と、リアの作動表 
示灯®が点口します。 

の 

パーク ト □ニックは 
作動しません。 


〇 パークト□ニックび作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害物な 
どびあると、その距離に応じて表示 
灯び点灯し、警告音び鳴りまず。 


B を邸6恒化 
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A — クト□ニックの作動 


センサー感知節囲に障害物び入った 
とを 

センサー感知範囲に障害物び入る 
と、黄色インジケーターび1個点灯 
します。 

障害物との距離び短くなるにつれ、点 
灯ずる黄色インジケーターの数び増え 
ていをます。 

障害物との距離び近くなったとを 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて1個目のホ色インジケー 
ターび点灯し、警告音び断続的に約3 
辛少間鳴りまず。 

最短感知距離（約20〜 15 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加えて 
2個目のホ色インジケーターび点灯 
し、警告音び連続的に約3秒間鳴0 
ます。 

P 障害物との距離がセンサーの最短 
感知距離よりち近 < なると、セン 
サーは障害物を感知でさなかった 
り、正常に作動しな < なることがあ 
りまず。 

また、点灯していたインジケーター 
が消灯ずることがあ0まず。 


センサーの感知節囲 



巧, 

■£T>=t 

i ゴ 3 ち 

►"■い。:で31 


側方から見た感知範囲 





巧#，！がが 

上方から見た感知範囲 


フ□ント 
バンパー測 

センサー感知節囲 

中央 

約100 cm 〜 20 cm 

コーナー 

約 60 cm 〜 1 5 cm 


U ァ 

バンパー側 

センサー感知節囲 

中央 

約1 20 cm 〜 20 cm 

コーナー 

約 80 cm 〜 1 5 cm 


Q 車の中央でバンパーから約 20 cm 
コーナーで バンパーから約 
1日 cm 内にある障書物は感知でき 
ません。 


B を習眉冊 
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y センサーの周辺にアクセヴ u —な 
どを取0付けないで< ださい。パー 
クト□こックが正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につながるおそれ 
がありまず。 

P 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるちのに十分ま意して< 
ださい。これらが至近距離にあると 
き、状況によっては、センサーがこ 
れらを感知せず、車や物を損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

P 電波を発ずる物が近<にあるとさ 
や、不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックが正常に作動 
しないことがありまず。 

P センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことがあ0 
ます。 

〇洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
おくにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正常に作動しないこ 
とびありまず。 

P 温度や湿度び高いとさや超音波や 
低周波を発生させる機器び車の近 
くにあるとき、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
びありまず。 

P 路面び平坦でないとさは、パー 
クト□ニックは正雷に作動しない 
ことびありまず。 


パークト□ニックの停止 



① バークト□ニックオフスイッチ 
③表示な 

パークト□ニックを停止ずることびで 
さまず。 

八ークト□ニックを停止ずる 

► イグニッシヨン位置び2のとき、 
パークト□ニックオフスイッチ①を 
押します。 

スイッチの表示灯③び点灯しまず。 

パークト□ニックを作動させる 

►再度、パークト□ニックオフスイッ 
チ①を押しまず。 

スイッチの表示灯③び消灯しまず。 

〇システムに異苗びあるとさは、赤 
色インジケーターだけび点灯して警 
告音び約2秒間鳴り、約20秒後に 
パークト□ニックび停止ずることび 
ありまず。このとさは、パークト〇 
ニックオフスイッチの表示灯び点灯 
し 9 〇 

〇 パークト□ニックを停止してを、 
次にイグニッシヨン位置を2にし 
てパーキングブレーキを解除しにと 
き、パークト□ニックは自動的に作 
動します。 


B を邸6恒冊 








走行装備 


209 


パーク ト □ニックの トラブル 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

パークト□ニックの 
赤色インジケーター 
だけび点灯して約2 
秒間警告音び鳴り、 
約20秒後にパークト 
□ニックの機能び解 
除され、パークト〇 
ニックオフスイッチ 
の表示なび点灯した。 

パークト□ニックの故障のため、機能び解除されている。 

► トラブルび続くよラであれば、方ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で 
パークト□ニックの点検を憂けてください。 

パークト□ニックの 
ホ色インジケーター 
だけび点むし、約2日 
秒横にパークトロ 
ニックの機能び解除 
された。 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物などびある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください（[>308ページ）。 

►再度、イグニッション位置を 2 にしてください。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能び解除されている。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください（[>207ペー 
ジ）。 


I 
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サイドビューカメラ _ 

助手席側ドア S ラー下部に装着され 
た力ラにより、助手席側のフ□ント 
タイヤ周辺や助手席ドア下方の映像 
を、 COMAND ディスプレイに表示し 
ます。 

また、ガイドラインにより、 カーブな 
どでの走行を補助します。 

発進する際などには、必ずサイド 
ビューカ;ラで助手席側のフ□ントタ 
イヤ周辺や助手席ドア下方の状況を確 
認して < ださい。 

A 警告 

• サイドビューカラは運転者を支 
援するシステムでず。運転者はサ 
イドビューカ^ラだけに頼らず、 
必ず周囲の状況を確認して<だ 
さい。特に周辺に人や動物がいない 
ことを確認してください。 

• サイドビューカラ使用時におい 
てを安全確保や危険回避について 
は、運転者に全責任があります。 

• COMAND ディスプレイの映像には 
お<にある障害物の遠近感が正し 
<映し出されなかったり、映像が 
非常に見えづ5 いこと があります。 
ディスプレイの映像だけを見て発 
進皆路肩への幅寄せなどをずると、 
人皆他の車、障害物に衝突した0、 
事故につながるおそれがありまず。 
サイドビューカラ使用時におい 
てを、目視による安全確認を行ない 
ながら運転してください。 


Q 乗車人数や荷物の積載量により、 
サイドビューカラの映像範囲は変 
化し、それに伴いガイドラインの 
示ず位置にち誤差が生じまず。必ず 
自分の目や S ラーで周囲の状況を直 
接確認して < ださい。 

D ボディ側面前方や後方にある物は 
ディスプレイには表示されません。 

U が気温度が低いとさは、ディスフ 
レイが暗<なった0、映像が薄<な 
ることがありまず。また、動いてい 
る物の映像が歪んだり、ディスプレ 
イに表示されないことがありまず。 

Q 必ず指定されたサイズのホイール 
やタイヤを装着してください。指定 
がのぶイールやタイヤを装着ずる 
と、システムに影響を及ぼずことが 
ありまず。 

Q ドアを開閉ずるとさやドア三ラー 
を格納/展開ずるときなどは、力 
ラを損傷しないよラにま意して< 
ださい。 

Q 力ラや力ラの周囲に強い衝撃 
を与えないでください。力^ラが故 
障したり、力ラの取り付け位置や 
角度がずれるおそれがありまず。 

Q ドアミラーや力ラを損傷した 
り、力^ラの取り付け位置や角度が 
ずれたとさは、ずみやかに^ルセデ 
ス- ベンツ指定 サービス エ場で力 
ラの修理および調整を行なって < だ 
さし、。 

Q 力；><ラの修理および調整は必ず^ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なって<ださい。お客様自身で 
作業を行なラと、システムが正常に 
作動しな<なるおそれがあ0まず。 


B を邸6恒冊 
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〇カメラや関連部品の取り外しや分 
解、改造は絶対に行なわないでくだ 
ごい。 

〇ガイドラインび表示されないなど 
故障のおそれびあるとさや、"ガイ 
ドでさません。オーナーズマニユア 
ルを参照ください"といラメッセ ー 
ジび表示されたとさは、ずみやかに 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

P しツ下のような場合は、サイドビユー 
カメラは正甫に作動しません。 

• 助手席ドアび完全に閉じてい 
ないとさ 

• 助手席側ドア S ラーび完全に展 
開していないとさ 

• スノーチェーン や応急用スペア 
タイヤを装着してし''るとき 

〇 し i (下のとさは映像び見えづらくな 
りまずび、異常ではありません。 

• 激しい雨や雪び降っているとさ 
や霧のとさ 

• 夜間や暗い場所で使用するとさ 

• カメラにへッドライトや日光の 
反射などの強い光び直接当たっ 
にとを 

• 堂光灯の下で使用ずるとさ（映 
像にちらつさび出ることびあり 
ます） 

• 急激な温度変化びあったとさ（寒 
を時に暖房されたガレージに入 
るとをなど） 

• カメラび曇ったり水滴び付着し 
たとさ（雨の曰や湿度の高い曰、 
洗車した直後など） 


洗車ずるとをの注意 

• 洗車時に高圧のスプレーガンを使 
用するとをは、ノズルをカメラや 
カメラの周囲に近付けないでくだ 
ごい。水圧び高いため、故障の原因 
になりまず。 

• カメラを清掃するときは、きれいな 
水で巧れを落とし、やわらかい巧で 
巧さ取ってください。有機溶剤や強 
アルカ U 洗剤などは使用しないでく 
ださい。 

また、強い力で乾巧さしないでくだ 
さい。変色の原因になったり、カメ 
ラを損傷ずるおそれびありまず。 

• ボディにワックスをかけるとさは、 
カメラにワックスび付着しないよ5 
にミ主意してください。付着してし 
まった場合は、水と純正カーシヤン 
プーを混ぜた洗浄液で拭を取ってく 
ださい。 


サイドビューカメラの<な置 



①助手席側ドア吉ラー 
③サイドビューカメラ 


サイドビューカメラ③は助手席側ドア 
S ラー①の下部に装備されていまず。 


I 


• カメラにミ尼やミちれび付着したとさ 
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サイドビューカメラの表示節囲 



①ヴイドビューカメラの表示範囲 


サイドビューカメラは、助手席側のフ 
□ントタイヤ周辺や助手席ドア下方の 
範囲①を表示しまず。 

サイドビューカメラの作動と停止 

サイドビューカメラを作動させる 

イグニッシヨン位置び2のとさにサイ 
ドビューカメラを作動させることびで 
をます。 

► COMAND システムをオンにしまず。 

► COMAND コント□ールパネルの 
函§ボタンを押しまず。 

または 

► アプ U ケーシヨンェ U アの II システム" 
を選択します。 


設定基本画面になりまず。 



設定基本画面 

► II サイト'' ヒ''ュ-カメラ"を選択しまず。 

COMAND ディスプレイに、サイド 
ビューカラの映像とガイドライン 
が表示されまず。 

サイドビューカメラを停止ずる 

► コント□ールスティックを押しまず。 

設定基本画面に戻りまず。 

または 

► COMAND コント□ールパネルの 
アプ U ケーシヨン選択ボタンを押 
し 9 〇 

それぞれのボタンに応じた画面にな 
りまず。 

©COMAND システムをオフにした 
り、イグニッシヨン位置を2政が 
にずると、サイドビューカ^ラが停 
止します。 

再度 COMAND システムをオンに 
したり、イグこッシヨン位置を2 
にずるとサイドビューカラが作動 
します。 


B を邸 e 恒冊 
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サイドビューカメラの映像 

走行速度び約 20 km / h を超えると、 
サイドビューカメラの映像は表示され 
な< な0まず。 

このときは、デイスプレイに"ま全の 
ため走行中は利用できません。"と表 
示されます。 

走行速度び約 18 km / hii (下になると、 
サイドビューカメラの映像は再び表示 
されます。 



①自車 

③助手席側フ□ントタイヤ 


〇 ガイドライン⑥および⑥は(下の 
とさには表示されません。 

• 助手席方向にまわしたステア U 
ング操驼角び約90度(下のとき 

• ステア U ングび運転席方向にま 
わしてあるとさ 

• シフトポジションび CE のとさ 

また、 じ(下のとさはガイドライン③ 
および④を表示されません。 

• 助手席ドアび完全に閉じてし) 
ないとさ 

ディスプレイに"助手席側ドア 
び開いているためガイドでさま 
せん。"と数秒間表示されまず。 

• 助手席側ドア S ラーび格納され 
ているとさ 

デイスプレイに"ドアミラーび 
格納されているためガイドでき 
ません"と数秒間表示されまず。 


⑤ 

助手席側フ□ントホイールの 
中む位置を表示ずるガイドラ 
インでず。 

④ 

助手席側の車体から約 20 cm 
の位置を表示するガイドライ 
ンでず。 

⑤ 

ステア1」ングをいっぱいにま 
ねして曲びったとをの、助手 
席側後輪の軌道の目安を表 
示するガイドラインです。 

© 

現在のステア U ング操驼角で 
巧びったとをの、助手席側後 
輪の軌道の目まを表示するガ 
イドラインでず。 

ステア U ング操驼角び変化す 
ると、角度び変化しまず。 


I 
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路肩などに車を寄せるとを 


障害物のあるカーブをなびるとを 


路肩などに車を寄せるとさに、車体と 
路肩の縁石などの目標物との位置関係 
を確認でさまず。 


@ 



助手席側に障害物があるカーブを巧が 
るとさに、車体の予想進路と障害物と 
の位置関係の目安を確認でさまず。 


車両の状態 



車両の状態 


@助手席側フ□ントホイールの中むを表 
示するガイドライン（青色） 

® 助手席側のタイヤ側面から約 20 cm の 
位置を表示するガイドライン（青色） 

►図のように、ガイドライン④が目標 
物の端に接ずるよ5に車両を幅寄せ 
します。 

► ガイドライン④を目標物と平行にず 
ることで、目標物に沿って駐車でさ 
ます。 

ガイドライン③の位置により、助手席 
側フ□ントホイールのおよその位置を 
知ることちでさまず。 


⑥ステアリングをいっぱいまでまわして 
巧がったとさの、助手席側 U アタイヤ 
の軌道の目まを表示するガイドライン 
(青色） 

©現在のステアリング操驼角で曲がった 
ときの、助手席側 U アタイヤの軌道の 
目安を表示ずるガイドライン（黄色） 

©障害物 

► ステアリングを助手席側にまわし 
ます。 

図のように、ガイドライン®が障 
害物③よりが側にあるときは、車 
体と障書物が接触しない目安にな 
りまず。 

〇ディスプレイの表示はあ<まで目 
安です。走行するときはディスプレ 
イの表示だけに頼らず、必ず周囲の 
状況を直接確認して < ださい。 
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ただし、よりステア U ングを助手席 
側にまわし、ガイドライン⑥び障害 
物と重なったり、障害物よりち内側 
にくると、車体と障害物び接触ずる 
おそれびあ0まず。 

ガイドライン⑧び障害物より外側に 
くるようにステア U ング操驼角を調 
整して走行してください。 

〇ガイドラインは目まを示ずをので 
あ0、車両の移動軌道を保証ずるを 
のではありません。ガイドラインは 
目まとして使用し、実際は必ず周囲 
の状況を直接確認してください。 



図のように、ガイドライン⑥び障害物 
⑦より外側にあるときは 、ステアリ 
ングをいっぱいまでまわして巧びって 
を、車体と障害物び接触しない目まに 
なります。 

〇ガイドラインは目まを示ずをので 
あ0、車両の移動軌道を保証ずるを 
のではありません。ガイドラインは 
目まとして使用し、実際は必ず周囲 
の状況を直接確認してください。 


A ’ー キングアシスト U アビューカメラ 

パーキングアシスト U アビューカメラ 
は、車の後方の映像と音声により、車 
庫入れや縦列駐車などの後退操作を補 
助するシステムでず。 

A 警告 

• パーキングアシストリアビューカ 
^ラは運転者を支援するシステム 
でず。運転者はパーキングアシス 
卜 U アビューカ^ラだけに頼らず、 
必ず周囲の状況を確認して<だ 
さい。特に周辺に人や動物がいない 
ことを確認してください。 

• パーキングアシストリアビューカ 
ラ使用時の安全確保や危険回避 
については、運転者に全責任があ 
りまず。 

• パーキングアシストリアビューカ 
^ラは運転者を支援するシステム 
でず。絶対に C 0 MAND ディスプ 
レイの映像だけを見て後退や車庫 
入れなどをしないで<ださい。 

• システムの特性上、 C 0 MAND ディ 
スプレイの映像には障害物の遠近 
感が正しく映し出されなかったり、 
映像が非常に見えづらいことがあ 
ります。 C 0 MAND ディスプレイ 
の映像だけを見て後退などをする 
と、人や他の車、障害物に衝突し 
たり、事故につながるおそれがあ 
りまず。必ず自分の目や S ラーで 
後ちや周囲の安全を確認して<だ 
さし、。 
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• 乗車人数や荷物の積載量によ0、 
パーキングアシスト U アビューカ 
ラの映像範囲は変化し、それに 
伴いガイドラインの示す位置にを 
誤差が生じます。必ず自分の目や 
S ラーで周囲の状況を直接確認し 
て < ださい。 

• C 0 MAND ディスプレイに表示さ 
れる物などが歪んだ形状で表示さ 
れたり、鮮明に表示されないこと 
があ0まず。 

• U アバンパーの至近距離が下方に 
ある物は C 0 MAND ディスプレイ 
には表示されません。 

運転者は C 0 MAND ディスプレイ 
の映像だけに頼らず、必ず自分の 
目や S ラーで周囲の状況を直接確 
認してください。特に周囲に人や 
動物がいないことを確認して<だ 
さい。 

• パーキングアシスト U アビューカ 
ラは、下のとさは正しく作動 
しません。 

〇テールゲートが完全に閉じてい 
ないとさ 

◊力;ラや力ラの周囲に損傷が 
おるとさ 

• し U 下のよラな場合はシステムを使 
用しないでください。 

◊激しい雨や雪が降っているとき 
や、力^ラが';ちれているとさな 
ど、 C 0 MAND ディスプレイの 
映像が見えづ5いとさ 

◊積雪路面や凍結路面など、タイ 
ヤがス U ップしやずいとさ 

◊坂道やカーブなどの平坦で 
ない、または直線でない道路 


H 力 ラの周囲に強い衝撃をちえ 
ないで< ださい。故障の原因にな 
りまず。 

Q 必ず指定されたサイズのホイール 
やタイヤを装着して<ださい。指定 
iU がのぶイールやタイヤを装着する 
と、システムに影響を及ぼずことが 
ありまず。 

B 車の後部を損傷したとさは、ずみ 
やかにルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で力 ラの点検および調 
整を行なって < ださい。 

Q ガイドラインが表示されないなど 
故障のおそれがあるとさは、ルセ 
デス- ベンツ指定 サービス エ場にお 
たずね < ださい。 

Q テールゲートを開閉ずるときなど 
は、力ラを損傷しないようにま意 
して < ださい。 
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洗車ずるとをの注意 


洗車時に高圧のスプレーガンを使 
用するときは、ノズルを力 ラや 
力 ラの周囲に近付けないでくだ 
さい。水圧が高いため、故障の原因 
になりまず。 

力ラを清掃ずるときは、きれいな 
水でミちれを落とし、やわらかい巧で 
拭さ取って<ださい。有機溶剤や強 
アルカリ洗剤などは使用しないでく 
ださい。 

また、強い力で乾拭さしないで<だ 
さい。変色の原因になったり、力; 
ラを損傷ずることがありまず。 

ボディにワックスをかけるとさは、 
力 ラにワックスが付着しないよう 
に注意してください。付着してし 
まった場合は、水と純正カーシヤン 
プーを混ぜた洗浄液でおさ取って< 
ださい。 


カメラの位置 




底 


■ス: 


カメラ①は テールゲー ト八ンドルの横 
に装備されていまず。 


■4 

後退駐車モードの映儘 
①予想進路ガイドライン（黄色） 
@4. Om ガイドライン（黄色） 

③ 1.0 m ガイドライン（黄色） 
@0.2 日 m ガイドライン（赤色） 


COMAND ディスプレイに映し出され 
る映像は、 ルーム S ラー やドア S ラー 
で見るのと同じ左ち反転させた鏡像と 
なりまず。 

A 警告 

安全のたが、ガイドラインの色の識 
別が困難な方は、パーキングアシス 
トリアビューカ^ラを使用しないで 
ください。 

〇 テールゲートが開いていたり、売 
全に閉じていない状態でノ（ーキング 
アシスト U アビューカ ラを作動さ 
せたとさや、パーキングアシスト U 
アビューカ ラ作動中にテールゲー 
卜を開いたとさは、ガイドラインは 
表示されません。 

このとさは COMAND ディスプレ 
イに" テールゲー トが開いていまず 
ガイドでさません"と数秒間表おさ 
れます。 


I 













218 


走行装備 


y 後方に駐車している車のバンパー 
やトラックの荷台など、路面に接し 
ていない立体の障害物は、ディスフ 
レイの映像では実際よりを遠くにあ 
るように見えまず。ガイドラインだ 
けでお離を判断せず、おず周囲の状 
況を直接確認してください。 

〇障害物に向かって後退していると 
きは、 0.25 m ガイドライン④を越 
えないよ5にま意して<ださい。障 
害物によっては、 0.25 m ガイドラ 
イン④まで後退ずる LU 前に衝突ずる 
おそれびあ0まず。 

〇ステア1」ングをまわしなびら後 
退するとをは、車のフ□ント部び他 
の車や障害物に接触しないよラにミ主 
意してくだごい。 

〇 け下のとをは映像び見えづら<な 
0まずび、異甫ではあ0ません。 

• 夜間や暗い場所で使用ずるとを 
• 急激な温度変化びあったとさ 

(カメラに;ち水や温水びかかった 
とさなど） 

• カメラ付近の温度び極端に高い 
とさやほいとさ 

• カメラにへッドライトや日光の 
反射などの強い光び直接当にっ 
たとさ（映像に白い縦線び入る 
ことびありまず） 

• お光灯の下で使用ずるとさ（映 
像にちらつさび出ることびあり 
ます） 

• 急激な巧るさの変化びあったとさ 

(ガレージから出入りずるとを 
など） 


• カメラに水滴び付着したとさ 

(雨の曰や湿度の高い曰、洗車し 
た直後など） 

• カメラにミ尼やちれび付着したとさ 

後退駐車モード 

駐車場の駐車スペースなどに後退して 
駐車ずるとをに、後退操作を補助ずる 
モー ドでず。 

後退駐車モードにずる 

► C 0 MAND システムをオンにしまず。 
► シフトポジションを CR ] にしまず。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像び表示されまず。 

^71.. び表示ごれてし''なし''ときは、 
後退駐車アイコンこ①を選択し 
て、コント□ールスティックを押し 



①後退駐車アイコン 
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後退駐車時のガイドラインび表おさ 
れます。 





〇ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などび 
ないことを確認してください。 

ステア U ングをまわしなび5後退駐 
車ずる 


〇 戻る"を選択してコント□ールス 
ティックを押ずと、パーキングアシ 
スト U アビユーカメラの映像び消 
え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト U アビユーカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジシヨンを CE じ(外にして、 
再度 CE にしまず。 

ステア IJ ングをまわさないでまつずぐ 
後退駐車ずる 



車両の状態 

①自車位置 

③4.0 m ガイドライン（黄色） 

③ 予想進路ガイドライン（黄色） 

④ 1 . Om ガイ ドライン（黄色） 

⑥0.25 m ガイドライン（ホ色） 

► 予想進路ガイドライン③び駐車ス 
ペースに収まっていることを確認 
し、周囲にミ主意しなびら、まっすぐ 
に後退しまず。 


①自車位置 

③予想進路ガイドライン（黄色） 

③ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

④ 0.25 m ガイドライン（ホ色） 

⑥直進ガイドライン（青色） 

直進ガイドライン⑥は、ステアリング 

び直進状態で車び後退ずるとをの進路 

をしまず。 

予想進路ガイドライン③は、そのとさ 

のステア U ングの操驼角で車び後退ず 

るとさの予想進路をおしまず。 

► 予想進路ガイドライン③び駐車ス 
ペースのなかに収まるよ5にステア 
1」ングをまねしなびら、ミ主意して後 
退しまず。 

►直進ガイドライン⑥び、駐車しよう 
としてし''るスぺースと平行になった 
ら、ステア U ングを直進位置に戻し 
て、後退して<ださい。 

〇ガイドライン巧およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などび 
ないことを確認してください。 
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〇ステア U ングをまわして予想進路 
ガイドライン③の位置を調整して 
を、予想進路ガイドライン内に障害 
物び入ってしま5場合は、駐車ス 
ペースび狭ずざまず。そのスペース 
には駐車しないでください。 

縦列駐車モード 

路上の駐車スペースなどに縦列駐車ず 
るとさに、画面表示と音声案巧で後退 
操作を補助するモードでず。 

縦列駐車ずる 



► C 0 MAND システムをオンにしまず。 
► シフトポジションを CR ] にしまず。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像び表示されまず。 

It 、 心 I び表示されていないと 
きは、縦列駐車ァィコン[?^^ ] 


④を選択して、コント□—ルス 
ティックを押します。 



@ 


①自車 

③駐車スペース前方の駐車車両 
③駐車スペース 

► 駐車スペース前方の駐車車両③から 
約 1 m 間隔を空けて平行に、駐車車 
両③の前端ひら自車び約半分ほど前 
に出た位置で、停車しまず。 

ステアリングは直進状態にしまず。 

〇 駐車スペース③の前方に駐車車両 
③びないときは、後退駐車モードで 
駐車することをお勧めしまず。 



車両のが態 

③駐車スペース前ちの駐車車両 
⑥垂直ガイドライン 

縦列駐車モードのガイドラインび表 
示されます。 
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〇" 戻る"を選択してコント□ールス 
テイックを押ずと、パーキングアシ 
スト1」アビューカメラの映像び消 
え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト1」アビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジシヨンを CE じ(外にして、 
再度 CE にしまず。 

►垂直ガイドライン⑥び、駐車スペー 
ス前方の駐車車両③の後端に合5ま 
でステア1」ングをまわさずに後退し 
ます。 

► 垂直ガイドライン⑥び駐車車両の後 
端に合ったら、停車しまず。 

〇垂直ガイドライン⑤び駐車車両③ 
の後端ひら外れていると、正しい位 
置に駐車ずることはでさません。 



垂直ガイドラインび表示されてからし 
ばらくずると、駐車位置ガイドライン 
⑥び表示されまず。 



⑦駐車位置ガイドライン（道路側) 
⑨駐車位置ガイドライン（縁石側) 


► 停車した状態で、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）⑦び駐車車両のタイ 
ヤの接 i 也面に接ずるまで、ステア U 
ングをまねしまず。 

まに、このとき駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）⑨び、駐車スペースの 
前後の車両や道路の縁石、摄や電柱 
など道路脇の障害物にかかってい 
ないことを確認してください。 

〇駐車位置ガイドライン（道路側） 
⑦び駐車車両のタイヤ部分に交わっ 
ていると、正しい位置に駐車ずるこ 
とびでさません。 

〇駐車位置ガイドライン（縁石側） 
⑨び正しい位置に合っていることを 
確認してください。正しい位置に合 
わせないまま後退ずると、駐車車両 
や障害物に衝突ずるおそれびあり 
ます。 

〇ステア U ングをまわして駐車位置 
ガイドライン（縁石側）⑨の位置を 
調整してを、駐車位置ガイドライン 
(縁石側）⑨巧に駐車車両や障害物 
び入ってしま5場合は、駐車スペー 
スび狭ずざまず。そのスペースには 
駐車しないでください。 
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y ステア u ングをまわしずざたとさ 
は"ガイドでさませんステアリング 
を戻してください"と表示されまず。 

►駐車位置ガイドライン（縁石側）⑨ 
を正しい位置に合わせたら、ステア 
U ングはそのままで、ゆっくりと後 
退します。 

後退をはじめると、画面ひら垂直ガ 
イドライン⑤、駐車位置ガイドライ 
ン（道路側）⑦、駐車位置ガイドラ 
イン（縁石側）⑨び消えまず。 

〇 ゆっくり後退しないと、ガイドび 
間に合わないことびありまず。 

Olu 下のとさはガイドび中止され 
ます。 

• シフトポジションを EE がに 
したとさ 

• "戻る"を選択したとき 

• COMAND システムの他の機能を 
作動させたとさ 

• ステアリングを操作したとき 

P 後退ずるとさはおず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び人や他の車、障害物など 
に衝突しないよ5にミ主意してくだ 
さい。 

P 後退をはじめた後は、ステアリン 
グをまわごないで<ださい。ステア 
U ングをまわずとガイドび中止さ 
れ、画面に"ガイドでさません"ま 
には"ガイドでさませんステア U ン 
グびずれました"と表示されまず。 

P ガイドび中止された場合は、最初 
から後退操作をやりなおしてくだ 
さし、。 



⑨ステア1」ング角度ガイドライン 


►ゆっくり後退をはじめると、ステア 
U ング角度ガイドライン⑨び表示さ 
れまず。縁石などの駐車スペースの 
縁に、ステア U ング角度ガイドライ 
ン⑨び合ラまで、ステア U ングをま 
わごないでそのままゆっ< り後退し 
まず。 

► ステア U ング角度ガイドライン⑨び 
正しい位置に合ったら、停車しまず。 



⑩直進ガイドライン（青色） 

⑩予想進路ガイドライン（黄色) 


► ステア U ングを反対方向にいっぱい 
までまわしまず。 

直造ガイドライン⑩と予想進路ガイ 
ドライン⑩び表示されまず。 

► 予想進路ガイドライン⑩び縁石など 
の駐車スペースの縁と接ずるまで 
ゆっくり後退しまず。 
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〇後退ずるとをはおず周囲の状況を 
直接お認してください。特に車のフ 
□ント部び前方の駐車車両などに衝 
突しないよ5にま意してください。 

► 車び駐車しよ5としているスペース 
と平行になったら、ステアリングを 
直造状態に戻しまず。 

〇ステア U ング操作は、必ず停車し 
た状態で行なってください。 

音声案内の設定 

パーキングアシスト1」アビユーカメラ 

作動時の音亩案内を停止/作動でさ 

ます。 

► COMAND システムをオンにしまず。 

► COMAND コント□ールパネルの 
回查 I ボタンを押しまず。 

または 

► アプリケーションエリアの"システム" 
を選択します。 



■晒 Lm かの 
I ■■。正 
I ■巧 MAS 

I |けビューが子 

I 化 Wwlhttt 
けだか 


II システム設定 " ^ 
を選択します。 



U アビユーカ ラ" 



シれ tns 


HU ホで 


U / ピ *4 一 


► コント□ールスティックを押しまず。 

コント□ールスティックを押ずにひ' 
に、左側のボックスのチェックマー 
クび表示/消去されまず。 

チェックマークび表示されていると 
をは、音声案内び行なわれまず。 

©音声 案内の音量は 、ステアリ 
ングスイッチ 1 + 11 — 1 、または 
COMAND コント□ールパネルの音 
量調整ダイヤルで調整でさまず。 


設定基本画面 


B を習眉が 


設定基本画面になりまず。 














224 


ナ— 



エアコンディショナーは、設定温度や 
車内温度、が気温度や日射の強さなど 
に応じて、送風量や送風口の組み合わ 
せなどを自動的に調整し、車内の温度 
や湿度などを快適な状態に保ちまず。 

A 警告 

送風温度を高がに設定してあるとさ 
は、送風口が過熱して高温になり、 
火傷をするおそれがあります。また、 
暖気が送風されているとさは、送風 
口に身体を近付けたままにしている 
と低温火傷のおそれがあ0ます。十 
分にミ主意してください。 

送風温度を低故に設定してあるとき 
に送風□に身体をお付けると、しも 
やけなどを起こすおそれがあります 
ので十分にミ主意してください。 

皮膚の弱い人は、送風口に身体を近付 
けずざないよラにミ主意してください。 


9環境 

• エアコン デ ィショナーの 冷媒 には、 
新冷媒 R 134 a を使用していまず。 

• 地球環境を保護するため、フ□ン 
ガスを大気放出ずることは法律で 
禁止されていまず。また、ずべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
が適切に処理されるよラ賓めなけ 
ればなりません。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充、交換、廃棄などは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 


〇ボンネットの吸気口が雪や氷で覆 
われないよ5にして < ださい。 

〇送風口や車内の吸排気口が覆われ 
ないよ5にして < ださい。 

〇 外気温度が高いとさは、エアコン 
ディシヨナーを作動させる前に換気 
をしてください。 U モコン操作で車 
外からドアウインドウとベンチレー 
シヨンウインドウ、スライディング 
ルーフを開< と、短時間で換気でさ 
まず （>124 ぺージ)。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されまず。水分が排出されてち、 
故障ではありません。 

〇 ドアウインドウやベンチ レーシヨ 
ンウインドウ、スライディン グルー 
フが開いていると、設定温度を維持 
ずることがでさません。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
ち、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 エアコンディシ ヨナーの 機能や 
モードのなかには、併用巧能な組み 
合わせがありまず。 

〇 エアコンディシヨナーのフィル 
ター類は定期的な交換が必要でず。 
また、交換時期は使用環境によって 
異な0まず。 

フィルター類が目づまりを起こし 
ていると送風量が減ることがあり 
まず。 
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コント□—ルパネル 



コント□—ルパネル（フ□ント） 



を称 

① 

送風温度調整ダイヤル 
(運転席側） 

⑤ 

AUTO スイッチ 

⑤ 

送風□選択スイッチ（運転席側： 

フ□ントウインドウ/サイド 
/ドアウインドウ送風 □) 

④ 

デフ□スタースイッチ 

⑤ 

送風量調整スイッチ（強） 

④ 

1」アデフォッガースイッチ 

⑦ 

送風□選択スイッチ（助手席側： 

フ□ントウインドウ/サイド 
/ドアウインドウ送風 □) 

⑥ 

1」アエアコンディショナー 
コント□ールスイッチ 

@ 

送風温度調整ダイヤル 
(助手席側） 



オフスイッチ 

⑩ 

送風□選択スイッチ（助手席側 
足元/サイド送風 □) 

⑩ 

送風□選択スイッチ（助手席側 
中央/サイド送風 □) 

@ 

AC スイッチ/ホ熱ヒーター’ 
ベンチレーシヨンスイッチ 

@ 

ディスプレイ 

® 

送風量調整スイッチ（弱） 


内気循環スイッチ 


送風□選択スイッチ（運転席側 
中央/サイド送風 □) 


送風□選択スイッチ（運転席側 
足元/サイド送風 □) 

® 

室内温度センサー 

@ 

運転席モードスイッチ 
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コント□—ルパネル（リア） 



名称 

@ 

送風量調整スイッチ（強） 

@ 

送風温度調整ダイヤル 

© 

AUTO スイッチ 


送風□選択スイッチ 
(セカンドシート中央/セカン 
ドシート上部/サードシ ー h 
送風 □) 

® 

送風□選択スイッチ 
(セカンドシート足元/セカン 
ドシート上部/ サー ドシート送 
風口） 

@ 

オフスイッチ 

感 

送風量調整スイッチ（弱） 


送風量インジケーター 


通常の使いかた （AUTO モード) 


エアコンデイシヨナーを作動させる 

► AUTO スイッチ⑤を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

送風□の組み合わせと送風量び自動 
的に調整されるよ5になりまず。 

Oauto モードでエアコンデイシヨ 
ナーを作動させると、自動的に AC 
モードに設定されまず。 

エアコンデイシヨナーを停止ずる 

► オフスイッチ®を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

再度、オフスイッチ⑩を押ずと、 
表示灯び消灯し、元の設定で作動 
します。 


〇 ドアウインドウやベンチ レー シヨ 
ンウインドウ、スライディングルー 
フが閉じているとさにエアコンディ 
シヨナーを停止ずると、ウインドウ 
が曇りやず <なりまず。 


AC モード 

AC モードでは除湿/冷房された空気 
が送風されまず。 

AUTO モー ドでエアコンデイシ ヨナー 
を作動させたときは、 自動的に AC モー 
ドになり、スイッチの表示口が点灯し 
まず。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ®を押しまず。 

スイッチの表示口が消口し、除湿/ 
冷房されていない空気が送風され 
ます。 

AC モードを設定ずる 

►再度、 AC スイッチを押しまず。 

スイッチの表示口が点口しまず。 

A 警告 

ドアウインドウやベンチ レーシヨ ン 
ウインドウ、スライデイング ルーフ 
が閉じているとさに AC モードを解除 
ずると、ウインドウの内側が曇りや 
ず<なり、事故を起こずおそれがあ 
0まず。 

9環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負荷が軽減し、燃費が向上しまず。 
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〇 除湿/冷房された空気はエンジ 
ンがかかっているとさに送風され 
ます。 

Oac モードを解除しても、しばらく 
は除湿/を房された空気が送風さ 
れる場合がありまず。 

AC モードのトラブル 


AC スイッチを押したとさに、 AC ス 
イッチの表示口が点灯しないときは、 
故障のため、 AC モードが解除されて 
います。 AC モードに設定ずることは 
でをません。 

► メルセデス-ベンツ指定 サービス ェ 
場に連絡してください。 


r 送風温度の調壁 


送風温度を調壁ずる 

► 送風温度調整ダイヤルのまたは® 
をまわして、ダイヤル内側のインジ 
ケーターを好みの温度に合わせまず。 

〇 送風温度は左ち別々に設定でさま 
す。また、1」アエアコンディショナー 
0235ページ）の送風温度を独立 
して設定でさまず。 

〇 通常は22でに設定ずることをお 
勧めします。 


送風□の選択 _ 

送風□を選択ずる 

► 送風□選択スイッチ⑤⑦®@@颇 
のいずれかを押しまず。 

選択されたスイッチの表示灯び点灯 
し 9 〇 

送風□の選択を解除ずる 

► 選択されているスイッチを押します。 
スイッチの表示灯が消灯しまず。 

〇 複数の送風口選択スイッチを押ず 
と、組み合わせた送風口から送風で 
さます。 

〇 エアコンデイシヨナーが AUTO 
モードで作動しているとさに、送風 
口選択スイッチを押ずと、押した席 
側の送風口選択の AUTO モードが 
解除され、 AUTO スイッチの表示口 
が消灯しまず。 

再度、送風口選択スイッチを押して 
ずべての送風口選択スイッチの表示 
灯を消灯させると、 AUTO モードに 
戻0まず。 

〇 選択した送風 OLU 外の送風□から 
を、微量の送風び行なわれることび 
ありまず。 
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送風□の開閉 

サイド送風□④と中央送風□◎を開閉 
でさまず。 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル@©をち側にま 
わします。 

徐々に送風□び開き、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル®©を左側にま 
わします。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤル®©を停止ずる 
まで左側にまわずと、送風□び閉じ 
ます。 


〇 送風□開閉ダイヤルを停止するま 
で左側にまわしても、完全に送風 □ 
を閉じることはでさません。 


送風□の風向を調壁 

サイド送風□④と中央送風□◎は風向 
をを調整でさます。 

風向きを調壁ずる 

► 各送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

©換気 効率を上げるため、各送風 □ 
の風向さを中央にずることをお勧め 
しまず。 



送風□選択スイッチ 

主に送風される送風 □ 

⑤③四 

フ□ントウインドウ送風□眞サイド送風 □© 

ドアゥィンドゥ送風 □© 

@@ 回 

サイド送風 □© 中央送風 

@@ 

足元送風 □© サイド送風 □© 
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送風量の調壁 _ 

送風量を手動で調整でをまず。 

送風量を上げる 

► 送風量調整スイッチ⑤を押しまず。 

ディスプレイ®に表おされる送風 
量インジケーターの点灯数び増え 
ます。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ®を押しまず。 

ディスプレイ®に表示される送風 
量インジケーターの点灯数び減り 
ます。 

〇 エアコンディシヨナーが AUTO 
モードで作動しているとさに、送風 
量調整スイッチを押ずと、送風量の 
AUTO モードが解除され、 AUTO ス 
イッチの表示口が消口し、送風量イ 
ンジケーターが表示されまず。 

〇 送風量を上げているときに、 
COMAND システムの音声認識機能 
を使用すると、送風量が自動的に下 
がることがありまず。音声認識機能 
を終了させると、送風量は元の設定 
に戻りまず。 


運転席モード _ 

助手席およびリアエアコンデイシヨ 
ナー0235ぺージ）の設定の一部を 
運転席と同じ設定にでさまず。 

運転席の設定を変更ずると、助手席お 
よび U アエアコンデ イシヨ ナーの設定 
ち変更されまず。 

運転席モードに設定ずる 

►運転席モードスイッチ避)を押し 
まず。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 

助手席の送風温度と送風口の設定 
が運転席の設定に連動しまず。 

また、 U アエアコンデイシヨナーが 
AUTO モードで作動し、送風温度の 
設定が運転席の設定に連動しまず。 

運転席モードを解除ずる 

►再度、運転席モードスイッチ@を 
押しまず。 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 

〇 助手席や U アエアコンデイシヨ 
ナーの設定を変更したとさは、運転 
席モードは自動的に解除されまず。 


I 
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デフ□スターモード 

フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の量りを取るときに使 
用します。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ®を押し 
ます。 

スイッチの表示口が点口しまず。 

m 下の内容でエアコンディシヨナーが 
イ乍動します。 

• 除湿された空気が送風されまず。 

• 送風量が上がりまず。 

• 送風温度が高 < なりまず。 

• フ□ントウインドウ送風口とドアウ 
インドウ送風口、サイド送風口から 
送風されます。 

• 内気循環モードが解除されまず。 

〇 外気温度によっては、送風温度び 
高くならなかったり、送風量び上び 
らないことびありまず。 

デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ④を 
押します。 

スイツチの表示灯び消灯しまず。 


〇 曇りび取れたら、ずみやかに解除 
して < ださい。 

〇 デフ□スターモードを解除ずる 
と、送風量と送風温度、送風□の選 
おは、デフ□スターモードを設定ず 
る前の設定に戻りまず。 

〇 デフ□スターモードを解除ずる 
と、 AC モードを解除していた場合 
は AC モードに設定されまず 。 AC 
モードを解除していて内気循環だつ 
た場合は、外気導入になりまず。 

〇 オフスイッチや AUTO スイッチ、 
送風温度調整ダイヤ j レや送風量調整 
スイッチを操作したときち、デフ □ 
スターモー ドは解除されまず。 

〇 デフ□スターモードに設定ずる 
と、1」アエアコンディショナー 
0235ページ）び停止しまず。 

フ□ントウインドウの内測び曇るとを 

► AC スイッチ®を押して、 AC モー 

ドに設定しまず。 

► AUTO スイッチ⑤を押しまず。 

►曇りび取れないとさは、デフ□ス 
ターモードに設定しまず。 

フ□ントウインドウの夕1•側び量るとを 

► ワイパーを作動させまず。 

► 送風□選択スイッチ@®または 
®® を押しまず。 

〇 上記の設定は、曇0び取れるまで 
の間にとどめて<ださい。 
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リアウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

イグこッシヨン位置が2のときに使用 
でさます。 

A 警告 

ウインドウに雪や氷が付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確保して<ださい。事故を 
起こずおそれがあります。 


P 消費電力が大さいため、曇りが取 
れたら早めに停止して<ださい。 

リアデフォッガーを使用ずる 

► リアデフォッガースイッチ®を押 
します。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 

リアデフォッガーを停止ずる 

►再度、リアデフォッガースイッチ 
® を押します。 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 

U アデフォッガーは、一定の時間が経 
過すると自動的に停止しまず。 

0 外気温度と走行速度によ0、1」ア 
デフォッガーが自動的に停止ずるま 
での時間は異なりまず。 

〇 バッテ U —の電圧びほくなると自 
動的に停止し、表示灯び点滅しまず。 
電圧び回復ずると自動的に作動を再 
開します。 

0 外気温度びほいとさは、車内び暖 
まるまでは U アデフオツガーび作動 
しないことびありまず。 


リアデフォツガーのトラブル 

U アデフォツガースイツチの表示灯び 
点滅しているとさは、電圧びほ下して 
います。 U アデフォツガーび短時間で 
停止したり、使用でさなくなりまず。 

►読書灯やルームランプなど、必要で 
ない電気装備を停止してください。 

バツテ U —の電圧び回復ずると、 
U アデフオッガーは自動的に作動 
しまず。 


^気循環モード 


A 警告 

外気温度が低いとさは、内気循環モー 
ドの設定は短時間にとどめてくださ 
し、。ウインドウが曇りやすくなり、 
事故を起こすおそれがありまず。 

ドアウインドウやベンチ レーショ ン 
ウインドウ、スライデイング ルーフ 
を閉じているときに内気循環モード 
にずるとウインドウが曇りやす<な 
ります。 

ウインドウが曇りはじめたときは内 
気循環モードを解除してください。曇 
り具合がひどいとさはデフ□スター 
モードにして < ださい。 

トンネル巧など、空気がミちれた場所で 
外気を車内に入れた<ないとさなどに 
使用します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気が循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ドアウインドウやベンチレーショ 
ンウインドウ、スライデイング ルーフ 
を開閉でさます。 
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内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ®を押しまず。 
スイッチの表示口が点口しまず。 

内気循環スイッチ®を約2秒 LiLL 
押し続けると、開いているドアウイ 
ンドウとベンチ レーシヨ ンウインド 
ウ、スライディング ルーフが 自動で 
閉じます。 

A 警告 

内気循環スイッチでドアウインドウや 
ベンチレーシヨンウインドウ、スライ 
ディングルーフを閉じるとさは、身体 
や物が挟まれないよラにミ主意して<だ 
さい。身体や物が挟まれそラになった 
ときは、ドアウインドウスイッチやべ 
ン チレーシヨ ンウインドウスイッチ、 
スライディングルーフスイッチを操作 
して、ドアウインドウやベンチ レー 
シヨンウインドウ、 スライデイング 
ルーフを開いてください。 


A 警告 

内気循環スイッチでドアウインドウや 
スライデイングルーフを開じていると 
さに、挟み込みなどの抵抗があると、 
ただちに動さを停止して少し開<機能 
がありまずが、乗員が身体を挟まれな 
いよラにミ主意してください。 


内気循環モードに設定していてち、一 
定時間を経過ずると(下のよ5にが気 
導入をはじめまず。 


外気温度が約日で 
上のとさ 

約30分後 

外気温度が約日で LU 

約5分後 

下のとさ 


AC モードを解除し 

約5分後 

ているとさ 



内気循環モードを解除ずる 
(が気導入モードにずる） 

► 内気循環モードのとさに内気循環ス 
イッチ®を押します。 

スイッチの表示口が消口しまず。 

内気循環スイッチ®を約2秒 LU 上 
押し続けると、ドアウインドウとべ 
ンチレーシヨンウインドウ、スライ 
ディングルーフが、前回開いていた 
位置まで自動で開さまず。 

A 警告 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
やスライディングルーフを開いてい 
るときは、ドアウインドウに身体を 
寄0かけたり、スライディングルー 
フやサンシエードに触れないよラに 
してください。ドアウインドウとウ 
インドウフレーム、スライディング 
ルーフやサンシエードとルーフ内張 
0の間に身体が引を込まれて、けが 
をするおそれがあ0ます。 
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エアコンデイシヨナー 


〇 外気温度が非常に高いとさは、冷 
房効率を高めるために自動的に内気 
循環モードに切り替わることがあり 
ますが、このとさ内気循環スイッチ 
の表示灯は点口しません。約30分 
経過すると、一定の割合でが気導入 
をはじめまず。 

Oac モードを解除ずるかデフ□ス 
夕ーモードにずると、が気導入モー 
ドになりまず。 

〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウやベンチレーシヨンウイン 
ドウ、スライディングルーフを別の 
スイッチで開いた場合、開いたドア 
ウインドウやベンチレーシヨンウイ 
ンドウ、スライディングルーフを内 
気循環モードの解除操作と連動して 
前回開いていた位置まで開くことは 
でさません。 


を 熱ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 

エンジン停止後に車巧を暖房した0、 
車内に外気を導入して換気を行な5と 
をに使用しまず。 

イグニッシヨン位置び0か1のとさ、 
またはキーを巧いているとさに使用で 
さまず。 

を熱ヒーター • ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

► ホ熱ヒーター.ベンチレーシヨンス 
イッチ®を押します。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

エンジンを停止ずる前の設定温度や 
外気温度により、送風□の選おや送 
風温度は自動的に調整されまず。 


を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを停 
止ずる 

► 再度、ホ熱ヒーター•ベンチレーシヨ 
ンスイッチ®を押しまず。 

または 

► オフスイッチ®を押しまず。 

を熱ヒーター.ベンチレーシヨンス 
イッチ®の表示灯び消灯しまず。 

し U 下のとさは、ホ熱ヒーター.ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止しまず。 

• イグニッシヨン位置を2にしにとさ 

• 使用を開始してから約30分経過し 
たとさ 

• バッテ U —の電圧びほ下したとさ 

〇バッ テ U — を保護ずるために、 
送風量は弱の設定で一定に保たれ 
まず。 

〇 エンジンを却水の温度びほいとさ 
や外気温度び高いとさは、暖気び送 
風されないことびありまず。 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれまず。このとさは、中程度 
の送風量になりまず。 

〇 U ア送風□からは送風されません。 
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フ□ントのコント□—ルパネルで U 
アエアコンデイシヨナーを操作ずる 



③ AUTO スイッチ 

® U アエアコンディショナーコント □— 
ルスイッチ 

® 送風温度調整ダイヤル（ち側） 

⑩オフスイッチ 

@ U アエアコンディショナー作動 
インジケーター 

延） U アエアコンディショナーモード 
インジケーター 

@ U アエアコンディショナー停止 
インジケーター 

フ□ントのコント□ールパネルでリア 
エアコンディショナーを作動/停止 
させたり、1」アエアコンディショナー 
の送風温度を調整でさまず。 

リアエアコンディショナーを AUTO 
モー ドで作動させる 

► U アエアコンディシ ョナー コント 
□—ルスイッチ④を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯し、ディス 
プレイに U アエアコンディショナー 
作動インジケーター@と1」アエア 
コンディショナーモードインジケー 
ター感)び表示されまず。 

また、1」アエアコンディショナーコ 
ント□ールパネルの AUTO スイッ 
チ （^225 ページ）の表示灯び点灯 
し、1」アエアコンディショナーび 
AUTO モードで作動しまず。 


〇 U アエアコンディシ ョナー コント 
□ールスイッチ④を押してから約 
3秒間何を操作をしないと、スイッ 
チ⑥の表示灯とディスプレイの U 
アエアコンディシ ョナ ーモードイン 
ジケーター感)び消灯し、フ□ント 
のエアコンディショ ナ ーを操作でさ 
る状態に戻りまず。 

リアエアコンディショナーの 送風温度 
を調壁ずる 

► U アエアコンディショナースイッチ 
④を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯し、ディス 
プレイに U アエアコンディショナー 
モードインジケーター感)び表示さ 
れます。 

►約3秒し U 内に送風温度調整ダイヤ 
ル（ち側）@で送風温度を調節し 
ます。 

設定した送風温度のインジケーター 
び約3秒間点灯しまず。 

また、1」アエアコンディショナーコ 
ント□ールパネルの送風温度調整ダ 
イヤル0225ぺージ）の内側のイ 
ンジケーターび、設定した送風温度 
に移動しまず。 

U アエアコンディショナーを 停止ず る 

► U アエアコンディショナースイッチ 
④を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯し、ディス 
プレイに1」アエアコンディショナー 
モードインジケーター感)び表示さ 
れまず。 
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エアコンデイシヨナー 


►約3秒 LU 内にオフスイツチ®を押 
します。 

ディスプレイに U アエアコンディ 
ショナー停止インジケーター感）が 
表示されます。 

リアエアコンディショナーが停止し 
ます。 

〇 通常は22でに設定ずることをお 
勧めします。 

〇 フ□ントのコント□ールパネルで 
U アエアコンディショナーの送風 □ 
の組み合わせや送風量を調整するこ 
とはでさません。 

〇 フ□ントのコント□—ルパネル 
で U アエアコンディショナーを操 
作しているとさは、 U アエアコン 
ディショナーのコント□ールパネル 
(>225ページ）は操作でさません。 


リアエアコンディシ ヨナー 

U アエアコンデイショナーは、フ□ン 

トエアコンディショナーび作動してし、 

るとさに作動させることびでさまず。 

〇 フ□ントシートの下にセカンド 
シート足元送風□びありまず。 

〇 フ□ントのエアコンデイシ ョナー 
びデフ □スターモー ドのとさは 、 U 
アエアコンデイシ ョナ ーのコント 
□ールノ くネルは操作でさません。 

〇 フ□ントのコント□—ルパネルで 
U アエアコンディショナーを操作し 
ているとき （0234 ぺージ）は 、 U 
アエアコンデイショナーのコント 
□ールノ くネルは操作でさません。 


リアエアコン デ イシ ヨナーの 作動/ 
停止 


リアエアコンデイシヨナーを AUTO 
モー ドで作動させる 

► AUTO スィッチ®を押しまず。 

AUTO スイッチの表示灯び点灯し 
ます。 

送風量の調整と送風□の選択は自動 
的に行なわれまず。 

► 送風温度調整ダイヤル@で好みの 
温度を設定しまず。 

設定した送風温度のインジケーター 
び点灯しまず。 

通常は22でに設定ずることをお勧 
めしまず。 

リアエアコンデイシ ョナーを 停止ずる 

► オフスイッチ逐)を押しまず。 

オフスイッチの表示灯び点灯し、 
U アエアコンデイショナーび停止 
しまず。 

再度オフスイッチ@を押ずと 、 U 
アエアコンデイショナーび元の設定 
で作動しまず。 

〇 フ□ントエアコンデイショナーの 
送風量を最大にずるとさは、 U アエ 
アコンディショナーを停止してくだ 
さし、。 
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リアエアコンディシ ョナーの 送風量 
調壁 

U アエアコンディショナーの送風量を 
手動で調整でさまず。 

送風量を上げる 

► 送風量調整スイッチ®を押しまず。 

送風量インジケーター@の点灯数 
び増えまず。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ毎)を押します。 

送風量インジケーター@の点灯数 
び減りまず。 

〇 U アエアコンディショナーが 
AUTO モードで作動しているとさに 
送風量調整スイッチ@@を押すと、 
送風量の AUTO モードが解除され、 
AUTO スイッチ奠)の表示灯が消灯 
します。 

リアエアコンディショナーの送風 □ 
選択 

リアエアコンディショナーの送風口を 
手動で選択でさまず。 

セカンドシート中央送風 □ 



@セカンドシート中央送風口（左側) 
©セカンドシート中央送風口（ち側) 


セカンドシート上部送風 □ 



ち側の送風 □ 

©セカンドシート上部送風口（前側） 
◎セカンドシート上部送風口（後側） 
©送風口開閉ダイヤル（後側） 

©送風口開閉ダイヤル（前側） 

〇 セカンドシート上部送風口からは 
暖気は送風されません。送風温度調 
整ダイヤル@で設定温度を上げる 
と、送風が停止しまず。 


サードシート送風 □ 



©サードシート送風 □ (左側） 

©サードシート送風口（ち側） 

の送風口開閉ダイヤル（ち側） 

@送風口開閉ダイヤル（左側） 

〇 サードシート送風口からは暖気は 
送風されません。送風温度調整ダイ 
ヤル@で設定温度を上げると送風 
が停止します。 
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送風□を選択ずる 

► 送風□選択スイッチ@@のいずれ 
ひを押しまず。 


選おされたスイッチの表示灯び点灯 
します。 


送風□還択 
スイッチ 

送風される送風 □ 

@四 

セカンドシート中央 
送風 □④ @、セカン 
ドシート上部送風 □ 
◎眞、 サー ドシート 
送風口©©) 

@囚 

セカンドシート足元 
送風 □ (フ□ントシー 
卜下）、セカンドシー 
卜上部送風 □◎©、 
サードシート送風 □ 
◎© 


〇 送風□選択スイツチ@および@ 
を同時に選択ずることをできまず。 


〇 U アエアコンデイシヨナーが 
AUTO モードで作動しているとさ 
に、送風口選択スイッチ@@を押 
すと、送風口選択の AUTO モード 
が解除され、 AUTO スイッチ®の 
表示灯が消灯しまず。再度、送風口 
選択スイッチ@避)を押して、すべ 
ての送風口選択スイッチの表示灯を 
消火了させると、 AUTO モードに戻り 
ます。 


エアコンデイシヨナー 


送風□の開閉 


セカンドシート上部送風□とサード 
シート送風□は、送風□を開閉でさ 
まず。 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル©©または①③ 
を上側にまわしまず。 

徐々に送風□び開を、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル©©または①③ 
を下側にまわしまず。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤ j レ©©または①③ 
を停止するまで下側にまわずと、送 
風□び閉じまず。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまわしてち、完全に送風 
口を閉じることはでさません。 

送風□の風向を調整 


各送風口は、風向さを調節でさまず。 

► 各送風口のノブを上下左ちに動かし 
まず。 
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スライデイングルーフ 


スライディングルーフ 


A 警告 

• スライディングルーフを閉じると 
さは、身体や物が挟まれないよラ 
にま意してください。挟まれそラ 
になったとさは、ただちにスライ 
ディングルーフスイッチを操作し 
て、スライディングルーフを開い 
て < ださい。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。スライディン 
グルーフを操作してけがをした0、 
事故の原因にな0まず。 

• スライディングルーフのガラスは 
事故のとさに割れるおそれがあり 
ます。シートベルトを着用してい 
ないと、車が横転したと量にスラ 
イディングルーフの開口部から車 
外に投げ出されて、致命的なけが 
をずるおそれがありまず。乗員全 
員がシートベルトを着用して<だ 
さし、。 

Q 走行中はスライディングルーフか 
ら身体を出さないでください。けが 
をするおそれがあ0まず。 

Q スライディングルーフの開口部か 
ら、物を出し入れしないで < ださい。 
スライディングルーフのシール部を 
損傷するおそれがありまず。 

Q 降雨後や降雪後にスライディング 
ルーフを 開くとさは、 ルーフ 上の水 
や雪な どを 取り除いて<ださい。車 
内に水や雪などが入るおそれがあ0 
ます。 


〇スライディングルーフ上に雪や氷 
び付着した状態で操作しないで < だ 
さい。スライディングルーフを損傷 
するおそれびありまず。 

〇スライディングルーフの開□部に 
腰をかけたり、荷物を載せにりして 
大さな力を加えないでください。ス 
ライディングルーフを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウとスライディン 
グルーフ、 ベンチ レーショ ンウイン 
ドウび完全に閉じていることを確認 
して < ださい。 

〇 スライディングルーフは、車外か 
ら U モコン操作で開くことびでをま 
す（>128ぺージ）。 

〇 スライディングルーフは、車外 
から U モコン操作またはキーレス 
3’ 一 操作で閉じることびでさまず 
0128ぺージ)。 

〇 スライディングルーフを開いて走 
行しているとさ、走行風の影響など 
で空気の振動を感じる場合は、スラ 
イディングルーフの開度を変えるか 
ドアウインドウをかし開くと、解消 
ずることびありまず。 

〇イグ ニッション位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
から約5分間は、スライディング 
ルーフを開閉でさまず。その間にフ 
□ントドアを開くと、スライディン 
グルーフは開閉できなくなりまず。 

〇 スライディングルーフび開いてい 
るときに PRE - SAFE @( I >44 ぺージ) 
び車の横滑りを感知ずると、スライ 
ディングルーフびかし開いた位置ま 
で自動的に閉じまず。 
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〇 スライディングルーフが自動で作 
動してし''るときにスイツチを操作ず 
ると、スライディングルーフはその 
位置で停止します。 

〇 スライディングルーフび開閉でき 
ないときは、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて < だ 
ごし、。 


スライデイングルーフの開閉 



①開く 

⑤閉じる/チルトダウン 
⑤チルトアップ 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさまず。 

スライデイングルーフを開く 

► スライデイングルーフスイッチを 
①の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ開さまず。 

サンシエードび閉じている場合は連 
動して開さまず。 

のの方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で開をます。 


スライディングルーフを閉じる 

► スライディングルーフスイッチを 
⑤の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ閉じまず。 

⑤の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じまず。 

スライディングルーフをチルトアップ 
ずる 

► スライディングルーフスイッチを⑤ 
の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけチルトアップし 
まず。 

⑤の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動でチルトアップしまず。 

スライディングルーフをチルトダウン 
ずる 

► スライディングルーフスイッチを⑤ 
の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけチルトダウンし 
9 〇 

⑤の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動でチルトダウンしまず。 


I 







240 


スライディングルーフ 


挟み込み防止機能 _ 

スライディングルーフには挟み込み防 
止機能があります。 

スイッチを引を続けてスライディング 
ルーフを閉じるかチルトダウンしてい 
るとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ただち 
に停止し、その位置からかし開さまず。 

ただし、挟み込み防止機能が作動した 
後に再度操作して、挟み込みなどの抵 
抗を検知したときは、より強い力で閉 
じます。 

さらに、この状態で再度操作して挟み 
込みなどの抵抗を検知したとさは、挟 
み込み防止機能が作動しないことが 
あります。 

A 警告 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
でスライディングルーフを閉じると 
さは、身体などを挟まないよラにミ主 
意してください。スライディングルー 
フに身体が挟まれると、致命的なけ 
がをずるおそれがありまず。 


自動でスライディングルーフを閉じる 
かチルトダウンしているとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ただ 
ちに停止して、その位置からかし開 
さまず。 

A 警告 

スライディングルーフには挟み込み 
防止機能がありますが、スライディ 
ングルーフを閉じるとさは、身体な 
どを挟まないよラにミ主意してくださ 
し、。特に子供にはミ主意してください。 


自動チルトアップ機旨 g _ 

スライディングルーフを開いた状態 

で、イグこッシヨン位置を0にずる 

か、エンジンスイッチからキーを抜い 

たときは、下のときにスライディン 

グルーフが自動で閉じ、チルトアップ 

した状態で停止します。 

• 降雨などによりレインセンサーが雨 
滴を感知したとさ 

• イグこッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から、約 12 時間経過したとさ 

〇自動チルトアップ機能で閉じてい 
るスライディングルーフには、挟み 
込み防止機能びありまずび、スライ 
ディングルーフから身体や物などを 
出さないで < ださい。 

Q 蕭れたタオルなどでフ□ントウイ 
ンドウを拭くと、スライディング 
ルーフび閉じるおそれびあ0まず。 

〇 レインセンサーに雨滴びかからな 
し、とさは、自動チルトアップ機能は 
作動しません。 

〇 自動チルトアップ機能でスライ 
ディングルーフび閉じているとさに 
挟み込みなどの抵抗びあると、挟み 
込み防止機能び作動し、スライディ 
ングルーフびただちに停止し、その 
位置からかし開さまず。その後自動 
チルトアップ機能は解除されまず。 

〇 自動チルトアップ機能は、イグ 
ニッシヨン位置び1か2のとをや 
スライディングルーフびチルトアッ 
プしているとさは作動しません。 
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〇 イグニッション位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
から約5秒間は、自動チルトアッ 
プ機能は作動しません。 


サンシエード 


スライディングルーフと、サード シー 
卜上方のパノラミック U アガラス 
ルーフにはサン シエ ードび装備され 
ています。 

スライデイングルーフ①サンシエード 



①グリップ 
⑤サンシェード 


パノラミツクリアガラスルーフのサン 
シエード 



①グ U ップ 
③ヴンシェード 

サンシェードを開< 

►グリップ®をつまんで□ックを外 
し、開さまず。 

サンシェードを閉じる 

►グ U ップ®を持って閉じ、確実に 
□ックしまず。 


サンシェードを開閉ずる 

► グ U ップ①を持って開閉しまず。 

スライディングルーフを開くと、連動 
して開さまず。 

〇スライディングルーフが開いてい 
るときに、サンシェード®とルー 
フ内張りの間に身体が挟まれないよ 
ラにミ主意してください。 

〇 スライディングルーフが開いてい 
るとさは、サンシェードを閉じるこ 
とはでさません。 
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巧物の積み方/ル物入れ 


スライデイン グルー フのリセット 

スライデイングルーフびスムーズに作 

動しないとさ、まにはバッテ1」一あび 

0やバッテ1」一交換などで電源び断た 

れにときは、スライ デ イング ルーフの 

U セットを行なってくださし)。 

► イグニッシヨン位置を0にしてか 
日、2にしまず。 

► スライデイングルーフスイッチを 
⑤の方向 （0239 ぺージ）に押し 
てチルトアップします。 

► スイッチを押したまま約2秒じ(上 
イ呆持します。 

► スライデイング ルーフび 自動で全 
開/全閉することを確認しまず。 

►自動で全開しないとさは、再度 U 
セットを行ないまず。 

。 U セットを行なってを、スライデイ 
ングルーフび自動で全開/全閉し 
ないとさは、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で作業を行なってく 
ださし、。 


荷物の積みち/ル物入れ 


荷物を積むとさの注意点 
A 警告 

荷物を積むとさは、 ■ LU 降に記載されて 
いる注意点を守り、確実に固定してく 
ださい。急ブレーキ時や急な道路変更 
時、事故のとさなどに前ちに投げ出さ 
れて、棄員がけがをするおそれがあり 
ます。 

荷物を積むとさは、「荷物の固定 
0249ページ）」もご覧ください。 

また、荷物を積むときのを意点を守つ 
たとしてち、荷物を積むことにより、 
事故などのとさに乗員がけがをする 
可能性は高まります。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないでください。 
排気ガスが車内に入り、意識不明に 
なった0、中毒死するおそれがあ0 
ます。 

荷物の積みちは車の走行安定性に大さ 
<影響しまず。じ(下の点にミ主意して< 
ださい。 

• 荷物の重量が、制限重量（[>382ペー 
ジ）を超えないようにしてください。 

• 重い物は車の中む近< (ラゲッジ 
ルームの前ち）の低い位置に積み、 
確実に固定して<ださい。確実に固 
定でさていないと、急ブレーキ時な 
どに荷物が動さ、ラゲッジルーム内 
部を損傷するおそれがありまず。 

•荷物を車内に積むとさは、シートの 
バックレストより高<積み上げない 
で < ださい。 
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• 荷物はラゲッジルームに積み、バッ 
クレストまたは前方に折りたたんだ 
セカンドシートのシートクッシヨン 
に接ずるようにしてくださし)。また、 
セカンドシートを起こしているとき 
は、バックレストび確実に□ックさ 
れていることを確認してください。 

• 荷物はでをるだけ柔員のいない席の 
後方に積んでくださし、。 

• 強度の十分な荷物固定用ストラップ 
などを使用して、荷物を確実に固定 
して < ださい。 

• 鋭いちのある荷物は、角の部分に力 
バーをしてください。 

• ウインドウに荷物び当たらないよ5 
にして<ださい。ウインドウガラス 
を損傷したり、 U アデ フォッ ガーの 
熱線やアンテナなどを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

• 燃料を入れた容器やスプレーをなど 
を積まないで< ださい。引乂や爆発 
のおそれびありまず。 

0 荷物固定用のアクセサ U — は 
Daimler AG の推奨品の使用をお勧 
めします。詳しくはメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 


ル物入れ 


A 警告 

走行中は、ル物入れのカパーを開い 
たままにしないでください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに収納物び巧げ出されて、乗員 
びけびをするおそれびありまず。 

鋭い角のあるちのや壊れやずいちの 
はル物入れに収納しないでくださし、。 

〇収納物びル物入れからはみ出さな 
し、よ5にして < ださい。 

〇ル物入れのカパーび閉じなくなる 
よ5な大さな物をル物入れに入れな 
いでください。ル物入れや収納物を 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

〇貴重品はル物入れに保管しないで 
<ださし、。 


グ□ーブボックス 



グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドルのを引さまず。 


カバー⑤び開さまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


グ□ーブボックスを閉じる 


► カバー⑤を押して□ックしまず。 



グ□ーブボックスのキーシ1」ンダーに 
エマージェンシーキーを差し込んで、 
グ□ーブボックスを施錠/解錠でさ 
ます。 

グ□—ブボックスを施綻ずる 

► キーを水平位置回にまわしまず。 

確実に施湿されていることを確認し 
ます。 

グ□ーブボックスを gg 錠ずる 

► キーを垂直位置のにまわしまず。 

〇グ □ーブボックス巧には、メディ 
アインターフェース用端テびありま 
す。メディアインターフェースは、 
iPod ® や USB 機器などのポータブ 
ル音楽機器のにめの接続端モでず。 
詳しくは別冊 「 COMAND システム 
取扱説明書」をご覧< ださい。 

〇 グ□ーブボックス内にはペンホル 
ダーびありまず。 

〇イ グニッシヨン位置び1か2の 
とさにグ□ーブボックスを開< と、 
グ□ーブボックスライトび点灯し 
ます。 


〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施綻してください。その際は、エマー 
ジェンシーキーをキー本体から取り 
外し、携帯してください。 


フ□ントアームレストのル物入れ 



フ□ントシートのアームレスト内部に 
はル物入れびありまず。 


ル物入れを開く 

► レバーのを引いてカバーを開さ 
ます。 

ル物入れを閉じる 
►カバーを下げて□ックしまず。 

〇 ル物入れ内部にはライトびありま 
ず。車外ライトに連動して点灯/消 
灯しまず。 
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カップホルダー 


A 警告 

• 走行中はカップホルダーを使用しな 
いで<ださい。急ブレーキ時や急な 
道路変更時、事故のとさなどにカッ 
プホルダーに置いた容器が投げ出さ 
れて、棄員が火傷をずるおそれがあ 
りまず。 

• カップ ホルダーの サイズに含った 
フタ付さの容器を使用してくださ 
し、。また、火傷防止のため、熱い 
飲み物が入った容器を置かないで 
<ださい。 

H カップホルダーに飲み物を置<と 
きは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴が重 
れないようにま意して<ださい。 

スイッチや電装品などを損傷した 
0、ショートして発火ずるおそれが 
ありまず。 

センターコンソールのカツプホルダー 



①カップホルダー 
⑤ カー ド ホルダー 

センターコンソールにはカップホル 
ダーのび装備されていまず。2つの 
カップホルダーの間にはカードホル 
ダー®びありまず。 


〇 力ードホルダー⑤は、上方に引 
を上げて取り外ずことびでさまず。 

〇 カップホルダーを清掃ずるとさ 
は、されいなめるま湯を含ませた巧 
でないてくださし、。 


セカンド シー トのカップホルダー 



① アーム レスト 
@カップホルダー 


カツプホルダーを使用ずる 

► アームレスト©を引き出しまず。 

使用しないときはアームレストを押 
し込みまず。 


ヴー ド シー トのカップホルダー 



のカップホルダー 

サードシートのアームレストにはカツ 
プホルタ’一©がありまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


収納ネット _ I 分割可倒式セカンドシート _ 

助手席の足元とフ□ントシートの背面左ちいずれか一方、または両方のセカ 
に新聞や雑誌などを収納でさるネットンドシートを折りたたむことがでさ 
を備えています。 まず。 


A 警告 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンや吿、割れやすい物、鋭利な形状 
の物を入れないで<ださい。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに収納物が投げ出されて、乗員 
がけがをずるおそれがあります。 


Q 収納ネットから収納物がはみ出さ 
ないよ5にして < ださい。 



の助手席足元の収納ネット 



③フ□ントシート背面の収納ネット 


A 警告 

• ラゲッジルームに重い荷物やかた 
い荷物を積載するとさは、確実に 
固定してください。急ブレーキ時 
や急な進路変更時、事故のとさな 
どに荷物が投げ出されて、乗員が 
けがをずるおそれがあ0ます。 

• セカンドシートを折りたたんで荷 
物を積むとさは、シートが□ック 
していることを確認し、セーフテイ 
ネットを取り付けて<ださい。 

• リアシートのクッションを完全に 
引を起こしていない状態で、リア 
シートのバックレストを倒さない 
で<ださい。急ブレーキ時や急な 
進路変更時、事故のとさなどに、 
荷物がバックレストの上を通って 
投げ出され、けがをするおそれが 
ありまず。 

• 大きな荷物を積まないときは、バッ 
クレストを起こしてください。ま 
た、セカンドシートに乗車ずると 
さは、必ずバックレストを起こし 
て確実に□ックしてください。急 
ブレーキ時や急な車線変更時、事 
故のとさなどに荷物が投げ出され 
て、乗員がけがをするおそれがあ 
ります。 
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A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないでください。 
排気ガスび車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死ずるおそれびあり 
ます。 

〇セカンドシートを巧りにたんでい 
るときにフ□ントシートを後方に移 
動したり、バックレストを後方に倒 
すときは、セカンドシートに接触し 
ないよ5にミ主意して<ださい。シー 
卜を損傷するおそれびありまず。 

〇フ □ントシートの前後位置び後方 
になっていたり、バックレストび後 
方に傾いているとさにセカンドシー 
卜を巧りにたむ場合は、必要に応じ 
てフ□ントシートを前方に動かし、 
パックレストを起こしてください。 


セカンドシートを巧りたたむ 




左側セカンドシートを折りたたむとさ 


►ストラップのを引し''て□ックを解 
除しながら、シートクッシヨン® 
を引き起こしまず。 

P ストラップ①はホルダー③に通 
した状態で使用してくださし、また、 
ホルダー感からがれないよ5に注 
意して < ださい。 



► 折りたたむセカンドシートのへッ 
ドレストをいっぱいまで下げまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 



ち側セカンドシートを巧りたたむとさ 


► □ック解除レバー⑤を引き上げて、 
□ックを解除しまず。 

バックレストび前方に倒れまず。 

〇バックレストは非常に重量びあり 
ます。倒すとをは身体を挟まないよ 
5にま意してください。 

►バックレスト©を下方に押し込ん 
で、確実に□ックしまず。 

〇 ち側セカンドシートを、同じ方法 
で折りたたむことびでさまず。 



► シートベルト©をフック®にか 
けまず。 


セカンドシートを元に戻ず 



ち側セカンドシートを元に戻ずとさ 


► □ック解除レバー⑤またはスト 
ラップ④を引き上げて、□ックを 
解除しなびら、バックレスト④起 
こし、確実に□ックしまず。 

〇 ち側セカンドシートのストラップ 
の位置と形状は異なりまず。 

► シートクッション⑤を元の位置に 
戻し、確実に□ックしまず。 

►必要であれば、セカンドシートの 
へッドレストの高さを調整しまず。 

A 警告 

バックレストを元の位置に戻したと 
さは、バックレストび確実に□ック 
されていることを確認してください。 
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巧物の固定 


荷物固定用リング 


A 警告 

荷物固定用リングには均等に力がか 
かるよラにして<ださい。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物が投げ出されて、乗員が 
けがをするおそれがあ0ます。 

荷物を固定するとさは、(下の点に注 

意して < ださい。 

. 荷物固定用 U ングを使用して、荷物 
を固定して < ださい。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物のずれを防ぐためのちので 
す。これらを使用して荷物を固定し 
ないで < ださい。 

• 固定用具が荷物のとがった部分や角 
に当たらないよ5にして < ださい。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に力 
バーを して < ださい。 

. 荷物固定用リングに均等に力がかか 
るよ5にして < ださい。 

• でさるだけずベての荷物固定用リン 
グを使用して < ださい。 

. 荷物固定用 U ングに過大な力がかか 
らないよ5にして < ださい。 


• 固定用具の取扱説明書ちお読み< 
ださし、。 

荷物固定用リングは、ラゲッジルーム 
内のに4個、ヴードシートバックレ 
スト背面上部®とセカンドシート足 
元感に2個ずつありまず。 



ヴードシートを収納した状態 
①荷物固定用リング（ラゲツジルーム巧) 
@荷物固定用 U ング（サードシートバッ 


クレスト背面上部) 



感荷物固定用リング 


(セカンドシート足元） 

荷物固定用のアクセサリーは 、 Daimler 
AG の推奨品の使用をお勧めしまず。 
詳し<はルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね<ださい。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


巧物固定用フック 



ラゲッジルームの左ちに荷物固定用 
フックびありまず。 

〇荷物固定用フックには、約 4 kgLU 
上の荷物をかけないで< ださい。フッ 
クを損傷ずるおそれびありまず。 


ラゲツジ ルームカパー 
A 警告 

ラゲツジルームカバーは荷物の飛び 
出しを防ぐちのではあ0ません。荷物 
を積むとさはラゲツジルームカバー 
の下に納まるよラにして、荷物を確 
実に固定してください。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさな 
どに荷物び前方に投げ出され、柔員 
びけびをずるおそれびあります。 

〇ラゲツジルームに荷物を積むとさ 
は、ラゲツジルーム左ちのウインド 
ウ下端よりを高い位置に荷物を積み 
上げないで < ださい。 

〇ラゲツジ ルームカバーの 上に重い 
荷物を積まないでください。ラゲッ 
ジ ルームカバーを 損傷ずるおそれび 
ありまず。 



ヴードシート後ちに収納 I 」ールを取り付けた状態 

ラゲッジ ルームカバーを 使用ずる 

►八ンドルのを持って、ラゲッジ 
ルームカバーを 1」 ー ルから引を出 
しまず。 

► 左ちの固定部⑤をフック⑤にか 
けまず。 

H セカンドシート後方に収納リールを 
取り付けた状態でラゲッジ j レームカ 
バーを使用ずるとさは、サードシー 
卜のシートベルト®をフック⑤に 
かけて < ださい。 


ラゲ ツジルームカバーび シー h ベ 
ルトにかかり、正しく使用でさな 
いおそれびありまず。 
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ラゲツジルームカバー収納 U -ル 


収納リールの取り付け位置 


取り外したカバーは、紛失しない 
ように、使用しない取り付け部に取 
り付けまず。 


収納リールの脱着 



①セカンドシート後ちの取り付け位置 
⑤ヴードシート後方の取0付け位置 

ラゲツジルームカノ（一収納リールは、 
セカンドシート後方、またはサード 
シート後方に取り付けることびでさ 
ます。 

取り付け部カバーの脱着 



セカンドシート後方の取り付け部（ち側）の力 
バー 

► 取り付け部のカバー⑤の上部を押 
して、カバーを取り外しまず。 

反巧側のカパーを同様に取り外し 
ます。 


セカンドシート後方に取り付けた巧態 


収納リールを取りがず 

► ラゲ ツジルームカバーをリールに 
収納します。 

► 収納 U —ルち端部⑤を左側にスラ 
イドごせまず。 

収納 U —ルち端部⑤び左側に押し 
込まれ、収納 U —ルの長さび短<な 
りまず。 

► ち側取り付け部ひら収納 U —ルち 
端部⑤を取り外しまず。 

►収納 U —ルを取り外しまず。 

収納リールを取り付ける 

► 収納 U —ルち端部⑤び左側に押し 
込まれていて、収納 U —ルび短く 
なってし^ることを確認しまず。 

収納 U —ルち端部⑤び左側に押し 
込まれていないとさは、左側に押し 
込みまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


► □ック解除ボタンのがち側および 
上面に < るようにしまず。 

► 収納 U —ルの左端部を左側取り付 
け部に固定しまず。 

► 収納 U —ルち端部®をち側取り付 
け部に合わせ、□ック解除ボタン 
©を押します。 

U —ルち端部®がち側にスライドし 
てち側取0付け部に固定されまず。 


セーフテイネット 


A 警告 

セーフテイネットを使用ずるときは、 
し U 下の点にミ主意してください。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに荷物が投げ出され、乗員 
がけがをずるおそれがあります。 

• セーフテイネットが確実に固定さ 
れていること 

• セーフテイネットに損傷がないこと 
また、セーフテイネットは重い荷物 
の移動を防ぐことはでさません。荷 
物は確実に固定してください。 


セーフテイネツトを展開ずる 


の の 



のストラップ 


► 2 本のストラップ©をがしまず。 



@バー 

感□ック解除ボタン 


► バー®を□ツクするまで開さまず。 
バーは セーフ テイネツトの下部にち 
ラ1本ありまず。下部のバーち□ツ 
クするまで開さまず。 

〇 セーフテイネツトを収納ずるとき 
は、上下のバーにある□ツク解除ボ 
タン③を押しながらバーを折りた 
たみます。 
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セーフティネットの取り付け位置 



セーフテイネツトはフ□ントシートの 
後方の、またはセカンドシートの後 
方⑤に取り付けることびでさまず。 

フ□ントシートの後方に取り付けると 
さは、セカンドシートをキ斤りにたみ 
([>246ページ）、サードシート090 
ページ）を収納してください。 

セカンドシートの後方に取り付ける 
とさは、サードシートを収納してくだ 
さし)。 

セーフテイネットの取り付け 



► ラゲッジ ルームカバー 収納 リール 
を取り外しまず(>251ぺージ） 

► セーフテイネット下側のフック⑤ 
び後方を向くようにセーフテイネッ 
卜の上部を持ちます。 


► セーフテイネツトの□ツド④の片 
側を取り付け部⑤に差し込み、前 
方に押し込んで固定しまず。 


► □ッドを押し縮めなびら 、もラ片 
側の端を取り付け部⑤に差し込み、 
前方に押し込んで固定しまず。 



セカンドシート後方に取り付けるとさ 


►フック⑤を荷物固定用 U ングにか 

けまず。 

• フ□ントシート後方にセーフ 
ティネットを取り付けるとさは、 
セカンドシート足元の荷物固定 
用 U ング ® を使用しまず。 

• セカンドシート後方にセーフ 
ティネット取り付けるときは、 
サードシートを収納して090 
ぺージ）、サードシートバックレ 
スト背面上部の荷物固定用 U ン 
グ④を使用します。 


I 
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荷物の積み万/ル物入れ 


►ベルト®の端部を下方に引さまず。 

►かしの間走行した後に、ベルトが 
ゆるんでいないことを確認して<だ 
さし、。 

ベルトがゆるんでいるとさは、ベル 
卜の端部を引さ、ベルトを締めて< 
ださい。 


セーフテイネットの取りがし 



フ□ントシート後方に取り付けたとさ 


► アジャスター®を矢印の方向に引 
さ上げまず。 

ベルト®がゆるみまず。 

► 荷物固定用リング®からフック® 
をがします。 

► □ッド®を押し縮めながら、□ッ 
ドの端部を取り付け部から取りがし 
ます。 



ルーフレール©にク□スバーを取り 
付け、各種のアタッチ;><ントを装着で 
さまず。 

アタッチ^ントは Daimler AG の純正 
品および指定品の使用をお勧めしま 
ず。詳しくはルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

A 警告 

• ク□スバーに各種のアタッチ;>< ント 
を装着ずるとさは、製品に添付の取 
扱説明書に従ってくださし、。誤った 
取り付けちによってルーフラック 
が脱落すると、乗員や他の人々がけ 
びをしたり、事故の原因になります。 

• ク□スバーを取り付けたとさは、 
確実に固定されていることを確認 
してください。ク□スバーが外れ 
て脱落ずると、乗員がけがをした 
り、事故の原因になりまず。 

• ルーフの最大積載量（約 1 00 kg ) を 
超えないよラにミ主意してください。 
また、 ルーフに 荷物を積んでいると 
さは、車の重む位置が変化し、走行 
安定性に影響を与えまず。運転ずる 
とさは十分ミ主意してください。 
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A 警告 

ルーフラックを取 D 付けているとき 
は、スライディングルーフを閉じて 
ください。乗員びけびをずるおそれ 
びあ0ます。 

〇ルーフラックやスキーラックなど 
は Daimler AG の推奨品の使用をお 
勧めします。推奨品 LU 外の製品を取 
り付けると車を損傷ずるおそれびあ 
りまず。詳しくはメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね < だ 
さい。 

〇スキーキヤ1」アやバイシクルキヤ 
リアには、純正品でをク□スバーに 
巧応していないタイプびありまず。 
詳しくはメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におにずねください。 

P ク□スバーに荷物やアタッチメン 
卜を取り付けるとさは下記にま意し 
てください。車を損傷ずるおそれび 
ありまず。 

• スライディングルーフをチルト 
アップさせたとさに接触しなし、 
こと 

• テールゲートを開いたときに接 
触しないこと 

〇ク□スバーを取り付けたときは、 
車両の全高び約 50 mm 高くなり 
ます。 

〇 ルーフレールの最大積載量には、 
ク□スバーやアタッチメントの重量 
を含まれます。 


ク□スバーを取り付ける 



①カバー 
@キーシ I 」ンダー 
感キー 


► ク□スバー両端にあるカバーのの 
キーシ U ンダー®に付属のキー 
@を差し込んで時計回りにまわし、 
□ックを解除します。 


► カバー©を取りがしまず。 



④六角レンチ 
感ネジ 
® 取り付け部 


►付属の六角レンチ®で'ネジ©を 
反時計回りにまわし、取り付け部 
® をゆるめます。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


〇取り付け部®をゆるめるときは、 
ネジ⑤を反時計回りにまねしずざな 
いよラにま意して<ださい。取0付 
け部び目な落ずるおそれびありまず。 



⑦フ□ント側のク IZIXA '— 

® U ア側のク□スバー 
® を側 ルーフレール 
⑩ U ア側の取0付け位置 
⑩フ□ント側の取り付け位置 
返) ち 側 ルーフレール 


►反巧側の取り付け部を、フロント、 
U アそれぞれの取り付け位置⑩® 
に合わせまず。 

►六角レンチ④ （>255 ぺージ）で 
ネジ⑤を時計回りにまわし、取り 
付け部®を締め付けまず。 

►カバーの0255ぺージ）を取り 
付け、キー⑤で□ックしまず。 

〇 ルーフレールに直接ク□スバーを 
取り付けると、ルーフレールに傷び 
付くおそれびありまず。必要に応じ 


て、保護シ- 
さし、。 


卜などを使用してくだ 


ク□スバーを取り外ず 


ク□スバーを取り外ずとさは、取 
り付けたとさと逆の手順で行ない 
9 〇 


2本のク□スバーの長さは異なりまず。 
長し、ク□スバー⑦はフ□ント側に、 
短いク□スバー④は U ア側に取り付 
けまず。 

フ□ン h 側のク□スバーの取0付け位 
置は、⑩の位置を参考にしてください。 

U ア側のク□スバーの取り付け位置 
は、@の位置を参考にして<ださい。 

► ク□スバーの片側の取り付け部® 
0255ぺージ）を、フ□ント 、 U 
アそれぞれの取り付け位置⑩®に 
合わせまず。 

y ®® は取り付け位置の目までず。 
ク□スバーを取り付けたとさは、確 
実に固定されていることを確認して 
<ださい。 
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A 警告 

走行中は バニテイ 吉 ラーのカバーを 
閉じてください。眩惑により事故を 
起こずおそれびあ D ます。 


前ちか5の眩しさを防ぐ 



①照巧 
⑤フック 
⑤バニテイ吉ラー 

④ カー ドホルダー 

⑤ バニテイ 吉ラーカバー 

► サンバイヴーを下げまず。 


横ち向か5の眩しさを防ぐ 



⑤フック 
©サンバイザー 
⑦捕助サンバイヴー 


► サンノ くイヴー®を下げまず。 

► サンバイヴーをフック⑤から外し 
ます。 

► サンノ（イヴー®を横にまねしまず。 

このとさは、軸方向にスライドさせ 
ることびでさまず。 

► 前方からの眩しさを防ぐときは、補 
助サンノ（イヴー⑦を下げまず。 

使用後は、補助サンバイヴーを元の位 
置に戻してから、サンバイヴーを元の 
位置に戻しまず。 

〇サンバイザーを横にまねずとさ 
は、バニテイミラーカバー⑤を閉 
じてください。ルーフ内張りやバニ 
テイ S ラーカバーを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

バニテイミ ラー 

バニティ ミラーを使用ずる 

► サンバイヴーを下げまず。 

►バニテイミラーカバー⑤を上方に 
開さまず。 

照明のび点灯しまず。 

〇眩惑を防ぐため、走行中はバニティ 
S ラーを使用しないでください。 

〇 サンバイヴーをフック⑤から外 
すと、照巧のは点灯しません。 


I 
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室内装備 


灰皿 _ 

〇 灰皿を取りがしたスペースを小物 
入れとして使用することができま 
す。 

Q 灰皿下部のスペースには耐熱性が 
あ0ません。火がついたたばこを灰 
皿に置<前に、灰皿が確実に取0付 
けられていることを確認してくださ 
し、。灰皿下部のスペースを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

〇吸いびらやマッチの乂はお実に消 
して < ださい。 

〇紙くずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 

〇使用後は確実にカバーを閉じてく 
ださい。 

フ□ントシートのの皿 



灰皿を開< 

► カバーののマーク④を軽く押します。 

灰皿を閉じる 

►カバーのを前方に押して閉じまず。 


巧皿を取り外ず 

► 灰皿⑤を上方③に引さ上げて取 
り外しまず。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿⑤を□ックずるまで押し込み 


まず。 

セカンドシートのの皿 



セカンドシートのの皿は、1」アセン 
ターコンソールにありまず。 

巧皿を開< 

►カノ（一⑤のボタン⑤を軽く押しまず。 

の皿を閉じる 

►カバー⑤を押して閉じまず。 

巧皿を取りがず 

►灰皿のを引を上げて取り外しまず。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿のを□ックずるまで押し込み 
9 〇 
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ライター 



イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に使用できまず。 

ライターを使用ずる 

► カバー ①の マーク @を軽<押し 
ます。 

カバーのが開さまず。 
►ライター®を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 

A 警告 

• ライターは必ずノブの部分を持っ 
てください。金属部を持つと火傷 
をするおそれがあります。 

• 安全のため、子供を乗せるとさは 
ライターを抜き取ってください。 
ライターに触れて火傷をするおそ 
れがありまず。また、火災の原因 
になりまず。 


H アクセヴ U —電源としてライター 
ソケットを使用ずるとさは、最大消 
費電流 15 AiU 下の規格に合った電 
気製品を使用して < ださい。 

U 電動エアポンプ（>354、357ペー 
ジ）のプラグをライターのソケット 
に差し込まないでください。 

。ライターを使用ずるときは、下 
の点に注意してください。ライター 
を損傷したり、火災が発生ずるおそ 
れがありまず。 

• ライターを押し込んだ後、押さ 
え続けないでください。 

• 赤熱部に灰や異物が付着したま 
ま使用しないでください。 

• ライターを改造したり、純正品 
(がのライターを使用しなし、で 
<ださい。 

Q ライターが戻らなくなったとき 
は、イグこッション位置を0にず 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜いて、^ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡して < ださい。 
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12V 電源ソケット _ 

リアセンターコンソールとラゲッジ 
ルームに 12 V 電源ソケットを装備し 
ています。 

イグこッシヨン位置が2のとさに使用 
でさまず。 

〇 イグこッシヨン位置が0か1のと 
さや、エンジンスイッチからキーを 
抜いてあるとさち使用ずることがで 
さまずが、バッテ U —の電圧が低下 
すると自動的に機能を停止しまず。 



U アセンターコンソールの電源ソケット 


12V 電源ソケットを使用ずる 

►ソケットカバーのを開さ、電気製 
品の電源コネクターを確実に差し込 
みます。 

Q 電源ソケットにライターを差し込 
まないで <ださい。 

。ソケット内に指などを入れないで 
<ださい。感電ずるおそれがあ0 
ます。 

〇エンジンびかかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テ U —びあびるおそれびありまず。 

〇電源ソケットを使用しないときは 
ソケットカパ'一を閉じて<ださい。 
異物び入ったり、水びかかると故障 
の原因にな0まず。 

〇両方の電源ソケットに接続ずる 
電気製品の最大消費電流の合計び 
20 A を超えないよラにしてくだ 
さい。 

〇必ず DC 12 V の電気製品を使用し 
て < ださい。 



ラゲッジルームの電源ソケット 
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アシストグリップ 

各ドアウインドウの上方にアシストグ 
U ッ プびありまず。 コーナ U ング時の 
姿勢保持など I こ使用しまず。 

セカンドシートのアシストグ U ップに 
は、コートフックび装備されていまず。 

A 警告 

SRS ウインドウバッグの作動を巧げ 
たり、作動時に物び飛んで乗員びけ 
びをするおそれびありますので、 

下の点にを意してください。 

• アシストグ U ップに八ンガーやア 
クセヴ U —など物をかけないで< 
ださし、。 

• コートフックには軽く柔らかい巧 
服 L ツ外の物をかけないでください。 

• コートフックを使用するとさは、 
八ンガーなどを使用せず、巧服を 
直接かけてください。 

〇アシストグ U ップにぶらさびった 
り、必要 LU 上の大さな荷重をかけな 
いで<ださい。アシストグ U ップを 
損傷するおそれびありまず。 

〇運転をは運転中にアシストグ U ッ 
プを使用しないで < ださい。 

Q コートフックを使用ずるときは、 
巧服び運転をの視界の妨げにならな 
いよラにま意してください。 


フ□アマット 


A 警告 

• 運転席のフ□アマットを使用ず 
るとさは、ペダルとの間に十分な 
空間びあり、確実に固定されてい 
ることを確認してください。 

• フ□アマットは、フ□アの凸部③ 
とフ□アマットの凹部①で確実に 
固定して < ださい。 

• 走巧前にフ□アマットび確実に固 
定されていることを確認してくだ 
さい。確美に固定されていないと、 
フ□アマットび滑った0、ペダル 
操作を巧げるおそれびあ0まず。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使 
用しないで < ださい。 



フ□アマットを取り付ける 


► フ□ントシートを後方に動かしまず。 
► フ□アマットを敷さまず。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部⑤にはめ込みまず。 

フ□アマットを取りがず 

► フ□アの凸部⑤からフ□アマット 
を取り外しまず。 
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慣百し運転 


慣5し運転 


A 警告 

新品のブレーキバッドやブレーキ 
ディスクは、目まとして走行距離び 
数百 km を超えるまでは制動能力を 
完全には発揮でさません。この期間 
はぶ、要に応じてブレーキペダルをか 
し強めに踏んで<ださい。また、ブ 
レーキバッドの交換を巧なったとさ 
ち、目まとして走行距離び数百 km 
を超えるまでは注意してください。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

び馴染むまで r 慣らし運転」ずること 

をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 

とにより、将来にわたってま定した性 

能を維持することびでさまず。 

最初の1,500 km までは iiTF のミ主意事 

項を守って < ださい。 

• エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び6,000回転のとをは約 
4,000回転）を超えないよ5に運転 
して < ださい。 

• エンジンに大をな負担のかかる運転 
はおけてください。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではなく、負担のかから 
ない範囲でエンジン回転数と走行 
速度を変えて < ださい。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けてください。 

• ギアレンジ胃、拒君、田丑および 
1〜3速のギアは山道などをほ速 
で走行するとさだけ使用してくだ 
さし、。 


走行距離び1,500 km を超えたら、エ 

ンジン回転数を徐々に高回転まで上け' 

て < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後を、慣らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的にほいギアに切り替わり、エ 
ンジン回転数び上びって素早く加速 
しまず。これをキックダウンといい 
まず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキとしル、ま 
ず。ほいギアのとさほど効さび強 
<なりまず。 


B こな〇芭 s 邮田 
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A 警告 

給油するとさは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
びあるとさや燃料の巧いびするとき 
は、決して火気を近付けないでくだ 
さい。火がび発生ずるおそれびあり 
まず。 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取 D 扱ラときは、火をお付けたり、 
ちくで喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

肌やを服に燃料び付着しないよラに 
を意してください。燃料び肌に直接 
触れたり、気化した燃料を吸い込む 
と、健康を害ずるおそれびあ D まず。 


①燃料給油フラップ 
③ ホルダー 

③ 使用燃料表あ 

④ タイヤ空気圧ラベル 


燃料給油フラップは、 U モコン操作ま 
たはキーレス3—操作での解錠/施錠 
に連動して解淀/施趣されまず。 

給油□を開いて給油ずる 

► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチに取り付けてい 
るキーレス3’ースイッチを押して 
イグニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとをは、エンジンスイッ 
チからキーを巧さまず。 

または 

► エンジンスイッチにキーレス3— 
スイッチを取り付けているときは、 
運転席側ドアを開さ、イグニッシヨ 
ン位置を0にしまず。 

再び運転席側ドアを閉じてを、イグ 
ニッシヨン位置は0のままになり 
まず。 

► 燃料給油フラップのの矢印の位置 
を押しまず。 

燃料給油フラップ®びかし開さ 
ます。 

► 燃料給油フラップ®を開きまず。 

► キャップを反時計回りにかしゆるめ 
て、タンク内の圧力を巧さまず。 

圧力び巧けたら、さらに反時計回り 
にまわして取り外しまず。 

►外しにキャップを燃料給油フラッ 
プの裏側にあるホルダー③に置さ 
ます。 

► 給油を開始しまず。 

給油ノズルび最ネ刃に自動停止した時 
点で給油を停止して < ださい。 
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燃料給油□を閉じる 

►キャップを燃料給油□に合わせ 
ます。 

► カチカチッといラ音びして空回りず 
るまで、キャップを時計回りにまわ 
します。 

► 燃料給油フラップ®を閉じまず。 

©燃料 給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベルび貼付してありま 
す。タイヤ空気圧ラベルの見かたに 
ついては0282ページ）をご覧く 
ださい。 

〇 車を施淀ずる前に燃料給油フラッ 
プを閉じてください。施湿後に燃料 
給油フラップを閉じよラとしてを、 
□ックピンにより、燃料給油フラッ 
プび閉じな <な0まず。 

〇 U モコン操作やキーレス 3— 操作 
で燃料給油フラップび解錠されない 
とさは、手動で解淀できまず0338 
ぺージ)。 

〇 燃料給油□は車両のち側後方にあ 
りまず。また、メーターパネル内に 
は燃料給油□の位置をおず [ W ] び 
表示されてし''ます。 

〇燃料を給油ずるとさは、 m 下の点 
にミ主意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソ U ン 
を使用してください。有鉛ガソ 
U ンや粗悪なガソリン、指定 LU 
外の燃料（高濃度アルコール含 
有燃料など）を使用ずると、ェ 
ンジンなどを損傷ずるおそれび 
ありまず。 


• 燃料の添加剤は、純正品または 
承認されてし''る製品のみを使用 
してくださし、故障の原因にな 
ります。 

• 軽油を燃料として使用しないで 
ください。また、無鉛プレミア 
ムガソ U ンと軽油を混ぜて使用 
しないで<ださい。か量を混ぜ 
ただけでち燃料系部品やエンジ 
ンなどを損傷ずるおそれがあり 
まず。また、このような場合は 
保証の適用がになりまず。 

• 誤って輕油を給油してしまった場 
合は、決してエンジンを始動しな 
いで< ださい。軽油が燃料供給系 
部品全体にまわるおそれがありま 
ず。誤って給油した場合はルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に 
連絡し、燃料タンクや燃料系部品 
の洗浄作業または交換を行なって 
<ださい。 

• 目的地まで余裕をちって走れる 
ように、十分な量を補給して< 
ださい。 

• 燃料給油口には、純正品政がの 
キャップを使用しないで < ださし、 

Q セルフ式のガソ U ンスタンドなど 

で給油ずるとさはおずし U 下の点を 

守り、安全に十分ミ主意して作業を行 

なって < ださい。 

•エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じてくだ 
さい。 


• 燃料給油フラップを開くことか 
らはじまる一連の給油作業は、 
必ずひとりで行なつてくださし、。 

• 給油作業をずる人し U 外は燃料給 
油□にお付かないで < ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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• 給油作業をする人は、作業の前に 
金属部分に触れるなどして身体の 
静電気を除去して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると 、放 
電による火花で燃料に引火した 
0、火傷をずるおそれがあ0まず。 

• 作業中は車内に戻らないで<ださ 
し、。帯電するおそれがあ0まず。 

• キャップの取りがし/取り付け 
(>26日ページ）は確実に行ない、 
火気を近付けないよラにして< 
ださい。 

• 燃料が塗装面に付着しないよ5に 
注意して<ださい。塗装面を損傷 
するおそれがありまず。 

• 給油ノズルは燃料給油口の奧ま 
で確実に差し込んで<ださい。 

• 給油が自動的に停止したら、それ 
政上は給油しないで<ださい。燃 
料漏れのおそれや、エンジンが不 
調になった0停止ずるおそれがあ 
りまず。 

• 手動で給油しているときは、状 
況を見ながら、給油の勢いを強 
<しないでゆっくりと給油して 
<ださい。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあ0まず。 

• 気化した燃料を吸い込まないよ 
ラにま意してください。 

• ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を遵守して < だ 
さし、。 
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燃料の給油 


燃料と燃料タンクのトラブル 


トラブル 


車から燃料び漏れて 
し）る。 


臟料給油フラップび 
開かない。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

A 乂災や爆発のおそれがありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにイグニッション位置を0にして、エンジンスイッチからキー 
を振いて < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください（[>337ペー 
ジ)。 

►テールゲートを開いてください（1>82ページ）。 

► 燃料給油フラップを手動で解錠してください0338ページ)。 

燃料給油フラップは解錠されるび、給油フラップの開閉機構に臭萬びある。 
► 燃料給油フラップを手動で解錠してください0338ページ)。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


B こな〇芭6邮田 
















エンジンル ー J 


269 


こンジン ルーム 


ボンネッ 


A 警告 

走行中はボンネット□ック解除レ 
バーを引かないでください。ボンネッ 
卜が開いて視界が遮られ、事故を起 
こすおそれがあります。 


A 警告 

エンジンスイツチからキーを抜いて 
いるときやイグニツシヨン位置が0 
のとさち、冷却水の温度が高いとさ 
はエンジンフアンなどが自動的に回 
転することがあります。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物をお 
付けないでください。 


A 警告 

ボンネットから炎や煙が見えたとき 
は、ボンネットを開かないで<ださ 
し、。火傷をするおそれがありまず。 


A 警告 

エンジンが停止していてち、エンジ 
ンルーム内には高温になっている部 
分がありまず。エンジンルーム内に 
触れるとさは、各部の温度が下がつ 
ていることを確認してください。 


A 警告 

エンジンを始動しているとさやエン 
ジンがかかっているとさ、イグニッ 
シヨン位置が1や2のとさは、エン 
ジンルーム内には手を触れないでく 
ださい。高電圧の発生部分や高温部 
分、回転している部分があり、それ 
らに触れると非常に危険でず。 


ボンネットを開< 


A 警告 

ボンネットを開<とさは、エンジンス 
イッチからキーを抜< か、イグニッ 
ション位置を0にして、ワイパース 
イッチが停止の位置になっていること 
を確認してください。ワイパーが作動 
すると、けがをしたり、車やワイパー 
を損傷するおそれびあります。 

Q ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが接触して、損 
傷するおそれがありまず。 

Q 強風のときにボンネットを開くと、 
風にあおられ、ボンネットが不意に 
下がるおそれがありまず。風の強い 
曰には十分にま意してください。 

また、ボンネットに雪が積ちってい 
るときち同様にま意してください。 
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ボンネットを垂直に開く 



► エンジンスイッチからキーを巧く 
かイグニッシヨン位置を0にし 
て、ワイパースイッチび停止の位 
置になっていることを確認しまず 
(>122ページ）。 

► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
バー®を手前に弓 I さまず。 

〇 停車中やご<ほ速で走行中は、ワ 
イノく一び作動しているとさにボン 
ネットの□ックを解除ずると、ワイ 
パーの作動び停止しまず。 



③□ック解除ノブ 


► ラジエターグ U ルの上方にある□ッ 
ク解除ノブ⑤を矢印の方向に引さ 
上げなびらボンネットを開さまず。 



⑤□ックボタン 

④ま柱上部に移動した □ ックボタンの 


位置 

垂直位置まで開く 

► 左側支柱下部にある□ックボタン 
⑤を押しなびら、ボンネットを押 
し上げて垂直の位置にしまず。 

□ックボタン⑤び支せ上部に移動 
し、□ックされまず。 

を直位置か5閉じる 

► ボンネットをかし後方に押しなび 
日、支柱上部に移動した□ックボタ 
ン这)を押し、ボンネットを閉じまず。 

〇 垂直に開いたボンネットは、支柱 
上部に移動した□ックボタン④を 
押さなくてち通苗の開く位置まで下 
げることはでさまずび、その位置か 
ら閉じることはでをません。 

再度、垂直に開き、□ックボタン 
を押しなびら閉じて<ださい。 


B こな〇芭6邮田 


ボンネットを約 40 cm ほど持ち上げ 
ると、ガス封入式ダンパーによりボン 
ネットは自動的に開き、保持されまず。 
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ボンネットを閉じる 


►ボンネットを引き下げ、ラジェター 
グリル上部から約 20 cm 〜 30 cm 
上ちの位置で手を放して閉じまず。 

完全に閉じなかったとさは、ちラー 
度ボンネットを開さ、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 

A 警告 

走行前に、ボンネットが確実に□ッ 
クされていることを確認してくださ 
し、。走行中にボンネットが開いて事 
故を起こすおそれがあります。 


A 警告 

ボンネットを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラにミ主意してください。 

。エンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜が変形ずるおそれがありまず。 

〇 ボンネットが完全に閉じていない 
状態で走行すると、警告音が鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に警告 マークが 表示されまず。 



エンジン ルーム 


A 警告 

• イグニッションシステムや燃料噴 
射システム、キセノンヘッドライ 
卜のバルブソケットや配線に手を 
触れないで<ださい。高電圧が発 
生しているため、感電ずるおそれ 
がおります。 

• イグニッション位置が0のとさや 
エンジンスイッチからキーを抜い 
ているとさを、冷却水の温度が高 
し、とさはエンジンフアンなどが自 
動的に回転することがあります。 
エンジンフアンなどの回転部には 
身体皆物をお付けないで < ださし、。 



① 

冷却水 U ブーブタンク 
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⑤ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 
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⑤ 

ウォッシャー液 
リヴーブタンク 

278 

④ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 
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⑤ 

ヒューズボックス 
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平環境 

環境保護のたが、オイルなどの各種 
の油脂類やフルード類の交換および 
廃棄は、六ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で巧なつてください。 


エンジン ルーム 内の手入れ 


手作業です式いて<ださい。火傷や感電 

にミ主意して < ださい。 

ェンジンルームには多<の電気装備が 

あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 

けた0、スチーム洗浄をしないで< だ 

さい。 

A 警告 

ェンジンや浦器類の熱や動さに十分 
を意してください。また、ラジェター 
に手を軸れないでください。火傷や 
けびをするおそれびあ0ます。 

[I 作業は安全な場所を選がして行 
なって < ださい。 

〇適切な工具を使用してください 

〇部品や工具をェンジンの上など、 
ェンジンルーム巧に置かないでくだ 
さし、中に落とずおそれびありまず。 

P 油脂類（オイルなど）やフルード 
類（ブレーキ液、ウォッシャー液、 
冷却水など）は、十分ミ主意して取 
り扱ってください。万一目に入っ 
た場合は、ただちに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の診断を受け 
て < ださい。 


〇油脂類やフルード類び皮膚に付着 
したとさは、ずぐに石けんで洗い流 
して<ださい。放置ずると皮膚に障 
害を起こずおそれびありまず。 

[I 油脂類やフルード類の容器は、モ 
イ共の手び届くところや乂気の近くに 
保管しないで < ださい。 


エンジンオイル 

車の使用状況により、1,000 km につ 
さ最大で約 0.8 U ットルのエンジンオ 
イルび消費されまず。 

慣らし運転中のエンジンオイルの消費 
量はをか増加ずることびありまず。ま 
た、頻繁にエンジン回転数を上げて走 
行ずると、エンジンオイル消費量は増 
加しまず。 

〇エンジンオイルに添加剤などを使 
用しないでください。エンジンを損 
傷するおそれびありまず。 

〇エンジンオイルは使用している間 
にちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かしまず。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
て < ださい。 

エンジンオイルの量を点検ずる 

エンジンオイル量を点検ずるときは、 
し U 下の点にま意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンび温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから約日分政上経 
週している 


B こな〇芭6邮田 
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► エンジンオイルレベルゲージのを 
抜さ取り、されいに巧いていっぱし、 
まで差し込みます。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージを 
抜さ取り、付着したエンジンオイル 
量と巧れ具合を点検しまず。エンジ 
ンオイル量はエンジンオイルレベル 
ゲージの上限 （ max ) ⑤と下限 （ min ) 
( D の間にあれば正常でず。 

► エンジンオイルび下限(下のとさ 
は、エンジンオイルフイラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給します。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故障 
/警告メッセージび表示されたとさ 
は0324ぺージ）をご覧ください。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 
限と下限の間は、約2 U ットルでず。 



エンジンオイルを補給ずる 



► エンジンオイルフイラーキャップ 
©を反時計回りにまわして取り外 
しまず。 


► 指定のエンジンオイルを補給し 
まず。 

ま全に十分ミ主意して、作業を行なつ 
て < ださい。 

► エンジンオイルフィラーキヤップ 
©を補給□に合わせ、時計回りに 
まわして、確実に取り付けまず。 

。エンジンオイル量びエンジンオイ 
ルレべル ゲージの 上限を超えてい 
るときは、エンジンオイルを巧い 
てください。エンジンや触媒を損 
傷するおそれびありまず。 

A 警告 

エンジンオイルをエンジンルーム内 
にこぼさないでください。エンジンび 
熱いとさにオイルび付着ずると、発 
火して火傷をするおそれびあります。 


9環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないで<だ 
さし、。 


I 
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エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイ 
ルフィルターは定期的に交換ずるこ 
とをお勧めしまず。交換時期はメンテ 
ナンスインジケーターを目まとして 
<ださい。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりまずので、詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださぃ。 

P 必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことびあ 
りまず。 

〇種類の異なるエンジンオイルを混 
ぜないで<ださい。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

〇エンジンオイルびエンジンルーム 
内に付着したとさは完全に巧を取っ 
て < ださい。 

〇エンジンオイル量びをずざると故 
障の原因にな0まず。 

P エンジンオイルの減りかたび著し 
いとをは、ただちにメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねくださし、。 


才ートマチックトランス吉ッシヨン 
オイル 

オートマチックトランス S ッシヨンオ 
イルのオイル量を点検ずる必要はあり 
ません。 

オイルの漏れを見つけたり、トランス 
ミッシヨンの作動に異常を感じたとさ 
は、ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場で点検を受けて < ださい。 

[|オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルの交換については別冊「整 
備手帳」をご覧< ださい。 

〇オートマチックトランス三ッ 
シヨンオイルは専用品のみを使用 
して <ださい。 


冷却水 


A 警告 

水温が少しでを高いとさは、絶対に 
I 」ヴーブタンクのキャップを開かな 
いで<ださい。高温の蒸気や熱湯が 
吹さ出して、火傷をするおそれがあ 
0まず。 


A 警告 

不凍液をエンジンルーム巧にこぼさ 
ないで<ださい。熱くなったエンジ 
ンに不凍液が付着すると、発火して 
火傷をするおそれがあ0ます。 

Q マルチファンクションディスプ 
レイに、冷却水に関ずる故障/警 
告^ッセージが表示されたとさは 
([>323ページ）をご覧ください。 
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冷却水の量を点検ずる 


冷却水の量の点検は、水平な場所に停 
車していて、エンジンび十分に;ちえて 
し、るとさに行ないまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
のエンジン冷却水温度画面で冷却水 
の温度び;ちえていることを確認しま 
す0156ぺージ）。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 




► U ヴーブタンク⑤のキヤップのを 
反時計回りにゆっくり約1/2回転 
までまわして、圧力を巧をます。 


►圧力び巧けたら、キャップをさらに 
反時計回りにゆっくりまわして取り 
外します。 

► を却水の液面び U ヴーブタンク内 
のバー⑤の上面に達していれば適 
量です。 

► キャップ®を確実に閉じまず。 

〇を却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて < だ 
さし、。 


〇 水温び高いとさは液面び約1 5 mm 
ほど高くなりまず。 

冷却水を補給ずる 


を却水び不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクに補給しまず。 

► を却水び;ちえていることを確認し 
まず。 

► U ヴーブタンク⑤のキャップ®を 
反時計回りにゆっくり約1/2回転 
までまわして、圧力を巧をまず。 

►圧力び巧けたら、キャップのをさ 
らに反時計回りにゆっくりまわして 
取り外しまず。 

► 液面の高さにミ主意して冷却水を補給 
します。 

通常は水道水 I こ純正の不凍液をミ居せ' 
て使用します。 

車を使用ずる地域(最ほ気温）によっ 
て濃度を変えまず。 

► キャップ®を確実に閉じまず。 

►エンジンを始動させ、約5分後に 
エンジンを停止しまず。 

► を却水び十分にをえにことを確認 
してから;ち却水の量を再度点検し、 
必要であれば、再度を却水を補給 
します。 

冷却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととをに劣化しま 
ずので、整備手帳に従い定期的に交換 
して < ださい。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 
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エンジン ルー ム 


〇を却水の補給は、を却水びをえて 
から行なってください。 

〇を却水には必ず不凍液を混ぜて< 
ださい。不凍液には防鐘の効果をあ 
りまず。 

〇指定し U 外の不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。鐘や腐食な 
どの原因になりまず。 

〇不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ずみやか 
に水で洗い流して < ださい。 

〇マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに;令却水に関ずる故障/警告メッ 
セージ（[>323ページ）び表示され 
たとさは、才ーバーヒートしてエン 
ジンを損傷ずるおそれびありまず。 
ただちにま全な場所に停車し、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けてくだごい。 

オーバーヒートしたとを 


才ーバーヒートしたとをの症状 

• を却水温度び約 120° Cii (上を示し 
ている。 

• マルチフアンクションディスプレイ 
に冷却水に関ずる故障/警告メッ 
セージび表示されている。 

• エンジンルームから蒸気び出ている。 

A 警告 

エンジンルームから蒸気が出ている 
とさや冷却水が吹さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、冷 
えるまで車から離れてください。漏 
れた液体が発火して火災が発生する 
おそれがあ0まず。 


A 警告 

水温が下がるまで、絶巧にボンネッ 
卜や U ヴーブタンクのキャップを開 
かないでください。高温の蒸気や熱 
湯が吹さ出して火傷をずるおそれが 
おります。 

Q オーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水が吹さ出している状 
態でェンジンをかけたままにずる 
と、ェンジンを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

Q オーバーヒートしたとさは必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 

オーバーヒートしたとさは、じ(下のよ 
ラに処置して<ださい 

► ただちに安全な場所に停車しまず。 

► ェンジンをアイドリング状態で冷却 
し 9 〇 

ラジェターの冷却ファンが停止し 
ているとさや、冷却水が吹さ出し 
ているときは、ェンジンを停止し 
て冷却して < ださい。 

►ェンジンが十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、ラジェターの冷却 
ファンなどを点検しまず。 

► 冷却水が不足しているとさは補給し 
ます（1>275ぺージ）。 

〇を却水は、ェンジンび熱いとさに 
ネ甫給しないで<ださい。ェンジンを 
損傷するおそれびありまず。 
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ブレーキ液 


A 警告 

マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにブレーキに関する故障 
/警告^ ッ セージが表示されたり 
(1>321ページ）、 ブレーキ 警告灯 
(1>332、333、33日ページ）が点灯 
したとさは、むやみにブレーキ液を 
補給しないでください。補給によつ 
て故障が解消ずることはありません。 

安全な場所に停車して、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して < 
ださい。 


A 警告 

必ず指定のブレーキ液を使用して< 
ださい。指定！; I 外のブレーキ液を使用 
したり、他の銘柄を混ぜると、ブレー 
キの効き具合や ブレーキシステムに 
悪影響を与え、安全なブレーキ操作 
がでさな < なるおそれがあ0まず。 


A 警告 

ブレーキ液の補給は、エンジンが冷え 
てから行なってください。また、上 
限を超えないよラに補給してくださ 
し、。おふれたブレーキ液がエンジン 
传排気系部品などに付着ずると、発 
火して火傷をしたり、火災が発生す 
るおそれがあります。 

Q マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告六ッセージが表示されたとさは 
(0321ページ）をご覧ください。 


ブレーキ液の量を点検ずる 



► ブレーキ液の液面が、ブレーキ液 U 
ヴーブタンク①のレベルインジケー 
夕一上限 ( MAX ) ©と下限 （ MIN ) 
③の間にあれば正常でず。 

ブレーキ液の交換 


定期的にルセデス-ベンツ指定ヴー 

ビスエ場で点検を受けて<ださい。詳 

しくは;><ルセデス-ベンツ指定サービ 

スエ場におたずね < ださい。 

Q ブレーキ液の減りかたが著しいと 
きは、ただちにルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

U ブレーキ液の補給や交換は、少ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なって< ださい。 

H 補給のとさは、3’ミや水び U ヴー 
ブタンクの中に入らないよ5にして 
ください。たとえルさな:： I ミでを、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
りまず。 

〇レベルインジケーターの上限を超 
えて補給ずると、走行中に漏れて塗 
装面を損傷するおそれびありまず。 
ボディに付着したとさは、ずみやか 
に水で洗い流して < ださし、。 


B 三養芭 Q が中 
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H ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化した状態で使用ずると、苛酷な 
条件下ではベーノ（一 □ ックび発生ず 
るおそれびありまず。 

〇 ベーパー□ック： 長い下りあや急 

な下りあなどでブレーキぺダ J レを踏 
み続けると、ブレーキ液び沸騰して 
ブレーキパイプ内に気泡び発生し、 
ブレーキぺダ J レを踏んでを圧力び伝 
わらず、ブレーキび効かなくなる現 
象のことでず。 


ウォッシャー液 

A 警告 

ウォッシャー液は可燃性です。乂気を 
近付けたり、おくで暧煙をしないで 
ください。また、エンジンび熱くなつ 
ているときは補給しないでください。 

〇 ウインドウウォッシヤー液と へッ 
ドライトウォッシャー液の U ヴーブ 
タンクは共用でず。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用の 
2種類びありまず。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効まびあり、を用には凍 
結温度を下げる効果びありまず。 


ウオッシャー液を補給ずる 



► U ヴーブタンクに補給ずる前に、 
ウオッシャー液と水を適正なミ居合比 
にミ居ぜまず。 


► ウォッシャー液 U ヴーブタンクの 
キャップ©を開さまず。 

► ウォッシャー液を補給しまず。 

► キャップのを取り付けまず。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ居ぜ 

て使用しまず。 

〇粗悪なウォッシャーあや石けん水 
を使用ずると、塗装面を損傷ずるお 
それびありまず。 

。ウォッシャー液び出な < なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

H ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水をミ忌ぜないで<ださい。液 
量の計測器を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


B こな0岳6邮田 
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。へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。純正じ(外のウォッシャー液を使 
用すると、レンズを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

P マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表おされたとさは 
0329ページ）をご覧ください。 


タイヤとホイール 


タイヤとぶイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用して<だ 
さい。詳しくは ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

A 警告 

• 純正品および承認されている製品 
外のタイヤやホイールを装着す 
ると、ブレーキシステムやヴスぺ 
ンションを損傷したり、事故を起 
こすおそれがあ0まず。 

• タイヤの摩耗には十分に注意し、 
スリップサイン（別冊「整備手帳」 
参照）が現われたら、ずみやかに 
交換してください。タイヤの溝の 
深さが約 3 mm し：^下になると善し 
く滑りやす<なり、事故につなが 
るおそれがあ0まず。 


A 警告 

• 必ず規定の空気圧を守って<ださ 
し、。燃料給油フラップの裏側に、 
規定のタイヤ空気圧を記載したラ 
ベルが貼付してありまず([>282 
ページ)。 

• 空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤが過熱して 
破裂したり、火災を起こずおそれ 
があ0ます。 

• ホイールボルトはホイールに適含 
した純正品だけを使用して<ださ 
し、。純正品外のホイールボルト 
を使用すると、ホイールが脱落し 
て事故を起こすおそれがあります。 


I 
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タイヤとホイール 


y 純正品まには承認されている製 
品(外のタイヤやホイールを装着 
すると、車両操縦性や□ードノイ 
ズ、燃料消費などに悪影響をおよぼ 
すおそれびありまず。また、乗車人 
数や荷物び増えた場合などには、夕 
イヤやホイールと車体などび接触し 
て、タイヤや車体を損傷するおそれ 
びありまず。 

P ホイールやタイヤの選択を誤ると、 
車全体のバランスに影響し、ま全性 
に支障をさたずおそれびありまず。 

P 装着ずるタイヤは指定されたサイ 
ズ' および4輪とを同じ銘柄のを 
のにしてください。サイズや銘柄び 
異なると、車両操縦性に悪影響をお 
よぼし、事故を起こずおそれびあり 
ます。 

〇再生タイヤを装着した場合 、安全 
性の保記はでさません。 

P 純正品またはを認されている製品 
し U 外のタイヤやホイールを装着ずる 
と、道路運送車両法違反になること 
びありまず。 

〇前後同サイズのタイヤ/ホイール 
び指定されている車種は、2本だけ 
新品のタイヤを装着ずるとをは、前 
輪に装着して < ださい。 

P 摩耗具合にかかわらず、6年け上 
経過したタイヤは新品のタイヤと交 
換してください。 

応急用スペアタイヤを同様に交換し 
て < ださい。 

〇ブレーキシステムやホイールの改 
造、ホイールスペーサーやブレーキ 
ダストカバーの装着などは行なわな 
いでください。ま全性に支障をきた 
すおそれびありまず。 


P トレッドびひどく摩耗したタイヤ 
では、請れた路面を走行しないで< 
ださい。タイヤのグ U ップび著し< 
ほ下し、八イド□プレーニング現象 
を起こずおそれびありまず。 

〇 新品のタイヤを装着したとさは、 
走行距離び約 100 km を超えるまで 
は速度を控えて運転ずることをお勧 
めしまず。 

タイヤの点検 


► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接 i せ部のたわみ状態(別冊 r 整 
倫手帳」参照）を見て、空気圧び適 
切であることを点検しまず。 

►タイヤに大をな傷びないこと、くざ 
や石などびささったり、かみ込んで 
いないことを点検しまず。 

►タイヤび偏摩耗を起こしにり、極端 
にずり減っていないことを点検しま 
ず。ス U ツプサイン（別冊「整備手 
帳」参照）び出ているとさは、新し 
し、タイヤに交換しまず。 

〇ほこ0の侵入や水分の浸入を防ざ 
パルブを保護ずるため、ホイールパ 
ルブのキヤツプを必ず装着して < だ 
さい。また、市販のタイヤ空気圧計 
測装置をホイールノ くルブに装着ずる 
など、純正品または承認されたパル 
ブキヤツプし U 外のをのをホイールノ く 
ルブに装着しないでください。 


B こな〇芭6邮田 
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B タイヤに空気を入れてち、すぐに 
空気圧が低下ずるとさは、パンク 
やぶイールの損傷、タイヤバルブか 
らの空気漏れなどのおそれがありま 
す。ただちにルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
さい。 

Q タイヤの摩耗は均一ではありませ 
ん。タイヤの摩耗を点検するとさ 
は、必ずタイヤの内側ち点検して 
<ださい。 

Q タイヤのトレ ッ ドやサイドウ オー 
ルがひど<ず0減った0、傷が付い 
ているとさは交換してください。 

走巧時の注意 


• タイヤやぶイールが損傷していると 
さは、振動や騒音が発生したり、ス 
テア U ングが不自然な動さをずるこ 
とがありまず。このよ5なとさはた 
だちに安全な場所に停車して、タイ 
ヤとホイールを点検して<ださい。 

異常が見つからないとさち、ル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
で点検を受けて < ださい。 

• 路面の段差などを乗り越えるとさ 
は、速度を落とし、注意して走行し 
て<ださい。タイヤやホイールを損 
傷するおそれがあ0まず。 

• 駐車時は、タイヤやホイールが縁石 
に接触しないようにしてください。 

また、縁石を乗り越える必要がある 
ときは、縁石に対してタイヤをでき 
るだけ直角にしてください。タイヤ 
を損傷するおそれがありまず。 


タイヤを清掃ずるとき 


• ホイールには酸性のぶイールク 
U ーナーを使用しないで< ださい。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キディスクが腐食ずるおそれがあ 
りまず。 

• ホイールクリーナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食ずるおそれがあり 
ます。 

このよラなとさは、しばら<走ネ子し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 


タイヤの保管について _ 

装着していないタイヤは、オイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着ずるおそれ 
のない、乾燥した冷暗所に保管して< 
ださい。 


タイヤの清掃について _ 

Q 高圧式スプレーガンを使用して夕 
イヤを清掃しないで<ださい。夕 
イヤを損傷ずるおそれがありまず。 
損傷したタイヤは必ず交換して< 
ださい。 
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タイヤとホイール 


タイヤの回転方向について _ 

回転方向が指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転するよラに装着する 
ことで、八イド□プレーニング現象な 
どを発生しにくくし、タイヤの性能を 
発揮することがでさまず。 

タイヤの側面に記載された回転ち向の 
矢印などの指示に従って装着して<だ 
さい。 

〇 応急用スペアタイヤは、指定され 
ている回転方向にかかわらず装着ず 
ることがでさまず。 


タイヤ空気圧ラベル 



タイヤ空気圧ラベルの例 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびあ0ます。 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されていまず(>265 
ぺージ)。 

タイヤサイズや乗車人数、荷物の量 
などに応じて、前輪と後輪の空気圧 
を調整して < ださい。 

単位は rkPa ( lOOkPa 二 Ibar )」 と fpsij 
で示してし''ます。 



タイヤ空気圧ラベルの例 


タイヤサイズの代わりに、 " 16 "" や 
"R 16 " などのぶイール外径で表示され 
ていることちありまず。 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびあります。 



タイヤサイズ表示の例 


ホイール外径のはタイヤのサイド 
ウオールのタイヤサイズ表示に記載さ 
れています。 

平環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧が低いと、 
燃料を余計に消費しまず。 


B こな〇芭6邮田 
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A 警告 

空気圧の低いタイヤで走行しないで 
ください。タイヤが過熱して破裂し 
たり、火災を起こすおそれがありま 
す。必ず規定の空気圧を守って < だ 
さし、。 

タイヤに空気を入れずざないで<だ 
さい。空気を入れずざたタイヤは、路 
上の破片や凹みなどにより損傷を受 
けたりパンクしやずくなりまず。ま 
た、タイヤ空気圧警告システムが正 
しく作動しな<なったり、車両操縦 
性に悪影響をおよぼずおそれがあり 
ます。 


A 警告 

ホイールバルブには純正品または承 
認されたバルブキヤツプし U 外のをの 
を装着しないでください。特にバル 
ブに装着するタイプの市販のタイヤ 
空気圧計測装置を装着すると 、ホイー 
ルバルブに負担がかかり、ホイール 
ノ くルブが脱落ずるおそれがありまず。 
また、構造上バルブが常に開いた状 
態にな0、空気漏れにつながるおそ 
れがおりまず。 


A 警告 

タイヤ空気圧が何度ち低下ずるとき 
はじ TF のことを確認してください。 

• タイヤに異物がささっていないこと 

• ホイールやタイヤバルブか5空気 
が漏れていないこと 

• 純正品または承認されたバルブ 
キヤップが装着されていること 

タイヤ空気圧が低いときは、車の走 
行安全性に悪影響をおよぼし、事故 
につながるおそれがあ0まず。 


タイヤ空気圧の点検は、できるだけ夕 
イヤが冷えているときに行なってくだ 
さい。周囲の気温や走行速度、路面温 
度などの影響によりタイヤの温度が約 
10で変化ずると、タイヤ空気圧は約 
0.1 bar ■変化しまず。 

不適切なタイヤ空気圧は、タイヤに 
下のよラな影響をちえまず。 

• タイヤ寿命の低下 
• 損傷を受ける可能性の増加 

• 車両操縦性への悪影響（八イド□プ 
レーこング現象など） 

〇おず法定速度を巧って走行して< 
ださい。 

〇空気圧はタイヤびをえているとさ 
に測定して<ださい。約3時間駐車 
したままのとき、または 1.5 km じ ( 
上走行していないとさは、タイヤ 
は冷えていまず。周囲の気温が約 
10む変化ずると、タイヤ空気圧は約 
lOkPa (0.1 bar / 1.5 psi ) 変化しま 
す。タイヤ空気圧を点検ずるとさは 
周囲の気温|しま意してぐたさい。 

0 "up to 210 km / h " の表示がある場 
合は、"叩 to 21日 km / h " の空気圧 
に調整してください。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行するとさなどは必ず点検を 
行なって< ださい。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのぶイールまた 
はタイヤに記載されていまず。 


I 
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タイヤとホイール 


〇 少•ない荷物に対応した空気圧は、 
良い乗りむ地をちたらずための最低 
空気圧です。荷物がかないとさち、 
多い荷物に対応した空気圧を使用ず 
ることちできまず。この空気圧は許 
容されている値であり、走行性能に 
悪影響をちえることはありません。 


タイヤ空気圧警告システム 

4輪すベてのタイヤの回転速度をモこ 
ターし、タイヤ空気圧が低下ずること 
により他のタイヤとの回転速度に差 
が生じると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告 ッセージを表 
7 J \ しす0 

タイヤ空気圧警告システムは、 iU 下の 
状況のとさは作動しません。 

• スノーチェーンを装着して走行して 
し、るとさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやずい路面を走行しているとさ 

• カーブを曲がっているとさ 
• 加速または減速をしているとさ 

• ルーフや車内に重い荷物を積んで走 
行しているとき 

上記に該当しない条件で約 20 knn/h 
上の速度で数分間走行した後、異常 
が検知されると警告が行なわれまず。 


A 警告 

• 空気の入れすぎなど、誤ったタイ 
ヤ空気圧の調整に対しては警告が 
行なわれません。燃料給油フラッ 
プの裏側にあるタイヤ空気圧ラべ 
ルを参照して、必ず規定の空気圧 
に調整してください。 

• タイヤ空気圧警告システムは、複 
数のタイヤから同量の空気が漏れ 
た場含などは検知でさません。ま 
た、タイヤ空気圧の点検を行なラ 
システムではあ0ません。 

• 急激な空気圧低下（タイヤに異物 
び貫通した場合など）に対しては 
警告を行なラことがでさません。 
このとさは、急ブレーキや急八ン 
ドルを避け、しっかりステアリン 
グを支えながら、徐々に減速して 
安全な場所に停車して<ださい。 


タイヤ空気圧警告システムを再起動 
ずる 

下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 
テムを再起動して < ださい。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 
• ぶイールやタイヤを交換したとさ 

• 新しいぶイールやタイヤを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動ずる前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル（杉282ページ）を参照 
して、すべてのタイヤが、適正な 
空気圧に調整されていることを確 
言忍します。 


B こな〇芭6が田 






タイヤとホイール 


A 警告 

タイヤ空気圧警告システムは、タイ 
ヤ空気圧が適正に調整されていない 
とさは、正常に作動しません。 

タイヤ空気圧警告システムを再起動 
ずる 

► イグこッシヨン位置を2にします。 

► またはを押して、基本画 
面を表示させます（杉1日4ページ）。 

► ^または^を押して、タイヤ 
空気圧警告システム画面を表おさせ 
ます。 



タイヤクウキアツ 
ケイコクシステム 
ヴドウ 

メニユ ー: R ボタン 


"夕仆クウキアツケイ]クシステムサドうに：!-: R 
ホ'' タン" と表示されまず。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに" 夕仆クウキアリケイ]クシステムイク''こッシヨ 
ンオンテ'’ヴドウ" と表示されたときは、 
イグこッシヨン位置を2にしてく 
ださい。 


► リセットボタン 01 日日ページ）を 
押します。 



タイヤクウキアツケイコク 
システムサィシドウ？ 

ハイ © 


キャンセル 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ？" 
と表示されます。 


► を押して、 "八ィ II を反転表 

7 J \ I ししまず。 


タイヤ空気圧警告システムを再起 
動しないとさはを押しまず。 

〇 マルチファンクシヨンディスプ 
レイに" 夕仆クウキアリケイ]クシステムサイシド 
う？" と表示されてから約1日秒間何 
ち操作をしないと、再起動は中断 
されます。 


タイヤクウキアツ 
ケイ〕クシステム 
サイシドウ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ "と 
表示されます。 


数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムが作動を始めまず。 
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寒を時の取り扱い 


タイヤ□ーテーシヨン 

タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
ち法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 

5,000 —10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって < ださい。 



タイヤ□ーテーシヨンの方法 


タイヤ□ーテーシヨンを巧なラ 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を均一化す 
ることがでさまず。その結果、タイ 
ヤの寿命を延ばずことがでさまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを行なうと 
さは、ぶイールおよびバブの接合面 
を清掃して < ださい。 

〇 タイヤを入れ替えたあとにタイヤ 
空気圧を調整して、タイヤ空気圧警 
告システムを再起動してください。 

タイヤ空気圧は、燃料給油フラップ 
の裏側に貼付してあるタイヤ空気圧 
ラべ;レで確認して < ださい。 


寒を時の取り扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り扱 
いが必要でず。必ず iu 下の注意事項を 
守って < ださい。 

;令却水/バッテリー 

ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、冷却水の不凍液の濃度が適正であ 
ることやバッテ U —の液量や充電状態 
に不足がないことを点検してください。 

エンジンオイル 

車を使用する場所の列気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用して < ださい。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ 
りまず。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用して < ださい。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤がまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま < 地域の場合、か 
な<とち1年に一度ボディ下回りの防 
謂処理をずることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪が積ちったと 
さはずベて取り除いて<ださい。走行 
中に雪が落ちて視界を妨げるおそれが 
ありまず。 


B こな0岳6が田 




















寒冷時の取り扱い 


287 


ドアやテールゲートの凍結 

ドアやテールゲートが凍結していると 

さは iU 下のよラな方法で走行する前に 

解凍するか、氷を取り除いて<ださい。 

• 氷を取り除< とさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよ5にミ主意して 
<ださい。 

• ドアやテールゲートが凍結して開 
かないとさは、開口部周囲 I しめる 
ま湯をかけ、解凍してから開いて 
<ださい。まに、 キー シ1」ン ダー 
にはめるま湯びかからないよ5に 
して < ださし、。 

• 再凍結を防止ずるため、を分な水分 
はをれいに巧き取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとずると、周囲の 
防水シールやウェヴーストリップ 
を損傷するおそれびありまず。 

ボディ下側の着か 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア1」ング関連部品、 
サスペンシヨンなどに雪や氷塊び 
付着していたり凍結していると、ボ 
ディを損傷しにり、ステア U ング操 
作びでさなくなり、事故を起こずお 
それびあ0まず。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
デイを損傷しないようにミ主意しなび 
ら、雪や氷塊を取0除いて < ださい。 


• 走行中にを、はね上げに雪や水しぶ 
さび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作びでさなくなるおそれ 
びありまず。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊び付着していると 
さは、大をくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアミラー、テールゲー 
卜、ドアウインドウ、スライデイン 
グルーフなどび凍結しているとさに、 
無理に動かずとモーターを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

乗車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車してください。ペダルを操作 
するとをに滑ったり、車内の湿度び高 
くなってウインドウの内側び曇りやず 
<なりまず。 

雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったときは、先にマ 
フラー用自気ガスの出 □) と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入して < るおそれびあり 
9 〇 

A 警告 

マフラーなどが雪に埋もれた状態で 
エンジンをかけていると、排気ガス 
が車内に入0、一酸化炭素中毒を起 
こしたり、中毒死ずるおそれがあり 
ます。 
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寒を時の取り扱い 


駐車ずるとを 

寒を時や積雪化での駐車時はな下の点 

にま意してください。 

• パーキングブレーキび凍結ずるおそ 
れびある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、シフトポジションを 
[ E にして、確実に輪止めをして 
<ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンび;ちえずざない 
よラにして < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないでく 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれびありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしに0、フ 
□ントグ U ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、火災や故障の原因にな0まず。 


ウィンタ~タイヤ _ 

雪道や凍結路を走行するとをや外気温 
度び約 7° CLU 下のときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めしまず。 

このよラな状況では、ウィンタータイ 
ヤを装着することで、 ABS や ESP ®、 
4 MAT になどの効果び発揮されまず。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れにサイズで4輪とを同じ銘柄のをの 
にして < ださい。 

ウィンタータイヤを装着しにときは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動してく 
ださい。 


A 警告 

• ウィンタータイヤの溝の深さが約 
4 mm 政下になったときは、必ず新 
品と交換してください。 

• ウィンタータイヤの装着時に、応 
急用スペアタイヤを装着ずると、 
走行安定性や制動性能が大さ < 低 
下するのでミ主意してください。 

スペアタイヤは応急的に使用し、 
できるだけ早くウィンタータイヤ 
に戻してくださし、。 

Q ウィンタータイヤを装着していて 
を、雪道や凍結路面では、クルー 
ズコント□ールは使用しないでく 
ださい。 

〇 ウィンタータイヤについて、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずね < ださい。 


スノーチェーン _ 

ウィンタータイヤでを走行び困難なと 
きは、スノーチェーンを装着してくだ 
ごい。 

スノーチェーンは 、 Daimler AG の指 
定品を使用してください。取り扱いに 
ついては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説明書に従ってください。 

〇スノーチェーンは必ず後輪に装着 
して < ださい。 

前輪に装着ずると、ボディやフェン 
ダーの内側またはサスペンシヨンな 
どに接触して、タイヤや車体を損傷 
するおそれびありまず。 

P 応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 
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P オプションまたは仕様により、標 
準タイヤ、ホイールに スノーチェー 
ンを装着でさない場合びありまず。 
詳しくは（1>384ぺージ）をご覧 
<ださい。 

P スノーチェーンを装着したとき 
は、 ADS のサスペンションモード 
を SPORT モードにしないでくだ 
ごい。 

P スノー チェーンを装着したとき 
は、車高レベルを上げてください。 

〇指定品！;•(外のスノーチてーンを装 
着すると、タイヤから外れたり、車 
体に接触ずるおそれびありまず。 

P スノーチェーンの着脱は、周囲の 
交通を巧げない、安全で平坦な場所 
で行なってください。 

P スノーチェーン装着時は約 50 km / 
h じ(下の速度で走行してください。 

P 路面に雪や凍結びな<なったとさ 
は、スノーチェーンを外してくだ 
さい。 

〇 スノーチェーン 装着中は、 ESP ⑩ 
の機能を解除したほラび走行しやず 
し、場合びありまず。 

〇 スノーチェーンについて、詳しく 
はメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずねください。 


雪道やま結路面の走行 _ 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやずくなっていまず。十分な車間距 
離を確保し、いつをより控えめな速度 
で慎重 I こ走行してくださし、。 

安全な走行と車両操縦性を確保ずるた 
め、 i - U 下のま意事項を守って<ださい。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず■(ま用してください。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• クルーズコント□ールを使用しない 
で < ださい。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効さび悪くなるこ 
とびありまず。このよラなとさは、 
後続車にミ主意しなびらほ速で走行し 
て、ブレーキの効をび回復ずるまで 
ブレーキペダルを数回軽く踏んでく 
ださし、。 

A 警告 

路面び滑0やすいとさは、急激なェ 
ンジン ブレーキを 効かせないで<だ 
さい。スリップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こずおそれびあ 
0ます。 
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走行時の注意 


エンジンを停止しての走巧 


A 警告 

エンジンび停止しているとさは、ブ 
レーキやステアリングの操作に非常 
に大をな力び必要にな0ます。 

走行中はエンジンを停止しないでく 
ださい。 


ブレーキ 
A 警告 

• 滑りやすい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせないで<ださい。 
ス1」ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こずおそれびあり 
ます。 

• 長い下0巧や急な下0巧では必ず 
ティップシフトでほいギアレンジ 
を選択し、エンジンブレーキを併 
用して<ださい。エンジンブレー 
キを併用しないでブレーキペダル 
を踏み続けた0、急ブレーキを繰 
りおすと、ブレーキび効かなくな 
り停車でさな<なるおそれびあり 
ます。 


A 警告 

ブレーキ操作び、後続車などに危険 
をおよぼすことびないよラに注意し 
て < ださい。 


A 警告 

ブレーキペダルの上に足を置いたま 
ま運転しないでください。ブレーキ 
パッドび早く摩耗するだけでなく、ブ 
レーキび過熱して効かなくなったり、 
火災び発生するおそれびあります。 


A 警告 

新車時または交換した新品のブレー 
キパッドは、目まとして走行距離び 
数百 km を超えるまでは制動性能を売 
全には発揮でさません。最初の数百 
km までは、必要に応じてブレーキぺ 
ダルをかし強めに踏んで < ださい。 

〇ブレーキび過熱している状態のと 
さは、ブレーキに水びかからないよ 
ラにして<ださい。ブレーキデイス 
クを損傷するおそれびありまず。 

〇水たま0の通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効をび悪 < なることびあ 
りまず。このよラなとさは後続車に 
ま意しなびらほ速で走行し、ブレー 
キの効さび回復ずるまで、ブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 

〇高速道路を走行しているとさなど 
ブレーキを効かせずに長時間走行 
しているとさは、ブレーキの効さび 
悪<なることびありまず。このよラ 
なとをは後続車にミ主意しなびら、ブ 
レーキの効さび回復ずるまで、ブ 
レーキペダルを数回軽く踏んでくだ 
さい。 

〇おず純正のブレーキパッドを使用 
してください。純正 LU 外のブレーキ 
パッドを使用ずると、ブレーキ特性 
び変わつてま全なブレーキ操作びで 
さな < なるおそれびありまず。 
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〇 長く急な下りあでは、ティッフ 
シフトでギアレンジを恒蛋、迫君、 
面五にして、エンジンブレーキを効 
かせて<ださい。ブレーキの過熱や 
過度の摩耗を防ぐことびでさまず。 
さらに減速び必要なとさは、ブレー 
キペダルを踏み続けるのではなく、 
繰り返し踏んでください。 

〇 クルーズコント□ールや可変ス 
ピー ドI」 S ッターの 作動中を、ほい 
ギアレンジを選択ずることによりエ 
ンジンブレーキを効かせることびで 
をます。 

〇 急ブレーキなどでブレーキに大さ 
な負担をかけた後は、ブレーキディ 
スクび;令えるまでしばらく走行を続 
けて < ださい。 

ま結防止剤について 

凍結防止剤びまかれた道路を走行ずる 
とさは、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドに塩類び付着してブレーキの効 
さび悪<な0、制動お離び長<なるお 
それびあ0まず。 

このとをは、後続車にミ主意しなびらブ 
レーキの効さび回復ずるまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。さ 
日に、先行車との車間距離を十分確イ呆 
し、注意して走行してくださし、また、 
次回走行ずるときにち、ブレーキぺダ 
ルを数回軽<踏み、残った塩類を落と 
して <ださい。 


(( D ) 」ブレーキ警告。 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは、警告灯び故障 
しています）、エンジン始動後に消灯 
し 〇 

エンジン始動後やイグこッシヨン位 
置が1のとさは、パーキングブレー 
キを効かせていると点口したままに 
な0まず。 

エンジンがかかっているとさやイグ 
こッシヨン位置が1のとさに、パーキ 
ングブレーキを解除してち消灯しない 
ときは、ブレーキ液が不足していまず。 
安全な場所に停車して、ルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して< 
ださい。 

Q マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液またはブレーキパッ 
ドに関ずる故障/ 警告 ッセージ 
が表示されたとさは（1>321ページ） 
をご覧 < ださい。 


タイヤグリップについて 

安全な走行のため、蕭れた路面や凍結 
した路面では、乾燥した路面を走行ず 
るとさよりち低い速度で走行して<だ 
さし、。 

が気温度が低いとさは、路面の状態に 
十分ま意して<ださい。路面が凍結し 
ているとさは、ブレーキ時にタイヤと 
路面の間に薄い水の層が形成され、夕 
イヤのグ U ップが大さく低下しまず。 
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走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発造や加速ずるとさは、タイヤを空 
転させないよ5におだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッションや駆動系部品 
を損傷するおそれびありまず。 

. 車間距離を十分に確保して、不要な 
急発進や急加速、急ブレーキを避け 
て < ださい。 

横風が強いとを 

横風び強<、車び横方向に流されそ5 
なとをは、ステア1」ングをしっかりと 
握り、いつをより速度を下げて進路を 
保って < ださい。 

トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとさは、ヘッドラ 
イトを点灯して<ださい。内部照日月び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありまずので、十分ま 
意して < ださい。 

エンジンブレーキのま用 

下りあび続くときは、エンジンブレー 
キを活用してください。ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さび 
悪 < なるおそれびありまず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部あ抗を利用しに 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。ほいギアのとさほど効さび強 
<なりまず。 


滑りやずい路面 

滑りやずい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださし、。 

水たまりの通過を 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さび遅れに0、悪<なるこ 
とびありまず。このよラなとさは、後 
続車にま意しなびらほ速で走行し、ブ 
レーキの効をび回復ずるまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 

スタック（立ち往生）したとを 

• めかるみなどでタイヤび空転しにり 
脱輪した状態から脱出ずるときは、 
タイヤを高速で空転させないで<だ 
さい。脱出直後に車び急発進して、 
事故を起こずおそれびありまず。 

また、タイヤを高速で空転させると 
異苗な過熱び起こり、タイヤの破裂 
や乂災などの事故び起さにり、トラ 
ンスミッシヨンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

• スタックした状態から脱出ずるとさ 
は、タイヤ前後の±や雪などを取り 
除いたり、タイヤの下に板や石など 
をあてび5と効果的でず。 

また、オフ□ー ド走行（>295ペー 
ジ）をご覧くださし、。 
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道路冠水や車び水ミ受したとき 

• 冠水した道路を走行するとさに許 
容されている最大水深については 
0300ぺージ）をご覧くださし、。 

• ミ印 II などを;度るときは（1>300ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

• 豪雨などで道路び冠水し、マフラー 
に水び入ったとさはみしてエンジ 
ンを始動しないでください。その 
ままエンジンを始動ずると、エン 
ジンに重大な損傷を与えるおそれ 
びありまず。 

. 車び水没した場合は、水び引いた後 
でをエンジンを始動せずに、メルセ 
デス.ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 


走行中に異常を感じた5 


警告なび点'打したときやマルチフアン 
クションディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとを 

ただちにを全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処して<だ 
ごい。それでを警告灯や故障/警告 
メッセージび消灯しないとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷をちえるおそれびあ0まず。 


ボディ下部に強い衝撃を夏けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してください。 
漏れやボディ下部に損傷を見つけたと 
をは、運転を中止してメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡して < だ 
さい。損傷を放置したまま走行を続け 
ると、事故を起こずおそれびありまず。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしつかりステア1」ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車してください。急 ブレーキや 急 
八ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 


駐停車ずるとを 

駐車ずるときのを意事項 

• マフラーは 非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やずいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗をびドアを開くときは、周囲に 
を険びないことを運転をび確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないで < ださい。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなりまず。ステア 
U ングやシートなどに触れると、乂 
傷をするおそれびありまず。 
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•炎天下に駐車ずるときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレパー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えて < ださい。 

• 炎天下に駐車した後は、乗車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は必 
ず取り除いてください。車両下部の 
排水□び目詰まりを起こし、室内に 
水び浸入ずるおそれびあ0まず。 

雪び降っているとをは 

車の周囲び雪で覆われているときは、 
雪を取り除いてひらエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび& 
ごびれ、排気ガスび車内に侵入ずるお 
それびありまず。 

急な坂道で駐車ずるとを 

急なあ道で駐車ずるとさは、シフトポ 
ジシヨンを [E にして、パーキング 
ブレーキを確実に効かせて<ださい。 
ごらに輪止めをして、前輪を歩道方向 
に向けて < ださい。 

仮旧ずるとを 

やむを得ず車内で仮眠するとをは、ま 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のうちにセレ 
クターレバーを動かした0、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して 
事故を起こずおそれびありまず。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異苗過熱して乂 
災の原因になりまず。 


後退ずるとを 

後方視界び十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方のま全を確認し 
て < ださい。 


雨降りや濃露時の運転 

雨降りや濃露時のま意事項 

雨び降っていたり、濃震び発生してい 

るとをは、路面び蕭れて滑りやずく視 

巧を悪くなりまず。1ツ下の点にま意し、 

いつをより慎重に運転してください。 

• 路面び滑りやずいので、タイヤの接 
地力び大さくほ下し、通雷より制動 
距離ち長くなりまず。 

また、見通しび悪いので歩行者や障 
害物の発見び遅れびちになりまず。 
いつをより速度を下げ、車間距離を 
十分に確保してください。 

• 肅れに路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで< ださい。滑 
りやずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

• 路面び請れているとさは、クルー 
ズコント□—ルを使用しないでく 
ださい。 

• 水たまりの通週後や激しい雨の中で 
長時間ブレーキを使用しないで走行 
しているとさは、ブレーキの効さび 
悪くなることびありまず。このとさ 
は、後続車にま意しなびらほ速で走 
行し、ブレーキの効さび回復ずるま 
でブレーキぺダ j レを数回輕く踏んで 
<ださい。 
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• 安全な視界を確保ずるため、必要 
に応じてデフ□スターやリアデ 
フォッガーを作動させて < ださい。 
また、 AC モードでエアコンデイ 
シヨナーを作動させて車内を除湿 
して <ださい。 

• 雨降りや濃霧時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、ヘッドライ 
卜や U アフォグランプを点口して< 
ださし、ただし、へッドライトを上 
向さにずると、雨や濃霧に反射して 
視界を損なったり、対向車を眩惑ず 
るため、下向さで点灯して < ださい。 

• 濃露のとさは U アフォグランプを 
点灯し、速度を落として走行して 
ください。危険を感じるときは、 
露が晴れるまで安全な場所に停車 
して < ださい。 


オフ□-ド走行 


A 警告 

• 地おや路面の状況が把握でさない 
悪路では低速で走行してください。 
障害物などを見つけやずくなり、 
事故の危険性を減らすことがでさ 
まず。 

• 坂が急勾配で上り切れない場合は、 
U ターンせず、シフトポジション 
を EE にして後退して下りてくだ 
さい。車が横転するおそれがあり 
ます。 

• 斜面を斜他に走行しないでくださ 
し、。車が横転するおそれがあ0ま 
す。斜面を斜めに走行する必要が 
あ0、万一横転しそラになった場 
合は、ただちに斜面の下り側ヘス 
テア U ングをまわし、姿勢を立て 
直してください。 

• シフトポジションを FNl にしたま 
まで走行しないでください。エン 
ジンプ レーキが まった < 効かず、 
ブレーキペダルだけで走行速度を 
調整しよラとすると、車のコント 
□ールを失ラおそれがあります。 


A 警告 

• オフ□ー ド走行後は、ブレーキシ 
ステムに砂やミちれなどが付着して 
過度の摩耗やブレーキの誤作動に 
つながるおそれがあ0まず。 

• オフ□ー ド走行後は、^ルセデス • 
ベンツ指定サービス エ場で、 ブレー 
キの点検と洗浄を行なって<ださ 
し、。緊急時に十分な制動力が得ら 
れなかったり、ブレーキが誤作動 
ずるおそれがあ0ます。 
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オフ□—ド走巧 


車の特性や車両操縦性を知ることによ 
り、安全に目的地に到達ずることがで 
さます。悪路走行の前に練習走行をさ 
れることをお勧めしまず。 

オフ□ー ドを走行ずる前に LU 下のを意 
をよ < お読み < ださい。 

オフ□ー ドを走行ずるための特別装備 
には、 iiTF のちのがありまず。 

• □ー レンジモード（1>183ページ） 

• オフ□ー ド ABS (1>56ぺージ） 

• オフ□ー ド 4ETS ([>59ぺージ） 

• オフ□—ド 4ESP ⑩061ぺージ） 

• デイファレンシャル□ック （>186 
ぺージ） 

• DSR (ダウンヒル•スピード•レギュ 
レーシヨン） （>180 ページ） 


オフ□ードでの走巧 


A 警告 

車の損傷は事故の原因になりまず。損 
傷しているおそれがあるとさは^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 

夺環境 

環境に配慮して走行し、自然破壊を 
しないで < ださい。 


オフ□ード走行時の注意 


• 停車して、必要に応じて□ーレンジ 
([>183ページ）にしてください。 

• レベルコント□—ル（[>198ページ) 
で地形に適した車高を選択して十分 
な最低地上高を確保し、車の損傷を 
防いで <ださい。 

• 荷物が確実に収納されていること、 
または確実に固定されていることを 
確認してください。 

• 下り坂を走行ずるとさは、エンジン 
を停止したり、シフトポジション 
を EE にしないで<ださい。また、 
DSR を作動させてください(>180 
ページ)。 

• 速度を上げないで<ださい。必要に 
応じて、人が歩<< らいの速度で走 
行してください。 

• 常にタイヤが地面に接していること 
を確認して < ださい。 

• 視界が悪<地形や路面の状況がお握 
でさないとさは、走行ずる前に車か 
ら降りて、危険がないことを確認し 
て < ださい。 

• やむを得ず河川などを渡るときは、 
走行前に水深や水の流れ、川底の状 
況を確認して < ださい。 

•岩、巧、木の切り株、溝など、大 
さな障害物を避けて走行して<だ 
さい。 

• ウインドウとスライデイン グルー フ 
は常に閉じておいて < ださい。 

• できるだけわだちからがれないよう 
に走行してください。 
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オフ□—ドを走巧ずる前に 


• エンジンオイル量を点検してくださ 
し、。エンジンオイル量びかないと 
きは必ず補給してください(>273 
ページ)。 

• ジャッキび正苗に動くか点検してく 
ださい。万一のにめにけん引用ケー 
ブルや f 斤りたたみ式スコップなどを 
車に積んでおいてください。 

• タイヤの溝の深さと空気圧を点検し 
て < ださい。 

• タイヤやホイールに損傷びないか点 
検し、ル石などの異物び挟まってい 
る場合は取り除いてください。 

• パルブキャップび装着されていない 
場合は、装着してください。 

• ホイールび歪んでいたり、損傷して 
いる場合は交換してください。 

オフ□—ドを走巧した後に 


オフ□ー ド走行後は車を点検してく 
ださい。車の損傷は事故の原因にな 
りまず。 

► □—レンジから ノーマル レンジに 
して < ださい。 

► DSR を解除してください。 

► デイファレンシャル□ックを AUTO 
モードにして<ださい。 

►レベルコント□ールで、路面に適 
しに車高にして < ださい。 

►へッドライトやテールランプなど 
を洗をし、損傷びないか点検して< 
ださい。 


► 前後のナンバープレートを清掃して 
<ださい。 

► ホイールとタイヤをスプレーガンな 
どで清掃し、異物を取り除いてくだ 
ごい。 

►ホイールやホイール八ウス、ボディ 
底部をスプレーガンなどで洗浄し、 
ち部の損傷や異物の有無などを確認 
して < ださい。 

► 植物や枝などび車体や駆動部に挟 
まっていないか点検してください。 
これらび挟まっていると乂災の危険 
びあるほか、燃料系部品、ブレーキ 
ホース、アクスルジョイントやドラ 
イブシャフトのカバーなどを損傷ず 
るおそれびありまず。 

►走行後に、車の底部、ホイール、夕 
イヤ、ブレーキ、ボディ、ステア1」 
ング、駆動系部品、排気系部品など 
に損傷びないか点検してください。 

► 砂 i せ、めかるみ、砂利道、水の中の 
よ5な巧れた状況で長時間走行した 
後は、ブレーキディスク、ホイール、 
ブレーキパッド、アクスルジョイン 
卜を点検し、清掃してください。 

►オフ□ー ド走行後、走行中に強し) 
振動を感じる場合は、ホイールや駆 
動部などに異物びかみ込んでいない 
か点検し、必要であれば取り除いて 
ください。ホイールバランスび狂い、 
振動の原因になりまず。 
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オフ□—ド走巧 


坂道の走行 


アプ□-チ/デパーチヤーアングル 



選択している車高レベルにより、アプ 
□ーチ/デパーチャーアングルは異 
なります。 


車高レベルについては（1>198ページ) 
をご覧ください。 


き高レベル 

アブ□—チ 
アングル 
(フ□ント） 

デパ_ 
チヤーアン 
グル(リア） 

オフ□ー ド 
レベル3 

約32。 

約27。 

オフ□ー ド 
レベル2 

約31。 

約26。 

オフ□ー ド 
レベル1 

約28。 

約23。 

通常走行 
レベル 

約26。 

約21。 


• あ道はできるだけまっすぐに上り、 
まっすぐに下りてください。 


• 急勾配のあを上り下りずるとさは、 
走 filti に□—レンジにしてくださし)。 

• オフ□ー ドでの走行0296ページ) 
をご覧ください。 

• ほ速で走行して < ださい。 


• アクセルペダルはゆっくり踏み込 
み、苗にタイヤび化面に接している 
ことを確認してください。 

• 砂 i せや;尼淳 i せなどの走行お巧の大さ 
い路面し分外は、エンジンを高回転ま 
でまわさないよ5にして走行してく 
ださい。 

• あの勾配に合わせて、テイップシフ 
卜でギアレンジを選択してください 
(>144ぺージ)。 

• あを下る前にテイップシフトでギア 
レンジ面五を選択してください。 

〇 急な坂道で停車したとさは、(下 
の操作により車の後退を防ぐことび 
でをまず。 

• シフトポジションを CE にして 
<ださい。 

• ノーマルレンジから□ーレンジ 
にして < ださい。 

• ブレーキペダルから足を放し、 
アクセルペダルを踏み込みまず。 

ヒルスタートアシスト （>135 
ページ）び作動して、発進を補 
助します。 

急勾配の坂道 


路面状態び良く、□ー レンジを選択し 
にとをは、急勾配の坂道を上ることび 
可能になります。 

〇 急勾配の坂で前輪の荷重び不足し 
にとさは、前輪は空転しやずくなり 
ます。このよラな状況を検知ずると 
4ETS び作動し、自動的にブレーキ 
制御を行ないまず。これにより後輪 
へのトルク配分び増えて登あ能力び 
増しまず。詳しくは （^59 ページ） 
をご覧ください。 
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坂を上り切ったとを 


あを上り切る直前にアクセルペダルを 
ゆるめ、車の惰性を利用して上ってく 
ださい。 

これにより、車び跳ねたりせず、駆動 
力を失ラことびありません。また、速 
度び上びりずざないよ5にして下り坂 
に備えることちできまず。 

坂を下るとき 


• ほ速で走行して < ださい。 

• 坂道はできるだけまっすぐに下りて 
ください。前輪び斜面に巧してまっ 
すぐ下り方向を向いていることを確 
認してください。車びス U ップした 
り、横転ずるおそれびありまず。 

• あを下る前にテイップシフトでギア 
レンジ CE を選択してください。 

• DSR を作動させてください。 DSR 
による制動力び不十分なときは、 
前輪び斜面に巧してまっすぐ下り 
方向を向し''てし''ることを確認して、 
慎重にブレーキペダルを踏んで< 
ださい。 

• 長い下りあを走行した後は、ブレー 
キび正苗に 作動ず る こと を必ず確認 
して < ださし、。 

〇 □—レンジにしたとさは、自動的 
にオフ□ー ド ABS になりまず（1>56 
ぺージ）。走行速度び約 30km/hii( 
下のとをは、ブレーキを効かせると 
前輪び周期的に□ックし、 i せ面を掘 
る効果により、オフ□ー ドでの制動 
距離を短<することびでをまず。前 
輪び□ックしているときは、車両操 
縦性び著し < ほ下しまず。 


障害物を乗り越えるとを _ 

木の切り株や大をな石、その他の障害 

物を乗り越えるとさは、(下の;主意に 

従って < ださい。 

• □ー レンジにしてください。 

• エンジンを高回転までまねさないよ 
5にして走行してくださし、。 

• ティップシフトでギアレンジ因五 
を選択してください。 

• ごく低速で走行してください。 

• でさるだけ障害物に巧して直角に 
なるよラにして、まず前輪で障害 
物の中央を乗り越え、なに後輪で 
柔り越えてください。 

〇障害物により、車の底部や車体、 
駆動部を損傷するおそれびありま 
す。大きな障害物を乗り越えるとき 
は、同乗をに車外から誘導してを 
らってください。車を損傷ずると、 
事故を起こずを険性び増しまず。 
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オフ□—ド走行 


ミ印 II などをミ度るとを 


最大許容水深値 



選択している車高レベルにより、最大 
許容水深値①は異なりまず。 


車高レベルについては(>198ぺージ） 
をご覧 < ださい。 

車局レベル 

(直 

オフ□—ドレべル3 

約 60 cm 

オフ□—ドレべル2 

約 50 cm 

オフ□—ドレべル1 

約 50 cm 


〇最大許容水深値を超えるところは 
絶巧に走行しないで<ださい。水流 
のあるところでは、最大許容水深値 
はほくなることびありまず。 

• 走行前に水深と水流の状況を確認し 
て < ださい。 

• レベルコント□—ルで、車高を一ま 
上げた状態にしてください。 

• □ーレンジにしてください。 

• テイツプシフトでギアレンジ厄！! 
または正君を選択してください。 

• エンジンを高回転までまわさないよ 
うにして走行してください。 


• 水に入るとさと出るとさは水平な場 
所を選択し、人び歩くくらいの速度 
で走行して < ださい。 

〇みして速度を上げなびら水に入ら 
ないでください。波び立ち、エン 
ジンや車体を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

• ゆっくりと一定の速度を保って走行 
して < ださい。 

• 巧川をミ度っている途中で停車しない 
で < ださい。 

〇巧川を;度っている途中でドアを開 
かないで<ださい。浸水ずると、電 
気装備や巧装を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

• 河川をミ度っている途中で停車した 
り、エンジンを停止しないで<ださ 
しん水の中は抵抗び大きく、川底を 
滑りやずく不安定なため、発造び困 
難になりまず。 

• 波び立たないよ5に走行してくだ 
さし、。 

• 巧川を;度った後は、タイヤの溝を洗 
をし、付着したミ尼などを取り除いて 
<ださい。 

• 巧川を;度った後は、ブレーキの効を 
び悪くなりまず。ブレーキペダルを 
軽く数回踏んでブレーキパッドを乾 
かして < ださい。 
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砂地を走行ずるとを _ 

• レベルコント□ールで、車高を上げ 
て < ださい。 

• 状況に合わせてテイップシフトでギ 
アレンジを選択してください。 

• 走行抵抗が大さいため、やや速度を 
上げて走行して<ださい。車が砂地 
に埋まるおそれがありまず。 

• 可能であれば、他の車が残した浅し、 
わだちをなぞって走行して < ださ 
し、。このとさは、わだちの深さと固 
さ、車の底部との間隔に注意して< 
ださい。 


わだちを走行ずるとを _ 

わだちや柔らかい路面を走行ずるとさ 

は、下のま意に従って<ださい。 

H わだちが深<な<、車の底部との 
間に十分な間隔があることを確認し 
てください。車を損傷したり、タイ 
ヤが地面から離れて走行不能になる 
おそれがあ0まず。 

• □ーレンジにして <ださい。 

• レベルコント□ールで、車高を上げ 
て < ださい。 

• エンジンを高回転までまわさないよ 
ラにして走行してください。 

• テイツプシフトでギアレンジ恒五 
を選択して < ださい。 

• 低速で走行して < ださい。 

• わだちが深い場合は、左ちどちらか 
の車輪をわだちの間Iこ乗せて走行し 
て < ださい。 


メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転するためには、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で点検整備を 
受ける必要がありまず。ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場では のよ 
5な点検を行ないまず。 

Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指定による点検整備項 
目がありまず。これらは><ンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
9 〇 

1年および2年点検壁備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施ずるをのでず。 

なの点検時期をおずステッカーびフ □ 
ントウインドウに貼付してありまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねくださし、。 

整備手帳 


車には整備手帳び備えてありまず。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 

曰常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、日常、車を使用するとさにお客様 
ご自身の判断で実施していただく点検 
でず。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
まず。 

点検を実施したとさに異苗び発見され 
た場合は、ずみやかにメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 
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メンテナンス 


メンテナンスインジケーター 


手動表示 


メンテナンス A 
アト1000 km 


走行距離や経過時間などに応じて、 
九 一指定点検整備の実施時期を表 
7 JT しまず。 

><ンテナンスインジケーターが自動的 
に表示されたとさは、一力一指定点 
検整備を行なって < ださい。 

〇メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表おやエンジンオ 
イル量の警告表示ではあ0ません。 

〇メーカー指定点検整備を実施時期ま 
でに行なわなひった場合は、保証な 
どの巧象が I こなることびありまず。 

自動表示機能 

次のメーカー指定点検整備の約1力月 
前になると、イグニッシヨン位置を2 
にしたとさやエンジンびかかっている 
とさに、メンテナンスインジケーター 
び自動的に表示されまず。 

メンテナンスインジケーターは、数秒 
後に元の表示に戻りまず。 

メンテナンスインジケーターを消'ず 

► U セットボタン（[>150ぺージ）を 
押します。 


メンテナンスインジケーターは、手動 
でを表示でをます。 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
まず。 

► ステア1」ングの E ] またはを 
押して、基本画面を表示ごせます。 

► ^ または^を押して、メンテ 
ナンスインジケーターを表おさせ 
9 〇 

表示メ ッセー ジ 

表示メッセージは、曰頃の運転スタイ 
ルなどに応じて LU 下のよ5に変化しま 
ず。 "#" には" A " から" H " までのアル 
ファべットび入りまず。 

点検壁備実施前の表示例 

II メンテナンス# 7卜 XX ニ チ" 

" メンサンス#アト XX km " 

点検壁備実施時期になったときの表 
示例 

II かサンス#グッ]ウシ 巧！" 

点検壁備実施時期を過ざたときの表 
示例 

" メンサンス# XX ニチ〕1テイ マス" 

" メンテナンス# XX km 〕1テイ マス" 

また、警告音び鳴0まず。 


B こな〇芭6が m 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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〇" メンテナンス A " II メンテナンス B " など、" メンテ 
ナンス" の後に表示される" A " から" H " 
のアルファベットは、次回の >< — 
カー指定点検整備の範囲が、点検項 
目のかない点検整備から総合的な点 
検整備まで、どれに該当ずるかをお 
すちのです。ただし、曰本では法定 
点検があるため、これらの範囲と法 
定点検の範囲は異なりまず。 

〇" メンテナンス A + II II メンテナンス B + II など、 
" A " から" H " のアルファベットの後 
に"+ II の表示があるとさは、ブレー 
キ部品交換などの点検整備が含まれ 
てし、ることを示しまず。 

〇 ブレーキパッドは次回の メーカー 
指定点検整備 m 前 I こ摩耗の限巧に達 
することびありまず。ブレーキパッ 
ドの交換については、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で相談の 
上、じ(下のどちらかで対処して<だ 
さい。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換ずる 

〇 バッテ U —の接続を外している間 
の経過曰数は、加算されません。 


メンテナンスインジケーターの IJ 
セット 

メーカー指定点検整備の実施後に、メ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場で 
メンテナンスインジケーターを1」セッ 
卜して < ださい。 

U セット後、次回メーカー指定点検整 
倫までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されまず。いずれか先に達ずる距離 
または時期をな回のメーカー指定点検 
整備時期として表示しまず。 

P ><ンテナンスインジケーターの表 
示などに異常があるときは、ずみや 
かに^ルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で点検を受けて<ださい。 
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曰常の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには 、 Daimler AG が指 
定する用品のみを使用して < ださい。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 警告 

一部の合成クリーナーなどには、有 
機溶剤や可燃性物質が含まれている 
ことがありまず。カーケア用品を使 
用するとさは、必ず添付の取り扱い 
上のミ主意を読み、指示に従ってくだ 
さし、。 

車内でカーケア用品を使用するとさ 
はドアやドアウインドウを開き、十 
分に換気してください。有機溶剤に 
よる中毒を起こしたり、静電気が巧 
燃性ガスに引火して火災を起こすお 
それがあります。 

車の手入れをするとさに、ガソリン 
やシンナーなどを使用しないで<だ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引火して火災を起こすおそれがあ 
0まず。 

カーケア用品は、テおの手が届くと 
ころや火気のおくに置いたり保管し 
ないで < ださい。 


平環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 
案してください。 


夕機 _ 

• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばにさなどで仏い落として< だ 
さい。 

• かなくとち月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石などにより塗装面を損傷する 
と、謂の原因になりまず。早めに補 
修を行なって < ださしん 

. 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• 泥や虫の死がい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどが付 
着したとさは、ずみやかに J 式さ取っ 
てください。特に、鳥のふんは塗装 
面を損傷しやすいので、でさるだけ 
早く水で洗い流してください。 

• 凍結防止剤が散布してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフェンダー内を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光が強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットが熱<なってい 
るよ5なとさに、塗装面の手入れを 
すると、塗装面を損傷するおそれが 
ありまず。 

• ボディの表面にステッカーやフィル 
ム、マグネットなどを貼付しないで 
<ださい。塗装面を損傷ずるおそれ 
がありまず。 

•誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより謂などが発生したときは、 
早めにルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で補修ずることをお勧め 
します。 


B こな〇芭6邮田 
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ミ結 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこ 
0などを洗い流しまず。 

► 水にカーシヤンプーなどを混ぜた洗 
ミ争あを用意し、車全体にかけまず。 
が気取り入れ□付近ではか量にし、 
ダクト巧に洗;争液び残らないよラに 
ま意して < ださい。 

► スポンジやセーム巧などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流しまず。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴を巧さ取 
りまず。 

ミホ車時のま意 

洗車をするとさは、じ(下の点にミ主意し 

て < ださい。 

• 水び凍るよラな寒いとをや直射日光 
び強く当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱<なっているよ5な 
とさは洗車をしないで<ださい。 

• 虫の死びいなどは、洗車前に取り除 
いて < ださい。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

• 洗車をするとをはマフラーにミ主意 
してください。マフラー後端に触れ 
て乂傷をしたり、けびをずるおそれ 
びありまず。 

• 走行した直後は、ブレーキディス 
クやホイールに直接水などをかけ 
ないで < ださい。ブレーキディス 
クび熱いとさに急激にをやずと、 
ブレーキディスクを損傷するおそ 
れびありまず。 


• ホイールには酸性のホイールクリー 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトび腐をずる 
おそれびあ0まず。 

• ホイールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどび腐をずるおそれびあり 
ます。 

このよ5なときは、しばらく走巧^し 
て、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させてください。 

自動洗車機の使用 


A 警告 

自動洗車機で洗車した後は、ブレー 
キの効量が悪<なることがあり、事 
故につながるおそれがあります。プ 
レーキが乾<までを意して運転して 
ください。 

自動洗車機で洗車するとさは iu 下の点 

に注意してください。 

• 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は使用 
しないで<ださい。ドアやスライ 
デイングルーフなどから水漏れを起 
こずおそれがあ0まず。 

• 車のミちれがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをして < だ 
さし、。 

• 自動洗車機が車のサイズに合ってい 
ることを確認してください。また、 
洗車前にドア S ラーを格納して<だ 
さい。車体やドア S ラーを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 
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• 自走式の自動洗車機を使用するとさ 
は、シフトポジシヨンび EE になっ 
ていることを確認してください。車 
を損傷するおそれびありまず。 

• ドアウインドウやスライデイング 
ルーフび完全に閉じていることを確 
認してくださし、（1>126、239ページ)。 

• ホ熱ヒーター.ベンチ レーシヨ ン 
び停止していることを確認してく 
ださい。 

• ワイパーを停止してください 
(>121、123ぺージ）。 

• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷び付さ、塗装面の光沢び失わ 
れたり、劣化を早めるおそれびあり 
ます。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗;争液を 
巧さ取ってください。 

高圧式スプレーガンの使用 


A 警告 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び高 
いため、タイヤを損傷して、事故の 
原因になりまず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用してください。 
水圧び高ずざると、塗装面を損傷ず 
るおそれびありまず。 


• 高圧式スプレーガンのノズルをし u 
下の部分に近付けないでください。 
水圧び高いため、車内に水び浸入 
したり、防水シールや塗装面を損 
傷するおそれびありまず。 

◊タイヤ 

◊ウインドウガラス接合面 

◊ボディパネルの継ぎ目 

◊電気装備 

◊バッテ U - 

◊コネクター類 

◊ライト 

◊シール部 

◊外気取り入れ □ 

◊サスペンション 

マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、離消しク U 
アコートで塗装されていまず。 

非常にデ U ケートな塗装のため、日常 
の手入れなどで独特の質感を損な5お 
それびありまず。詳しくはメルセデス 
•ベンツ指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 

ク U アマット仕上げの軽合金ホイール 
を取り扱5際を、し i (下の点にミ主意して 
<ださい。 

B 塗装面を磨かないでください。ま 
た、塗装面の手入れには、ワック 
スや研磨剤、光ミ尺剤のよラなペイ 
ント保護剤は使用しないでくださ 
し)。質感を損なったり、塗装面を 
損傷するおそれびありまず。 

〇塗装面にちれび付着したときは、 
すみやかに取り除いてくださし、。 


B こな〇芭6邮田 
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[ I 樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないでください。 
質感を損なったり、塗装面を損傷 
するおそれびありまず。 

H ワックスなどの巧れび付着したと 
をは、シ U コン除去剤を使用して、 
軽 < たたさなびらミちれを巧さ取っ 
て < ださい。 

〇タールなどのちれび付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して軽く 
たたをなびらミちれを巧さ取ってく 
ださい。 

[ I 高圧式スプレーガンやスチーム 
ク U —ナーは使用しないでくださ 
し、塗装面を損傷するおそれびあ 
りまず。 

〇塗装の修復などは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で行なって 

ウインドウの清掃 


A 警告 

フ□ントウインドウを清掃するとき 
は、必ずエンジンスイッチからキー 
を抜くか、イグニッション位置を0 
にしてください。ワイパーが作動し 
てけがをずるおそれがあります。 

ウインドウの外側と内側を水で湿らせ 
た柔らかい巧で清掃して<ださい。 

Q ウインドウの内側を清掃ずるとき 
は、乾いたなや研磨剤、有機溶剤を 
含むクリーナーなどを使用しないで 
<ださい。また、かたい物でこずら 
ないでください。ウインドウを損傷 
するおそれがありまず。 


Q フ□ントウインドウの排水口にた 
まった枯葉やほこりなどを定期的に 
清掃して<ださい。排水口が目詰ま 
りを起こし、腐食の原因になりまず。 

ワイパーブレードの清掃 


A 警告 

ワイパーブレードを交換ずるとさは、 
必ずエンジンスイツチからキーを抜 
くか、イグニツシヨン位置を0にし 
て<ださい。ワイパーが作動してけ 
がをするおそれがあ 0 ます。 

〇ワイパーブ レー ドを引っ張らない 
で<ださい。ワイパーブレードを損 
傷するおそれびあ0まず。 

〇ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なわないでください。また強 
<こずったりしないで<ださい。表 
面のコーティングび損傷して異音な 
どの原因になりまず。 

► ワイ パーアームを 起こしまず。 

►ワイパーブレードを、湿らせた柔ら 
かい巧で軽く括:さまず。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
9 〇 

Q ワイパーアームを元の位置に戻ず 
とさは、つイパーアームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷するおそれがありまず。 
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ライト類の清掃 


へッドライトを含むライト類は樹脂製 
レンズでず。流水まには水とカーシャ 
ンプーをミ居ぜた洗浄液で洗い流して< 
ださい。 

〇有機溶剤や強アルカ U 洗剤などを 
使用しにり、乾いた巧などで強くこ 
すらないでください。また、ヘッド 
ライトウォッシャーは必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。レンズを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

センサーの清掃 



パークト□ニックセンサー①を清掃ず 
るとさは、流水または水とかシヤン 
プーを混ぜた洗浄液で洗い流して < だ 
さい。 


H センサーを清掃ずるとさは、乾 
いた巧、目の粗い巧、かたい巧な 
どは使用しないでください。また、 
純正がの手入れ用品を使用した 
り、強い力で乾拭さしないで<だ 
さい。センサーを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

〇センサーを清掃ずるときは、高圧 
式 スプレーガンや スチーム ク リー 
ナーを使用しないで < ださい。セン 
サーや塗装面を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

パーキングアシスト U アビューカメラ 

の這掃 



► されいな水でカメラ①のミちれを落と 
し、やわらかい巧でなさ取ってくだ 
さい。 

H カメラのレンズやカメラ周辺を 
清掃するときは、じ(下のことにを 
意してください。カメラを損傷ず 
るおそれびありまず。 

• 高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用ずるとをは、ノズ 
ルをカメラや力;ラの周囲に近付 
けないで < ださい。 

• 強い力で乾す式さしないで < だ 
さし、。 


B こな〇芭6邮 m 
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. 有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
は使用しないでください。 

• ボディにワックスをかけるとさ 
は、力^ラにワックスが付着し 
ないようにミ主意してくださし、。 
付着したとさは、水にカーシヤ 
ンプーなどを混ぜた洗浄液で拭 
さ取って < ださい。 

マフラーの 清掃 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にサビが発生ずることがあ0 
ます。 

定期的にマフラーを手入れずることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻ずことがでさまず。 

U ぶイールクリーナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナーでマフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 
マフラーの手入れについては 、語 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


卓内 _ 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないよ5に注意して 
<ださい。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないでください。 

• ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼付すると、携帯電話やラジオな 
どの電波に影響をあたえるおそれ 
がありまず。詳し<は;><ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたず 
ね< ださい。 

A 警告 

清掃ずるとさは、プラスチック部品の 
端部や、シート下部などにある U ン 
ケージやヒンジなどの金属部分が露 
出した箇所にミ主意してください。触 
れるとけがをずるおそれがおります。 


COMAND ディスプレイの清掃 

► COMAND システムの電源をオフに 
します。 

ディスプレイが熱<なっているとさ 
は、冷えるまで待ってください。 

► 水で薄めた中性洗剤を含ませた不織 
巧でおさ取りまず。 











310 


曰常の手入れ 


HCOMAND ディスプレイを清掃ず 
るとさに LiTF のちのを使用しないで 
ください。ディスプレイを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

• アルコール 分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力で COMAND ディスプ 
レイをこずらないで<ださい。ディ 
スプレイの表面を損傷するおそれが 
ありまず。 

プラスチックトリムの清掃 


A 警告 

エアバッグの収納部分には、有機を 
剤を含むク1」ーナーなどを使用しな 
いでください。エアバッグび正常に 
作動しな<なり、けびをずるおそれ 
びあ0まず。 

〇プラスチックト1」ムに、ステッ 
カーやフィルム、芳香剤のボトルな 
どを貼付しないで<ださい。プラス 
チックト U ムを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇プラスチックトリムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどび付着しな 
いようにしてください。表面の劣化 
の原因にな0まず。 

► 水で湿らせた不織巧で巧さ取りまず。 

► 頑固な巧れには専用のクリーナーを 
使用します。 

表面の色び一時的に変化しまずび、 
乾くと元に戻りまず。 


ウッドトリムの清掃 


► 水で湿らせた不織巧で巧を取りまず。 

► 頑固なミちれには専用のクリーナーを 
使用します。 

〇有機溶剤を含むク U —ナーや研磨 
剤、ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドト U ムを損傷ずるお 
それびありまず。 

シートの清掃 

〇天然皮革や人工皮革、アルカンタ 
ラ®を使用した部分には、不織な 
を使用しないでください。頻繁に使 
用ずると、これらの部分を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

〇レヴーシートは、軽く湿らせた巧 
で表面を田:さ、次に乾いた巧で巧さ 
取0まず。革び請れないよ5にま意 
して < ださい。 

〇 シートを定期的に手入れずること 
により、見栄えや快適性を維持ずる 
ことびでさまず。 

シートベルトの清掃 


► めるま湯か薄めた石験水を使用して 
拭さ取りまず。 

〇化学薬品を含むク U —ナーを使用 
しないでください。また、直射日光 
に当てたり、80で1；■(上の温度で乾 
燥させないで < ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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車載品の収納場所 . 

故障/警告メッセージ… 
メーターパネルの 

表示口/警告打 . 

巧常時の解錠/施綻…… 
NECK PRO アクティブ 
へッドレストのリセット 

キーの 電池交換 . 

電球®交換 . 

ワイ パー ブ レー ドの交換… 

パンクしたとを . 

バッテ U -. 

バッテリーびあびったとを 

けん引 . 

ヒューズ . 


I 



尸 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場巧 


事故-故障のとを 


A 警告 

燃料などび漏れている場合は、ずぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気をお付けないよラにミ主 
意してください。火災び発生した0、 
爆発ずるおそれびあります。 


事故び起きたとを 

すみやかに、け下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の妨げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止してください。 

• 負傷をびいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動ひさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷ち 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• 相手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

• 自動車保険会社に連絡してくださし)。 


路上で故障したとを 

を全な場所に停車して、非苗点滅灯を 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられて 
いまず。追突のおそれびあるため、柔 
員は車内に残らず、ただちにま全な場 
所に避難してください。 

車び動かなくなったとを 

シフトポジションを EE にして、同 
乗ちや付おの人に救援を巧め、ま全な 
場所まで車を押して移動してくださ 
い。このときは、車速感応ドア□ック 
によるキーの閉じ込みにま意してくだ 
さい。 

シフトポジションを CN ] にでさない 
とさは、乗員を巧全な場所に避難させ 
て、続発事故を防いで< ださい。 

Q 踏切内で動けな<なったとさは、 
ただちに踏切の非甫ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとをは非常 
信号用具を使用して < ださい。 


非常信号用具 _ 

懐中電灯をフ□ントドアポケットに 
備えています。 

〇 新車時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電ミ也の間に紙び挟まれていまず。 
使用ずるとさは紙を取り除いてくだ 
ごい。 

〇 懐中電灯び十分な明るさで点灯ず 
ることを定期的に点検してくださし)。 


■化：？ 0 >1 り 
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停止表示板 _ 

停止表示板はラゲツジフ□アボード 
の下に収納されていまず。 

► テールゲー トを開さまず。 

► ラゲツジフ□アボードを開さまず 
(031 4ページ)。 

0 仕様により、停止表示板は下図 
外の場所に収納されている場合びあ 
りまず。 



，直 


►ストラップを外して、停止表示板ケー 


スのを取り出します。 

停止表示板の組み立て 



► 停止表示板ケースから停止表示板 
を取り出しまず。 


► 左ちのスタンド③を引き出しまず。 
► スタンド③を拡げて地面に立てまず。 


►反射板⑤を引さ出し、頂点のフッ 
ク ® をかみ合わせて□ックしまず。 

《停止表示板のお状び異なる場合びあり 
ます。 


救急セット 

救急セツトはラゲッジルーム左側のル 
物入れに収納されていまず。 


救急セットの中身び揃っていて、使用 
可能であることを定期的に点検してく 
ださい。 



救急セットを取り出ず 

► テールゲー トを開さまず。 

►クリップのを矢印の方向に約90度 
まわし、カバー⑤を開いて取り外 
しまず。 


■化：？ S - り 
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車載品の収納場所 



► 救急セツト③を取り出しまず。 


救急セットを収納ずる 

► 救急セットを元の位置に収納してか 
日、カバー⑤を取り付け、クリップ 
© をまねしてカノ（一を固定します。 


車載工具 _ 

車載工具はラゲツジフ□アボードの下 
に収納されていまず。 

ラゲッジフ□アボードを開く 



► 八ンドル⑤の矢印の部分を押して 
ノ V ンドルを起こし、ラゲツジフ□ア 
ボードのを引さ上げまず。 



►ラゲッジフ□アボード⑤の裏側に 
あるフック⑤をラゲッジフ□ア 
ボードから取り外しまず。 



► フック⑤をテールゲート開□部上 
端®にかけまず。 

〇フック⑤をテールゲート開□部 
上端④にひけたまま、テールゲー 
卜を閉じないで<ださい。フック 
やテールゲートを損傷ずるおそれ 
びありまず。 


■化：？ 0 >1 り 



















車載品の収納場所 
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①ガイドボルト 
⑤けん引フック 

⑤ ホイ ー ルレンチ 
④ジャッキ八ンドル 

⑥ ストラップ 
©ジャッキ 

⑦ 応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 
④輪止め 

④ヒューズ配置表（英文） 

⑩トレィ 

《応急用スペアタイヤ用ホイールボルトは、 
応急用スペアタイヤ用ホイールに添付さ 
れていた0、トレイまたは応急用スペア 
タイヤの下に収納されていることびあり 
ます。 


応急用スペアタイヤを取り出ず 


応急用スペアタイヤはラゲツジルーム 
内のラゲツジフ□アボードの下に収納 
されていまず。 



.‘，け 


► ラゲッジフ□アボードを開さまず 
0314ぺージ）。 

►ストラップを外して、停止表示板 
ケース（[>313ぺージ）とジャッキ 
を取り出しまず。 

► スクリュー®を反時計回りにまわ 
して取り外しまず。 

► トレイ®を取り出しまず。 

► 応急用スペアタイヤ®を取り出し 
ます。 


■化：？ e - り 


《車種や仕様により、車載工具の配置や内容び異なる場含びあ0ます。 
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車載品の収納場所 


車載工具などを収納ずる 



スク U ューを取り付けた状態 

感ストラップ 

颇トレイ 

⑩スク U ュー 

@トレイの収納ち向表示 

► 停止表示板ケースおよびジャッキ 
を除 < 車載工具類をトレイ®に収 
納します。 

►スクリュー⑩を取り付け、時計回 
りにまわして、トレイを固定しまず。 

► 停止表示板ケースとジャッキを卜 
レイに収納して、ストラップ®で 
固定します。 

〇 トレイを収納ずるとさは、収納方 
向表示®の矢印が前方を向 < よ5 
にして<ださい。ジャッキがトレイ 
に収納できず、ラゲッジフ□アボー 
ドが完全に閉じな < なりまず。 

〇 トレイを収納するときは、スト 
ラップ®がトレイの下に挟まれな 
いよラにして<ださい。停止表示板 
ケースやジャッキが固定でさな<な 
りまず。 


タイヤフイットび車載されている車種 



①タイヤフィット 
@電動エアポンプ 
感ガイドボルト 
® セーフティ ネット 
感輪止め 

® ジャッキハンドル 
@ホイールレンチ 
感停止表示板 
感ジャッキ 

® ヒューズ配置表（英文） 

⑩けん引フック 

《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場合びあ0まず。使用ち法び 
わからないとをは、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 


《タイヤフィツトは、日本仕様には装備されません。 

《仕様によ0、車載工具の配置や内容び異なる場含びあ0ます。 


■化：？ 0 >1 り 














輪止め 


故障/警告メッセージ 



ジャッキを使用ずるときなどには、輪 
止めを使用し、車が動さ出さないよラ 
にして < ださい。 


Q 輪止めを使用ずるとさは図④の矢 
印の方向にタイヤがあたるよ5にし 
ます。方向に注意してください。 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生ずると、マルチファンクションディ 
スプレイに警告や注意、対応ち法など 
が表示されまず。 

故障/警告 ><ッセージによっては警 
告音が鳴ることがありまず。また、重 
要度の高いメッセージは、赤色で表示 
されまず。 

故障/警告 ッセージが表示された 
ときは、降の指示に従ってくださし、。 

A 警告 

• ^ーターパネルやマルチファンク 
ションディスプレイが故障した場 
をは、表示灯/警告灯や故障/警 
告;^ッ セージが 表示されません。 
車両操縦性などに悪影響をおよぼ 
ずよラな故障や異常が発生した場 
をは内容が確認でさないため、た 
だちにメルセデス • ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

• 表示される故障や異常は、一部の 
限られた装備についてであり、ま 
た表示される内容ち限られてし、ま 
ず。故障表示の機能は運転者を支 
援ずる装置です。発生した故障や 
異常に対処して車の安全性を維持 
ずる責任は運転者にあります。 

• 走行中にステアリングのスイッチ 
を操作するときは、直進時に行なっ 
て< ださい。ステア U ングをまわ 
しながら操作すると、事故を起こ 
すおそれがあ0まず。 


I 









• 走行ずる前には必ずイグニッシヨ 
ン位置を2にして、^ーターパネ 
ルの表示口/警告灯が点灯し、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
が表示されることを確認してくだ 
さい。 

• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えた^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めします。 

特にま全に関わる整備について 
は、必ず;><ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検整備や修理を 
行なって<ださい。不適切な作業 
を行なラと、事故や故障の原因に 
なりまず。 


故障/警告メッセージを表示させる 

►ステア U ングのまたは 
スイッチを押して、マルチファンク 
ションディスプレイに故障表示画面 
を表示させます。 

故障や異常がある場合は、 II ] ショウ 
力'’ 3" のよ5に故障件数が表示さ 
れます。 

故障や異常がない場合は、故障表示 
画面は表示されません。 

► ^または^を押して、故障 
/警告><ッセージを順番に表おさせ 
ます。すべて表示されると、故障件 
数画面に戻りまず。 


故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高い;><ッセージは消ずことが 
でさません。故障や異常の原因が解決 
するまで、故障/警告><ッセージが 
繰り返し表示されまず。 

一部の^ッセージは車両に記憶され、 
手動で ><ッセージを呼び出ずことがで 
さまず。 

少ッセージは マルチ フアン クシ ヨンス 
テア U ングにより消ずことがでさまず。 

► X ッセージが表示されているとさ 
に、ステア I 」ングの mm や 
スイッチ、または U セッ 
トボタンを押しまず。 

《記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
明書作成時点のちのです。マルチフアン 
クシヨンディスプレイの表記などは、予 
告な<変更-追加されることがあ0まず。 











故障/警告メッセージ 


ま全装備 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


唆)」 L 受 


シヨウテ''巧セン！ 
にュ乃レヲサンショウ 


(©) * 


] ショウ 

にュ乃けサンショウ 


A 事故のおそれびありまず 

ABS 〔アンチ□ック.ブレーキング.システム)、 ESP ® (エレクト□ニック. 
スタビ U テイ•プ□グラム )、 BAS (ブレーキアシスト）、 PRE - SAFE ®、 ヒルスター 
トアシストび一時的に作動しなし、状態になっている。 

アダプテイブブレーキランプも作動しない。 

ーターパネルの W と曜ユ [ M ] ち)点なしている。 

自己診断機能び終了していなし巧！能性びある。 

ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

►約 20 km / h 政上の速度でステア I 」ングを軽くちもに操作し、を意して 
走行してください。メッセージび消えると、上記の機能は再度作動でを 
る状態になりまず。 

メッセージび表示されたままのとを： 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシストび一時的に作動しな 
し、状態になっている。 

アダプテイブブレーキランプも作動しない。 

メーターパネルの^と區ユ rwi ち点! n している。 

電圧び低下している可能'をびある。 

ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

►注意して走行してください。六ッセージび消えると、上記の機能は再度 
作動でさる状態になりまず。 

メッセージび表示されたままのとき： 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシストび作 
動しない状態になっている。 

アダプテイブブレーキランプも作動しない。 

；><ーターパネルの [ ffl と LU 、[!□ および [ W ] ち点なしている。 
ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■化：？ 6- り 

















考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


A 事故のおそれがありまず 

ESP ®、 PRE - SAFE ®、 BAS 、 ヒルスタートアシストび一時的に作動しない状 
態になっている。 

アダプテイブブレーキランプち作動しない。 

六ーターパネルの^とを点なしている。 

自己診断機能び終了していなし巧惜臣性びある。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

►約 20 km / h 政上の速度でステア U ングを軽く左ちに操作し、注意して 
走行してください。メッセージび消えると、上記の機能は再度作動でき 
る状態になります。 

メッセージび表示されたままのとさ： 

► ミち意して走巧してください。 

► ；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ®、 PRE - SAFE ®、 BAS 、 ヒルスタートアシストび一時的に作動しない状 
態になっている。 

アダプテイブブレーキランプち作動しない。 

六ーターパネルのとち点灯している。 

電圧び低下している可能'をびある。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► ミ主意して走行してください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

走行中に方ッセージび表おされ、メーターパネルの [ S ] び点滅している 
とさは、ブレーキの過熱を防ぐため ETS の機能び解除されている。 

►六ッセージび消え、 メーター パネルの [ S ] び消なずるまで、ブレーキ 
を冷やしてください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 
ETS は自動的に待機状態になりまず。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP ®、 PRE - SAFE ®、 目 AS 、 ヒルスタートアシストび作動しな 
い状態になっている。 

アダプテイブブレーキランプち作動しない。 

さらに、六ーターパネルのと^を点灯している。 

ブレーキは通萬通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► ミち意して走行してください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

















故障/警告メッセージ 
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ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


IEBDI 

I 頓 ） I 


m 


] ショウ 

にュ乃けサンショウ 


(©) 


IV -キングアレ-キ 
か{グヨシテクタ'、サイ！ 


(©) 


ア b - キオイル 
1 A ■’ルテンケン 


•U 


了'レ-キ / r ッド7モウ 

了 レトフ 
] ショウ 

にュ乃けサンショウ 


SRS 


SRS システム 
] ウシ''ヨウテ'‘テンケン 


A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 EBD ( X レクト□ニック • ブレーキノり一•ディスト U ビューシ ョン)、 
ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®. ヒルスタートアシストび作動しない状態 
になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

さらに、メーターパネルのと [ S 、[ M ] ち点灯し、警告音び鳴った。 
ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

警告音ち鳴った。 

►パーキングブレーキを解除して<ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

リヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

さらに、 y —ターパネルの rwi び点むし、警告音を鳴った。 

► 周囲の道路や交通状況にを意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さい。状況を問わず、走行しないでください。 

►パーキングブレーキを効かせてください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► 絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給してち問 
題は辭消しません。 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A けがのおそれびありまず 

PRE - SAFE ® の重要な機能に異萬びある。 

エアバッグなど他の乗員保護裳置の機能は確保されている。 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A けがのおそれびありまず 

乗員保護補助装置び故障している。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 


■化：？ e - り 

























ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 


が 

こダリ [H 

ご-ムリ 

左へッドライト （□- ビーム）び切れている。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 


を 

トトラ仆 

:]ショウ 


ライトセンサーに異常びある。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 


が 

ランアヲ 

巧テクタ' ' + 

K ! 

ライトスイッチび屋固の位置にしたまま、キーを振いて運転席ドアを開 
くか、キーレス3’ースイッチでイグニッ ショ ン位置を0にして運転席ド 
アを開いた。警告音も鳴った。 

► ライトスイッチをの位置にしてください。 


1) 他のライトび切れたときは、この例 L 以外のメッセージび表示されまず。 

車外ライトのいずれかに異萬び発生ずると、その箇所び表示されます。 

© LED ライトについては、ずべての LED び切れたときにメッセージび表示されます。 
























故障/警告メッセージ 


エンジン 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


因 


レイキャクスイすがユウ 
7ニュ乃レヲサンショウ 




レイキかクスイテイ外シテ、 
エングン3テイシ！ 




冷却水量び不足している。 

► 冷却水補給時の注意事項を読んでから、冷却水を補給してください。 

► 通常よりわ頻繁に;令却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてください。 

冷却水の温度び高すぎる。 

►道路や交通状況にミち意しなびら、ただちに安全に停車して、ェンジンを 
停止してください。 

► 凍ったミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認し 
て < ださい。 

► メッセージび消えてからェンジンを始動して<ださい。ェンジンを損傷 
するおそれびあじまず。 

► ェンジン冷却水温度計 01 日6ページ)で冷却水湿度を点検してくださし)。 

► 冷却水温度び再び上昇する場合は、ただちにメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検を毒けてくださし、。 

V ベルトび切れている可能性びある。 

►道路や交通状況に注意しなびら、ただちに安全に停車して、ェンジンを 
停止してください。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

Vベルトが切れているとさ： 

H 走行を続けないでください。オーバーヒートのおそれびありまず。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

Vベルトが損傷していないとさ： 

► ；><ッセージび消えるまで待ってからェンジンを始動して<ださい。ェ 
ンジンを損傷ずるおそれびありまず。 

►冷却水温度計（>1日6ぺージ）で;令却水温度を点検してください。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 

ラジェターの;令却ファンが故障している。 

► 冷却水温度び約120む政下の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで運輯ずることびでをます。 

►そのとをは、山道の走行や発進と停止を繰り返ず走行など、ェンジン 
への大さな負荷びかかる走行は避けてください。 


I 



















ディスプレイ表示 


だ] 


圆 

A '' ッテ IJ - /オルタネ-夕 
テイ外シテクタ'’サイ！ 



柳ノサイニ 
オイルレへ’.ルテソケン 



キユウユノかじ 
1リッタ-オイルヲツイカ！ 


团 

ネンリョウリサ'‘-ア 
柳シテクタ、’サイ 




考え5れる原因および症状/ ► 対応 

政下の理由により、バッテ1」一が巧電されていない。 

警告音を鳴った。 

• オルタネーターの故障 
• V ベルトの摩耗 
• 電気システムの故障 

►道路や交通状況に注意しなびら、ただちに安全に停車して、エンジンを 
停止して < ださい。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトが切れているとさ： 

D 走行を続けないでください。オーバーヒートずるおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 

バッテ1」一に異萬びある。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さい。状況を問わず、走行しないでください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンオイル量び最低限の量まで低下している。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

► 必要であれば、エンジンオイルを補給してください。 

►通常よりも頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、六ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場でエンジンからオイルび漏れていないか点検を 
養けて < ださい。 

エンジンオイル量び不足している。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

► 必要であれば、エンジンオイルを補給してください。 

►通常よりも頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場でエンジンからオイルび漏れていないか点検を 
寶けてください。 

燃料の残量びみなくなっている。 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油してください。 


燃料タンクに燃料びほとんどない。 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油してください 










































故障/警告メッセージ 


走行装備 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 




レへ、、 J げヨウセイシヨウフカ 




] ンアレッサレイキヤク 
才巧クダサイ 




] ショウ 


を- 


ソクド20 km / h イカニ 
グンソク 




シ"ョウショウチュウ 

max .20 km/h 




max .20 km/h 


を- 


力〕ウチュウ 

max .20 km/h 


UTF のとさには車高の調整びでさない。 

• 設定しよラとしている車高レベルに巧して、走行速度び高ずざる。 

•けん引車両びある 
•けん引裳置を使用している 

►速度を落としてから、車高を調整してください。 

車高レベルを頻繁に変更したため、車高を上げよラとしたとさにエアポン 
プを;令却する必要び生じた。 

► 車高レベルに合わせて走行してください。 

► 路面との間に十分な空間び確保されていることを確認してください。 

► エアポンプび冷却されるまで待ってください。 

エアポンプび冷却されるとメッセージび消え、選がした車高レベルに設 
定されまず。 

車高調整装置び故障している。 

► 車高レベルに合わせて走行してください。ただし約 80 km/h を超えな 
いよラにして < ださい。 

► 路面との間に十分な空間び摧保されていることを確認してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

選択したオフ□ードレべルの許容最高速度を超えた速度で走行している。 
► 変化した八ンド U ング特性に合わせて走巧してください。 

► 急激および大をなステア U ング操作をしないでください。 

► 操縦性の違いに注意して走巧してください。 

► 車高びオフ□ー ドレべル 2 に設定されるまで約 20km/h UTF の速度で 
走行してください。 

車高びオフ□ードレべル3に設定されよラとしている。ディスプレイには 
オフ□ー ドレべル3での許容最高速度び表おされている。 

►約 20km/h iiTF の速度で走行してください。 

車高びオフ□ー ドレべル3に設定されている。ディスプレイにはオフ□一 
ドレべル3での許容最高速度び表示されている。 

►約 20km/h 下の速度で走行してくださし、。 

車高びオフ□ー ドレべル3からオフ□ー ドレべル2に設定されようとし 
ている。ディスプレイにはオフ□ードレべル3での許容最高速度び表示さ 
れている。 

► 車高びオフ□—ドレべル 2 に設定されるまで約 20km/h 政下の速度で 
走巧してください。 


I ^^ 6 —^ 










































ディスプレイ表示 


岡 

テ‘.兀ツクシステム ] ショウ 
]ウグョウテ'’テンケン 

技 

テ。7□ツクシステムカネツ 
ス]シオ巧クタ'’サイ 


岡 

テイ外 

/ r - キングアレ-キソウサ 



] ウシ'‘ヨウテ'’テンケン 
テイシヤグ PT レ-キソウサ 



max . 40 km/h 
テ。ソウ]ウ 



max./O km/h 
テ。 W 〕 ウ 



タングカン N 二 


シフトシテクタ''サイ 



シ外ド卵キャンセル 
サイキドウシテクダ、サイ 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


デイファレンシャル□ックシステムび故障している。 

►約 80 km / h を超えないよラに走行してください。 

► ；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

デイファレンシャル□ックシステムび過熱しているため、デイファレン 
シャル □ ックび解除されている。 

► ミち意して走行してください。 

► デイファレンシャル□ックシステムび冷却されるまで待ってください。 
デイファレンシャル□ックシステムび冷却されるとメッセージび消え、 
デイファレンシャルび□ックされます。 

□ーレンジ/ ノーマルレンジの切り替えび完了していない。 

トランスファーびニュートラルになっていて、エンジンと駆動輪びつな 
びっていない。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

►パーキングブレーキを効かせてください。状況を問わず走行を続けない 
で < ださい。 

► 再度□ーレンジ/ ノーマルレンジの切り替え操作を行なってください。 

トランスファーが故障している。 

►約 80 km / h を超えないよラに走行してください。 

►駐車するとをは、パーキングブレーキを確実に効かせてください。 

► 方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

走行速度び約 40 km / h を超えているため、ノーマルレンジから□ーレン 
ジへの切り誓え操作びでさない。 

►約 40 km/h UTF の速度で走行してください。 

トランスファーの切り替え操作び巧能になりまず。 

走行速度び約 70 km / h を超えているため、□ーレンジからノーマルレン 
ジへの切り曽え操作びでさない。 

►約 70 km / hL 式下の速度で走行してください。 

トランスファーの切り替え操作び巧能になりまず。 

トランスファーの切り替え操作をずるために速度を落としたび、シフトポ 
ジションび LSJ になっていない。 

► 短時間シフトポジションを LNJ にしてください。 

□ーレンジ/ ノーマルレンジの切り替えび中敞された。 

► 再度切り替え操作を行なってください。 






















































故障/警告メッ叫 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

故障のため、 DSR の機能が辭除されている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で DSR の点検を費けてください。 

クルーズコント□ールまたは巧変スピードリ=ッターび故障している。 
警告音ち鳴った。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

クルーズコント□ールの作動条件を満たしていない。例えば、約 30 km / 
h 切下の速度でクルーズコント□ールを作動させよラとした。 

►設定可能な状況であれば、約 30 km / hL 分上の速度で走行し、クルーズ 
コント□ールを設定して<ださい。 

► クルーズコント□ールの作動条件を確認してください（1>189ページ）。 


タイヤ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

タイヤクウキアツ 

タイトヲテンい！ 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの急激な空気の漏れを検知した。 

►急八ンドルや急ブレーキを避けて停車して<ださい。そのとをは、周囲 
の交通状況にミ主意してください。 

► タイヤを点検し、必要であれば該当するタイヤを交換してください。 

► タイヤま気圧を点検し、必要であれば空気圧を適正にしてください。 

► 適正なタイヤ空気圧に調整した樓に、タイヤ空気圧警告システムを再起 
動してください（1>284ぺージ)。 

タイ朽テンケン 

ソノ〕。別ヤクウキアツ 

ケイ]クシ方ムサイ外'’ウ 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれ、その搔に再起動び行なわれ 
ていない。 

► すべてのタイヤを適正な空気圧に調整してください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください。 

夕仆クウキアツ 

ケイ]クシステム ] ショウ 

タイヤ空気圧警告システムに異常びある。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ディスプレイ表示 



] ショウ 


クル-スン阳-ルオヨヒ” 
スピ-ドリミッタ- 
] ショウ 

クル-ス '‘] ン阳-ル 
—— km/h 


-ジ 


se — り 
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—ジ 




車両 


ディスプレイ表示 


P 巧 n N 二 
シ7トシテスタ-卜！ 


すがョ / r ッテリ- 
] ショウ 


P レンゲ’カラシフト 
アレ-巧フソデ’クタ''サイ 


セレクタカ'' ソウ]ウイチ 


キ''衍 I ングセス'’二 
] ウシ"ヨウテ'' テンケソ 


P いダ‘" 
テイシグノミ 




嘟 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

シフトポジションび LE または LE のときにエンジンを始動しようと 
した。 

► シフトポジションを EF ] または LNJ にしてください。 

オートマチックトランス=ッション巧の補助バッテ1」一び充電されてい 
ない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ブレーキペダルを踏まずに、シフトポジションを LE 、 LE 、 rm にし 
よラとした。 

► プレーキぺ夕’ルを踏んでください。 

シフトポジションび LE 、 田 J 、 EE のいずれかのときに運転席ドアを 
開いた。 

警告音ち鳴った。 

► シフトポジションを EF ] にして<ださい。 

►パーキングブレーキを効かせてください。 

故障のため、シフトポジションを変更ずることびでをない。 

シフトポジションび LE のとさ： 

► シフトポジションを変更しないで、六ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場まで走行してください。 

シフトポジションび LE 、 田1 m のいずれかのとさ: 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

車び完全に停車していない状態でシフトポジションを任 J にしよラとした。 
► 周囲の道路と交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

► シフトポジションを [ E にしてください。 

テールゲートび売全に閉じていない状態で走行している。 

► テールゲー トを閉じてください。 

A 事故のおそれがありまず 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行している。 

► 周囲の道路と交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

►パーキングブレーキを効かせてください。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 

ドアび完全に閉じていない状態で走行している。 

► ドアを確実に閉じてください。 


■化：？？り 



























故障/警告メッセージ 
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デイスブレイ表示 


©! 


jr ワステ ] ショウ 
] ウダヨウテ'' 
テンケン 


& 


ウオッ外な 
ホダユウ 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 事故のおそれがありまず 

ステア I 」ングのパワーアシストびほ下している。 

ステア I 」ング操作に非常に大さな力び必要になる。 

►大をな力でステア U ングび操作でをるか確認してください。 

ま全にステアリング操作ができるとき： 

► 注意しなびら、六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行してくだ 
さし'!。 

を全にステアリング操作ができないとき； 

►走行しないでください。最寄りの六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
に連絡して < ださい。 

リヴーブタンクのウォッシャー液量び約1/3まで減っている。 

► ウォッシ巾一液を補給してください（[>278ぺージ）。 


■化：？ e - り 



















-ジ 



キ- 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 



キ-が 


エンジンスイッチに別の車両のキーを差し込んでいる。 
►正しいキーを使巧してください。 


チカ''イ巧 



キ-ヲ 


キーび機能しなくなっている。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてくださし)。 


] ウカンシテクタ''サイ 



キ-ノ A " ッテリヲ 


キーの電池び消耗している。 
► 電池を交換してください。 


] ウカン 



キ -3 

ケンチテ、'巧セン 
(ホ色のメッセージ) 


エンジンびかかっているときにこのメッセージび表示されたときは、シス 
テムび車巧にキーびないと判断している。 

エンジンを停止すると、車の施錠やエンジン始動びできなくなる。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►キーを探してください。 



キ -3 

ケンチテ、'巧セン 
(白色の六ッセージ) 


エンジンびかかっていて、キーび車内にあるとさにこのメッセージび表示 
されたとさは、電磁波などの影響により、システムびキーを認識でさない。 
► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► 必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なって 
ください。 

システムびキーを認識できない。 

► キーの位置を変えてください。 

それでもキーびシステムに認識されないとき： 

►再度、キーの位置を変えてください。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってください。 



施錠時にシステムび車内にキーびあると判断している。 
► キーを車から遠ざけてください。 


キ-力、' 


外ナイこアリ7ス！ 



スタ-トホ''タンヲ阳'’シ 
キづサシェゲクタ'’サイ 


キーび認識されない状態び続いている。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を巧なつてください。 
► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてくださし)。 
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メーターパネルの 表示な/警告な 


シートベルト 


トラブル 


因 

フ□ントドアを閉じ 
てエンジンを始動す 
ると、赤色のシート 
ベルト警ちなび点灯 
ずる。 


固 

ホ色のシートベル I 
警告なび点滅し、1 
告音ち鳴る。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A けがのおそれがあ0まず 

運転席または助手席の棄員びシートベルトを着巧していない。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告巧び消むします。 

A けがのおそれがあります 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定してください。 
シートベルト警告巧び消なします。 

A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の棄員びシートベルトを着巧していない状態で走行 
し、速度び約 25 km/h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告巧び消灯し、警告音ち鳴り止みます。 

A けがのおそれがあ0まず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約 25 km/h を超 
えた。 

►安全な場所に停車してから、助手席シートに置いてある荷物を、別の場 
所に確実に固定してください。 

シートベルト警告巧び消灯し、警告音ち鳴り止みまず。 


■化：？ S - り 
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メーターパネルの表示丹/警告丹 


ま全装備 


トラブル 


圆 

エンジンびかかって 
いるとをにホ色のブ 
レーキ警告灯び点灯 
する。 

警苦音ち鳴った。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点むずる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 事故のおそれがありまず 

リザーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安全に停車してく 
ださい。状況を問わず、走行しないでください。 

► ノ くーキングブレーキを効かせてください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチファンクシ ヨン ディスプレイに表示される追加の六ッセージに 
がってください。 

絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給してち問題 
は解消しません。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS (アンチ□ック•ブレーキング•システム）に異常びあるため機能び辭 
除されている。そのため 、 BAS (ブレーキアシスト)、 ESP ⑥（エレクト□ニッ 
つ. スタビ U ティ-プ□グラム)、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシスト、ア 
ダプティブブレーキランプち觸除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び □ッ クずる巧 f 目性びある。 

► マルチファンクシヨンディスプレイに表示される追加の六ッセージに 
従って < ださい。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ABS のコン ト □ール ユニッ トに異常びあるとをは、ナビゲーシヨンシス 
テムやオートマ チック トランス S ッ シヨンなど、他のシステムにち異常び 
ある可能性びある。 


■化：？？り 
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トラブル 


圆 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点打ずる。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警普巧び点なずる。警 
告音右鳴った。 


I 做 nr ち I 聞。 @)1 
エンジンびかかって 
いるとをに赤色のブ 
レーキ 警告灯と黄 
色の ESP ® 表示な、 
ESP ® オフ表示灯、黄 
色の ABS 警告灯び点 
灯する。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

ABS の機能び一時的に作動しない。 BAS 、 ESP ®、 EBD 〔エレクト□ニッ 
ク-ブレーキパワ ー• ディストリビューション）、ヒルスタートアシスト、 
アダプティブブレーキランプち解除されている。 

システムの自己診断び終了していない。 

または、 

バッテ I 」一の電圧び低下している可能性びある。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可能性びある。 

► メッセージび消えるまで、約 20 km / h しソ上の速度でステアリングを軽 
く左ちに操作し、短い距離を注意して走行してください。 

メッセージび消えれば、上記の機能は作動でをる状態になります。 
メッセージび表示されたままのとさ： 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

EBD に異常がある。そのため、 ABS 、 目 AS 、 ESP ®、 PRE - SAFE ®、 ヒルスター 
トアシスト、アダプティブブレーキランプち作動しない状態になっている。 
ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可旨目性びある。 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS と ESP ® に異萬びある。そのため、 ABS 、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスター 
トアシスト、アダプティブブレーキランプち故障のため作動しない状態に 
なっている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可旨目性びある。 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 


I 
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メーターパネルの表示丹/警告丹 


トラブル 


阻 

走行中に黄色の ESP ® 
表をなび点滅ずる。 


阻 

走行中に黄色の ESP ® 
表示灯び点滅ずる。 


I 吝 F I 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
ESP ® オフ表示:なび点 
なする。 


I 則 I 幕 I 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP ® 
表示打と ESP ® オフ表 
示灯び点灯する。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

車び横滑りをずるおそれびあるか、みなくとち1つの車輪び空転し始めて 
いるため、 ESP ® やトラクシヨンコント□ールなどび作動している。 
クルーズコント□ールの機能は解除されている。 

► 発進するときは、アクセルペダルを必要じ LL に踏み込まないでくださし)。 
► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP ® の機能を解除しないでください（雪道などでの走行を除く）。 

かなくとち1つ ULL の車輪び空転しているび、ブレーキの過熱を防ぐため 
ETS の機能び解除されている。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加の;><ッセージに 
従って < ださい。 

ブレーキび冷えれば、 ETS は自動的に待機状態になります。 

メッセージび消え、 W び消灯します。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® の機能び解除されている。 

車び横滑りし始めたとさや車輪び空輯し始めたとさに、車両操縦性や走行 
安定性を確保しようとずることびできない。 

► ESP ® を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 

► 路面と天候の状態に合わせて走行してください。 

ESP ® を待機状態にでさないとを： 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で ESP ® の点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP ®、 区 AS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシスト、アダプ 
ティブブレーキランプの機能び解除されている。 

車び横滑りし始めたとさや車輪び空転し始めたとさに、車両操縦性や走行 
安定性を確保しよラとずることびできない。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従って < ださい。 

► 注意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■化：？ S — り 
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トラブル 


面聞 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP ® 
表示むと ESP ⑥オフ表 
示灯び点：なする。 


圆 

走行中に赤色のブ 
レーキ警告なび点灯 
する。 

警告音ち鳴った。 


rsRs] 

エンジンびかかって 
いるとさに赤色のェ 
アバツグシステム警 
告'なび点た了ずる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがあります 

ESP ®、 目 AS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシストび一時的に作動しなし、 
状態になっている。 

ESP ® の機能び一時的に作動しない。車び横滑りし始めたとさや車輪び空 
転し始めたとさに、車両操縦性や走行安定:性を確保しよラとずることびで 
さない。 

システムの自己診断び終了していない。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可能性びある。 

►約 20 km / h しソ上の速度でステア U ングを軽く左ちに操作し、短い距離 
を注意して走行してください。 

表示なび消灯すれば、上記の機能は作動でさる状態になりまず。 
表示灯び点灯したままのとを： 

► マルチフアンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

パーキングブレーキを解除しないで走巧している。 

►パーキングブレーキを解除して<ださい。 

警告なは消なし、警告音ち鳴り止みまず。 


A けがのおそれがあ0まず 

乗員保護裳置が故障している。 

エアバッグやシートベルトテンショナーび不意に作動したり、事故のと 
をに作動し ない 可能性びある。 

► 注意して走行してください。 

►ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■化：？ e - り 
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メーターパネルの表示丹/警告好 


エンジン 


トラブル 考え5れる原因および症状/ ► 対応 

政下のちのび故障している可能性びある。 

• エンジン制御システム 
• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグニツションシステム 
• 燃料システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエマージェンシー 
モードになっている巧肯剖ホびある。 

►ずみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてくだ 
さし)。 

エンジンびかかって燃料の残量び少なくなっている。 

いるとをに黄色の燃►最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 

料残量警告灯び点灯 
する。 


凶 

エンジンびかかって 
いるとをに黄色のエ 
ンジン警告灯び点灯 
ずる。 


■化：？？り 








非常時の解綻 / 施綻 


337 


非常時の解館/施綻 


エマージェンシーキー 

U モコン操作やキーレス3—操作で 
車両を解錯でさないとさは、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアを解錠 
でさまず。 

U モコン操作やキーレス3’ 一 操作で車 
を施結した後にエマージェンシーキー 
で運転席ドアを解錠して開くと、盗難 
防止警報び作動しまず。 

し U 下のいずれかの操作をずると、警報 
び停止しまず。 

• キーの解淀ボタンか施淀ボタンを 
押す 

• キーをエンジンスイッチに差し込む 

. キーび車室内のキーレス3—アンテ 
ナの検知範囲 （071 ページ）にあ 
るとさは、キーレス3—スイッチを 
押す 

• キーび左ち側のキーレス3’ーアンテ 
ナの検知範囲 （071 ページ）にあ 
るときは、ドア八ンドルに触れるか 
ドア八ンドルのキーレス3’ースイッ 
チを押す、またはテールゲートの八 
ンドルを引< 

• キーびテールゲート側のキーレス 
3’ーアンテナの検知範囲(>71ペー 
ジ）にあるとさは、テールゲートの 
八ンドルを引< 

燃料給油フラップを解綻ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
ます。 


キーか5エマージェンシーキーを取り 
がず 



►ストッパー①を矢印の方向に押しな 
びら、エマージェンシーキー③を 
キーから引さ巧さまず。 



U モコン操作やキーレス 3— 操作で車 
両を解錠でさないとさは、(下の操作 
を行なってください。 

► エマージェンシーキーを運転席ドア 
のドア八ンドルのキーシリンダーに 
差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを反時計回 
りにまねして、解錠の位置田にし 
ます。 


■化：？ S - り 
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非常時の解錠/施錠 


► ドア八ンドルをいっぱいまで引き 
ます。 

運転席ドアの □ ックノブが上が0、 
運転席ドアが解錠されまず。 

► エマージェンシーキーを元の位置に 
まわして、キーシリンダーから抜き 
ます。 

► 再度ドア八ンドルを引さまず。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 

〇エマージェンシーキーで運転席ド 
アを解綻してを、他のドア、テール 
ゲート、燃料給油フラップは解淀さ 
れません。 


車面の抑3錠 _ 

U モコン操作まにはキーレス3’一操 

作で車を施錠でさないとさは、け下 

の方法で車を施錠して < ださい。 

► 助手席ドアと助手席側 U アドア、 
テールゲートを閉じまず。 

► 運転席ドアと運転席側 U アドアを開 
さまず。 

► 運転席ドアのドア□ックスイッチ 
(施綻）079ページ）を押しまず。 

► 助手席ドアと左ち U アドアの□ック 
ノブび下びったことを確認しまず。 

►下びっていないとさは、各ドアの 
□ックノブを押し込みまず。 

►車を降り、運転席ドアを閉じまず。 

► 開いている運転席側 U アドアから腕 
を伸ばして、運転席ドアの□ックノ 
ブを押し込みまず。 


〇 キーび車巧になく、携帯している 
ことをお認してください。 

► 運転席側リアドアを閉じまず。 

► ずべてのドアとテールゲートび施湿 
されていることを確認しまず。 

P ドア□ックスイッチび作動せず、 
□ックノブを押し込んで車を施錠し 
たとさには、テールゲートび施錠さ 
れていないことびありまず。このと 
きは、車を施淀ずることはできませ 
ん。メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場に連絡して < ださい。 

〇キーの閉じ込みにミ主意してくだ 
ごし、。 


燃料給油フラップの解錠 

U モコン操作やキーレスづ一操作で解 
綻してち燃料給油フラップの□ックび 
解除されないとさは、手動で□ックを 
解除します。 



► テールゲートを開さまず。 


► ラゲツジルームち側のカバー③に 
あるク1」ツプ①をコインなどで矢 
印の方向にまわし、カバー③を取 
り外しまず。 


■化：？ 6— り 
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►内部にあるストラップ感をホル 
ダーから がして引さまず。 


□ックが解除されまず。 

►燃料給油フラップを開さまず 
(>265ページ）。 

〇ス トラップ®がぶルダーに固定 
されているとさは、ドライバーなど 
を差し込んで取りがしてから引いて 
<ださい。 

A 警告 

ラゲ ッジルームち 側の カバーの 内部 
には、金属が露出している部分や鋭 
利な部分があります。けがをしない 
よラにミ主意して < ださし、。 



NECK PRO アクティブへッドレス 
卜のリセット 


事故などのときに NECK PRO アク 
ティブへッドレストび作動した場合、 
U セットをしないとなに衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストび作動せず、頭部-頸部をイ呆護 
することびでをません。 

〇 この U セット作業は強い力び必要 
になるため、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で行なラことをお勧 
めしまず。 



► ガイド⑤に合わせて、車載の U セツ 
トツール®を差し込みまず。 


► □ツクずる音び聞こえるまで 、 U 
セツトツールを押し込みまず。 

► U セツトツールを巧き、 へツ ドレス 
卜を®の方向に強く押し戻してお 
実に□ツクさせまず。 

► を5—方の前席へツドレストでを同 
様の作業を行ないまず。 

〇ま全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたときは 、 NECK PRO 
アクティブへツドレストの点検を受 
けて < ださい。 


■化：？ S - り 
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キーの電池交換 


キーの 電池交換 


U モコンの作動巧能範囲が短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗が考えられまず。ルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

A 警告 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質が含まれていまず。子供の手の届 
かないところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
ください。 

9環境 

電池を家庭用づ S として廃棄しない 
でください。電池には非常に強い有 
毒物質び含まれてし''ます。 

使用済みの電池は、新しい電池をお 
買いホめになった販売店に処分を巧 
頼ずるか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄してください。 



► キーのいずれかのボタンを押しまず。 

キーの表示灯のび一回点滅ずれば 
電ミ也は正常でず。 


〇 車両の近<でキーの電池の点検を 
行な5と、キーの解錯ボタンまたは 
施湿ボタンを押しにとさに、車両を 
解湿まには施淀されまず。 


電池の交換手順 


U チウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
します。 



►ストッパー①を矢印の方向に押し 
なびら、 エマージェンシーキー ⑤ 
を巧さ取りまず。 



► エマージェンシーキー⑤を図の位 
置に差し込み、カバー⑤び浮さ上 
びるまで、エマージェンシーキーを 
矢印の方向に押しまず。 

〇 指でカバー⑤を押さえないよラ 
にしてください。カバーび浮さ上び 
りません。 


■化：？ 0 >1 り 
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► カバー⑤を取り外しまず。 


► 電池側び下になるようにキーを手の 
ひらの上に柔せて、電池®び外れ 
るまでキーを軽 < たたさまず。 

►電池のプラス （+ ) 面び見えるよ5 
にして、新しい電池を取り付けま 
す。このとさ、脂分を含まないされ 
いな巧で電池を持つよラにしてくだ 
ごい。 

► 電池の表面に巧れや脂分び付着して 
いないことを確認しまず。 

► カバー⑤の凸部⑤をキーに差し 
込んでから、カバーを押して□ッ 
クします。 

► エマージてンシーキー⑤をキーに 
収納します。 

► キーのずべての機能び作動ずること 
を確認します。 


電球の交換 


ライト類は車両の重要な安全装備のひ 
とつでず。ずべてのライト類び正しく 
点灯ずることを確認してください。 

電球び切れてライトび点灯しないと 
をは、同規格-同容量の電球と交換 
してください。交換したライトび点 
灯しない場合や、ずぐに切れた場合 
は、メルセデス■ベンツ指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 

P 電球の交換はメルセデス.ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことを 
お勧めしまず。やむを得ずお客様自 
身で交換ずるとさは、 LU 下のま意を 
守って該当箇所の電球を交換してく 
ださい。 

〇電球には素手で触れないようにして 
ください。電球の表面にかしでをミち 
れや脂分び付着ずると、ガラス表面 
で溶けて、電球の寿命び短くなりま 
す。電球に触れるとさは、されいな 
なや手袋などを使用ずるか、パルブ 
の金属部を持つよラにして < ださい。 

D 指定 LU 外の電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になりまず。 

。電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着ずると切れやず< 
なりまず。触れにとさは、薄めた中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよ < 巧いて < ださい。 

D マルチファンクシヨンデイスフ 
レイにライトに関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
(0322 ページ）をご覧ください。 

このとさは、ずみやひに電球を交換 
して < ださい。 
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電球の交換 


A 警告 

• 電球は非常に熱くなります。電球 
の交換は電球が冷えた状態で行 
なってください。火傷をするおそ 
れがおりまず。 

• 電球はモ供の手の届かないところ 
に保管してください。 

• 落下したり、衝撃が加わった電球 
を使用しないでください。破裂す 
るおそれがありまず。 

• 電球には圧力のかかったガスが封 
入されているため、電球が熱くなっ 
ているとさに電球に触れたり、電 
球を取り外さないで<ださい。破 
裂するおそれがあります。 

• 電球を交換ずるとさは、防護眼鏡 
や手袋などを着用し、直接手で電 
球に触れないよラにしてくださし、 


A 警告 

エンジンを始動しているとさやエン 
ジンがかかっているとさ、イグニッ 
ション位置が2のとさは、バイキセ 
ノンへッドライトのバルブソケット 
や配線に手を触れないでください。 
高電圧の発生部分や高温部分があ0、 
それ5に触れると非常に危険でず。 

バイキセノンへッドライトの交換は 
行なわないでください。交換は必ず 
分ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なってください。 

QLED やキセノンへッドライトはユ 
こット交換になるため、必ず;><ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で交 
換作業を行なって < ださい。 

〇 リアフオグランプはち側のみでず。 


お客様自身で交換でさる電球は iU 下の 
通りでず。交換でさない場合や、その 
他の電球の交換については、必ずル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に作 
業を依頼して < ださい。 


へッ ドライト 



ライト 

ワット数 
调格） 

の 

へッドライト 
上向き 

55 W ( H 7) 

⑤ 

車幅灯/ 

フ□ントパー 
キングライト 

已 W 

⑤ 

フ□ント方向 
指示灯 

21 W (黄色） 

④ 

フ□ント方向 
指示灯 

5 W (黄色） 
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テールランプ 


ワイ パー ブ レー ドの交換 



ランプ ワット数 

诚樹 

① U アフォグラ 21 W 
ンプ 

⑤バックランプ 21 W 


ライセンスライト 



ライト 

ワット数 
诚格） 

①ライセンスラ 
イト 

5 W 


H 電球の交換を行な5とさは、実際 
に車両に装着されている電球の規格 
を確認して < ださい。 


フ□ントワイパーのワイパーブレード 
A 警告 

ワイパーブレードのゴムび劣化する 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取ることびでさまはん。視界を巧げ 
て周囲の交通状況を巧握でさず、事 
故の原因になります。 

ワイバーブレードは年に2回は交換 
してくださし、。 

A 警告 

ワイバーブレードを交換するとをは、 
必ずエンジンスイッチからキーを巧 
くか、イグニッシヨン位置を0にし 
て<ださい。ワイパーび作動してけ 
びをするおそれびあ0まず。 

〇ワイパーブレードの損傷を避ける 
ため、ワイパーブレードのゴム部分 
に触れないよ5にしてください。 

〇ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損傷 
するおそれびありまず。 

〇ワイパーアームび取り付けられて 
いない状態で、ワイパーアームを元 
の位置に戻さないでください。 

〇ワイパーブレードを交換ずるとき 
は、ワイパーアームを確実に持って 
ください。ワイパーブレードび取 
り付けられていない状態でワイパー 
アームから手を放ずと、ワイパー 
アームびフ□ントウインドウに当た 
り、フ□ントウインドウを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 
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ワイパーブ レー ドの交換 


ワイパーブレードを取り外ず 



►つイパ ーブレー ドが、ワイパー アー 
ムに確実に固定されていることを 
確認します。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 


リアワイパーのワイパーブレード 


A 警告 

ワイパーブレードを交換するときは、 
必ずエンジンスイツチか！5キーを抜 
くか、イグニツシヨン位置を0にし 
てください。ワイパーび作動してけ 
びをするおそれびありまず。 


► エンジンスイツチからキーを巧く 
か、キーレス3’一操作でイグニツ 
シヨン位置を0にしまず。 

► ワイパーアームを起こしまず。 

►ク U ツプ③を両側から押し込んで 

□ツクを外し、ワイパーブレード ワイパーブレードを取りがず 
©を⑤の方向にまわしまず。 

► ワイパーブレードのを⑤の方向 
に押してワイ パー アーム④から取 
り外しまず。 

ワイパーブレードを取り付ける 




新しし、ワイパーブレードのの取り 
付け部©をワイ パーアーム ④の 
先端⑤に合せまず。 

ク U ップ⑤び□ックされるまで、 
ワイパーブレードのを矢印⑤の 
方向に押し込みまず。 


エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 

ワイパーアーム®をいっぱいまで 
起こしまず。 

ワイパーブレード⑤をまわして、 
ワイパーアームのと垂直の位置に 
し 9 〇 

ワイパーブレード⑤を矢印の方向 
に取り外しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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ワイパーブレードを取り付ける 

►新しし、ワイパーブレードを、ワイ 
パーアームに 押し込んで□ックし 
ます。 

►ワイパーブレードび、ワイパーアー 
ムに確実に固定されている ことを 
確認します。 

► ワイパーブレードをワイパーアー 
ムと平行の位置にしまず。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 


ンクしたとを 


A 警告 

• パンクしたとさは、あわててプ 
レーキペダルを踏まないで<ださ 
し、。ステア U ングをしっかり握っ 
て徐々に速度を落とし、ま全な場 
所に停車してください。 

• 停車したときは、非常点滅灯を点 
滅させて<ださい。また、十分を 
意しなびら車の後方に停止表示板 
を置いて <ださい。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□—ルを失 
し、、事故を起こすおそれがありま 
ず。また、タイヤが異常に過熱して、 
火災が発生ずるおそれがありまず。 

〇車速感応ドア□ック080ぺ一 
ジ）を設定した状態で車を押した 
り、車を持ち上げるとをは、イグ 
ニッシヨン位置を0にしてくださ 
し、車輪び回転ずると車び自動的 
に施淀され、車外に閉め出される 
おそれびありまず。 

。タイヤ交換をずるときは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけがをずるおそれがあり 
ます。 

H タイヤ交換をずるとをは、エンジ 
ンを始動しないでくださし、。 
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パンクしたとき 


タイヤの修理およびタイヤ交換の 
準備 

► 車高が通常走行レベルになっている 
ことを確認しまず（[>198ページ）。 

►安全を確保でさる、かた<てずベり 
に < い水平な場所に停車しまず。 

► 非常点滅灯を点滅させまず。 

► ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► シフトポジションを [ E にしまず。 

► 周囲の状況に注意しながら乗員を車 
から降ろして、ただちに安全な場所 
に避難させまず。 

► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを抜き 
ます。キーレス3—スイッチでエ 
ンジンを停止したとさは、運転席 
ドアを開さまず。 

► 車から降りまず。 

► ドアを閉じまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後ちに停止表示板を置<ことが 
法律で義務付けられていまず。 


応急用スペアタイヤへの交換 


A 警告 

• 応急用スペアタイヤに交換したと 
きは、必ず 80 km / hl ； rF で走行し 
て < ださい。 

また、 ESP ® の機能を解除しない 
で < ださい。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間の 
使用にとどめ、できるだけ早く標 
準タイヤに戻してください。 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤ 
のサイズが異なるため、応急用ス 
ペアタイヤを装着した場合、走行 
特性が大さく変化します。ミ主意し 
て走行してください。 

• 応急用スペアタイヤを2本似上装 
着して走行しないでください。 


タイヤ交換の準備 


►輪止め、ホイールレンチ、ジャッキ、 
ジャッキ八ンドル、ガイドボルト、 
応急用スペアタイヤ、応急用スペア 
タイヤ用ホイールボルトを準備しま 
す（[>314〜317ページ）。 

Q トレイや応急用スペアタイヤを取 
り出ずとさは、必ず保護のため手袋 
を着用して<ださい。素手で作業ず 
るとけがをするおそれがあります。 

Q 応急用スペアタイヤは各車種専用 
です。他車のちのは使用しないで< 
ださい。 
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ジヤツキアップずる 


作業中に車が動さ出ずのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 



► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をず 
るとさは、交換ずるタイヤの反対側 
の両輪の下0側に輪止めをしまず。 

〇 輪止めは1個車載されていまず。 
ち51個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
して < ださい。 


A 警告 

急な斜面ではジャッキアップしない 

でください。ジャッキが外れると、 

車に挟まれて致命的なけがをするお 

それがあ0まず。 

A 警告 

車載のジャッキはこの車専用でず。 

し U 下の点に注意してください。 

• かたくてずべりにくい、水平な場 
所で使用してください。 

• この車のタイヤ交換!;^外には使用 
しないで < ださい。 

. 不具合や損傷があるとさは使用し 
ないで < ださい。 

• ジャッキアップする前に乗員や荷 
物を車から降ろしてく ださし、。 

• ジャッキの下に、ブ□ックや木材 
などを置いてジャッキアップしな 
いでください。ジャッキアップし 
た車が落下するおそれがあります。 

• ジャッキを取り付ける前に、ジャッ 
キサポートに付着した泥などを取 
り除いて < ださい。 


■化：？ S - り 
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パンクしたとき 


A 警告 


車が車載のジャッキだけで支えら 
れているときは、決して車の下に 
身体を入れないで < ださい。ジャッ 
キが外れると、車に挟まれて致命 
的なけがをするおそれがあります。 
ジャッキは車を一時的に持ち上げ 
ると量だけに使用してください。 
ジャッキアップしているとをは、 
エンジンを始動した0、ドアや 
テール ゲートを開閉したり、 パー 
キングブレーキを解除しないでく 
ださい。車が落下するおそれがあ 
ります。 


〇ホイールレンチを使用ずるときに、 
ぶイールレンチがぶイールボルトか 
らがれるとけがをしたり、ぶイール 
ボルトを損傷するおそれがありま 
す。(下の点にミ主意してください。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さい。 

•両手で握り、ぶイール側に押し 
付けるよラにしながらまねして 
<ださい。 



►ぶイールレンチので、交換ずる夕 
イヤのホイールボルト （5 本）を約 
1回転ほどゆるめまず。 

この時点では、ホイールボルトを取 
りがしません。 

〇 伸縮式のホイールレンチび装備さ 
れているときは、ホイールレンチの 
柄を引いて伸ばしてください。 


WAh けい 

ジャッキヴポートは、前輪の後ち、後 
輪の前方のボディ下部4力所（矢印の 
位置）に設けられていまず。 

A 警告 

ジャッキヴポートし U 外の場所には 
ジャッキを使用しないでください。 
ジャッキが外れてけがをしたり、車 
両を損傷するおそれがあります。 

ジャッキは交換ずるタイヤに適した 
位置のジャッキサポートで使用して 
<ださい。また、ジャッキを使用す 
る前に、ジャッキサポートに異物や 
巧れがないことを確認してください。 


■ホ：？ 0 >1 り 
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P ジャッキサポート部に亀裂や損傷 
びあるとさは、作業を行なわないで 
<ださい。 



►ジャッキ八ンドル®を 、 "AUF UP " 
の文字び手前にくるよ5にして、 
ジャッキ⑤のダイヤル部に取り付 
けまず。 

►ジャッキ⑤の先端を、交換ずる夕 
イヤに近いジヤ ッ キサ ポー ト⑤に 
合わせまず。 



(左）正しい取り付けかた 
(ち）間違った取り付けかた 


► ジャッキの底面び、ジャッキサポー 
卜⑤の真下にあることを確認して 
<ださい。 

► ジャッキ八ンドル④を繰り返し操 
作して、ジャッキ®の先端をジャッ 
キサポート③に合わせ、ジャッキの 
底面を確実に化面に接化させまず。 


► タイヤび化面から最大 3 cm 離れる 
まで、ジャッキ八ンドル®を繰り 
返し操作しまず。 

A 警告 

ジャッキアームびジャッキサポート 
に正しく取り付けられていることを 
確認してください。ジャッキび外れ 
ると、けびをしたり車を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

〇ジャッキアップずる前に柔員や荷 
物を車から降ろして < ださい。 

〇側面から見て、ジャッキび垂直に 
なるように取り付けてください。 

タイヤの取り夕1•し 



► 上側のホイールボルトを1本外し 
ます。 

► そのネジ巧にガイドボルト①をねじ 
込みまず。 

► 残りのホイールボルトを外して、夕 
イヤを取り外しまず。 

〇ホイールボルトに砂やミ尼び付着し 
ないよ5にま意して < ださい。 

。タイヤを化面に置くときは、ホ 
イールの外側を下にしないでくださ 
しんホイールに傷び付< おそれびあ 
りまず。 


I 













350 


パンクしたとき 


H ホイールをがしたときは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
て<ださい。 U ムの凹みや巧がりは 
空気圧減かの原因になり、タイヤを 
損傷するおそれがありまず。 

応急用スペアタイヤを取り巧ける 
A 警告 

ホイールボルトに損傷や謂があると 
さは交換してください。また、ネジ 
山には決してオイルやグリスを塗巧 
しないでください。ホイールボルト 
がゆるむおそれがあります。 


A 警告 

ホイール八ブのネジ山が損傷してい 
るときは、走行しないで、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


A 警告 

ホイールボルトは、ホイールに適含 
した純正品だけを使用してください。 
純正品 L 处外のボルトを使用ずると、 
ホイールが脱落して事故を起こすお 
それがありまず。 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを強<締め付けないで<ださ 
い。締め付ける勢いでジャッキが外 
れるおそれがあ0ます。 



► 応急用スペアタイヤを取り付けるた 
めのぶイールボルトを用意しまず。 


応急用スペアタイヤ用ホイールボル 
卜@ (短いぶイールボルト）を使 
用して < ださい。 

Q 標準タイヤ用ホイールボルトで応 
急用スペアタイヤを取り付けないで 
<ださい。ぶイールを十分に固定ず 
ることがでさず、走行中にタイヤが 
がれたり、ブレーキシステムを損傷 
ずるおそれがあ0まず。 



応急用スペアタイヤに添付された、応急用スぺ 
アタイヤ用ホイールボルト③ 


〇 応急用スペアタイヤ用ぶイールボ 
ルトは、トレイ（[>315ページ）ま 
たは応急用スペアタイヤの下に収納 
されているか、応急用スペアタイヤ 
に添付されていまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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応急用スペアタイヤの取り付け 



Mt か - mi II 

► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
びノ \ブの接合面に砂やミちれなどびな 
し、ことを確認しまず。 

► ガイドボルトに合わせて応急用スぺ 
アタイヤを取り付けまず。 

► 4本のホイールボルトを取り付け 
て、軽< 締め付けまず。 

►ガイドボルトを取り外し、5本目 
のホイールボルトを取り付けて、軽 
く締め付けまず。 

A 警告 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを強く締め付けないでくださ 
し、締め付ける勢いでジャッキび外 
れるおそれびあ0ます。 


ジャッキタウン 


► ジャッキ八ンドルを 、 "AB DOWN " 
の文字び見える面び手前にくるよ5 
に取り付けまず。 

► ジャッキ八ンドルを繰り返し操作 
し、ゆっくりボディを下げてタイヤ 
を接地ごせます。 

► ジャッキを外しまず。 

P ジャッキ八ンドルは 、" AB DOWN " 
の文字び見える面び手前にくるよ5 
に取り付けないと、ジャッキダウン 
でさません。 


ホイールボルトの締め付け 



► 図の順までホイールボルトを均一 
に締め付けまず。 


ホイールボルトの締め付けトルク 
の規定値は1 5 kg - m (1 50 Nm ) でず。 

A 警告 

ホイールを交換した後は、ずみやか 
にホイールボルトの締め付けトルク 
を確認してください。 


I SG—^ 
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パンクしたとき 


P ホイールレンチを使用ずるとき、 
ぶイールレンチがホイールボルトか 
らがれると、けがをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷するおそれがありま 
す。 LU 下の点に注意してください。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい 

• 足で踏んでまわさないで<ださい 

•両手で握り、ぶイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい 

また、ホイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわずなど、必要政上に巧 
イールボルトを締め付けないで<だ 
さい。ホイールボルトやネジ巧を損 
傷するおそれがありまず。 

►ジャッキを元の状態に戻し、車載 
工具や輪止めなどととちに元の位置 
に戻しまず。 

► 外したタイヤはラゲッジルーム内 
に収納し、確実に固定してくださし、。 

〇 応急用スペアタイヤを装着して走 
行したとさは、タイヤ空気圧警告シ 
ステムは正常に作動しません。 


タイヤフィットび車載されている 
車種 

応急用スペアタイヤが車載されていな 
い車種は、タイヤフィットでパンクし 
たタイヤを修理しまず。 

パンクしたタイヤをタイヤフィットで 
修理ずると、一時的に走行ずることが 
でさまず。 

タイヤフィットは外気温度び一20で 
1；■(上のとさに使用でさまず。 

応急用スペアタイヤび車載されている 
場合は、パンクしたタイヤを応急用ス 
ペアタイヤに交換しまず。詳しくは 
(0346 ページ）をご覧ください。 

A 警告 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なをのです。修理後は、 
空気圧が適正であってを、必ず標 
準タイヤに交換してください。 

• し U 下の状況のとさはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理することがでさ 
ません。他の方法で車両を移動さ 
せて < ださい。 

◊タイヤの傷が約 4 mm し：^上の場 
合や、凹み、亀裂、ひびなどが 
ある場合 


◊タイヤの接地面！; i がに傷がある 

+口- 

场口 

◊ホイールに損傷がある場を 
◊タイヤの空気圧が非常におかつ 
たり、空気が完全に抜けた状態 
のタイヤで走行した場含 
このよラなときは、絶巧に走行し 
ないで、ルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場に達絡してください。 


■化：？ 0 >1 り 
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B タイヤを修理ずるとさは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なうとけがをずるおそれがあり 
ます。 

。タイヤを修理ずるときは、エンジ 
ンを始動しないでください。 

〇異甫のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しなし、 
でください。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットび漏れ出ずおそれびあり 
ます。 

〇タイヤフィットび塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧で巧 
を取って< ださい。 

〇タイヤフィットで修理したタイヤ 
はおず交換してください。そのまま 
使用することはでをません。 

〇タイヤフィットには使用期限びあ 
りまず。期限び過ざたとさは新品 
に交換してください。また、タイヤ 
フィットの使用期限び過ざている場 
合は使用しないでください。 

タイヤフイツトの準備 


►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギまたはネジなどは取り 
除かないで < ださい。 

► ラゲツジフ□アボードの下からタイ 
ヤフィット、電動エアポンプを準備 
します。 



► タイヤフィットに付属の最高速度表 
示のステッカー①をはがし、運転者 
の見やすい場所に貼りまず。 

► 修理ずるタイヤのパルブ付近に夕 
イヤフィット使用表示のステッ 
カー®を貼りまず。 

A 警告 

タイヤフィットは、身体や衣服に付 
着しないよラにま意してください。 

• 眼や皮膚に付着した場合は、ただ 
ちに清潔な水で十分に洗い流して 
<ださい。 

• 衣服に付着した場合は、ただちに 
付着したお服を着替えて < ださい。 

• アレルギー症状が出た場含は、ただ 
ちに医師の診断を受けてください。 
タイヤフィットは、テ供の手が届か 
ない場所に保管してください。 

• 万一、テ供がタイヤフィットを飲 
み込んだ場合は、ただちに水で口 
を十分すずぎ、水を大量に飲ませ 
てください。 

• タイヤフィットを吐かせないでく 
ださい。ただちに医師の診断を受 
けてください。 


• タイヤフィットの臭気を暇い込ま 
ないで<ださい 


I 
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パンクしたとき 


〇 タイヤフィットび漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させてください。 
乾燥すればフィルム状になり、剥び 
すことびでさまず。 

をし、を類にタイヤフィットび付着 
した場合は、ずみやかに洗濯して< 
ださい。 

A 警告 

使用上のミ主意を記載したステッカー 
び、電動エアポンプに貼付してあ0ま 
ず。使用する前に内容を確認してくだ 
さい。 

車種や仕様によ0、車載されている電 
動エアポンプび異なりまず。 

タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージ別体型） 


〇電動エアポンプのエア ホースは 夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

► タイヤフィットののバルブ①を下 
にして持ち、電動エアポンプの凹部 
⑤に差し込みまず。 



パンクしたタイヤのバルブ®から 
パ) レブキヤップを取り外しまず。 



《電動エアポンプの巧巧や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。巧用ちをびわか 
6ないとさは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプのフラップ⑤を開 
さまず。 

► 電源プラグ⑤とエアホース®を取 
り出しまず。 

► エアホース ® をタイヤフィットの 
のバルブ®に確実に取り付けまず。 


► 空気圧調整ノ（ルブ@び閉じている 
ことを確認しまず。 

►タイヤフィットのホース④を、パ 
ンクしたタイヤのバルブ③に確実 
に取り付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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►12 V 電源ソケット （>260 ぺージ） 
に、電源プラグ⑤を差し込みまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にタイヤフイットびパンクし 
たタイヤに送り込まれまず。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることびありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ④を〇 (停止の位置）にし 
ないで < ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧びかなくとを 1.8 
バールに達していることを確認して 
<ださい。 

P 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
た0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
をは、ポンプび;ちえた状態になって 
いることを確認してください。 


電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち、空気圧び 1.8 バールに達しな 
し、場己： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► タイヤのバルブからタイヤフイット 
のホースを取り外しまず。 

► タイヤフイットびタイヤ内に行き;度 
るよ 5 に、ほ速で車を約 10m 前進 
または後退させまず。 

P タイヤのバルブからタイヤフイッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフイットび入ってし、 
た袋かななどを被せてください。 
取り外ずときにタイヤフイットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびありまず。 

► 電動エアポンプからタイヤフイット 
①を取り外しまず。 

► 電動エアポンプのエアホース®を、 
タイヤのバルブ®に確実に取り付 
けまず。 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 

A 警告 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち空気圧び1 .8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかなり損傷してい 
まず。それ liLh 走巧せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 
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パンクしたとき 


空気圧が 1.8 バールに達している 
場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

►12 V 電源ソケットから電源プラグ 
⑤を巧さまず。 

► タイヤのバルブ®からタイヤフィッ 
卜のホース®を取り外しまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
に袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフ ィッ トの ホースから タイヤ 
フィットび漏れることびありまず。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりまずので、タイヤフィットび 
収納されていに袋にタイヤフィット 
を入れて < ださい。 

► 修理しにタイヤのノ U レブキャップを 
取り付けまず。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行しまず。 

タイヤフィットびタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所び固まりやず<な 
りまず。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース®を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、空気 
圧ゲージ®でタイヤ空気圧を点検 
します。 


A 警告 

空気圧び1 .3 バール liTF になっている 
場合は、タイヤびかな0損傷していま 
す。それ liLh 走巧せず、メルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場に連絡してく 
ださい。 

► 空気圧び1 .3 バール(上の場合は、 
規定の空気圧に調整しまず。規定の 
空気圧は燃料給油フラツプ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照してください。 

規定の空気圧に達ずるまで、電動 
エアポンプでタイヤに空気を入れ 
9 〇 

規定の空気圧を超えた場合は、空気 
圧ゲージ⑩の空気圧調整 y (ルブ⑩ 
を緩めて調整します。 

► 最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換しまず。 

► 新しいタイヤフイツトについては、 
メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場でお買い巧めください。 

A 警告 

タイヤフイツトでタイヤを修理した 
後に走巧ずるとさの最高ま度は約 
80 km/h でず 0 

最高速度のステツカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やずい場巧に貼っ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化び現れることびあ 
0ます。 カーブ 走行 時 や ブレーキ 時 
には憤重に運転してください。 


■化：？ 0 >1 り 




パンクしたとを 


357 


9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なってください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で交換してください。 

タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージー体型） 



《電動エアポンプの巧巧や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびありまず。使用ちをびわか 
S ないときは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプの背面から電源プ 
ラグ④とエアホース⑤を取り出し 
ます。 

► エア ホース ⑤をタイヤフイット① 
のバルブ®に確実に取り付けまず。 

〇電動エアポンプのエア ホースは 夕 
イヤフィットのパルブに確実に取り 
付けてください。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

► タイヤフィット①のバルブ®を下 
にして持ち、電動エアポンプの凹部 
③に差し込みまず。 


m 



►パンクしたタイヤのバルブ⑦から 
ノ（ルブキャップを取り外しまず。 

►タイヤフィットの ホース ④を、パ 
ンクしたタイヤのバルブ⑦に確実 
に取り付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

►12 V 電源ソケット（[>260ページ） 
に、電源プラグ④を差し込みまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
を I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にタイヤフィットびパンクし 
たタイヤに送り込まれまず。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることびありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ⑤を〇 (停止の位置）にし 
ないで < ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せまず。空気圧びかなくとを 1.8 
バールに達していることを確認して 
<ださい。 


■化：？ S - り 
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パンクしたとき 


P 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
たじ、 乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
さは、ポンプび;令えた状態になって 
いることを確認してください。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
ても、空気圧び 1.8 バールに達しな 
し、場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
を0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► タイヤのバルブからタイヤフィット 
の ホースを 取り外しまず。 

► タイヤフィットびタイヤ内に行き渡 
るよラに、ほ速で車を約1 Om 前進 
まには後退させまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋かななどを被せてください。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外しまず。 

► 電動エアポンプのエアホース⑤を、 
タイヤのバルブ⑦にお実に取り付 
けまず。 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 


A 警告 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち空気圧び1 .8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかなり損傷してい 
ます。それな上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
くださし、。 

空気圧び 1.8 バールに達している 
場合： 

► 電動エアポンフの電源スイッチ⑤ 
を0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

►12 V 電源ソケットから電源プラグ 
④を巧きまず。 

► タイヤのバルブ⑦からタイヤフィッ 
卜のホース④を取り外しまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋かななどを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフィットの ホースから タイヤ 
フィットび漏れることびありまず。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりまずので、タイヤフィットび 
収納されていた袋にタイヤフィット 
を入れて < ださい。 

► 修理したタイヤのノりレブキャップを 
取り付けます。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 
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► ただちに走行しまず。 

タイヤフイットがタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所が固まりやず <な 
りまず。 



►約1日分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエア ホース 感を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、電動 
エアポンプの空気圧ゲージ®で夕 
イヤ空気圧を点検します。 

A 警告 

空気圧が1 .3 バールし^下になっている 
場をは、タイヤがかなり損傷していま 
す。それし U 上走行せず、ルセデス- 
べンツ指定ヴー ビスエ場に連絡してく 
ださい。 

► 空気圧が1 .3 バール LU 上の場をは、 
規定の空気圧に調整しまず。規定の 
空気圧は燃料給油フラツプ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照して < ださい。 

規定の空気圧に達ずるまで、電動 
エアポンプでタイヤに空気を入れ 
ます。 

規定の空気圧を超えた場合は、タイ 
ヤフ イツ トのホースの先端にある空 
気圧調整ボタン®を押して調整し 
ます。 


► 最寄りのルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換します。 

► 新しいタイヤフィットについては、 
ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場でお買い求め < ださい。 

A 警告 

タイヤフィットでタイヤを修理した 
後に走行するとさの最高速度は約 
80 km/h でず。 

最高速度のステ ッカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やずい場所に貼っ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化が現れることがあ 
ります。 カーブ 走行時や ブレーキ 時 
には慎重に運転してください。 

9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なってくださし、。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス.ベンツ指定 サービス エ場 
で交換して < ださい。 


※タイヤフィットは、日本仕様には装備されません。 
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パツテリー 


こリ— 


バッテリー取り扱いの一般的なミま意 

バッテ U —の性能を長期にわたって最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —が常に十分充電されていることが 
必要でず。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行が多いとさは、通常より 
ち頻繁にパッテリ ー 液量などを点検し 
て < ださい。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用して < だ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 爆発の危険があ0まず。 


バッテ U —を取り扱ってし、 
るときは、火気や裸乂、乂 

® 花、タパコなどを近付けな 
いで < ださい。 

乂巧が出ないよラにま意し 
て < ださい。 

バッテリー液は腐食性があ 
りまず。皮膚や眼、衣服に 
付着しないよラにま意して 
<ださい。 

手袋やエプ□ン、マスクを 
着用してください。 

バッテ U —液が付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診 
断を受けてください。 


@ バッテ U —を取り扱ラとさ 
は保護眼鏡を着用して<だ 
さい。 

嚇謀を近付けなし、でくだ' 

取扱説明書の指示に従って 
くださぃ。 


A 警告 

爆発や火傷を防ぐため、バッテリー 

を取り扱ラときはじ(下の事項を守つ 

て < ださい。 

• バッテリーを傾けたり横倒しにし 
ないで < ださい。 

• 金属製の工具などをバッテ U —の 
上に置かないでください。バッテ 
リーがショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテ U —が爆発する 
おそれがあ0まず。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維のお 
服を着用しないでください。また、 
カーぺッ トの上な どでバッテリー 
を引さず5ないで < ださい。 

• バッテ U —に触れるとさは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させて < ださい。 

• 巧などでバッテリーを拭かないで 
ください。静電気や火花が発生し 
て、バッテリーが爆発ずるおそれ 
があ0まず。 
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〇ま全のため、バッテ U —端子をゆ 
るめたり外ずときは、エンジンス 
イッチからキーを巧くか、イグニッ 
ション位置を0にしてくださし、。 
電気系部品やオルタネーターを損傷 
するおそれびありまず。 

〇 必要でなければ、駐車時はエンジ 
ンスイッチからキーを取り外してく 
ださい。エンジンスイッチにキーび 
差し込まれているとさはわずかに電 
力び消費され、パッテ U —を消耗し 
ます。 

〇 バッテ U —端テの取り外し、バッ 
テ U —の取り外し、充電、交換につ 
し、ては、メルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場で作業ずる こと をお勧めし 
ます。 

9環境 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
U —を廃棄するときは、新しいバッ 
テ I 」一をお買い求めになった販売店 
に廃棄処分を依頼して < ださい。 


バッテリーの位置 _ 

バッテリーは助手席シート下部にあり 
ます。 

〇他車のバッテ U —を電源としてエン 
ジンを始動ずるとをは、エンジンルー 
ム内の端モにブースターケーブルを 
接続してください （ IX 364 ページ)。 


バッテリーの交換 _ 

この作業はメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に依頼ずることをお勧め 
します。 

►パーキングブレーキを確実に効ひ 
せて、シフトポジションを圧！!に 
しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
まず。 


► 助手席シートをいっぱいまで前方 
に動かしまず。 



►バッテ U —カバーのを矢印の方向 
に持ち上げて取り外しまず。 



► ミシン目びある位置まで、白し)点 
線に沿って力一ぺツト③にカツ 
ターなどで切り込みを入れまず。 
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カッターなどでカーぺットに切り込み 
を入れるとさは、けびをしないよ5に 
十分ま意してください。 


► 助手席シートをいっぱいまで上方 
および後方に動かしまず。 



► 力ーペット⑤の後端を矢印の方向 
にめくりまず。 


► 助手席シートをいっぱいまで上方 
および前方に動かしまず。 



► 固定ク U ップ@を取り外しまず。 

► エアダクト⑤を矢印の方向に引き 
巧をまず。 



►バッテリー®から保護カバー⑤ 
を取り外しまず。 



►バッテ U — から台端モ④を取り外 
し、後から外ず货端モ⑦と接触し 
ない場所に置さまず。 


► 货端子⑦のカバーを取り外しまず。 

►バッテ U — から®端モ©を取り外 
しまず。 
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バッテリーの取り外し 



► ブ U — ヴーホース®を取り外しまず。 
► 取り付けボルト®を取り外しまず。 
► ブラケット®を取り外しまず。 



►パ'ッテ U — @を矢印の方向に持ち 
上げて取り出しまず。 


バッテリーの接続/取り付け 


A 警告 

バッテ1」一を接続するときは、下の 
手順を守って、端テの取り付け方を絶 
巧に間違えないよラにしてください。 
ショートして义傷をずるおそれびあり 
まず。また、車両の電気装備を損傷ず 
るおそれびあ0まず。 

► 電気装備をずべて停止しまず。 

► 取り外しにとさと逆の手順でパッ 
テ U —を取り付けまず。 

► ® 端テ®を取り付け、®端子カバー 
を取り付けまず。 

► 台端モ④を取り付けまず。 

► 取り外したとをと逆の手順で車両 
を元の状態に戻しまず。 

〇 バッテ U —の接続び一時的に断た 
れにとをは、下のよ5な作業び必 
要になることびありまず。 

• COMAND システムの再設定 
• ドアウインドウのリセット 
• スライ デ イング ルーフの リセット 

• 施蟲時のドア S ラー格納の U 
セツト 
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VRLA バッテリー 

バッテ U —のケースが黒色で、上面に 
VRLA - BATTERY のラベルがある場を 
は、バッテ U —液量の点検や補充はで 
さません。また、危険ですので分解は 
絶対に行なわないで<ださい。点検に 
ついてはルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


インジケーター付をバッテリー 



ケースが黒色で、上面にインジケー 
ターの があるバッテリーは、バッテ 
U —液の補充はでさません。 

インジケーター®は、バッテリーの 
液量や充電状態が適正なとさは黒色 
に、バッテ U —の交換が必要なとさは 
白色になりまず。 

インジケーターが白色になったとさ 
は、ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場に交換を依頼して < ださい。 

また、危険ですので分解は絶対に巧な 
わないで < ださい。 


—びあびったとを 


バッテ U —の電圧びほ下し、エンジ 
ンの始動び困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のバッテ 
1」一を電源として始動ずることびで 
さまず。 

化車のノ（ッテ U — とブースターケーブ 
ルを接続ずるとをは、エンジンルーム 
の向かって左側にある®端テと台端モ 
にブースターケーブルを接続しまず。 

作業を始める前に、必ず(降に記載ず 
る説日月を読んで < ださい。 

• エンジンと触媒び;ちえているとさに 
行なってくださし)。 

• バッテ U —び凍結しているとさは 
エンジン始動を行なわないで<だ 
さい。 

•救援車のバッテ U —び、 12 V バッ 
テ1」一であることを確認して < だ 
ごい。 

• 十分な容量と太さびあり、絶縁され 
たクランプを持つ ブースターケーブ 
ルを使用してください。 

A 警告 

• 他車のバッテ U —を電源として始 
動しているとさは、バッテリーを 
のぞさ込まないでください。万一、 
爆発したとさにけがをするおそれ 
があ0まず。 

. 他車のバッテ U —を電源として始動 
するとさは、バッテリーを傾けない 
でください。バッテ U —が爆発して 
けがをずるおそれがありまず。 
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A 警告 

たばこなどの火気を近付けたり、乂 
花を発生させたりしないでください。 
バッテリーが爆発してけがをずるおそ 
れがあります。 

〇 放電したバッテ U —液は、約一 
1日でで凍結しまず。凍結している 
とさは、火気を近付けずにバッテ 
リー全体を暖め（約日 crcLU 下）、バッ 
テリー液を解凍してからエンジンを 
始動して < ださい。 

©バッ テ U —の接続が一時的に断た 
れたとさは、下のよ5な作業が必 
要になることがありまず。 

• COMAND システムの再設定 

• ドアウインドウのリセット 

• スライディング ルーフの リセット 

• 施錠時のドア三ラー格納の U 
セット 

〇 他車のバッテ U —を電源としたエ 
ンジン始動について、詳しくはメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

〇エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

エンジン始動を2〜3回試みてを 
始動でさないとさはメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

エンジンを始動でさたとさを、ずみ 
やかにメルセデス.ベンツ指定サー 
ビスエ場でバッテ U —の点検を行 
なつて < ださい。 


Q 急速充電器によりエンジン始動を 
行なわないで < ださし、。 

〇エンジンび暖まっているとさは、 
他車のバッテ U —を電源として始動 
しないで < ださい。 

Q ブースターケーブルは、ケーブル 
部分や絶縁部分び損傷しているをの 
は 使用しないでください。 

〇ブースターケーブルび ラジ エター 
を却フアンや回転ベルトに巻き込ま 
れないよラにして < ださい。 

〇救援車により接続方法び異なるこ 
とびありまず。接続前に救援車の取 
扱説明書ちお読みください。 

始動の方法 

►バッテ U —電圧び同じ （12 V ) で、 
バッテ U —容量び同程度の救援車を 
用意します。 

► 自車と救援車び接触していないこと 
を確認してくださし、。 

►パーキングブレーキを効かせて<だ 
ごい。 

► シフトポジションを [ Pj にして< 
ださい。 

► 救援車のエンジンを停止しまず。 

► 両車のイグニッション位置を0に 
して、電気装備をずべて停止しまず。 

► ボンネットを開さまず。 
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► 自車の®端モカバー①を矢印の方向 
に開さまず。 

► 自車の苗端モ⑤に赤色ブースター 
ケーブルを接続します。 

► 救援車のノ（ッテ U — @の货端テ⑤ 
I こホ色ブースターケーブ>1レの反対側 
を接続します。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 

►車種や仕様により、自車の 台 端モ⑥ 
にキャッフ⑥び取り付けられている 
ときは、キャップ⑥を取り外しまず。 

► 救援車のノ（ッテ U —⑦の©端テ④ 
に黒色ブースターケーブルを接続 
します。 

► 自車の 白 端テ®に黒色 ブースター 
ケーブルの反巧側を接続しまず。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 


► 黒色ブースターケーブルを両車の 
バッテ U —の台端子から外しまず。 

先に自車の台端子⑥に接続している 
黒色ブースターケーブルを夕1■しまず。 

► 赤色ブースターケーブルを両車の 
バッテ U —の©端子から外しまず。 

先に自車の®端モ③に接続している 
赤色ブースターケーブルを夕1■しまず。 

► 必要のない電気装備を停止しまず。 

► メルセデス.ベンツ指定サービス王 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
さい。 
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A 警告 

• エンジンがかかっていないとさは 
ブレーキやステア U ングの操作に 
非常に大さな力び必要になります。 

• けん引されるとさは、ステアリン 
グが□ックしていないことを確認 
して < ださい。 

Q けん引はでさるだけ避けて<ださ 
し、。自走でさないとさは、専門業者 
に依頼して車両運搬車で搬送して< 
ださい。 

Q トランスミッションを損傷してい 
るとさは、車両運搬車で搬送して< 
ださい。 

〇やむを得ず、他車にけん引してち 
らラとさは降に記載する説明に 
従って < ださい。 

H けん引されるとさは、けん引防止 
警報機能を解除して<ださい（杉 
63ページ)。 

〇けん引されるとさは、車速感応 
ドア□ックを解除して < ださい 
([>170ページ）。車輪が回転ずると 
車が自動的に施錠され、車がに閉め 
出されるおそれがあ0まず。 

〇一般道では 30 km/hLi (下の速度 
で、距離は日 0 km iU 内に限り、け 
ん引走行ずることがでさまず。距離 
が 50 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用して<ださい。トラ 
ンス S ッシヨンを損傷ずるおそれが 
ありまず。 


H プ□ペラシャフトの取り付けナッ 
卜は再使用でさません。プ□ペラ 
シャフトを取り付けるとさは、必ず 
新品の取り付けナットを使用して< 
ださい。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

〇けん引されるとさは、ゆつ < り発 
進し、車両に過大な力をかけないで 
<ださい。車を損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

〇デイファレンシャル□ックは 
AUTO モードにして <ださい。けん 
引されるとさは、決してデイファレ 
ンシャル □ ックを手動操作しないで 
<ださい。トランス三ッションを損 
傷ずるおそれがあ0まず。 

〇前輪または後輪のみを持ち上げた 
状態でけん引しないでください。駆 
動装置などを損傷ずるおそれびあり 
9 〇 

〇けん引□ープを使用してけん引さ 
れるときは、し U 下の点にま意してく 
ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しないでください。車を損傷 
するおそれびありまず。 

• □ープの長さは 5 m じ(内とし、 
□ープの中央に白巧 （30 cm X 
30 cm (上）を付けて2台の車 
び□ープでつなびれていること 
を周囲に明示して < ださし、 

• □ープは両車とちできるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• けん引フックじ(がには□ープを 
かけないで < ださい。 
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けん引 


• □ープに無理な力や衝撃がかか 
らないよ5にして < ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
よラに前車のブレーキランプに 
注意しながら車間距離を調整し 
て < ださい。 


けん引フックの取り付け 


A 警告 

リアのカバーを取り外ずとさは、マ 
フラーに 注意して ください。マフラー 
は高温になる た 故、 マフラーに 触れ 
ると火傷をずるおそれがありまず。 


けん引フックの取り付け位置 



フ□ントの取り付け位置 

フ□ントバンパーの向かって左側にあ 
りまず。 

►マーク部を押して、カバー©をが 
します。 


リアの取り巧け位置 

U アバンパーの向かってち側にあり 
9 〇 

►マーク部を押して、カバー©を手 
前に引いてがしまず。 

けん引フックを取り付ける 

►車載工具 （>314 ページ）からけ 
ん引フックとぶイールレンチを取り 
出します。 

► 内部のネジ巧にけん引フックをねじ 
込み、止まるまで'手で'締め込みまず。 

►さらに、ホイールレンチの柄の部 
分をけん引フックの U ング部分に差 
し込み、確実に締め付けまず。 

けん引フックを取りがず 


► 車載工具（[>314ページ）からホイー 
ルレンチを取り出しまず。 

► ぶイールレンチの柄の部分をけん引 
フックの U ング部分に差し込み、反 
時計回りにまわしまず。 

► けん引フックを取りがしまず。 

► けん引フックのカバーを取り付け 
ます。 

► けん引フックとホイールレンチを車 
載工具に収納しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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けん引ずる 


エンジンむ巧台動でをるとを 

►エンジンを始動し、シフ h ポジショ 
ンを HE にしまず。 

エンジンび始動でをないとを 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、イグニッション位置を2にして、 
シフトポジションを m にしまず。 

►イグニッション位置を0にして、 
エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だままにしまず。 

〇けん引されるとさは、エンジンス 
イッチにキーび差し込んであり、シ 
フトポジションび EE になってい 
ることを確認して < ださい。 

エンジンスイッチからキーを巧い 
にり、シフトポジションび HE や 
CE のとさにフ□ントドアを開く 
と、シフトポジションびにな 
り、トランスミッションを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 


車を運搬ずる _ 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載するとをにを使用できまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、イグニッション位置を2にして、 
シフトポジションを CE にしまず。 

[I 車両運搬車に積載して車両を固定 
するとをは、固定□ープをサスペン 
ションなどのメンノ（一部にかけない 
でください。車体を損傷ずるおそれ 
びありまず。 


めかるみなどか S けん引ずるとを 

めかるみなどで動けな<なったとさ 
は、 LU 下の点にま意してけん引してく 
ださい。 

• 車を急激に引き出したり、斜めに引 
き出さないでください。車体を損傷 
するおそれびありまず。 

• トレーラーをけん引している場合 
は、絶対にトレーラーを接続したま 
ま車を弓 I を出さないでください。 

この場合はトレーラーを外し、車両 
後部のトレーラーカップ1」ングを引 
くよ5にし、でさるだけ走行してを 
たわだちに沿って後方へ引さ出して 
<ださい。 


けん引ずるとさの注意 

トランスファーやアクスルび故障して 

いるとをは、 LU 下の点にま意してけん 

引して < ださい。 

この作業はでさるだけ専門業をに依頼 

して < ださい。 

〇トランスファーやアクスルび故障 
しにときは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに故障/警告メッ 
セージび表示されまず。詳し< は 
(0326 ページ）をご覧ください。 

トランスファーび故障しているとを 

► 前後のアクスルとトランスファーの 
間のプ□ペラシャフトを外しまず。 

► フ□ントアクスルを上げてけん引 
しまず。 
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フ□ントアクスルび損傷しているとを 


-ズ 


► U アアクスルとトランスファーの 
間のプ□ペラシャフトを外しまず。 

► フ□ントアクスルを上げてけん引 
します。 

IJ アアクスルび損傷しているとを 

►フ□ントアクスルとトランス 
ファーの間のプ□ペラシャフトを外 
します。 

► U アアクスルを上げてけん引しまず。 

バッテ U - びあびっているとをや電気 
装備び故障しているとを 

バッテ U —びあびっているときや電気 
装備び故障しているとさは、シフトポ 
ジションび [ E に□ックされること 
びありまず。シフ h ポジションを rm 
にずるには、ブースターケーブルを使 
用して他車のバッテ U —から電力を供 
給してください0364ぺージ）。 


でさないときはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場に連絡してください。 


ヒューズ交換についての注意 


電気装備に異常び発生ずるとヒューズ 
び切れて電気装備への接続び切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
<なりまず。 

A 警告 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズを使用しない 
で< ださい。電気回路に負荷びかか 
0、乂災の原因になります。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に作業を依頼してください。 

〇し U 下のよ5なとさは、ただちにメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

• ヒューズを交換してちずぐに切 
れるとさ 

• ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとさ 

Q ヒューズボックスのカバーを取り 
外しにとさに、ヒューズボックスの 
内部に水などび入らないよ5にして 
<ださい。 

Q ヒューズボックスのカバーは、 
ヒューズボックスに密着ずるよ5に 
取り付けて<ださい。ほこりや湿気 
び入るおそれびありまず。 


se — り 
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。エンジンルーム巧のヒューズボッ 
クスを点検するとをは、必ずワイ 
パーを停止して、エンジンスイッチ 
からキーを巧くか、イグニッシ ヨン 
位置を0にしてください。ワイパー 
び作動ずるとけびをずるおそれびあ 
りまず。 


ヒューズボックスの <な置 _ 

ヒューズボックスは(下の場所にあり 
ます。 

• エンジンルーム内運転席側 
• ラゲッジルームち側 
• グ□ーブボックス横 

エンジンルーム内運転側のヒューズ 
ボックス 



► 2力所のフック③を外し、カバー① 
を取り外しまず。 


ラゲッジ ルームち 側の ヒューズ ボッ 
クス 



► コインなどを使用して、ク U ップ① 
を矢印の方向にまわしまず。 

► カバー③を取り外しまず。 


グ□—ブボツクス横のヒューズボツクス 



► グ□ーブボックスを開さまず。 

► カバー①の切り欠さ部に指をかけ 
て、矢印の方向にカバーを開をまず。 


カバーを取り付けるとをは、最初に力 
バーの前部を A ピラーの内側に差し 
込みまず。 

〇ヒューズボックスを開くとさに、 
ドライノ（一など先のとびった物を使 
用しないで<ださい。ダッシュボー 
ドやカノ（一を損傷ずるおそれびあり 
ます。 
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ヒューズを交換ずる _ 

► 停車しまず。 

► ずべての電気装備を停止しまず。 

► エンジンスイツチからキーを巧く 
か、イグニツシヨン位置を0にし 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当ずるヒューズを確認 
します。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検し、ヒューズび切れ 
ている（溶断）とさは、同じ電流値 
(色）のヒューズと交換しまず。 


ヒュー ズ —覧 


エンジン ルー ム 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

100 

30A 

フ n ントワイパー 

101 

15A 

エンジン制御 

102 

— 

未使用 

103 

20A 

エンジン制御 

104 

1己 A 

エンジン制御 

105 

15A 

エンジン制御 
エンジンスターター 

106 

— 

未使巧 

107 

40A 

二次エアポンプ 

108 

4日 A 

エアサスペンション 

コンプレッサー 

109 

25A 

ESP® 

110 

10A 

ホーン 

(盗難防止警報システム） 

111 

3曰 A 

オートマチックトランス 
S ッション 

112 

7.5A 

オプション 

113 

15A 

ホーン 

114 

5A 

オプション 


115 

己 A 

ESP® 

116 

7.5A 

才ートマチックトランス 
S ッション 

117 

7.5A 

オプション 

118 

己 A 

エンジンコント□ールュ 
ニット 

119 

— 

未使用 

120 

1曰 A 

エンジンコント□—ルュ 
ニット 

121 

2日 A 

を熱ヒーター 

122 

25A 

エンジンスターター 

123 

— 

未使用 

124 

— 

未使巧 

125 

— 

未使用 


グ□ーブボックス横 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

10 

1日 A 

U アエアコンディショナー 
ブ□アモーター 

11 

5A 

インストルメントパネル 

12 

15A 

エアコンディショナー 
モジュール 

13 

己 A 

ステア U ング調整 
スイッチパネル 

14 

7.5A 

エンジンスイッチ 
COMAND システム 

15 

5A 

コンパスモジュール 

16 

— 

未使用 

17 

— 

未使用 

18 

— 

未使用 


ラゲツジ ルーム 内ち測 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

20 

己 A 

アンテナ 

ボイスコント□—ル 

21 

5A 

U アエアコンディショナー 
コント□ールパネル 

22 

己 A 

パークト□ニック 

23 

1日 A 

携帯電話ユニット 

24 

4日 A 

シートべ J レトテンショナー 
(ち側） 
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ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

53 

5 A 

AIR マティックサスペンショ 
ンコント□ールユニット 
センターディファレン 
シャル□ックコント □— 
ルユニット 

54 

5 A 

へッドライト光軸自動調整 
コント n — ルユニット 

已5 

7.5 A 

インストル;^ントパネル 
ライトスイッチ 

56 

5 A 

自己診断ソケット 

已7 

20 A 

燃料ポンプ 

58 

7.5 A 

自己診断ソケット 

己9 

7.5 A 

オプション 

60 

5 A 

グ n —ブボックスライト 
フ□ントワイパー 

V に S システム 

61 

7.5 A 

エアバッグシステム 

62 

— 

ま使用 

63 

— 

ま使用 

64 

— 

ま使用 

65 

— 

未使用 

66 

30 A 

マルチコント□ール 
シートバック 

67 

2日 A 

1」アファン 

68 

2日 A 

オプション 

69 

30 A 

電子制 J 御ディファレンシャル 
□ック 

70 

— 

ま使用 

71 

— 

ま使用 

72 

— 

ま使用 


(2010-05-05 A 164 006 67 99) 


〇 ヒューズ配置表（英文）は、車載 
工具にを収納されていまず。ヒュー 
ズ配置表にはヒューズ容量を記載さ 
れていまず。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のをので、予告な<変更されること 
びありまず。 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

25 

1已 A 

COMAND システム 

26 

2日 A 

助手席側ドア 
コント n — ルユニット 

27 

30 A 

助手席シート;><モリー機能 

28 

30 A 

運転席シート;モ U —機有目 

29 

斗 0 A 

シートべ J レトテンショナー 
(左側） 

30 

40 A 

ヴードシート 
燃料給油 □ 

31 

10 A 

オプション 

32 

1日 A 

エアサスペンション 
コント□—ルユニット 

33 

2日 A 

オプション 

34 

2曰 A 

運転席側ドア 
コント□—ルユニット 

35 

30 A 

オーディオアンプ 

36 

10 A 

wcs システム 

37 

已 A 

オプション 

38 

10 A 

COMAND システム 

39 

7.5 A 

タイヤ空気圧警告システム 

40 

30 A 

EASY - PACK 自動開閉 
テールゲート 

41 

2日 A 

スライディングルーフ 

42 

2日 A 

オプション 

43 

20 A 

1」ァワィ パー 

44 

— 

未使用 

45 

20 A 

12 V 電源ソケット（セン 
ターコンソール後端、ラ 
ゲッジルーム） 

46 

1已 A 

ライター 

47 

10 A 

オプション 

48 

己 A 

U アディファレンシャル 
□ックコント□—ルユ 
ニット 

49 

30 A 

1」アデフォッ ガー 

50 

1已 A 

1」ァワィ パー 

51 

5 A 

オプション 

52 

已 A 

シートべ J レトテンショナー 
コント□—ルユニット 

U アディファレンシャル 
□ックコント□—ルユ 
ニット 


I 
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純正部品/純正アクセサ U -、車両の電子制御部品について 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
<ださい。 

アクセサリーについても 、 Daimler 
AG またはルセデス-ベンツ日本株 
式会社が指定ずる製品だけを使用して 
<ださい。 

A 警告 

どんな場含でを、ブレーキ関連部品 
などの重要保安部品や走行系統に使 
用する部品には、純正部品!;1外のち 
のを使用しないでください。事故や 
故障の原因になります。 


华環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進するたが、 U サイクル部品を積 
極的に導入しています。 

〇 純正部品 iu がの部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでな<関連箇所 
に不具合が生じてち、保証を適用で 
さないことがありまず。 


車両の電子制御部品について 


A 警告 

電子制御部品やその構成部品にかか 
わる作業は、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で巧なってください。 

特に、ま全装備やま全に関わるシス 
テムについての作業は、必ずメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で巧 
なってください。車両の使用に巧す 
る適合性に影響を与えるおそれびあ 
0ます。 

〇電モ制御部品およびそれに関わる 
コント□ール ユニッ トやセンサー、 
配線類などのメンテナンス作業は、 
必ずメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なってください。車両の 
構成部品び通常より早 < 摩耗した 
り、保証を適用でさないことびあり 
ます。 

[I 車の電モ制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因にな0まず。また、関連ず 
るイ也の装備にち悪影響をちえるおそ 
れびあ0まず。 

〇車載無線機など電装アクセサリー 
を装着ずるとさは、メルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。装着方法などび適切でない 
と、車の電モ制御部品に悪影響を与 
えるおそれびありまず。また、電気 
配線を間違えると、乂災や故障の原 
因になりまず。 

〇ウインドウに透日月な吸盤を貼付し 
ないで<ださい。透明な吸盤びレン 
ズとして作用して、乂災び発生ずる 
おそれびあ0まず。 


■み—も 51.4 
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下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
こットやセンサー類が取0付けられ 
ています。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や銀 
金作業などを行な5と、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれが 
ありまず。 

. ドア 

- ピラー 付近 
-サイドシル付近 
•シート 

• ダッシュボード 
-インストル><ントパネル 
. センタ— コンソール 
-エアバッグ収納部 
•シートベルト 

詳し<はルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 


ビークルプレート 


純正部品をミ主文ずるとをに車台ま号あ 
るいはエンジンま号などび必要になる 
ことびありまず。 

車台ま号やエンジンま号などは図の箇 
所に記されていまず。 



① ニューカープレート 

運転席側または助手席側のセンターピ 
ラー下部に、車台ま号およびカラー 
コードなどを記載した ニュー カープ 
レートのび貼付されていまず。 


■もふ51.4 
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ビークルプレート 


車台ま号 _ 

車台ま号は、ダッシュパネルの図の位 
置に表示されていまず。また、ち側セ 
カンド シー ト下部のボディフレームに 
を車台ま号び巧刻されていまず。 



⑤車台番号 


ち側セカンドシート下部の車台番号を 
確認ずる 



⑤カーペット 


► 力ーペット⑤を矢印の方向にめく 
0上げまず。 

車台ま号び確認でさまず。 

〇カーぺットをめくり上げるとさ 
は、指やのにけびをしないようにま 
意してください。 

※仕様により、ち側セカンドシート下部の車体 
ま号の刻印位置び異なりまず。 


オプションコードプレート 



④オプションコードプレート 


ボンネット裏側にオプションコードを 
記載したオプションコードプレート 
④び貼付されていまず。 



⑤エンジンま号 

エンジンブ□ック後部にエンジンま号 
⑤び巧刻されていまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 
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オイル•液類/バッ; 


オイル•液類に関ずる注意 

オイル-液類には政下のちのが含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランス三ッシヨンオイ J レ、 
ノ くワーステア U ングオイルなど） 

•ウオッシヤー液 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
て < ださい。 

詳し<は、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

〇 指定品がのオイル-液類を使用 
したとさは、該当箇所だけでな<関 
連箇所に不具合が生じてち、保証を 
適用でさないことがありまず。 

A 警告 

オイル-液類は子供の手の届かない 
場所に保管してください。また、火 
気の近くには保管しないで<ださい。 

オイル•液類が目や粘膜、傷に触れな 
いよラにしてください。万一目に入つ 
たり皮膚に付着したとさは、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流し、医師 
の診断を受けて < ださい。 

平環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 


燃料 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラときは、火を近付けたり、 
おくで喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

燃料が皮膚やを類に触れないよラに 
ミ主意してください。 

燃料が皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を暇い込むと、健康に悪影響 
を与えます。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約100 G 

警告な点な時の 
残量 

約13 G 


H 輕油を給油しないで<ださい。ま 
た、軽油を混ぜたガソ U ンを給油し 
ないで<ださい。か量でち軽油を給 
油すると、燃料噴射システムを損傷 
ずるおそれがありまず。誤って軽油 
を給油して故障が発生したとさは、 
保証の対象がになりまず。 

P 指定政がの燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用すると、燃 
料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンを損傷したり、火災が発生ず 
るおそれがありまず。指定政がの燃 
料を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の对象がになりまず。 
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〇燃料の添加剤は、純正品または承 
認されている製品のみを使用してく 
ださい。エンジン内部の摩耗び進ん 
だり、エンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。故障び発生したときは、 
保証の巧象がになりまず。 

燃料消費について 


(下のよ5な状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温び非常にほいとを 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 


平環境 

C 02 (こ酸化炭素）の排出は、地球 
温暖化の大さな原因とな D まず。 

緩やかな産転をむびけ、定期的に点 
検•整備を行なうことにより、 C 02 
排出量を最ル旧に抑えることびでさ 
まず。 


エンジンオイル 

[I エンジンオイルの添加剤は、純正品 
まには承認されている製品のみを使 
用してください。エンジンを損傷ず 
るおそれびあ0まず。故障び発生し 
たとさは、保証の巧象がになりまず。 

B エンジンオイルは、使用している 
間にちれた0劣化ずるだけでな<、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず巧給をしくは 
交換して < ださい。 


エンジンオイル容量 


容量 約 9.0 e 

〇 容量は、オイルフィルター分を含 
む、交換時の数値です。 

使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
ごい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
おしてください。 


























オートマチックトランスミッション 
オイル 

オートマチックトランス三ッションオ 

イルの交換については、別冊「整備手 

帳」を参照して<ださい。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルは専用品のみを使用して< 
ださい。 

〇オートマチックトランス三ッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランス S ッション内部の 
摩耗が進んだり、トランス S ッショ 
ンを損傷ずるおそれがありまず。添 
加剤を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の対象がになりまず。 

〇オートマチックトランス三ッショ 
ンオイルの漏れを見つけたり、トラ 
ンス云ッションの作動に異常を感じ 
たとさは、ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けて<だ 
さし、。 


冷却水 _ 

冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださし、。 

また、冷却水の補給が必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給して < だ 
さし、。 

A 警告 

冷却水をエンジンルームにこぼさな 
いで< ださい。発火するおそれがお 
りまず。 


*日が品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用しまず。 


車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えます。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- ミ T じ 

約5已％ 

- 4日 。 C 


Q 不凍液の濃度は約50%から約 
日5%の間にしてください。濃度を 
約日(上にずると、冷却性能が 
低下しまず。 

Q 冷却水には必ず不凍液を混ぜて< 
ださい。不凍液には防謂の効果ちあ 
りまず。 

Q 指定がの不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。謂や腐食な 
どの原因になりまず。 


定期的に;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
くは;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 



不凍液の濃度 


ブレーキ 液 
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積載荷物の制限重量 


A 警告 

ブレーキ液を補給するとさは、 

や水分がリヴーブタンクの中に入ら 
ないようにしてください。たとえル 
さなでを、ブレーキが効かなく 
なるおそれがあ0ます。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を暇収して劣化しまず。劣 
化した状態で使用すると、過酷な条 
件下ではベーパー□ックが発生ずる 
おそれびあ0まず。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液が沸騰し 
て気泡が発生し、ブレーキペダルを 
踏んでわ圧力が伝わらず、ブレーキ 
が効かな<なる現象のことです。 


バッテリー 


車載バッ テリーの 電圧/容量 


電圧 

12 V 

容量 

95 Ah 


積載荷物の制限重量 


ルーフレール 


90 kg 


〇 ルーフレールの 制限重量には、ク 
□スバーやアタッチメン h の重量ち 
含まれまず。 


ウォッシャー液 


A 警告 


ウォッシャー液は可燃性の高い液体 
です。ウォッシャー液を取り扱ラと 
さは、义気を近付けたり、近くで喫 
煙しないで < ださい。 


U ウォッシャー液は、 U ヴーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
ミ居合比にミ畳ぜてください。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用び 
あ0まず。夏用には油膜を防ぐ効果 
びあり、を用には凍結温度を下げる 
効果びあ0まず。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ライトウォッシャー液の1」ヴーブタ 
ンクは兼用でず。 
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^ールゲートを開いたとさの高さ 



①テールゲートを開いたとさの高さ（外側） 
⑤テールゲートを開いたとさの高さ（内側） 

テールゲー h をいっぱいまで開いたと 
さの高さは、 liTF のよ5になりまず。 

® 2100 — 2210 mm 
d ) 1906 ~ 201 6 mm 

0 タイヤ、積載荷物、オプション装 
備品やサスペンションの状態などに 
より、数値び異なりまず。 


タイヤとホイール 


〇タイヤとホイールは必ず純正品お 
よび承認された製品を使用してく 
ださい。詳しくはメルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 

ABS や ESP ® などの装倫は、純正 
品および承認された製品を使用ずる 
ことで効果び発揮されまず。 

純正品および承認された製品(外の 
タイヤやホイールを装着した場合 
は、安全性の保証はでをません。 

〇純正品および承認された製品(外 
のタイヤやホイールを装着した場 
合は、車両操縦性や騒音、燃料消費 
などに影響を与えるおそれびあ0ま 
す。また、指定されたサイズし i (が 
のタイヤやホイールを装着ずると、 
フェンダーの内側やサスペンション 
などに接触し、車やタイヤを損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、規定 
のタイヤ空気圧を記載したラベルび 
貼付してありまずい282ページ）。 

〇 左ちには必ず同サイズのタイヤ/ 
ホイールを装着してください。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずね < ださい。 
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標準タイヤ/ウィンタータイヤ 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

275 / 已 0 R 20 

8.引 X 20 

56 mm 


〇標準タイヤ/ホイールには、スノーチェーンを装着しないでください。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 



み 

I 

1K 

K 

U 

I 

か 


〇 ウインタータイヤのサイズは Daimler AG び指定ずるをので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びありまず。 

オプシヨン装着用タイヤ/ホイール 



タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 


265 / 55 R 19 M+S 



19インチ 
ぶイール 

275 / 55 R 19 

8.引 X 19 

56 mm 


275 / 已己 R 19 M+S 



21インチ 
ぶイール 

295 / 40 R 21 

10.0 J X 21 

37 mm 


《仕様により、還おでさるオプション装着用タイヤ/ホイールは異なります。 


〇タイヤサイズ265 / 55 R 19 M+S (外のオプション装着用タイヤ/ホイー 
ルには、スノーチェーンを装着しないでください。 


応急用スペアタイヤ 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

タイヤ空気圧 

T 165 / 90-19 

4.5 B X 19 

40 mm 

4.2 bar / 61 psi / 420 kpa 


Q 応急用スペアタイヤにはスノーチェーンを装着しないでください。 



















巧象モデル 


GL 550 4 MATIC 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

娘この取扱説明書の内容は、2011年9月現在のわのでず。 





メルセデス-ベンツ日本株式会社 

干 106-8506 東京都港区六本木 一 T 目9番9号六本木ファーストビル 

MBJCSD 32440 -091100400 J 

環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 6515 4347 20 AJ2011/Va, 09/11 


